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※シラバス（syllabus）は、ギリシャ語の sittuba すなわち「羊皮紙

製の書籍のラベル」または「標題紙」という意味の言葉が語源で

す。 

 
 
 
 

— シラバスの利用について － 
 
 

このシラバスは、2022年度の春学期・秋学期に経営学部イベントプロデュース学科

で開講する全授業についてその概要を示してあります。学生の皆さんが１年間の学習

計画を立てるための手助けとなるはずです。 

シラバスには、授業内容とその達成目標、授業で使用するテキストや参考書、さら

に成績評価法、履修条件、授業計画などを記してあります。 

履修の際には必ず、「学生要覧」と「授業時間割表」とあわせて参照するようにし 
 

てください。また、授業期間中は、「授業計画」のどの部分を学習しているのかを常 
 

に確認して、復習および予習の参考にしてください。 
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    難波 俊樹 480～483 

    堀口 弘治 484 

    明珍 令子 486 

プロフェッショナル・セミナーⅤ ３～４ ２ 半期 緒方 義人 488 

    濱松 敏廣 490 

プロフェッショナル・セミナーⅥ ３～４ ２ 半期 北原 隆 

針谷 和昌 

492 

494 

プロフェッショナル・セミナーⅦ 

（就職） 

３～４ ２ 半期 野沢 牧子 
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プロフェッショナル・セミナーⅦ 

（留学生_就職） 

３～４ ２ 半期 塩谷由美子 500 
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流通論Ⅰ ２～４ ２ 半期 深澤 琢也 506 

流通論Ⅱ ２～４ ２ 半期 深澤 琢也 508 

消費者行動論Ⅰ ２～４ ２ 半期 花尾由香里 510 

消費者行動論Ⅱ ２～４ ２ 半期 花尾由香里 512 

中小企業論Ⅰ ２～４ ２ 半期 坂本 高士

山岡淳一郎 

山川 悟 

514 

516 

518 

中小企業論Ⅱ ２～４ ２ 半期 青山 和正

山岡淳一郎 

山川 悟 

520 

522 

524 

ベンチャービジネス論 ２～４ ２ 半期 青山 和正 

片山源治郎 

526 

528 

人的資源管理論Ⅰ ２～４ ２ 半期 高橋 哲也 530 

    洪  聖協 532 

人的資源管理論Ⅱ ２～４ ２ 半期 高橋 哲也 534 

    洪  聖協 536 

知的財産法 ２～４ ２ 半期 髙丸 涼太 538 

労働法 ２～４ ２ 半期 黒岩 容子 540～543 

キャリア発達心理学 ２～４ ２ 半期 伊波 和恵 544～547 

商品論 ２～４ ２ 半期 田口 冬樹 548～551 

環境経営学 ２～４ ２ 半期 藤森 大祐 552 

    山口  豊 554 

管理会計論Ⅰ ２～４ ２ 半期 福山 倫基 556 

管理会計論Ⅱ ２～４ ２ 半期 福山 倫基 558 

イベントデザイン ２～４ ２ 半期 北原 隆 560 

    清宮 浩一 562 

観光イベント ２～４ ２ 半期 笠原 幸一 564～567 

スポーツイベント ２～４ ２ 半期 佐藤 潤 568 

ユニバーサルイベント ２～４ ２ 半期 井上 彩音 570 

セールスプロモーションイベント ２～４ ２ 半期 佐野 孝行 572 

コミュニティイベント ２～４ ２ 半期 志塚 昌紀 574 

アミューズメント ２～４ ２ 半期 志塚 昌紀 576 
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論文指導（卒業論文） ４ ２ 通年  578 

簿記技能Ⅰ（日商３級対策講座） １～４ ２ 集中 福山 倫基 580 

簿記技能Ⅱ（日商２級対策講座） １～４ ２ 集中 福山 倫基 582 

 
科目末尾の表記（Ⅰ・Ⅱ）について 

Ⅰ：基本的にⅡの科目と連携しており、Ⅱの科目の基礎になります。

Ⅰ・Ⅱの科目を履修することが望ましい。 

Ⅱ：基本的にⅠの科目と連携しており、Ⅰの科目の履修を前提とする（Ⅰの上級レベル)。

Ⅰの科目を履修した学生、もしくは同程度の知識を持つ学生が履修することが望まし

い。 

 

 

 

 

 

 
配当年次について 

履修することのできる学年を表します。
１：１年生が履修できる科目です。
２：２年生が履修できる科目です。
３：３年生が履修できる科目です。
４：４年生が履修できる科目です。 

１～４：１年生・２年生・３年生・４年生が履修できる科目です。
２～４：２年生・３年生・４年生が履修できる科目です。 
３～４：３年生・４年生が履修できる科目です。 

 

(注)「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」、「日本の社会としくみ」は、留学生
科目です。 



 

 

 

 

 

 
 

総 合 教 育 科 目 
 

 
2022年度 

経営学部イベントプロデュース学科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京富士大学 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

基礎演習Ⅰ 
 

Foundational Seminar I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 
この授業は、高校とは異なる大学での学び方、たとえば、授業の受け方や、授業の内容

を理解するのに必要なこと、さらにレポートの書き方や、自分の研究成果を発表するプレ
ゼンテーションの方法等について学びます。 

とくに、大学では、自分の知識を組み合わせ、情報を整理し、それを分析することが求
められます。そこで必要となるのが「考える力（思考力）」です。今後、生きていく上で
最も大切なこの「考える力」を身につけること、これがこの授業の目標です。 

また、大学の授業では、一人で勉強するだけでなく、同級生や先輩と一緒に勉強するグ
ループ学習も重要となりますが、最初はあまりよく知らない人と一緒に勉強することが苦
手だな、と思う人も多いと思います。そこで、この「基礎演習Ⅰ」では、グループで一緒
に作業するやりかたについても学習します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

心を整える３つの 「心を整える３つの実務 IQ」とは、「突破力」（物  
実務 IQ をどの程 事に前向きに取り組む力）、「自制力」（自分をコン  
度、理解し実践で トロールする力）そして「忍耐力」（失敗してもあ  
きたか？ きらめず、努力する力）です。  

 授業では、演習や課題に前向きに取り組む姿勢や、 30％ 
 自分をコントロールして難しい課題に対しても簡  
 単にあきらめない姿勢、そして課題でうまくいか  
 ないことがあっても、それを学びとして前進する  
 姿勢を評価します。  
個性を伸ばす２つ 
の実務 IQ をどの
程度、理解し実践
できたか？ 

個性を伸ばす２つの実務 IQ とは「思考力」と『創 
造力』です。この２つは課題やレポート、そして
授業の発言の中で、適切に考え、安易な結論に飛
びついていないかどうか、いろいろな情報を整理 

 

 

30％ 

 し、それを組み合わせて新しい発想を生み出して  
 いるかどうかを評価します。  
仲間や組織で活か 仲間や組織で活かす２つの実務 IQ とは、「協働力」  
す２ つの実務 IQ と「主張力」です。この２つは、グループ学習で  
をどの程度、理解 
し実践できたか？ 

の学習姿勢を通じて、グループ学習に前向きに取 
り組み、周囲に良い影響を与えているか、自分の 30％ 

 意見が他の人の意見と違っていてもきちんと自己  
 主張できているかどうかを評価します。  
社会常識を身につ 授業を受けるに際しての最低限のマナー、社会常  
けることができた 
か？ 

識を身につけているか、あるいは授業を通じて、 
そのような社会常識やマナーを身につけることが 10％ 

 できたかどうかを評価します。  

評価の方法 課題、レポート、授業への参加姿勢を総合的に評価します。 
『学生要覧』記載事項に準拠し、単位習得に必要な授業への出席率は３分
の２以上を前提とします（この出席率は「単位取得を保証する」というも
のではありません）。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 大学での学びとは？ 入学式後のフレッシュマン・オリエンテーションへ参加 

２ 学び方、考える力を身に ・成果の出る学び方（学習方法）について学びます 

３ つける ・グループワークの基礎を学びます 

４  ・意見を述べる際の議論の組み立て方について学びます 

５  ・意見を整理する方法について学びます 

６ レポートを書く ・レポート作成の基本である文章執筆について学びます 

７  ・レポート作成の基本技術、アウトライン作成を学びます 

８  ・参考文献リストと文献の活用方法について学びます 

９  ・計画的な執筆について学びます 

10  ・効率的なレポートの書き方について学びます 

11 プレゼンテーション ・プレゼンテーションとは何か、について学びます 

12 をする ・自分の意見を伝える技術について学びます 

13  ・プレゼン資料の作成方法について学びます 

14  ・実際にプレゼンテーションを体験します 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：必須のテキストは特に設けないが参考図書を参照することが望ましい。 

◇ 参考図書：狩野 光伸（著）『論理的な考え方 伝え方:根拠に基づく正しい議論のため

に』慶應義塾大学出版会、 2015年  1,944円 

福澤 一吉（著）『議論のレッスン』NHK 生活人新書、2002年 680円 

慶応義塾大学日吉キャンパス学習相談員（著）『学生による学生のための

ダメレポート脱出法』慶應義塾大学出版会、2014年 1,200円 

 
【履修条件等】 

◇ １年生全員履修します（選択必修科目です）。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習課題が提示された場合は、次回の授業までに確実に課題をこなしてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 入学式直後に行われるフレッシュマン・オリエンテーションから１回目の授業がスタ

ートします。 

 
 
 

担当者 

網 本 尚 子 井 上 航 人 小 川 達 也 

木 村 直 樹 塩 谷 由美子 志 塚 昌 紀 

清 水 太 陽 清 水 良 樹 賽 音 吉 雅 

田 島 外志美 長 岐 郁 也 松 田   岳 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

基礎演習Ⅰ（再履修） 
 

ウキヤ シユウイチ 

浮谷 秀一 

Foundational Seminar I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 
この授業は、高校とは異なる大学での学び方、たとえば、授業をどのように受ければい

いのか、そして授業の内容を理解するためにはどのようにすればいいのか、そしてレポー
トや自分の研究成果を発表するプレゼンテーションの方法等について学びます。 

とくに、大学では、いろいろな知識を組み合わせ、自分で情報を整理し、それを分析す
ることが求められます。そこで必要となるのが「考える力（思考力）」です。今後、生き
ていく上で最も大切なこの考える力を身につけること、これがこの授業の目標です。そし
て、大学の授業では、一人で勉強するだけでなく、同級生や先輩などと一緒に勉強するグ
ループ学習も重要です。しかし、最初は、あまりよく知らない人と一緒に勉強することが
苦手だな、と思う人も多いと思います。そこで、演習では、グループで一緒に作業するや
りかたについても学習します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

心を整える３つの 
実務 IQ をどの程
度、理解し実践で 

「心を整える３つの実務 IQ」とは、「突破力」（物 
事に前向きに取り組む力）、「自制力」（自分をコン
トロールする力）そして「忍耐力」（失敗してもあ 

 

きたか？ きらめず、努力する力）です。  
 授業では、演習や課題に前向きに取り組む姿勢や、 30％ 
 自分をコントロールして難しい課題に対しても簡  
 単にあきらめない姿勢、そして課題でうまくいか  
 ないことがあっても、それを学びとして前進する  
 姿勢を評価します。  
個性を伸ばす２つ 
の実務 IQ をどの
程度、理解し実践
できたか？ 

個性を伸ばす２つの実務 IQ とは「思考力」と『創 
造力』です。この２つは課題やレポート、そして
授業の発言の中で、適切に考え、安易な結論に飛
びついていないかどうか、いろいろな情報を整理 

 

 
30％ 

 し、それを組み合わせて新しい発想を生み出して  
 いるかどうかを評価します。  
仲間や組織で活か 
す２ つの実務 IQ 
をどの程度、理解
し実践できたか？ 

仲間や組織で活かす２つの実務 IQ とは、「協働力」 
と「主張力」です。この２つは、グループ学習で
の学習姿勢を通じて、グループ学習に前向きに取
り組み、周囲に良い影響を与えているか、自分の 

 

 
30％ 

 意見が他の人の意見と違っていてもきちんと自己  
 主張できているかどうかを評価します。  
社会常識を身につ 授業を受けるに際しての最低限のマナー、社会常  
けることができた 
か？ 

識を身につけているか、あるいは授業を通じて、 
そのような社会常識やマナーを身につけることが 10％ 

 できたかどうかを評価します。  
評価の方法 課題、レポート、授業への参加姿勢を総合的に評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 大学での学びとは？ 入学式後のフレッシュマン・オリエンテーションへ参加 

２ 学び方、考える力を身に ・成果の出る学び方（学習方法）について学びます 

３ つける ・適切な思考法として、論理の基礎を学びます 

４  ・意見を述べる際の議論の組み立て方について学びます 

５  ・意見を整理する方法について学びます 

６ レポートを書く ・レポート作成の基本である文章執筆について学びます 

７  ・レポート作成の基本技術、アウトライン作成を学びます 

８  ・参考文献リストと文献の活用方法について学びます 

９  ・計画的な執筆について学びます 

10  ・効率的なレポートの書き方について学びます 

11 プレゼンテーション ・プレゼンテーションとは何か、について学びます 

12 をする ・自分の意見を伝える技術について学びます 

13  ・プレゼン資料の作成方法について学びます 

14  ・プレゼンテーションを体験する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：初回の授業で指示する。 

◇ 参考図書：狩野光伸著『論理的な考え方 伝え方：根拠に基づく正しい議論のために』

慶應義塾大学出版会、2015年（1,944円） 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回、予習課題が提示されますので確実に予習課題をこなしてください。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 入学式直後に行われるフレッシュマン・オリエンテーションから講義がスタートし    

ます。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

基礎演習Ⅱ 
 

Foundational Seminar II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、自分の将来設計、すなわち「キャリア・デザイン」の基本的な考え方につ

いて学びます。講義では、キャリアとは何か、そして、職業を選択すること、組織や企業

で働くことの意味を考え、その上で、最終的には自分のキャリアをデザインすることがで

きるようになるよう指導します。この講義を受講することによって、自分のキャリア・デ

ザインを踏まえて、大学で何をどのように学ぶべきかがはっきりと理解できるようになり、大

学での学びが深まります。そして、さらには、将来への準備に早期に取りかかることがで

きるので、４年生の時の就職活動にも役立ちます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

自己分析、職業興 実際にいくつかの自己分析のワークシートに取り  

味、価値観、自身 

の強みなどについ 

組んでもらう。授業時に行う課題への取り組みの 

姿勢や結果を参考にしながら評価をする 
25％ 

て理解する   

業界分析・企業分 興味関心のある業界や企業について調べ、分析を  

析の基礎について 

理解し、興味のあ 

する。授業時に行う課題への取り組み姿勢や結果 

を参考にしながら評価をする 
25％ 

る分野を探索する   

自己分析と企業分 それまでに行ってきた課題の内容を踏まえて、自  

析を基にして自身 

の自己ピーアール 

身の自己ピーアールを作成する。授業時に行う課 

題への取り組み姿勢や結果を参考にしながら評価 

 

25％ 

を作成する をする  

多様な働き方につ キャリア・デザインをしていく上で必要になる考  

いて理解をする。 え 方について理解をしているか確認するため、自  

また自身のキャリ 

アを設計する上で 

由記述型の論述試験を行う 自身のキャリアを真 

摯に考え記述しているかどうかについて評価をす 

 

25％ 

必要な考え方を身 る  

につける   

評価の方法 授業時の課題75点（受講態度含む)、期末課題25点  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ キャリア・デザイン総論 講義の概要について解説 

２ 大学生活を充実させる① 大学生活に目標やスケジュール。PDCAサイクルを考え 

る 

３ 大学生活を充実させる② 海外留学・インターンシップについて解説 

４ ライフプラン 大学卒業後の進路選択、30歳までのライフプラン 

５ 働くとは何か できること、やりたいことを基礎に働くことを考える 

６ 働く人の権利 労働法の基礎について解説 

７ 労働と収入 給与とは何か。奨学金と生涯賃金について解説 

８ 自己分析 価値観と雇用のミスマッチについて 

９ 資格取得 キャリア形成と資格取得の意義について解説 

10 大学生活を充実させる③ ゼミ発表大会に参加しレポートを作成 

11 企業分析・業界分析 キャリア・デザインに必要となる企業分析調査 

12 就職試験総論 SPI試験など就職に関する試験について解説と体験 

13 就職試験体験 内定者報告会：４年生による内定報告とレポート作成 

14 就職試験体験 ビジネスマナー（服装・ビジネス文書など）について解説 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は指定しません。 

 
【履修条件等】 

◇ 授業中に行う課題に真剣に取り組むこと。 

◇ 提出課題の期日を守れること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料のキャリアに関するキーワードについて調べること。 

◇ キャリア・雇用に関する時事問題について指示された内容を新聞・雑誌等で調査する

事前課題が出る場合があります。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 

 

 
 

担当者 

網 本 尚 子 井 上 航 人 小 川 達 也 

木 村 直 樹 塩 谷 由美子 志 塚 昌 紀 

清 水 太 陽 清 水 良 樹 賽 音 吉 雅 

田 島 外志美 長 岐 郁 也 松 田   岳 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

基礎演習Ⅱ（再履修） 
 

ウキヤ  シユウイチ 

浮谷 秀一 

Foundational Seminar II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、自分の将来設計、すなわち「キャリア・デザイン」の基本的な考え方につ

いて学びます。講義では、キャリアとは何か、そして、職業を選択すること、組織や企業

で働くことの意味を考え、その上で、最終的には自分のキャリアをデザインすることがで

きるようになるよう指導します。この講義を受講することによって、自分のキャリア・デ

ザインを踏まえて、大学で何をどのように学ぶべきかがはっきりと理解できるようになり、大

学での学びが深まります。そして、さらには、将来への準備に早期に取りかかることがで

きるので、４年生の時の就職活動にも役立ちます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

自己分析、職業興 実際にいくつかの自己分析のワークシートに取り  

味、価値観、自身 

の強みなどについ 

組んでもらう。授業時に行う課題への取り組みの 

姿勢や結果を参考にしながら評価をする 
25％ 

て理解する   

業界分析・企業分 興味関心のある業界や企業について調べ、分析を  

析の基礎について 

理解し、興味のあ 

する。授業時に行う課題への取り組み姿勢や結果 

を参考にしながら評価をする 
25％ 

る分野を探索する   

自己分析と企業分 それまでに行ってきた課題の内容を踏まえて、自  

析を基にして自身 

の自己ピーアール 

身の自己ピーアールを作成する。授業時に行う課 

題への取り組み姿勢や結果を参考にしながら評価 

 

25％ 

を作成する をする  

多様な働き方につ キャリア・デザインをしていく上で必要になる考  

いて理解をする。 え 方について理解をしているか確認するため、自  

また自身のキャリ 

アを設計する上で 

由記述型の論述試験を行う 自身のキャリアを真 

摯に考え記述しているかどうかについて評価をす 

 

25％ 

必要な考え方を身 る  

につける   

評価の方法 授業時の課題75点（受講態度含む)、期末課題25点  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ キャリア・デザイン総論 講義の概要について解説 

２ 大学生活を充実させる① 大学生活に目標やスケジュール。PDCAサイクルを考え 

る 

３ 大学生活を充実させる② 海外留学・インターンシップについて解説 

４ ライフプラン 大学卒業後の進路選択、30歳までのライフプラン 

５ 働くとは何か できること、やりたいことを基礎に働くことを考える 

６ 働く人の権利 労働法の基礎について解説 

７ 労働と収入 給与とは何か。奨学金と生涯賃金について解説 

８ 自己分析 価値観と雇用のミスマッチについて 

９ 資格取得 キャリア形成と資格取得の意義について解説 

10 大学生活を充実させる③ ゼミ発表大会に参加しレポートを作成 

11 企業分析・業界分析 キャリア・デザインに必要となる企業分析調査 

12 就職試験総論 SPI試験など就職に関する試験について解説と体験 

13 就職試験体験 内定者報告会：４年生による内定報告とレポート作成 

14 就職試験体験 ビジネスマナー（服装・ビジネス文書など）について解説 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は指定しません。 

 

【履修条件等】 

◇ 授業中に行う課題に真剣に取り組むこと。 

◇ 提出課題の期日を守れること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料のキャリアに関するキーワードについて調べること。 

◇ キャリア・雇用に関する時事問題について指示された内容を新聞・雑誌等で調査する

事前課題が出る場合があります。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

社会学（春学期） 
 

ナ ン バ ト シ キ 

難波 俊樹 

Sociology 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

インターネット・人工知能・民主主義 

私たちの社会を取り巻く事象を、社会学を通じて考察します。受講者が自らの視点と判

断基準をもって事象をとらえることができるようになることを目的とします。 

また、社会情勢にあわせて適宜内容を変更して、最新の社会情勢の考察に取り組むことが

あります。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)社会への理解を 

深める 

自分の視点をしっかり持って社会の事象をとらえ 

ることができたか。 

 

40％ 

2)クリティカルシ 

ンキング 

クリティカルシンキングができるようになったか。  

30％ 

3)基礎知識の習得 社会事象を理解するための基礎知識が習得できた 

か。 

 

30％ 

評価の方法 講義中の参加状況20％、課題提出20％、最終確認小テスト60％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 導入講義 本講義の目的と概要の説明 

２ 視点を持つ 視点を持つとはどういうことか 

多様な視点を持つことの重要性 

３ コミュニケーション コミュニケーションとは何か  自己と他者 

認知科学の視点から、私たちの「バイアス」について考
える 

４ インターネットとは何か？ インターネットの歴史 

インターネットの特性 

５ ジャーナリズム論① ジャーナリズムの歴史 

 

６ ジャーナリズム論② 報道を考える 

 

７ 情報社会論① デマの心理学・社会学 

ネット上の様々なフェイク情報を考える 

人はなぜフェイクニュースを信じるか 

８ 情報社会論② 都市伝説と社会の変化 

９ 情報社会論③ 陰謀論の歴史 

10 民主主義 民主主義のジレンマ 

ネット社会の民主主義とは 

11 個と公 これからの時代の個人と社会の関わりを考える 

12 ビッグデータ社会 ビッグデータとは何か 

ビッグデータとプライバシー 

13 人工知能とは何か 人工知能とは何か？ 

人工知能は社会をどう変えるか？ 

14 ワークショップ ビッグデータの行き過ぎた未来を考える 

人工知能の発展した未来を考える 

15 総括・達成度の確認  
 
【使用教材】 

◇ 教科書：オリジナルテキスト 

その他の資料は随時配布します。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 課題等は極力出さないようにしますが、事前に何らかのメディアの視聴を課す場合が

あります。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

社会学（秋学期） 
 

ナ ン バ ト シ キ 

難波 俊樹 

Sociology 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

メディアと社会 

私たちの社会を取り巻く事象を、社会学を通じて考察します。受講者が自らの視点と判

断基準をもって事象をとらえることができるようになることを目的とします。 

また、社会情勢にあわせて適宜内容を変更して、最新の社会情勢の考察に取り組むことが

あります。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)社会への理解を 

深める 

自分の視点をしっかり持って社会の事象をとらえ 

ることができたか。 

 

40％ 

2)クリティカルシ 

ンキング 

クリティカルシンキングができるようになったか。  

30％ 

3)基礎知識の習得 社会事象を理解するための基礎知識が習得できた 

か。 

 

30％ 

評価の方法 講義中の参加状況20％、課題提出20％、最終確認小テスト60％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ メディアとは何か？ 本講義のガイダンス 

メディアとは何か？ 

２ メディアの歴史 メディアの歴史－ハードウエアのとしてのメディア 

マスコミの誕生 

３ メディア論① 映画、ラジオ、テレビ① 

４ メディア論② 映画、ラジオ、テレビ② 

５ 情報社会論① フェイクニュース・都市伝説① 

６ 情報社会論② フェイクニュース・都市伝説② 

７ 情報社会論③ フェイクニュース・都市伝説③ 

８ メディア社会論① 雑誌・コミック・メディアミックス① 

９ メディア社会論② 雑誌・コミック・メディアミックス② 

10 メディア社会論③ 雑誌・コミック・メディアミックス③ 

11 メディア社会論④ JPOPから考える若者文化と音楽① 

12 メディア社会論⑤ JPOPから考える若者文化と音楽② 

13 メディア社会論⑥ JPOPから考える若者文化と音楽③ 

14 ワークショップ  

15 総括・達成度の確認 これまでの達成度の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：オリジナルテキスト 

その他の資料は随時配布します。 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 課題等は極力出さないようにしますが、事前に何らかのメディアの視聴を課す場合が

あります。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

法学Ⅰ（憲法を含む） 
 

サカイリ   リヨウ 

坂入 遼 

Law I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

法学の基本を理解し、そして身近な社会現象を法的に考える力を磨いてもらう。これが

本授業の目的である。具体的に本授業では、まず、社会における法の役割、裁判の位置付

け、法の解釈といった基本的な法学の要点を押さえることを目指す。そして、代表的な法

分野について、身近な社会現象を法的に捉えていくことを通じて理解を深めていく。 

社会には、さまざまな法的問題があふれている。複雑な世の中を自立して生きていく上

では、法的思考力は重要であり、この基礎を身につけるための場が本授業となる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)法に関心をもち、 社会における法の位置付け、裁判制度、法の解釈  

法学の基本を理 

解する 

といった法学の基本を理解できているかを、授業 

中の議論への貢献度や定期試験の結果にもとづき 

 

30％ 

 評価する。  

2)学習した各法分 定期試験において、半期を通じて学んださまざま  

野の基本事項を 

説明できるよう 

な法分野に関し基本事項を説明できるかを問い、 

その結果にもとづいて評価する。授業中の議論で 

 

30％ 

になる の有意義な発言も評価上考慮される。  

3)身近な問題を法 授業では、身近な社会現象を取り上げ、それらを  

的に考える 法的に考えるトレーニングも行う。こうした実践 

への取り組み状況に加え、その到達度を図るため 

 

30％ 

 の定期試験の結果も評価上考慮される。  

4)国内法と国際法 国内法と国際法の基本的な違いを理解することは、  

の基本的な違い 法の可能性と限界を把握することにもつながる。  

を理解し、説明 これに関する到達度も、授業中の議論への貢献度、 10％ 

できるようにな 定期試験の結果により評価する。  

る   

評価の方法 成績評価に占める割合は、授業中の議論への貢献度が30％、期末の確認テ

スト（定期試験）の点数が70％である。ただし、出席回数が全回数の３分

の２以上であることが、成績評価を受ける条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業の内容、進め方、成績評価方法に関し説明する 

２ 法とはなにか 社会における法の役割について学ぶ 

３ 法と裁判 裁判の役割、裁判制度、訴訟手続に関する原則について学ぶ 

４ 裁判の基準となるもの 法律、裁判例などの位置付けについて理解する 

５ 法の解釈 事実の認定と法の解釈、法の解釈の性質・方法について学ぶ 

６ 憲法(１) 日本国憲法の特徴、基本的人権に関する規定について学ぶ 

７ 憲法(２) 統治機構に関する規定について学ぶ 

８ 情報と法 情報の流通に関する憲法や法律上の論点を学ぶ 

９ 犯罪と法 刑法、刑事手続と刑事訴訟法について学ぶ 

10 家族生活と法 家族関係に関する民法の規定について学ぶ 

11 財産関係と法 財産関係に関する民法の規定について学ぶ 

12 労働と法 労働に関する法分野について学ぶ 

13 経済活動と法 独占禁止法を中心とした経済法について学ぶ 

14 国際法と国内法の違い 国際法が国内法と異なる点、その理由を学ぶ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、教員が配信する教材にもとづいて授業を進める。 

◇ ただし、自学自習の参考となる文献として次のものを挙げておく。 

伊藤正己・加藤一郎編著『現代法学入門』（有斐閣、第４版、2005年） 

 

【履修条件等】 

◇ 「法学Ⅰ」では、身近な社会現象を手掛かりにして、法を学ぶ上での基本、憲法を中

心とする法の体系を広く理解してもらうことが中心となる。本授業で得た基本的理解

をもとに、法学への理解を一層深めたい学生の皆さんには、「法学Ⅱ」をあわせて履

修することをおすすめする。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業では、身近なニュースなどを素材にして法的思考力を養うトレーニングを行う。

事前のアナウンスに応じて新聞などを読み、問題となる社会現象の基本的理解を得て

おくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語は厳禁とする。その他、授業態度は成績に影響することとなる。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

法学Ⅰ（憲法を含む） 
 

ナ ガ キ イ ク ヤ 

長岐 郁也 

Law I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

初めて法律学を学ぶ学生諸君に法律学に対する興味や関心を持ってもらい、基本的な法

原則・法概念、そして法の適用（解釈）などを習得してもらうことが本講義の目的である。

法律学は、初めて勉強する人にとっては取っ付きにくい学問であり、勉強の最初の段階 

で違和感や苦手意識を感じてしまう学生も多い。 

そこで本講義では、いくつかの身近で具体的な事例を出発点として法の基礎知識を学ぶ

とともに、法の解釈とはどのようなものかを学生諸君と考えていくこととしたい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

法律学に対する興 身近な事例を用いることで、まずは自身の感覚や  

味・関心を持つこ 勘を頼りに考えてもらいながら、徐々に法的思考  

と に基づいた見方ができるかを講義中の発言に基づ 
10％ 

 いて評価する。  

憲法を中心とした

法体系を理解する 

こと 

確認テストにおいて法の成立、公布、施行の一連

の流れを踏まえて上で、法の役割を問うことで評 

価する。 

 

30％ 

法に与えられてい 

る役割を理解する

こと 

確認テストにおいてそれぞれの法律の分野に関す

る問題を設け、理解の程度を評価する 

 

30％ 

日常において発生 定期試験において、日常のニュースなどで多くの  

する法律が関わる 事件を知ることができるが、それらに対して法律  

問題に対して自ら の視点からどのように捉えることができるか、ま 30％ 

の考えを述べるこ た通常の視点とはどのような差異が生じるのかを  

とができること 認識することができているかを評価する。  

評価の方法 毎回の確認テスト(65％)、定期試験(35％)の結果をもって評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス  

２ 憲法 憲法の役割と意義 

３ 憲法 基本的人権（平等権） 

４ 憲法 基本的人権（自由権） 

５ 憲法 基本的人権（社会権） 

６ 憲法 基本的人権（受益権） 

７ 憲法 統治機構論（内閣、国会、裁判所） 

８ 行政法 地方公共団体の組織 

９ 行政法 地方公共団体の手続き 

10 民事法 日常生活の中の法の役割、権利と義務の関係 

11 民事法 会社の組織、取引関係における法の役割 

12 刑法 罪刑法定主義 

13 刑法 刑罰について 

14 訴訟法 裁判所の種類と役割及び裁判の手続き 

15 まとめ  

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず授業は進める。 

なお、参考文献は以下のとおりです。 

五十嵐清著『法学入門（第３版）』悠々社、2006年

星野英一著『法学入門』有斐閣、2010年 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に配布するレジュメの内容を確認すること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語は厳禁とする。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

法学Ⅱ 
 

サカイリ   リヨウ 

坂入 遼 

Law II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本授業では、法学に関する基本的な理解にもとづき、経済活動と深く関係する法分野を

中心に学ぶことを通じて法的思考力を磨いてもらう。 

具体的に本授業では、民法（国内の取引の基本ルール）、国際取引法（私的取引に関す

る国際ルール）、経済法（経済の公法的規制）、国際経済法（国際経済についての公法的規

制）を扱う。 

ビジネスの世界では法的問題に直面することが常である。本授業を通じて、受講生は、

経済活動との関わりがある法への理解を得るとともに、より深い法的思考力を身につける

ことができる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)学習した法分野 民法、国際取引法、経済法、国際経済法を学習し  
に関する基本事 

項を説明できる 

た上で、基本事項を説明できるようになったかど 

うかを問う。評価は、授業中の議論への貢献度、 
20％ 

ようになる 定期試験の結果にもとづいて行う。  
2)ビジネスに関す 授業では身近なビジネス上の問題を取り上げ、そ  

る身近な問題を れらを法的に考えるトレーニングも行う。こうし  
関連する法との た実践への取り組み状況に加え、その到達度を図 30％ 

関係で説明する るための定期試験の結果も評価上考慮される。  
ことができる   

3)代表的な法的論 学習した法分野の代表的な論点に対し、裁判例な  
点を裁判例など どとの関係を踏まえつつ、整理された説明ができ  
との関係で理解 るかを問う。評価は、授業中の議論への貢献度、 20％ 

し、説明するこ 定期試験の結果にもとづいて行う。  
とができる   

4)与えられた問題 代表的な裁判例を踏まえ、与えられた問題に対し  
に対し法をどう て法をどのように適用できるかを考え、決められ  
適用できるかを た時間内に解答することができるかどうかを問う。 30％ 

説明することが 授業中の議論への貢献度、定期試験の結果にもと  
できる づき評価する。  

評価の方法 成績評価に占める割合は、授業中の議論への貢献度が30％、期末の確認テ

スト（定期試験）の点数が70％である。ただし、出席回数が全回数の３分

の２以上であることが、成績評価を受ける条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の内容、進め方、成績評価方法に関し説明する 

２ 民法(１) 契約をめぐる民法上の論点について学ぶ 

３ 民法(２) 物権をめぐる民法上の論点について学ぶ 

４ 民法(３) 不法行為をめぐる民法上の論点について学ぶ 

５ 国際取引法(１) 国際的な売買の取引条件に関するルールについて学ぶ 

６ 国際取引法(２) 貿易代金の決済に関するルールについて学ぶ 

７ 国際取引法(３) 国際取引紛争を解決するための裁判、仲裁の手続を学ぶ 

８ 経済法(１) カルテルなど不当な取引制限に関する規制について学ぶ 

９ 経済法(２) 私的独占に関する規制について学ぶ 

10 経済法(３) 企業の買収などに関する規制について学ぶ 

11 経済法(４) 不公正な取引方法に関する規制について学ぶ 

12 国際経済法(１) 関税、国内規制、数量制限に関する基本ルールを学ぶ 

13 国際経済法(２) 貿易救済制度に関する規制について学ぶ 

14 国際経済法(３) 世界貿易機関（WTO）の紛争解決制度について学ぶ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、教員が配信する教材にもとづいて授業を進める。 

◇ ただし、自学自習の参考となる文献については、適宜授業の中で紹介する。 

 

【履修条件等】 

◇ 本授業では、「法学Ⅰ」で学んだ基本的な内容にもとづき、より深く法学を理解するため

の取り組みが行われる。そのため、「法学Ⅰ」をあわせて履修することをおすすめする。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業では、身近なニュースなどを素材にして法的思考力を養うトレーニングを行う。

事前のアナウンスに応じて新聞などを読み、問題となる社会現象の基本的理解を得て

おくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語は厳禁とする。その他、授業態度は成績に影響することとなる。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

法学Ⅱ 
 

ナ ガ キ イ ク ヤ 

長岐 郁也 

Law II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日常生活を営む上では法律を意識する機会は多くないものの、多くの法律が関わるもの

である。とくにその中心には民法が置かれており、それに付随するさまざまな法律が存在

している。本講義では、民法に定められる基本的なルールを学習するとともに、日常生活

のトラブルにどのようにあてはめられ、解決が試みられるのかを学習する。時としてその

ルールが修正されることもあるので、この点についても適宜触れていく。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日常生活における

法の関わりを理解 

すること 

民法を中心とした私法が日常生活にどのように関

わるのかをイメージすることができること。 

 

20％ 

法律の制度の趣旨

を理解すること 

ルールを理解するためには法律に定められる制度

の立法趣旨を理解することが必要であるため、こ 

れについて試験において評価する。 

 

30％ 

法律に定められる 実際の出来事にどのような法律の制度を当てはめ  

ルールを事実に当 ることができ、その結果としてどのように処理す  

てはめることがで ることが可能であるのかを試験において確認する。 
40％ 

きること   

日常において発生 定期試験において、日常のニュースなどで多くの  

する法律が関わる 事件を知ることができるが、それらに対して法律  

問題に対して自ら の視点からどのように捉えることができるか、ま 10％ 

の考えを述べるこ た通常の視点とはどのような差異が生じるのかを  

とができること 認識することができているかを評価する。  

評価の方法 毎回の確認テスト(65％)、定期試験(35％)の結果をもって評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業内容及び授業方針の説明 

２ 不法行為(１) バイクで人身事故を起こしたら 

３ 不法行為(２) ネット上で中傷されたら 

４ 契約(１) 買った物が壊れていたら 

５ 契約(２) スーパーで食品を買ったら 

６ 契約(３) ネット通販で靴を買ったら 

７ 契約(４) 友人に貸した自転車を取り戻したい 

８ 契約(５) お金を貸したら 

９ 契約(６) アパートを貸したら 

10 抵当権 親が家を新築したら 

11 婚姻 友人の結婚 

12 離婚 親が離婚したら 

13 扶養 家族同士の助け合い 

14 相続 家族が亡くなったら 

15 まとめ 近代市民法の原則とその修正、民法改正 

 
 

【使用教材】 

◇ 潮見佳男・中田邦博・松岡久和編『18歳からはじめる民法（第４版）』法律文化社、

2019年 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前にテキストを読んでおくこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語は厳禁とする。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

心理学Ⅰ 
 
 

イ ナ ミ カ ズ エ 

伊波 和恵 

Psychology I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

科学の領域で、心理学は「人間の心理と行動」の法則や原理に関する学問として発展し

てきました。この授業では、人間の心理を理解するうえで必要となる、以下のような基礎

的な知識の理解を目標とします：（１）人間の心理社会的発達、（２）心と脳との関係、（３）

人の知覚(とくに視覚)のメカニズム、（４）欲求と適応行動、（５）学習行動と記憶のメカ

ニズム。 

なお、授業は講義形式で行いますが、適宜、課題の提出を求めます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

生涯発達心理学の

基礎知識の習得 

試験および講義時の課題にて評価。発達のメカニ

ズム、発達心理学の概念理解、発達段階等の基礎 

理論の理解が十分であること。 

 
25％ 

心と脳の関連性に 

ついての説明が、

ある程度可能 

試験および講義時の課題により評価。神経系や脳 

の構造と機能について、基本的知識を理解し、説

明できること。 

 
15％ 

人の知覚（とくに 

視覚）に関する基

礎知識の習得 

試験および講義時の課題にて評価。錯覚・社会的 

知覚・運動視等のメカニズムについて理解し、説

明できること。 

 
20％ 

欲求と適応行動に 

ついて、基本的な

事柄が説明可能 

試験・講義時の課題にて評価。欲求と葛藤、防衛 

機制等の一連の適応行動について理解し、適切に

説明ができること。 

 
20％ 

学習と記憶のメカ 

ニズムに関する知

識の習得 

試験・講義時の課題にて評価。学習と記憶、忘却 

に関する知識を整理して理解し、適切に説明でき

ること。 

 
20％ 

評価の方法 (上記、試験には、中間テストを含めます。) 

①平常点20％（授業内課題提出）②中間テスト20％ ③定期試験60％(一切

持込不可) なお、対面以外の形式で講義を行う場合には、評価の配分を

若干見直す。（修正版を受講者に通知する。） 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業の進め方・評価方法の説明 

行動科学としての心理学 

２ 発達心理学① 心身の発達のメカニズム・発達モデル・発達段階説 

３ 発達心理学② 乳児期・幼児期・児童期 

４ 発達心理学③ 青年期・成人期・老年期 

５ 生理心理学① 神経系の構造と機能・大脳の構造と機能 

６ 生理心理学② 心身相関論 

７ 知覚心理学① 知覚・視覚・錯覚 

８ 知覚心理学② 社会的知覚・美術的表現・仮現運動 

９ テスト 中間テスト 

10 認知心理学① 欲求と欲求不満・葛藤・欲求五階層説 

11 認知心理学② 適応(防衛)機制・適応行動 

12 学習心理学① 学習のメカニズム・学習のプロセス・学習性無力感 

13 学習心理学② 記憶・忘却のメカニズム・メタ記憶 

14 学習心理学③ 記憶にまつわる心理的問題(記憶障害・記銘障害・認 

知症) 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テスト（範囲は全体）を実施する 

 
【使用教材】 

◇ テキスト：岡村一成（編）『心理学―行動の科学―』東京教学社 

◇ その他、講義中に適宜紹介する。 

 

【履修条件等】 

◇ 心理学に興味を持ち、意欲がある学生。 

◇ 「心理学Ⅱ」(秋学期開講)も併せて受講することが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 翌週の内容をテキストで確認しておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 中間テスト・確認テストには必ず出席し、受験すること。(中間テスト日程は、進行

によってずれることがあるので、授業内に再度指示する。) 

◇ 授業に関するあらゆる不正、ゲーム機・スマートフォン等の不適切な使用を禁じます。

受講停止等、厳格に対応することもあります。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

心理学Ⅰ 
 

ウキヤ   シユウイチ 

浮谷 秀一 

Psychology I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

科学として発展してきた心理学が、今日まで解明してきた人間の心理と行動の特徴につ

いてわかりやすく解説し、身近な学問として正しく理解してもらうことをねらいとしてい

ます。そのねらいの実現のために、人間の心理を理解するために必要な基礎的な領域（発

達心理・生理心理・認知心理・適応心理・学習心理）を解説します。主に講義形式で授業

を進め、適切な時期に、必要に応じて各種心理検査などを紹介する実習などを組み込んで

いきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

発達とその特徴に 

ついて理解するこ

と 

発達に影響する要因を理解することと発達段階の

特徴を理解できているか評価する。 

 
 

45％ 

生理心理のメカニ

ズムを理解するこ 

と 

生理心理のメカニズムを理解できているかで評価

する。 

 
 

５％ 

認知心理の特徴を 

理解すること 

認知心理に関連する人間の特徴を理解できている 

かで評価する。 

 

20％ 

適応心理の特徴を 

理解すること 

適応するということがどのようなことかを理解で 

きているかで評価する。 

 

30％ 

評価の方法 出席は３分の２以上が単位認定の条件。 

中間試験40％、最終試験60％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 心理学の成立ち (１)心理学とは 

２ 発達心理 (１)発達とは (２)発達の特質 

３ 発達心理 (３)遺伝と環境[１] 

４ 発達心理 (３)遺伝と環境[２] 

５ 発達心理 (４)発達段階の特徴[１] 

６ 発達心理 (４)発達段階の特徴[２] 

７ 発達心理 (４)発達段階の特徴[３] 

８ 発達心理 (４)発達段階の特徴[４] 

９ 生理心理 (１)神経系について 

10 認知心理 (１)感覚器官 (２)知覚の一般的特徴 

11 中間試験 解説を含む 

12 適応心理 (１)欲求とは？ (２)欲求五階層説 (３)葛藤 

13 適応心理 (４)欲求不満と欲求不満耐性 

14 適応心理 (５)適応機制 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 岡村一成（編）『心理学―行動の科学―』東京教学社 
 

 

【履修条件等】 

◇ 知的好奇心が旺盛であること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次週に取り上げることを提示するので、教科書の該当箇所を読むこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 欠席をしないこと。 
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総合教育科目                        イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

心理学Ⅱ 
 
 

イ ナ ミ カ ズ エ 

伊波 和恵 

Psychology II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、「心理学Ⅰ」をベースとし、応用心理学の以下の各論について学習します：

（１）パーソナリティ（性格）と知能、（２）人間理解の方法（心理アセスメント）、（３）臨

床心理学（とくにメンタルヘルス領域）、（４）社会心理学（とくにコミュニケーション）。

具体的には、自分の性格や心の状態の測定についての基礎的な知識を得るとともに、心理

テストやワークシートを使って実習をすることで、自己理解を深めます。主に講義形式で

授業を進めますが、適宜、心理テストやワークシートを用いた実習を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

性格と知能に関す

る基礎知識の習得 

試験・講義時の課題による評価。性格と知能の概

念について理解し、説明できるとともに、知識を 

用いて自己分析できる。 

 

30％ 

人間理解の方法(ア

セスメント)の基礎 

知識の習得 

試験・講義時の課題による評価。心理アセスメン

トの方法と考え方について理解する。 

 

20％ 

臨床心理学・メン

タルヘルスの基礎 

知識の習得 

試験・講義時の課題による評価。ストレスと心理

的ケア、メンタルヘルス、精神疾患とその心理的 

ケアに関する基礎知識について理解する。 

 

30％ 

社会心理学(コミュ

ニケーション論)に

関する基礎知識の 

習得 

試験・講義時の課題による評価。対人認知、印象

形成・援助行動・集団心理等、コミュニケーショ

ンにかかわる社会心理学の知識について理解する。 

 

 
20％ 

評価の方法 ①平常点20％（授業内課題提出） ②中間テスト20％ ③定期試験60％（一

切持込不可） なお、対面以外の形式で講義を行う場合には、評価の配

分を若干見直す。（修正版を受講者に通知する。） 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 

性格心理学① 

授業の進め方・評価方法の説明 

パーソナリティ（性格）とは 

２ 性格心理学② 類型論・特性論 

３ 性格心理学③ 知能の理解 

４ 人間理解の方法① 心理アセスメント(作業検査法・質問紙法) 

５ 人間理解の方法② 知能検査 

６ 人間理解の方法③ 面接法・観察法 

７ 臨床心理学① ストレス・メンタルヘルス・ストレスコーピング 

８ 臨床心理学② メンタルヘルス不調・心身症・精神疾患・心理的ケア 

９ 臨床心理学③ カウンセリング・心理療法 

10 臨床心理学④・テスト 中間テスト 

11 社会心理学① コミュニケーション論 

12 社会心理学② 対人認知・対人魅力・対人コミュケーション 

13 社会心理学③ 自己開示・自己呈示・恋愛 

14 社会心理学④ 集団行動・群集心理・流言・流行 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ テキスト：岡村一成（編）『心理学―行動の科学―』東京教学社 

◇ その他、講義中に適宜紹介する。 

 

【履修条件等】 

◇ 心理学に興味を持ち、意欲がある学生。 

◇ 「心理学Ｉ」(春学期開講)も併せて受講していること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 翌週の内容をテキストで確認しておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 中間テスト・確認テストには必ず出席し、受験すること。(中間テスト日程は、進行

によってずれることがあるので、授業内に再度指示する。) 

◇ 授業に関するあらゆる不正、ゲーム機・スマートフォン等の不適切な使用を禁じます。

受講停止等、厳格に対応することもあります。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

心理学Ⅱ 
 

ウキヤ   シユウイチ 

浮谷 秀一 

Psychology II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、基礎的な分野を学んだ「心理学Ⅰ」を踏まえて応用的な分野を中心に学

ぶことになります。解説する分野は、性格心理・臨床心理・社会心理・産業組織心理など

です。主に講義形式で授業を進め、適切な時期に、必要に応じて各種心理検査などを紹介

する実習などを組み込んでいきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

学習心理の特徴を 

理解すること 

学習の理解および学習過程のメカニズムを理解で 

きているかで評価する。 

 

20％ 

性格心理の特徴を 

理解すること 

性格の理解および性格を測定する方法を理解でき 

ているかで評価する。 

 

20％ 

臨床心理の特徴を 

理解すること 

心の病および心理療法について理解できているか 

で評価する。 

 

20％ 

社会心理の特徴に

ついて理解するこ 

と 

社会における人間行動について理解できているか

で評価する。 

 
 

20％ 

産業組織心理の特 

徴を理解すること 

職場における人間関係について理解できているか 

で評価する。 

 

20％ 

評価の方法 出席は３分の２以上が単位認定の条件 

レポート40％、最終試験60％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 学習心理 (１)学習とは 

２ 学習心理 (２)学習過程のメカニズム〔１〕 

３ 学習心理 (２)学習過程のメカニズム〔２〕 

４ 学習心理 (２)学習過程のメカニズム〔３〕 

５ 性格心理 (１)性格とは (２)性格の見方 

６ 性格心理 (３)性格の測定法〔１〕 

７ 性格心理 (３)性格の測定法〔２〕 

８ 性格心理 ＊性格検査実習 

９ 性格心理 ＊動画視聴 

10 臨床心理 (１)心の病 

11 臨床心理 (２)心理療法〔１〕 

12 臨床心理 (２)心理療法〔２〕 

13 社会心理 (１)対人認知 (２)対人関係の認知 

14 社会心理 (３)社会的影響 (４)流言 (５)流行 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 岡村一成（編）『心理学―行動の科学―』東京教学社 
 

 

【履修条件等】 

◇ 知的好奇心が旺盛であること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次週に取り上げることを提示するので、教科書の該当箇所を読むこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 欠席をしないこと。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

哲学 
 

ユゲ   リュウイチ 

弓削 隆一 

Philosophy 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「知識とは何か？」、「科学とは何か？」、「科学的知識の限界」などをめぐる哲学的考察を題

材にして、哲学的なものの考え方を理解し、受講者が自ら哲学的にものを考え、またそれ

を表現できるようになることを目標とします。受動的に話を聞くだけの態度ではなく、議論

に積極的に参加し、「共に考える」姿勢が求められます。 

 
 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

問題点の理解 哲学のさまざまな議論で、そもそも何が問題にな

っているということの理解。授業中の質問・発言 

やリアクションペーパーで評価します。 

 
 

20％ 

諸説の理解 対立する諸見解の内容と、それらの対立点の理解。

授業中の発言やリアクションペーパー、期末レポ 

ートなどで評価します。 

 
 

20％ 

議論への参加 哲学的問題について自分で考え、議論する練習。

授業中の発言やリアクションペーパーで評価しま 

す。 

 
 

20％ 

文章での表現 哲学的問題に関する自分の意見をまとめ、文章で 

表現すること。期末リポートなどで評価します。 

 

40％ 

評価の方法 全体的には、授業中の積極性が30％、リアクションペーパーが30％、期末 

リポートが40％程度の配分で評価する予定です。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 哲学を勉強するときの心構え 

２ 知識とは何か？ 「知っている」と言えるのはどういう場合か？ 

３ 知識の源泉 合理主義と経験主義 

４ 科学的知識とは何か？(1) 論理実証主義の考え方(1) 

５ 科学的知識とは何か？(2) 論理実証主義の考え方(2) 

６ 科学的知識とは何か？(3) 論理実証主義の問題点 

７ 科学的知識とは何か？(4) Ｋ.ポパーの反証主義 

８ 相対主義的な科学観(1) Ｔ.クーンと「パラダイム」 

９ 相対主義的な科学館(2) ラダイムの転換は反証によって起こるのか？ 

10 科学革命の実例 近代科学の誕生の前後の世界観の転換 

11 科学的説明の領域の拡大(1) ダーウィンの生物進化論 

12 科学的説明の領域の拡大(2) 科学的世界像の中の「心」 

13 「道徳」の問題(1) 近代の倫理学の２つの説：功利主義と義務論 

14 「道徳」の問題(2) 非認知主義と道徳的実在論 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。 

◇ 必要に応じてプリントを作成します。 
 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習が必要な回については、講義の中で指示します。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に積極的に参加し、講師とともに授業を作っていく姿勢が必要です。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文学（現代文学） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Literature 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、日本の現代文学における何人かの重要な作家の作品を取り上げ、そこか

らどのような作者の思いが読み取れるかについて考える。それぞれの作者の文章の特徴や、

表現の傾向を分析したり、作者の生活した土地や、交友関係、生い立ちなどが作風にどの

ように影響を与えているかについて考えたりしてみたい。また、お互いに、自分の好きな

作家の作品を紹介し合い、各自の読書の世界を広げるような試みも行いたい。 

この授業をきっかけに、読書の楽しみ方を学び、読書習慣を身につけてもらいたい。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本文学の歴史 明治時代以降の日本文学の歴史を理解しているか 

どうか。試験や小テスト、授業での質問への答え

方などで評価する。 

 
25％ 

芥川龍之介の作品 芥川龍之介の作品の内容や、表現の特徴、芥川の  

を読んで、内容や 

表現の特徴につい 

人間性、歩んだ人生などについて理解しているか 

どうか。試験や小テスト、授業での質問への答え 

 

25％ 

て考える 方、感想文などで評価する。  

太宰治の作品を読 太宰治の作品の内容や、表現の特徴、太宰の人間  

んで、内容や表現 

の特徴について考 

性、歩んだ人生などについて理解しているかどう 

か。試験や小テスト、授業での質問への答え方、 

 

25％ 

える 感想文などで評価する。  

村上春樹の作品を 村上春樹の作品の内容や、表現の特徴、村上の人  

読んで、内容や表 

現の特徴について 

間性、歩んだ人生などについて理解しているかど 

うか。試験や小テスト、授業での質問への答え方、 

 

25％ 

考える 感想文などで評価する。  

評価の方法 ３分の２以上出席し、感想文などの課題を提出すること。

試験80％、感想文や発表の内容、受講態度等20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 日本文学の歴史 明治以降の日本文学の歴史について。 

３ 日本文学の歴史 昭和以降の日本文学の歴史について。 

４ さまざまな作家の作品 重要な作家とその作品の内容・特徴について。 

５ 芥川龍之介の文学 芥川龍之介の作品を読み、表現の特徴や内容について理解 

を深めるとともに、芥川の生活環境や交友関係が作品に与 

えた影響について考える。 
６ 芥川龍之介の文学 

７ 芥川龍之介と古典 芥川が影響を受けた古典作品を読む。 

８ 太宰治の文学 太宰治の作品を読み、表現の特徴や内容について理解を深

めるとともに、太宰の生活環境や交友関係が作品に与えた 

影響について考える。 

９ 太宰治の文学 

10 太宰治の文学 

11 村上春樹の文学 村上春樹の作品を読み、表現の特徴や内容について理解を

深める。また、海外で起こった村上春樹ブームや、村上の 

政治や社会問題に関する発言などについても考える。 

12 村上春樹の文学 

13 村上春樹の文学 

14 ブックレビュー 薦めたい本のブックレビューを書く。 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する。 
 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 
 

【履修条件等】 

◇ 読書が好きな人、今は苦手でも読書してみたいと思っている人など、積極的に授業に

参加できる学生に履修してもらいたい。 

◇ 日本語で書かれた文学作品を読むので、留学生は自分の日本語能力を十分考慮した上

で受講すること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 前回までに勉強したことは、きちんとノート整理し、理解した上で次の授業に臨むこ

と。 

◇ 高校時代の教科書や、辞書、事典などで、授業で取り上げる作家や作品の概要を調べ

ておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ わからない言葉が出てきたら、積極的に辞書を使って調べること。 
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総合教育科目         イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文学（源氏物語） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Literature 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

『源氏物語』に描かれている女君たちのなかでもとくに印象深い、紫の上、葵の上、六

条御息所、藤壺女御、そして光源氏の母である桐壺更衣らを取り上げ、それらの女性がど

のように描かれているのかに着目しながら『源氏物語』の本文を読み進めていく。 

古語や文語文法の知識を深めるというよりも、私たちと同じ日本人が、1000年前にはど

のように生活し、どのような物の考え方をしていたのかを知り、現代日本の根底に横たわ

る、日本人としての共通認識や常識について理解を深めることを目標とする。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

『源氏物語』の作

者や物語執筆の背

景などについて理 

解する 

歴史的な人物について答えられるだけでなく、漢

字で正しく書けるようにすること。設問に対する

回答、試験によって評価。 

 

 

20％ 

授業で読むテキス

ト本文が、現代語

訳のどの箇所にあ

たるかを理解し、 

正しく読む 

テキストの音読を指名された時に、正しく読める

かどうか。 

 

 

20％ 

本文に描かれてい

る平安時代の風俗

や習慣、考え方な

どについて理解を 

深める 

授業で説明を受けた語句の意味等を正しく理解で

きているかどうか。また、漢字で正しく書けるか

どうか。設問に対する回答、試験によって評価。 

 

 

40％ 

『源氏物語』の登

場人物について 

本文に登場する人物について、お互いの関係を理 

解し、正しく系図にまとめられるかどうか。設問

に対する回答、小テスト、試験によって評価。 

 
20％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席で、受講態度・小テスト等20％、試験80％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 桐壺更衣 「桐壺」の巻を中心に講読し、平安時代の後宮や平安貴族

の考え方、当時の結婚観等について解説する。 ３ 桐壺更衣 

４ 桐壺更衣 

５ 藤壺女御 藤壺女御に関する記述をピックアップして読み、光源氏の 

生涯に藤壺が与えた影響について考察する。 ６ 藤壺女御 

７ 葵の上 「葵」の巻を中心に講読する。とくに「車争い」前後の葵 

と六条の心理を読み取り、この悲劇の原因をさぐる。 ８ 葵の上 

９ 六条御息所 車争いの後に六条御息所の身に起こった現象を考察し、平

安時代の人々の思想について理解を深める。 

光源氏と六条のその後を、テキストで読み味わう。 

10 六条御息所 

11 六条御息所 

12 紫の上 紫の上に関する記述をピックアップして読み、紫の上を造 

形した作者の紫式部の意図を考察する。平安時代の結婚形 

態について解説し、女三の宮の悲劇が生じた原因を考察す 

る。 

13 紫の上 

14 紫の上と女三の宮 

15 総括・達成度の確認 授業の総括および学習達成度の確認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 秋山虔、他（編集）『源氏物語読本』筑摩書房 

 

【履修条件等】 

◇ 日本語のテキストを音読する能力があること。 

◇ 日本の伝統や歴史に興味があること。 

◇ 日本の古い言葉で作品を読むので、留学生は自分の日本語能力を十分考慮した上で受

講すること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 前回までに登場した人物について整理し、理解しておくこと。 

◇ 前回までの授業で説明を受けた古語の意味を理解しておくこと。また習った漢字を読

めるようにしておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ テキストを持参しない場合は欠席と見なすので、必ずテキストを購入し、毎時間持参 

すること。 
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総合教育科目         イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文学（歌舞伎） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Literature 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

江戸時代から演じられ続けている日本の伝統芸能、歌舞伎を取り上げ、ビデオ教材を用

いながら、歌舞伎の成立や歴史、特徴、他の古典芸能との関連、鑑賞のポイントなどにつ

いて講義する。受講者全員で古典芸能を鑑賞に出かけることなどはしないが、個人的に鑑

賞の機会を持ってくれることを期待する。 

これからの国際化の時代、海外に出る機会もますます増えるだろう。諸外国の人々に、

日本の伝統について堂々と説明できるようになってほしい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

歌舞伎の歴史につ 歌舞伎成立以前の芸能の歴史に始まり、江戸時代  

いて正しい知識を 

身につける 

から近現代にいたるまでの歴史を理解しているか 

どうか。試験や小テスト、授業での質問への答え 

 

25％ 

 方などで評価する。  

歌舞伎の特徴につ 歌舞伎が演じられる舞台の構造、歌舞伎の登場人  

いて正しい知識を 物に見られる特徴、衣装、大道具・小道具、セリ  

身につける フなど、現代演劇と違う特徴を理解しているかど 25％ 

 うか。試験や小テスト、授業での質問への答え方  
 などで評価する。  

歌舞伎の演目につ ビデオで鑑賞した歌舞伎の演目について、あらす  

いて自分の意見や じや内容、鑑賞のポイントを理解しているかどう  

感想を述べる か。自分の言葉で感想や意見を述べることができ 25％ 

 るかどうか。集中してビデオを鑑賞できたかどう  
 か。試験や感想文などで評価する。  

歌舞伎が現代とど 歌舞伎が現代まで演じ続けられていることに対し  

のようにつながっ 

ているかについて 

て、その理由や、現代社会に与えている影響など 

について、自分の言葉で意見を述べることができ 

 

25％ 

考える るかどうか。試験や感想文などで評価する。  

評価の方法 ３分の２以上出席し、感想文などの課題を提出すること。

試験80％、感想文の内容、ビデオの鑑賞態度等20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 歌舞伎の歴史 江戸時代から現代に至る歌舞伎の歴史について。 

３ 歌舞伎の特徴 歌舞伎と他の演劇との違い、歌舞伎らしさとは何か、等と 

いう点から、歌舞伎の特徴を学ぶ。 ４ 歌舞伎の特徴 

５ 歌舞伎の登場人物 歌舞伎の登場人物の種類や特徴について。 

６ 歌舞伎の舞台 歌舞伎の演じられる舞台の構造と特徴について。 

７ 時代物と荒事 歌舞伎の時代物や荒事に見られる特徴や、代表的な演目の 

内容、鑑賞のポイントなどについて。 ８ 時代物と荒事 

９ 時代物と荒事 

10 世話物 歌舞伎の世話物に見られる特徴や、代表的な演目の内容、 

鑑賞のポイントなどについて。 11 世話物 

12 歌舞伎の音楽 歌舞伎で演奏される音楽の特徴について。 

13 能・狂言と歌舞伎 能・狂言から作られた歌舞伎演目について。能・狂言の演 

目と歌舞伎演目との演じ方の違いについて。 14 能・狂言と歌舞伎 

15 総括・達成度の確認 授業の総括及び学習達成度の確認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 

【履修条件等】 

◇ 古典芸能や、演劇、ダンス、音楽などに、少しでも興味を持っている学生に履修して

もらいたい。 

◇ 日本の古い言葉で演じられる芸能を、字幕なしで鑑賞するので、留学生は自分の日本

語能力を十分考慮した上で受講すること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習の必要はないが、能楽堂や劇場などで実際に能、狂言、歌舞伎を鑑賞した人は、

感想文を提出すること。提出された感想文は、成績評価に含める。 

 
【その他の注意事項】 

◇ ビデオ鑑賞することが多い授業なので、遅刻をすると他の受講生に迷惑をかけること

になる。気をつけること。 
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総合教育科目         イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文学（古典文学） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Literature 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、現代に生きるわれわれにも少なからず影響を与えている代表的な古典文

学作品や、古典文学の影響を受けて書かれた近現代の小説を取り上げ、あらすじを知ると

ともに、その一部については原文で読み味わう。さらに、そこに描かれる昔の風俗や考え

方についての講義を通して、日本人としての常識を身につけ、教養を深めることを目標と

する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

和歌の歴史や用語 和歌文学の歴史や用語を理解し、和歌を自分の言  

について正しく理 

解する。和歌の現 

葉で現代語訳できるかどうか。試験や小テスト、 

授業での質問への答え方などで評価する。 

 

25％ 

代語訳   

『今昔物語集』の 説話のあらすじや語句の意味、漢字の読み、説話  

特徴や説話の内容 

について正しく理 

のおもしろさのポイントなどについて正しく答え 

られるかどうか。試験や小テスト、授業での質問 

 

25％ 

解する への答え方などで評価する。  

『平家物語』のあ 『平家物語』の主な登場人物や事件について正し  

らすじを正しく理 く答えられるかどうか。『平家物語』と関連深い芸  

解する。『平家物 

語』をもとにした 

能である平曲や狂言などの特徴を説明できるかど 

うか。試験や小テスト、授業での質問への答え方 

 

25％ 

芸能の特徴につい などで評価する。  

て考察する   

江戸時代の文学作 江戸時代の文学の特徴や、あらすじ、登場人物に  

品のあらすじ、特 

徴を正しく理解す 

ついて正しく答えられるかどうか。試験や小テス 

ト、授業での質問への答え方などで評価する。 

 

25％ 

る   

評価の方法 ３分の２以上出席し、レポートを提出すること。 

レポート30％、試験50％、感想文などの内容・受講態度20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 言葉遊び 日本に伝わるさまざまな言葉遊びについて。 

３ 百人一首の恋歌 百人一首の恋歌を読み味わい、昔の人々と現代人との共通

点や相違点について考察する。和歌を題材に作られた漫画

や歌など、現代に与える影響について考える。 

４ 百人一首の恋歌 

５ 百人一首の恋歌 

６ 今昔物語集 『今昔物語集』の説話を読み、現代人との共通点や相違点

について考察する。 ７ 今昔物語集 

８ 今昔と芥川龍之介 『今昔物語集』所収話と、それをモチーフに書かれた芥川 

龍之介の小説『藪の中』を比較する。 ９ 今昔と芥川龍之介 

10 平家物語 『平家物語』のあらすじや人物関係を理解する。那須与一

などの有名な場面をいくつか読み、さらに平家琵琶や『平 

家』の一場面を基にした狂言などの芸能を鑑賞する。 

11 平家物語 

12 平家物語 

13 曽根崎心中 『曽根崎心中』のあらすじや人物関係を理解する。文楽の 

「曽根崎心中」をビデオで鑑賞する。 14 曽根崎心中 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する。 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 
【履修条件等】 

◇ 高校時代に古典を選択していなかった人も十分受講可能だが、少なくとも文学に興味

関心のある人に履修してもらいたい。 

◇ 日本の古い言葉で書かれた文学作品を読むので、留学生は自分の日本語能力を十分考

慮した上で受講すること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 前回までに勉強したことは、きちんとノート整理し、理解した上で次の授業に臨むこ

と。 

◇ 高校時代の教科書や、辞書、事典などで、授業で取り上げる作品の概要を調べておく

こと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ レポートを一回課すが、何でもインターネットで調べて済ませようとせず、本で調べ

て勉強するようにしてほしい。 
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総合教育科目         イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文学（能・狂言） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Literature 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

600年以上前から演じられ続けている日本の伝統芸能、能・狂言を取り上げ、ビデオ教

材を用いながら、能・狂言の成立や歴史、他の文学作品への影響、鑑賞のポイントなどに

ついて講義する。受講者全員で古典芸能を鑑賞に出かけることなどはしないが、個人的に

鑑賞の機会を持ってくれることを期待する。 

これからの国際化の時代、海外に出る機会もますます増えるだろう。諸外国の人々に、

日本の伝統について堂々と説明できるようになってほしい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

能・狂言の歴史に 能・狂言以前の芸能の歴史に始まり、形成期、大  

ついて正しい知識 

を身につける 

成期、近現代にいたるまでの歴史を理解している 

かどうか。試験や小テスト、授業での質問への答 

 

25％ 

 え方などで評価する。  

能・狂言の特徴に 能・狂言が演じられる能舞台の構造、能・狂言の  

ついて正しい知識 登場人物に見られる特徴、衣装、大道具・小道具、  

を身につける セリフ、謡、舞など、現代演劇と違う特徴を理解 25％ 

 しているかどうか。試験や小テスト、授業での質  
 問への答え方などで評価する。  

能・狂言の演目に ビデオで鑑賞した能・狂言の演目について、あら  

ついて感想や意見 すじや内容、鑑賞のポイントを理解しているかど  

を述べる うか。自分の言葉で感想や意見を述べることがで 25％ 

 きるかどうか。集中してビデオを鑑賞できたかど  
 うか。試験や感想文などで評価する。  

能・狂言が現代と 能・狂言が現代まで演じ続けられていることに対  

どのようにつなが 

っているかについ 

して、その理由や、現代社会に与えている影響な 

どについて、自分の言葉で意見を述べることがで 

 

25％ 

て考える きるかどうか。試験や感想文などで評価する。  

評価の方法 ３分の２以上出席し、感想文などの課題を提出すること。

試験80％、感想文の内容、ビデオの鑑賞態度等20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 能・狂言の歴史 能・狂言誕生以前の芸能から近現代にいたるまでの能・狂 

言の歴史と特徴を学ぶ。 ３ 能・狂言の特徴 

４ 狂言の登場人物 狂言の登場人物の種類や特徴について。 

５ 狂言の笑いの特徴 狂言の笑いの特徴と分類について。 

６ 狂言面や小道具 狂言面や小道具の種類や使い方について。 

７ 狂言の分類 狂言の曲柄による分類について。 

８ 能の登場人物 能の登場人物の種類や特徴について。 

９ 能の謡と舞 能の謡と舞の特徴と種類について。 

10 能面や小道具 能面や小道具の種類や使い方について。 

11 能の分類 能の曲柄による分類について。 

12 能の楽器 能の楽器の種類と特徴について。 

13 能・狂言と歌舞伎 能・狂言から作られた歌舞伎演目について。能・狂言の演 

目と歌舞伎演目との演じ方の違いについて。 14 能・狂言と歌舞伎 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する。 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

◇ 参考図書：網本尚子（訳）『角川ビギナーズクラシックス 謡曲・狂言』角川文庫 

『狂言ハンドブック』三省堂 

野村萬斎（著）・網本尚子（監修）『What is 狂言？』檜書店 

『能って何？』新書館 

 
【履修条件等】 

◇ 古典芸能や、演劇、ダンス、音楽などに、少しでも興味を持っている学生に履修し

てもらいたい。 

◇ 日本の古い言葉で演じられる芸能を、字幕なしで鑑賞するので、留学生は自分の日

本語能力を十分考慮した上で受講すること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習の必要はないが、能楽堂や劇場などで実際に能、狂言、歌舞伎を鑑賞した人は、

感想文を提出すること。提出された感想文は、成績評価に含める。 

 
【その他の注意事項】 

◇ ビデオ鑑賞することが多い授業なので、遅刻をすると他の受講生に迷惑をかけるこ

とになる。気をつけること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文章表現法（基礎） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Contemporary Japanese Writing 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

正しく美しい日本語を用いて自分の考えを表現できることは、社会人にとっての必須教

養である。本講義では、「読む」、「書く」に関するさまざまな課題に取り組み、お互いに批評

しあうことによって、表現力を高めることを目標とする。 

具体的には、読みやすく、正しい文章の書き方を練習したり、新聞に出てくるレベルの

漢字を練習したり、敬語の使い方を実践練習したりといった、基礎的な内容の学習を行う。大

学生としてすぐに役立つ表現力や知識を身につけるよい機会であるので、真剣に取り組ん

でもらいたい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

練習問題を解くこ

とによって、正し

い文章の書き方を

学ぶ 

授業中に課された問題を、自分の力で解こうと努

力すること。また、小テストや宿題で出された問

題について、授業で学んだポイントをふまえた正

しい答えを導き出せること。小テスト・宿題・試 

験で評価。 

 

 
 

25％ 

日本語についての

基礎知識を身につ 

ける 

授業時間に、漢字や、語の正しい意味、語句の正

しい用法などの練習問題に答えること。その答え 

方・小テスト・試験で評価。 

 
25％ 

正しい敬語の使い

方を覚える 

尊敬語・謙譲語の正しい使い方を身につけること。 

生活のさまざまな場面で、正しい敬語を使いこな

せるようになること。小テストと試験で評価。 

 
25％ 

手紙の書き方を覚

える 

与えられた課題について、授業で学んだポイント 

をふまえ、正しい形式の手紙が書けること。提出

した手紙で評価。 

 
25％ 

評価の方法 ３分の２以上出席し、宿題をすべて提出すること。 

試験50％、課題提出や小テストの点数30％、受講態度20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 正しい文章の書き方 書き言葉と話し言葉の違い、正しい文体の選び方、助詞の使

い方、語句の対応のさせ方、明確な修飾語の書き方、正しい

読点の打ち方など、文章を書く上での基本事項を、練習問題 

に取り組むことで学ぶ。 

３ 正しい文章の書き方 

４ 正しい文章の書き方 

５ 正しい文章の書き方 

６ 日本語の知識 難読漢字、四字熟語、慣用句、ことわざなどの基本的な日本

語の知識を、練習問題に取り組むことで学ぶ。 ７ 日本語の知識 

８ 日本語の知識 

９ 敬語の使い方 敬語の種類や使い方の基本的な知識を、練習問題に取り組む

ことで学ぶ。さらに、具体的な日常の場面における敬語の使

い方の実践的練習を行う。 

10 敬語の使い方 

11 敬語の使い方 

12 敬語の使い方 

13 手紙の書き方 手紙の基本的な形式や、ルールについて学び、礼状や近況報 

告の手紙などを実際に書く。 14 手紙の書き方 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業時間内にできなかった練習問題は、各自自宅でやっておくこと。 

◇ 指示された問題について、自分で調べておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 出席回数が全体の３分の２に満たない者は受験停止とする。 

◇ 授業に出席するだけでなく、実際に文章を書くことが勉強である。練習問題や課題は

必ず自分の力でやり遂げようとしてほしい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文章表現法（実践） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Contemporary Japanese Writing 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

正しく美しい日本語を用いて自分の考えを表現できることは、社会人にとっての必須教

養である。本講義では、主に「書く」ことに重点を置き、さまざまな課題に取り組み、お

互いに批評しあうことによって、表現力を高めることを目標とする。 

具体的には、読みやすく、正しい文章の書き方を練習問題を通して身につけ、その知識、技

術を踏まえて、描写文、エッセイ、小論文、レポートなどを書いていく。大学生としてす

ぐに役立つ表現力や知識を身につけるよい機会であるので、真剣に取り組んでもらいたい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

読みやすい文章の

書き方を身につけ

る 

授業中に課された問題を、自分の力で解こうと努

力しているかどうか。また、小テストや宿題の問

題について、授業で学んだポイントをふまえた正

しい答えを導き出せるかどうか。小テスト、提出 

課題の内容、試験で評価する。 

 

 

25％ 

明確な文章が書け

るようになる 

何を述べたいのかが、読者に明確に伝わるように

文章が書けたかどうか。提出された課題の内容で 

評価する。 

 
30％ 

それぞれの文章の

特徴を踏まえた、

適切な文章が書け

るようになる 

レポート、小論文、エッセイなどが、それぞれど

のような目的で書かれる文章なのかが正しく理解

できているかどうか。形式に適った文章が書けた

かどうか。提出された課題の内容、試験で評価す 

る。 

 

 

30％ 

誤字脱字のない、

正確で読みやすい

文章が書けるよう 

になる 

下書き、推敲の手順を踏まえて課題を書いている

かどうか。誤字脱字に気をつけて書けたかどうか。

提出された課題の内容で評価する。 

 
 

15％ 

評価の方法 ３分の２以上出席し、宿題をすべて提出すること。 

試験30％、レポート・手紙などの課題の評価50％、受講態度20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 文章の書き方 練習問題に取り組み、文法的に正しく、読みやすく、明確な 

文章の書き方について学ぶ。 ３ 文章の書き方 

４ 自己紹介文 読者に強くアピールできるような自己紹介文を書く。 

５ メールの書き方 失礼のないメールの書き方を学ぶ。 

６ さまざまな文章 エッセイや描写文など、さまざまな文章課題に取り組んで、 

文章力を磨く。 ７ さまざまな文章 

８ 小論文 小論文の基本的な構成や、書き方について学び、課題文型小

論文とテーマ型小論文を書く。 ９ 小論文 

10 小論文 

11 レポート レポートとは何かを正しく認識し、その基本的な形を身につ

け、論理的な文章の書き方、用語について知識を深める。 

与えられた課題について、自分で資料をさがし、実際にレポ 

ートを書く。 

12 レポート 

13 レポート 

14 レポート 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する。 

 
【使用教材】 

◇ 使用せず。 

 
【履修条件等】 

◇ いわゆる留学生向けの日本語の授業ではなく、日本語を十分に習得できている人向け

の応用的な内容であるので、とくに留学生は、自分の日本語能力を考慮した上で受講

してほしい。日本語の応用力が不足している留学生には、「文章表現法（基礎）」の履

修をすすめる。また、提出課題の多い授業なので、日本人学生の場合も、国語力に自

信のない人は、よく考えてから受講してほしい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業時間内にできなかった練習問題は、各自自宅でやっておくこと。

指示された問題について、自分で調べておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 出席回数が全体の３分の２に満たない者は受験停止とする。 

◇ 授業に出席するだけでなく、実際に文章を書くことが勉強である。練習問題や課題は

必ず自分の力でやり遂げようとしてほしい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

文章表現法（総合） 
 

アミモト ナオコ 

網本 尚子 

Contemporary Japanese Writing 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

正しく美しい日本語を用いて自分の考えを表現できることは、社会人にとっての必須教

養である。本講義では、ひとりひとりが「読む」、「書く」に関するさまざまな課題に取り組

み、お互いに批評しあうことによって、表現力を高めることを目標とする。 

具体的には、練習問題を解いて添削指導を受けたり、与えられた課題について実際に自

分で調査し、考えをまとめて短いレポートを作成したり、現実の場面に即した敬語の使い

方を実践練習したり、といった学習を行う。大学生としてすぐに役立つ表現力や知識を身

につけるよい機会であるので、真剣に取り組んでもらいたい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

練習問題を解くこ

とによって、正し

い文章の書き方を 

学ぶ 

授業中に課された問題を、自分の力で解こうと努

力すること。また、小テストや宿題で出された問

題について、授業で学んだポイントをふまえた正 

しい答えを導き出せること。 

 

 

10％ 

日本語についての

基礎知識を身につ 

ける 

授業時間に、漢字や、語の正しい意味、語句の正

しい用法などの練習問題に答えること。その答え 

方と試験で評価。 

 
10％ 

レポート・小論文

の書き方を覚える 

与えられた課題について、授業で学んだポイント

をふまえ、正しい形式のレポートが書けること。 

レポートと試験で評価。 

 
30％ 

正しい敬語の使い

方を覚える 

尊敬語・謙譲語の正しい使い方を身につけること。

生活のさまざまな場面で、正しい敬語を使いこな 

せるようになること。試験で評価。 

 
30％ 

手紙の書き方を覚

える 

与えられた課題について、授業で学んだポイント 

をふまえ、正しい形式の手紙が書けること。提出

した手紙と試験で評価。 

 
20％ 

評価の方法 ３分の２以上出席し、宿題をすべて提出すること。 

試験50％、レポート・手紙などの課題の評価30％、受講態度20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方や注意事項の説明。 

２ 正しい文章の書き方 練習問題に取り組み、文法的に正しく、読みやすく、明確な

文章の書き方について学ぶ。 ３ 正しい文章の書き方 

４ 正しい文章の書き方 

５ 日本語の基礎知識 難読漢字、四字熟語、慣用句、ことわざなどの練習問題に取 

り組む。 ６ 日本語の基礎知識 

７ レポートの書き方 レポートとは何かを正しく認識し、基本的な形を身につけ、

論理的な文章の書き方、用語について知識を深める。 

与えられた資料に基づいて、実際にレポートを書く。 

８ レポートの書き方 

９ レポートの書き方 

10 レポートの書き方 

11 敬語の使い方 敬語の種類や使い方について、練習問題を用いて学び、身に 

つける。 12 敬語の使い方 

13 手紙の書き方 手紙の基本的な形式や、ルールについて学び、礼状や近況報 

告の手紙などを実際に書く。 14 手紙の書き方 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する。 

 
【使用教材】 

◇ 使用せず。 

 
【履修条件等】 

◇ いわゆる留学生向けの日本語の授業ではなく、日本語を十分に習得できている人向け

の応用的な内容であるので、留学生の受講希望者は、自分の日本語能力を考慮した上

で受講してほしい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業時間内にできなかった練習問題は、各自自宅でやっておくこと。 

◇ 指示された問題について、自分で調べておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 出席回数が全体の３分の２に満たない者は受験停止とする。 

◇ 授業に出席するだけでなく、実際に文章を書くことが勉強である。練習問題や課題は

必ず自分の力でやり遂げようとしてほしい。
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

生命科学（春学期） 
 

フ ル タ レ イ コ 

古田 玲子 

Life Science 選択科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

ヒトと他の生物との共通点と相違点、腫瘍、若者に蔓延している 

 
Sexually Transmitted 

Infection (STI：性感染症)、人獣共通感染症、有害物質、生物毒、臓器移植、生殖医療 

および生物の多様性について学び、生命現象を理解し、健康を維持するために必要な知識

を養うことを目的としています。最先端の研究や最近の話題を取り入れながら判りやすく

解説していきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

生物学的および医 

学的な基礎知識を

学ぶ 

本試験で評価する。人間と他の生物の共通点と相 

違点、人体の臓器と機能、細胞についての設問に

答えられること。 

 
30％ 

病気の原因、予防

について基礎的な

知識を学ぶ 

本試験で評価する。腫瘍、STI、人畜共通感染

症、有害物質、有害生物について理解しているこ

と。実現可能な予防策についての知識が習得でき

ていること。 

 

 
40％ 

生命科学全般につ 本試験で評価する。生命科学に関する資料を読み、  

いて理解を深め生 正確に理解し、意見が述べられるか。生命科学に  

命倫理、生物多様 ついての基礎的な知識を習得した上で、臓器移植、 10％ 

性についての意義 生殖医療、生物の多様性について、考えることが  

を考える できているか。  

生命科学に関する レポートで評価する。各自で生命科学に関する興  

資料を正確に理解 味のあるテーマを選び、レポートにまとめる。  

し、自分の意見を 正確に理解し、まとめることができているか。 20％ 

述べることができ   

る   

評価の方法 70％以上の出席を前提とし、本試験80％とレポート20％で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業内容の説明およびレポートの作成方法 

２ 人体の構造と機能 臓器、組織、細胞、遺伝子について学ぶ 

３ ヒトと他生物の共通点と相違

点 

ヒトとイヌ、マウスなどの哺乳類間と鳥類、爬虫

類、魚類、両生類などの他の生物との比較 

４ 腫瘍についての基礎的知識 腫瘍の発生と遺伝子異常、良性腫瘍と悪性腫瘍（が

ん）のちがい、原因と予防、検査法 

５ 早期がんと進行がん がんの進行度と治療法、予後 

６ 各臓器のがん① 肺がん 

７ 各臓器のがん② 胃がん、大腸がん 

８ 各臓器のがん③ 乳がん、子宮がん 

９ 各臓器のがん④ 肝臓がん、その他のがん 

10 STIについてⅠ エイズについて学ぶ 

11 STIについてⅡ ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症、梅毒、ク

ラミジアなど10疾患についての予防と治療 

12 STIについてⅢ  

13 有害物質と生物毒 タバコ、麻薬、アスベスト、有害生物 

14 人獣共通感染症・動物が媒介

する感染症 

BSE、狂犬病、インフルエンザ、デング熱、エキ 

ノコックスなど 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 参考資料と用語集を配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 生命科学に関することで話題になっていることの情報収集。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業に集中し、疑問点は積極的に質問してください。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

生命科学（秋学期） 
 

フ ル タ レ イ コ 

古田 玲子 

Life Science 選択科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

ヒトと他の生物との共通点と相違点、腫瘍、若者に蔓延している 

 
Sexually Transmitted 

Infection (STI：性感染症)、人獣共通感染症、有害物質、生物毒、臓器移植、生殖医療 

および生物の多様性について学び、生命現象を理解し、健康を維持するために必要な知識

を養うことを目的としています。最先端の研究や最近の話題を取り入れながら判りやすく

解説していきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

生物学的および医 

学的な基礎知識を

学ぶ 

本試験で評価する。人間と他の生物の共通点と相 

違点、人体の臓器と機能、細胞についての設問に

答えられること。 

 
30％ 

病気の原因、予防

について基礎的な

知識を学ぶ 

本試験で評価する。腫瘍、STI、人畜共通感染

症、有害物質、有害生物について理解しているこ

と。実現可能な予防策についての知識が習得でき

ていること。 

 

 
40％ 

生命科学全般につ 本試験で評価する。生命科学に関する資料を読み、  

いて理解を深め生 正確に理解し、意見が述べられるか。生命科学に  

命倫理、生物多様 ついての基礎的な知識を習得した上で、臓器移植と 10％ 

性についての意義 生殖医療、生物の多様性について、考えることが  

を考える できているか。  

生命科学に関する レポートで評価する。各自で生命科学に関する興  

資料を正確に理解 味のあるテーマを選び、レポートにまとめる。  

した上で、自分の 正確に理解し、まとめることができていること。 20％ 

意見を述べること   

ができる   

評価の方法 70％以上の出席を前提とし、本試験80％とレポート20％で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業内容の説明およびレポートの作成方法 

２ 人体の構造と機能 臓器、組織、細胞、遺伝子について 

３ ヒトと他生物の共通点と相違

点 

ヒトとイヌ、マウスなどの哺乳類間と鳥類、爬虫

類、魚類、両生類などの他の生物との比較 

４ 腫瘍についての基礎的知識 腫瘍の発生と遺伝子異常、良性腫瘍と悪性腫瘍（が

ん）のちがい、原因と予防、検査法 

５ 早期がんと進行がん がんの進行度と治療法、予後 

６ 各臓器のがんⅠ 肺がん 

７ 各臓器のがんⅡ 胃がん、大腸がん 

８ 各臓器のがんⅢ 乳がん、子宮がん 

９ 各臓器のがんⅣ 肝臓がん、その他のがん 

10 STIについてⅠ エイズについて 

11 STIについてⅡ ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症、梅毒、ク

ラミジアなど10疾患についての予防と治療 

12 STIについてⅢ  

13 有害物質と生物毒 タバコ、麻薬、アスベスト、有害生物 

14 人獣共通感染症・動物が媒介

する感染症 

BSE、狂犬病、インフルエンザ、デング熱、エキノ

コックスなど 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 参考資料と用語集を配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 生命科学に関することで話題になっていることの情報収集。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業に集中し、疑問点は積極的に質問してください。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

国際関係論（春学期） 
 

クロサワ アイミ 

黒澤 愛美 

International Relations 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

まず、国際関係とは何かというところから始めて、国際関係論の基礎知識を身につけま

す。そして、その基礎知識を基に、現代の国際社会が抱える諸問題を議論します。現代の

国際社会には数多くの問題がありますが、この授業は、日本で活動する国際人として知っ

ておくべき問題を優先して扱います。問題の現状を知ることにとどまらず、経緯や今後の

課題まで追究します。また、関連する時事ニュースも積極的に取り上げます。基本的に講

義形式で進めますが、国際問題について自分なりに考える機会を頻繁に持ちます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

国際関係論の基礎

知識がある 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した内容について、指定された用語を

用いながら論理的に記述できること。 

 
 

10％ 

国際関係史の大き 

な流れを理解して

いる 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した内容について、重要事項を押さえ

ながら簡潔に記述できること。 

 
 

20％ 

国際問題の概要を

理解している 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した国際問題について、重要事項を押

さえながら論理的に記述できること。 

 
 

20％ 

国際問題を議論す

ることができる 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した国際問題について、自分の主張を

論理的かつ説得的に記述できること。 

 
 

50％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として授業中の課題50％、期末試験50％ 



- 52 -  

【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業ガイダンス、国際関係とは何か 

２ 国際関係論の基礎知識 国際関係の主体、グローバリゼーション 

３ 国際関係史 第一次世界大戦、第二次世界大戦 

４ 国際関係史 冷戦期の国際社会 

５ 国際関係史 国共内戦、朝鮮戦争 

６ 国際関係史 冷戦後の国際社会 

７ 国際問題 歴史問題 

８ 国際問題 日韓歴史問題 

９ 国際問題 領土問題 

10 国際問題 安全保障、軍事 

11 国際問題 経済、貿易 

12 国際問題 環境、エネルギー 

13 国際問題 人権 

14 国際問題 その他の国際問題、授業の補足 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ CoursePower で資料を配布します。 
 

【履修条件等】 

◇ 初回に必ず出席してください。 

◇ 受講マナーを守り、ほかの受講者に迷惑を掛ける行動は慎んでください。 

◇ 板書の撮影を禁止します。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 普段からインターネットやテレビで国際ニュースを見るように心掛けましょう。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 国際情勢に鑑みて、授業計画を変更することがあります。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

国際関係論（秋学期） 
 

クロサワ アイミ 

黒澤 愛美 

International Relations 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

まず、国際関係とは何かというところから始めて、国際関係論の基礎知識を身につけま

す。そして、その基礎知識を基に、現代の国際社会が抱える諸問題を議論します。現代の

国際社会には数多くの問題がありますが、この授業は、日本で活動する国際人として知っ

ておくべき問題を優先して扱います。問題の現状を知ることにとどまらず、経緯や今後の

課題まで追究します。また、関連する時事ニュースも積極的に取り上げます。基本的に講

義形式で進めますが、国際問題について自分なりに考える機会を頻繁に持ちます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

国際関係論の基礎

知識がある 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した内容について、指定された用語を

用いながら論理的に記述できること。 

 
 

10％ 

国際関係史の大き 

な流れを理解して

いる 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した内容について、重要事項を押さえ

ながら簡潔に記述できること。 

 
 

20％ 

国際問題の概要を

理解している 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した国際問題について、重要事項を押

さえながら論理的に記述できること。 

 
 

20％ 

国際問題を議論す

ることができる 

設問に対する回答によって評価。 

授業で学習した国際問題について、自分の主張を

論理的かつ説得的に記述できること。 

 
 

50％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として授業中の課題50％、期末試験50％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業ガイダンス、国際関係とは何か 

２ 国際関係論の基礎知識 国際関係の主体、グローバリゼーション 

３ 国際関係史 第一次世界大戦、第二次世界大戦 

４ 国際関係史 冷戦期の国際社会 

５ 国際関係史 国共内戦、朝鮮戦争 

６ 国際関係史 冷戦後の国際社会 

７ 国際問題 歴史問題 

８ 国際問題 日韓歴史問題 

９ 国際問題 領土問題 

10 国際問題 安全保障、軍事 

11 国際問題 経済、貿易 

12 国際問題 環境、エネルギー 

13 国際問題 人権 

14 国際問題 そのほかの国際問題、授業の補足 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ CoursePower で資料を配布します。 
 
 

【履修条件等】 

◇ 初回に必ず出席してください。 

◇ 受講マナーを守り、ほかの受講者に迷惑を掛ける行動は慎んでください。 

◇ 板書の撮影を禁止します。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 普段からインターネットやテレビで国際ニュースを見るように心掛けましょう。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 国際情勢に鑑みて、授業計画を変更することがあります。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

統計学（春学期） 
 

マツモト ユウキ 

松本 勇樹 

Statistics 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

人間が生きていくうえではあらゆる局面で意思決定をしなければならない。経験やカン

のみに頼って意思決定を行うと誤った意思決定を行う場合が多い。そこで客観的に測定さ

れた数値を用いることによって正しい意思決定を行うことができるようになる。本講義で

はビジネスで使用する数字や統計の感覚を養うことを目的とする。概算や四捨五入などの

基本から初めて、割合や変化の仕組みを学ぶ。その後、記述統計学と多変量解析の中から、

身近なデータを使用して、統計の考え方について理解する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

数字の感覚を養う 設問に対する回答によって評価する。与えられた 

問題に対して正しい計算ができるかを評価する。 

 

30％ 

データを整理する 設問に対する回答によって評価する。与えられた

問題に対して決められた基準に従って、データを 

正しく分類することができるかを評価する。 

 
 

20％ 

統計計算を行う 設問に対する回答によって評価する。与えられた

問題に対して、正しい計算を行い、その結果から 

どのようなことが分かるかを評価する。 

 
 

50％ 

評価の方法 50％以上の出席を前提として、授業内課題15％、小テスト15％、期末試験 

70％の合計点で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 本講義のテーマ、目的・概要、講義方針等を確認する 

併せて、シラバスに基づく具体的な講義内容を説明する 

２ 概算と電卓の操作方法 電卓の操作方法を確認するとともに、データを概算で扱う感 

覚を養う 

３ 比率 数値を比較するための手法として比率の考え方を習得する 

４ 変化(１) 指数と倍率について理解する 

５ 変化(２) 変化率について理解する 

６ 度数分布 収集したデータを分類し、度数分布表とヒストグラムを作成 

する 

７ 代表値 平均とメディアンについて理解する 

８ 散らばりの代表値(１) 偏差の概念から、標準偏差について理解する 

９ 小テスト(１) 標準偏差の演習を行い、小テストを実施する 

10 標準化・変動係数 平均・標準偏差が異なる２つの分布に属するデータを比較す 

る 

11 散布図 ２つの変数にどのような関係があるのか散布図を用いて把握 

する 

12 相関係数 ２つの変数の関係を１つの数値で表す 

13 小テスト(１) 相関係数の復習を行い、小テストを実施する 

14 正規分布 代表的な分布である正規分布の性質とその利用法について学 

ぶ 

15 

 

総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 配布資料を使用する。 
 

【履修条件等】 

◇ 継続して受講しないと理解度は高まらないので、休まず出席すること。 

√機能がついている12桁以上の電卓を必ず持参すること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配布資料に記載されている問題を必ず解くこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 繰り返し解説を行うので、数学や計算に対しての過度な恐怖心や思い込みをしないで

講義に参加してほしい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

統計学（秋学期） 
 

マツモト ユウキ 

松本 勇樹 

Statistics 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

人間が生きていくうえではあらゆる局面で意思決定をしなければならない。経験やカン

のみに頼って意思決定を行うと誤った意思決定を行う場合が多い。そこで客観的に測定さ

れた数値を用いることによって正しい意思決定を行うことができるようになる。本講義で

はビジネスで使用する数字や統計の感覚を養うことを目的とする。概算や四捨五入などの

基本から初めて、割合や変化の仕組みを学ぶ。その後、記述統計学と多変量解析の中から、

身近なデータを使用して、統計の考え方について理解する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

数字の感覚を養う 設問に対する回答によって評価する。与えられた 

問題に対して正しい計算ができるかを評価する。 

 

30％ 

データを整理する 設問に対する回答によって評価する。与えられた

問題に対して決められた基準に従って、データを 

正しく分類することができるかを評価する。 

 
 

20％ 

統計計算を行う 設問に対する回答によって評価する。与えられた

問題に対して、正しい計算を行い、その結果から 

どのようなことが分かるかを評価する。 

 
 

50％ 

評価の方法  50％以上の出席を前提として、授業内課題15％、小テスト15％、期末試 

験70％の合計点で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 本講義のテーマ、目的・概要、講義方針等を確認する 

併せて、シラバスに基づく具体的な講義内容を説明する 

２ 概算と電卓の操作方法 電卓の操作方法を確認するとともに、データを概算で扱う感 

覚を養う 

３ 比率 数値を比較するための手法として比率の考え方を習得する 

４ 変化(１) 指数と倍率について理解する 

５ 変化(２) 変化率について理解する 

６ 度数分布 収集したデータを分類し、度数分布表とヒストグラムを作成 

する 

７ 代表値 平均とメディアンについて理解する 

８ 散らばりの代表値(１) 偏差の概念から、標準偏差について理解する 

９ 小テスト(１) 標準偏差の演習を行い、小テストを実施する 

10 標準化・変動係数 平均・標準偏差が異なる２つの分布に属するデータを比較す 

る 

11 散布図 ２つの変数にどのような関係があるのか散布図を用いて把握 

する 

12 相関係数 ２つの変数の関係を１つの数値で表す 

13 小テスト(２) 相関係数の復習を行い、小テストを実施する 

14 正規分布 代表的な分布である正規分布の性質とその利用法について学 

ぶ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 
【使用教材】 

◇ 配布資料を使用する。 

 
【履修条件等】 

◇ 継続して受講しないと理解度は高まらないので、休まず出席すること。 

√機能がついている12桁以上の電卓を必ず持参すること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配布資料に記載されている問題を必ず解くこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 繰り返し解説を行うので、数学や計算に対しての過度な恐怖心や思い込みをしないで

講義に参加してほしい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

就職特講 
 

ノ ザ ワ マ キ コ 

野沢 牧子 

Special Seminar for Job Seeking 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

長期化する厳選採用と働き方の多様化に伴い、大学生の就職環境は厳しい状況にありま

す。本講義では、履歴書やエントリーシートの書き方、業界・企業・職種研究、筆記試験 

・面接・グループワーク対策など、就職に直接役立つ知識の習得と演習を進めていきます。

業界研究セミナーや内定者報告会等も実施し、臨場感ある準備講座を展開します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本企業における

雇用慣行、就職活

動の仕組み、基本

的なワークルール 

について理解する 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 

 

20％ 

「働くこと」への

理解を深め、社会

人としてのふるま

い、言動、マナー 

を身につける 

出席態度、講義中の質疑応答、ワークショップ時の

対応、提出物等により評価。 

 

 

40％ 

自己理解・自己分

析を深めるととも

に、数多くある選

択肢の中から、自

らの職業適性を知 

る 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 

 

 
20％ 

さまざまな就職試 

験に対応する力を

身につける 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 
20％ 

評価の方法  職業意識の形成と卒業後の社会人基礎力の向上を目的とすることから、出

席評価（取り組み姿勢・参加態度含む）70％、レポートおよび提出物評価

30％。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 就職活動の現状の理解 就職活動を始めるにあたって考えるべきこと（雇用環境と

データで見る学卒者就職の現状、正規・非正規雇用の生涯 

賃金等） 

２ 自己分析Ⅰ 自分史の作成、SPIについて 

３ 自己分析Ⅱ 自分の志向と適性を考える、学生時代に頑張ったこと 

４ 自己ＰＲのしかたⅠ 社会人基礎力から強みを考える、自己PR 
５ 自己ＰＲのしかたⅡ 自己紹介書の完成 

６ キャリア情報交流会 OBOGの話から、仕事のやりがいや職業を知る 

７ 志望先の選定Ⅰ 就職の軸 

８ 志望先の選定Ⅱ 業界、職種理解 

９ 志望先の選定Ⅲ 業界情報の捉え方、情報の取捨選択について、 

求人票の見方 

10 合同企業説明会 合同企業説明会 

11 志望動機の完成 想定業界、企業での志望動機作成 

12 選考への対策Ⅰ 多様なエントリーシートへの対応 

13 選考への対策Ⅱ 面接対策、マナー 

14 選考への対策Ⅲ グループディスカッション対策 

15 活動計画策定・発表 履歴書・就職の軸・活動計画の策定最終確認 

 
【使用教材】 

◇ とくになし。講義資料およびワークシートは随時配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ ３年生で民間企業等への就職を考えている学生。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 業界研究においては、事前に

ある。 

 
 

web、新聞、書籍等を通じた情報収集を要請することが 

◇ 事前にワークシートを配布し、次回講義までに記入してくる課題を提示することがあ

る。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 本講義は連続性があるため、一度の欠席が大きなハンデとなることもある。 

また社会人となるための準備講座のため、講義のルールおよびマナーを守って受講す

るようお願いしたい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

就職特講 
 

ミ ヤ ジ ユ カ 

宮地 由夏 

Special Seminar for Job Seeking 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

長期化する厳選採用と働き方の多様化に伴い、大学生の就職環境は厳しい状況にありま

す。本講義では、履歴書やエントリーシートの書き方、業界・企業・職種研究、筆記試験 

・面接・グループワーク対策など、就職に直接役立つ知識の習得と演習を進めていきます。

業界研究セミナーや内定者報告会等も実施し、臨場感ある準備講座を展開します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本企業における

雇用慣行、就職活

動の仕組み、基本

的なワークルール 

について理解する 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 

 

20％ 

「働くこと」への

理解を深め、社会

人としてのふるま

い、言動、マナー 

を身につける 

出席態度、講義中の質疑応答、ワークショップ時の

対応、提出物等により評価。 

 

 

40％ 

自己理解・自己分

析を深めるととも

に、数多くある選

択肢の中から、自

らの職業適性を知 

る 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 

 

 
20％ 

さまざまな就職試 

験に対応する力を

身につける 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提出

物等により評価。 

 
20％ 

評価の方法  職業意識の形成と卒業後の社会人基礎力の向上を目的とすることから、出

席評価（取り組み姿勢・参加態度含む）70％、レポートおよび提出物評価

30％。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 就職活動の現状の理解 就職活動を始めるにあたって考えるべきこと（雇用環境と

データで見る学卒者就職の現状、正規・非正規雇用の生涯 

賃金等） 

２ 自己分析Ⅰ 自分史の作成、SPIについて 

３ 自己分析Ⅱ 自分の志向と適性を考える、学生時代に頑張ったこと 

４ 自己ＰＲのしかたⅠ 社会人基礎力から強みを考える、自己ＰＲ 

５ 自己ＰＲのしかたⅡ 自己紹介書の完成 

６ キャリア情報交流会 OBOGの話から、仕事のやりがいや職業を知る 

７ 志望先の選定Ⅰ 就職の軸 

８ 志望先の選定Ⅱ 業界、職種理解 

９ 志望先の選定Ⅲ 業界情報の捉え方、情報の取捨選択について、 

求人票の見方 

10 合同企業説明会 合同企業説明会 

11 志望動機の完成 想定業界、企業での志望動機作成 

12 選考への対策Ⅰ 多様なエントリーシートへの対応 

13 選考への対策Ⅱ 面接対策、マナー 

14 選考への対策Ⅲ グループディスカッション対策 

15 活動計画策定・発表 履歴書・就職の軸・活動計画の策定最終確認 

 
【使用教材】 

◇ とくになし。講義資料およびワークシートは随時配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ ３年生で民間企業等への就職を考えている学生。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 業界研究においては、事前に

ある。 

 
 

web、新聞、書籍等を通じた情報収集を要請することが 

◇ 事前にワークシートを配布し、次回講義までに記入してくる課題を提示することがあ

る。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 本講義は連続性があるため、一度の欠席が大きなハンデとなることもある。 

また社会人となるための準備講座のため、講義のルールおよびマナーを守って受講す

るようお願いしたい。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

就職特講（留学生対象） 
 

シ オ タ ニ ユ ミ コ 

塩谷 由美子 

Special Seminar for Job Seeking 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日本の労働力人口の減少を背景に日本で働く外国人が増加し、卒業後に日本で就職する

ことを希望する外国人留学生も年々多くなっています。しかし、留学生が全員希望する仕

事に就けるとは限りません。また就職しても期待していた仕事とは違っていて、すぐ転職

する人も少なくありません。日本特有の就職事情を知らないこと、在留資格についての知

識がないこと、また就職活動の準備開始が遅いことなどが問題になります。この授業では、日

本の就職活動のしくみと流れを理解し、日本での就職活動の準備をします。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本の就職事情を

学び活動計画を立

てる 

日本の就職事情を学んで就職活動の仕組みと流れを

理解し、それに沿って今何をしなければならないか

を考えて最終的に活動計画を立てることができるか、 

課題をもとに評価する。 

 

 
40％ 

日本の企業、業界、 

職種を研究する 

日本の業界業種や職種を理解し、企業研究の方法を 

身につけているかどうかを、課題をもとに評価する。 

 

30％ 

具体的な就職活動

の準備をする 

就職活動のために何をしなければならないかを理解 

しその方法を身につけているかどうかを、課題をも

とに評価する。 

 
 

30％ 

評価の方法 提出された課題の内容によって評価する。 

学期の３分の１を越えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 授業の進め方、卒業後の進路希望調査 

２ 日本の就職慣習１ 日本の就職活動のしくみと流れ 

３ 日本の就職慣習２ 就職とアルバイト、インターンシップ 

４ 企業・業界研究１ 日本の企業が求める人材 

５ 企業・業界研究２ 職種と業種、職業適性 

６ 企業・業界研究３ 業界研究と企業研究 

７ 企業・業界研究４ 資格と日本語能力 

８ 就職活動準備１ 情報収集 

９ 就職活動準備２ 面接対策 

10 就職活動準備３ 履歴書エントリーシート 

11 就職活動準備４ 志望動機 

12 就職活動準備５ 先輩の経験談から学ぶ 

13 在留資格について 日本で働くための在留資格取得条件を知る 

14 就職活動計画 活動計画を立てる 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は特に指定しない。 

◇ 参考図書：久保田学（2018）『留学生のための就職内定ワークブック』 

日本能率協会マネジメントセンター 

田村一也ほか（2020）『留学生のための就職筆記試験教科書』 

日本能率協会マネジメントセンター 

 
【履修条件等】 

◇ 日本での就職、日本企業での就職を希望する外国人留学生のための授業です。それ以

外の進路を予定している留学生は履修ができません。 

◇ 春学期に「プロフェッショナル・セミナーⅦ（留学生対象）」を受講して単位を取得

できていることが望ましいです。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 各学習項目を学ぶに際し、情報収集をしたり、活動計画を立ててまとめたりする課題

が課されます。事前学習をしなければ、授業内容を十分に理解できないので、必ず授

業で指定される準備をしてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 上記の授業計画は、受講人数や大学内行事日程などを勘案して、変更することがあり

ます。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

コンピュータ・サイエンス 
 

エ ザ キ カ ズ オ 

江崎 和夫 

Computer Science 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

社会においては、コンピュータを使って仕事を行うことが増えています。また、本学に

おいてさまざまな科目を学習していくための基礎としてコンピュータを理解し、操作でき

ることは重要です。そこで本科目は、ビジネス文書や、ビジネスデータの加工などができ

るコンピュータリテラシーのスキル（技能）を身につけることを目指します。そのために、 

パソコンの基本ソフト（OS）である Windows の基本的な操作を学習した後、ワープロソ 

フトの Microsoft Word を使った日本語文書・レポートの作成、表計算ソフトの Microsoft 
Excel を使った表計算処理やグラフの作成、プレゼンテーションソフトの Microsoft 
PowerPoint を使った発表用資料の作成などについて、実践的な演習を行います。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

コンピュータを活 操作の習熟度を課題の作成によって評価。ファイ  
用するために必要 

な基礎知識を理解 

ルやフォルダの管理等が適切に行えること。ブラ 

ウザや検索エンジンを使って適切な情報を検索す 
10％ 

していること ることができる。  
ワープロソフトで

ビジネス文書やレ 

ポートなどを作成 

操作の習熟度を課題の作成によって評価。文字の

タイピングおよび Word を使ってビジネス文書や 

ビジュアル資料を作成できる操作や設定を行うこ 

 

 
40％ 

するスキルを身に とができる。表や画像を利用して効果的な文書を  
つけていること レイアウトできる。  
表計算ソフトの基 

本を理解し、関数 

操作の習熟度を課題の作成によって評価。Excel 
を操作してワークシートの編集を行い、データに 

 

を活用したデータ あった関数を適切に活用した表計算ができること、 30％ 

処理やグラフの作 用途に合わせた適切なグラフを作成できること。  
成ができること   
プレゼンテーショ

ンソフトを使って 

効果的な発表資料 

操作の習熟度を課題の作成によって評価。プレゼ

ンテーションソフトの PowerPoint を使って、画像 

やアニメーションを効果的に活用して発表資料を 

 
 

20％ 

が作成できること 作成することができる。  
評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、授業参画度20％、課題の演習50％、試

験30％の割合で評価する。試験は、理解度小テストを数回実施する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 授業の進め方、シラバスの説明、テキストの指定。 

Windowsの操作、ファイルの操作、Wordの基本操作 

２ Word の操作演習１ さまざまな文字の入力方法、ページ設定、文章の編集 

３ Word の操作演習２ 書式設定、文字の装飾、表の作成、表の編集 

４ Word の操作演習３ 画像等を活用したビジュアルな文書の作成 

レイアウトの指定 

５ Word の操作演習４ ビジネス文書を作成する総合演習 

６ インターネットの活用 インターネットの使い方と活用方法 

７ Excel の操作演習１ 基本的なワークシート編集、数式、関数の基本

（SUM） 

８ Excel の操作演習２ 表と罫線、グラフの作成 

９ Excel の操作演習３ 関数（AVERAGE、COUNT等） 

10 Excel の操作演習４ データの抽出とフィルタ、並べ替え 

11 Excel の操作演習５ シートの操作、総合課題による習熟度の確認 

12 PowerPoint の操作演習１ スライド作成、文字や画像の活用 

13 PowerPoint の操作演習２ 図形、Smartartを活用したビジュアル資料作成 

14 総合演習 総合演習課題を使った習熟度の確認 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認

テストを実施する 

 

【使用教材】 
 

 
 

   ◇「Word ＆ Excel ＆ PowerPoint 2019基本技」  技術評論社編集部著 技術評論社発行 

 
 

【履修条件等】 

◇ コンピュータの初心者を対象としているので、履修条件はとくにない。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業で事前学習の指示をするので、教科書の該当ページを読むとともに、事前学習課

題を作成してください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 演習を通じて習熟度を上げる必要があるので、全回出席が基本である。遅刻は２回で

欠席１回とする。全授業の３分の１（５回）欠席した場合は、単位が認められない。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

コンピュータ・サイエンス 
 

ク ロ キ ヒ ロ シ 

黒木 弘司 

Computer Science 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代では大企業は言うに及ばず、ほとんどの企業や大学にはコンピュータが取り入れら

れ、その多くで Microsoft 社の Word、Excel、PowerPoint が文書の作成やプレゼンテーショ 

ン資料に使用されています。本講義では、今後使用する機会が増える Word や Excel、 

PowerPoint による文書の作成や表計算、プレゼンテーション資料の作成について、実習を 

通して基本的な操作方法を習得することを目的とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

Microsoft Word の
基本操作を理解し、

分かりやすい文書 

の作成ができる 

実技試験によって評価。 

Microsoft Word を使用した基本的な文章の作成が 

でき、グラフィックや表などを使った分かりやす

い文書の作成ができること。 

 
 

30％ 

Microsoft Excel の
基本操作を理解し、 

表の作成やデータ 

実技試験によって評価。 

Microsoft Excel を使用した基本的なデータの入力

や表の作成、関数の使用ができ、用途に合わせた 

 

 
40％ 

の操作、グラフの グラフの選定やデータの操作ができること。  
作成ができる   
M i c r o s o f t 
PowerPoint の基本

操作を理解し、効 

果的なプレゼンテ 

実技試験によって評価。 

Microsoft PowerPoint を使用して図形やSmartArt グ
ラフィックを使った基本的なプレゼンテーション 

資料の作成ができ、発表方法に合わせて画面切り 

 

 
 

20％ 

ーション資料の作 替えやアニメーションを効果的に用いることがで  
成ができる きること。  
Microsoft Word、
Excel、 PowerPoint 
で作成したデータ 

実技試験によって評価。 

Microsoft Excel の表を Microsoft Word の文書に貼 

り付けることができること。 

 

を共有することが 

できる 

Microsoft Excel のデータを使ってMicrosoft Word 
の差し込み印刷ができること。 

10％ 

 Microsoft Word の文書を Microsoft PowerPoint で利 

用することができること。 

 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、試験80％、授業内の課題20％。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンスと Windows の基 

本操作 

授業の進め方、Windows の基礎 

２ Word、Excel、PowerPoint の 

基本操作 

Word、Excel、PowerPoint の概要、起動／終了、画面の 

構成 

３ Word の操作実習(１) 文書の作成 

４ Word の操作実習(２) グラフィック機能の使用 

５ Word の操作実習(３) 表のある文書の作成 

６ Excel の操作実習(１) データの入力 

７ Excel の操作実習(２) 表の作成 

８ Excel の操作実習(３) グラフの作成 

９ Excel の操作実習(４) データの分析 

10 PowerPoint の操作実習(１) プレゼンテーションの作成 

11 PowerPoint の操作実習(２) スライドショーの実行 

12 データ共有の操作実習 Word、Excel、PowerPoint 間でのデータ共有 

13 総合練習(１) 総合問題を使って習熟度の確認 

14 総合練習(２) 総合問題を使って習熟度の確認 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

【使用教材】 

◇ 『よくわかるWord 2019 & Excel 2019 & PowerPoint 2019』富士通エフ・オー・エム 

株式会社 (FOM出版) 

 

【履修条件等】 

◇ 履修条件は特にありませんが、ある程度Windowsの使用やタイピングができることが 

望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業の最後に次回の授業内容をお知らせしますので、教科書の該当ページを読んでく

ること。 

【その他の注意事項】 

◇ 前回までの授業を理解しておくことが前提になるので、できるだけ欠席しないこと。 

◇ 上記の授業計画は受講者の既習レベルなどにより、変更する場合があります。 

◇ 実習はWindows10の環境でWord 2019、Excel 2019、PowerPoint 2019の使用を前提 

として行います。前提以外の環境や設定を使用する場合には、各自で環境の相違に 

よる表示や操作方法の違いの解消を行ってください。 

◇ 遠隔で授業を実施する場合には、授業の途中で受講確認を行います。遠隔で受講する 

場合でも、対面で受講する場合と同様の態度と姿勢で授業に臨んでください。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

コンピュータ概論 
 

エ ザ キ カ ズ オ 

江崎 和夫 

Introduction to Computer 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本科目は、パソコンをビジネス実務に活用するのに必要なコンピュータのハードウェア、ソ

フトウェア、通信・ネットワーク、システムに関する基本知識を身につけます。また、情

報の活用方法、および、情報活用に際して重要な、情報セキュリティと情報モラルに関 

する理解も深めていきます。学習にあたっては、「IT パスポート試験」の出題範囲を考慮 

して進め、IT パスポート試験の入門の役割も果たします。IT パスポート試験は、IT を利 

活用するすべての社会人・これから社会人となる学生が備えておくべき、IT に関する基礎

的な知識が証明できる国家試験です。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

コンピュータのハ 

ードウェアの種類

と機能 

コンピュータの CPU ､メモリ、補助記憶装置の種 

類や機能に関して説明できる。IoT の仕組みと活

用分野について説明できる。 

 
20％ 

ソフトウェアの種

類と機能 

Windows などのオペレーテングシステムと、表計

算ソフト、グラフィックスソフトなどのアプリケ

ーションソフトの種類と活用分野に関して説明で 

きる。 

 
 

20％ 

通信とネットワー

ク 

通信の仕組みと、ネットワークの種類と特徴に関

する理解度で評価する。LAN や WAN、クラウド

コンピューティングのビジネスへの活用に関して 

説明できる。 

 
 

20％ 

インターネットと 

e ビジネス 

インターネットの仕組みや基本用語についての理

解度で評価する。e ビジネスの種類と特徴につい 

て説明できる。 

 
20％ 

サイバーセキュリ

ティと情報モラル 

コンピュータと情報に関するリスクと対策に関し

て説明できる。サイバーセキュリティと、情報モ 

ラルの重要性について説明できる。 

 
20％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、授業参画度10％、課題40％、理解度小

テスト20％、試験30％、の割合で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 
IT パスポート資格紹介 

・授業の進め方、IT パスポート資格の紹介 
・コンピュータの種類と構成 

２ コンピュータの構成要素 
ハードウェア 

・CPU とメモリ 
・補助記憶装置の種類と特徴 

３ 入力装置と出力装置 
ソフトウェア 

・入力装置と出力装置の種類と特徴 
・ソフトウェアの種類と特徴 

４ ソフトウェア ・オペレーティングシステムの機能 

・ビジネスで活用されるアプリケーションソフトウ 

ェア 

５ 通信とネットワーク ・通信の仕組みと基本用語 
・ネットワークの種類、LAN、WAN 

６ クラウドコンピューティング ・クラウドコンピューティング 
・５Ｇの活用分野 

７ インターネットの基本 ・インターネットの基本 
・インターネットの活用分野 

８ IoT の仕組みと活用分野 ・IoT(Internet of Things)の仕組み 
・IoT の活用分野 

９ e ビジネス ・e ビジネスの分野 
・e コマース 

10 サイバーセキュリティ 
情報モラル 

・サイバーセキュリティとコンピュータウィルス 
・情報モラルの基本 

11 データベースの機能と操作 ・データベースの機能 
・データベースの操作 

12 システムの構成要素 
システム開発 

・システムの構成要素 
・システム開発のステップと方法 

13 プログラムとアルゴリズム ・プログラム言語 
・アルゴリズムの基本 

14 通信ネットワークの最新技術 ・モバイルコンピューティングの技術 
・授業のポイントのまとめ 

15 総括および学習達成度の確認 ・総括および学習達成度の確認 

 

【使用教材】 

◇ 「かんたん合格 ITパスポート教科書 令和４年版」 坂下有里＆ラーニング編集部著 

インプレス社発行  
 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前学習と事後学習の指示をするので、事前学習・事後学習課題を作成してください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 全回出席が基本です。遅刻は２回で欠席１回とします。全授業の３分の１（５回）欠

席した場合は、単位が認められません。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

コンピュータ概論 
 

ク ロ キ ヒ ロ シ 

黒木 弘司 

Introduction to Computer 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代では、コンピュータは生活に欠かせない存在となり、身近であたりまえのように利

用されています。ですが、コンピュータっていったい何だろうと考えてみると良くわから

ない人も多いと思います。この講義では、コンピュータを初めて学ぶ人向けに、パソコン

を題材としてコンピュータの基礎について解説します。この講義を通して、コンピュータ

とはどういうもので、どうやって動いているのか、そしてどのように利用したらよいのか、と

いったコンピュータの基礎的な知識の習得を目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

コンピュータのハ

ードウェアについ

て、基礎的な知識 

を理解する 

ハードウェアに関する用語およびコンピュータの

構成と役割、入出力装置や外部記憶装置の種類と

特徴を理解し説明できること。 

 

 
25％ 

コンピュータのソ

フトウェアについ

て、基礎的な知識 

を理解する 

ソフトウェアに関する用語および OS やアプリケ

ーションといったプログラムの役割と種類を理解

し説明できること。 

 

 
25％ 

ネットワークにつ

いて、基礎的な知 

識を理解する 

ネットワークやインターネットに関する用語と種

類、仕組みを理解し説明できること。 

 
25％ 

コンピュータを安

全で適切に利用す

るための基礎的な 

知識を理解する 

コンピュータを利用することのメリットやデメリ

ット、危険性について理解し、コンピュータを安

全で適切に利用するための方法を理解し説明でき 

ること。 

 

 
25％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、試験80％、授業内の課題20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方と日常の中のコンピュータ 

２ コンピュータの歴史 コンピュータの誕生と発展 

３ ハードウェア(１) コンピュータの基本的な構成と動く仕組み 

４ ハードウェア(２) コンピュータの内部構造と役割 

５ ハードウェア(３) コンピュータの内部構造と役割 

６ ハードウェア(４) 入出力装置 

７ ソフトウェア(１) プログラムとコンピュータで扱うデータ 

８ ソフトウェア(２) OS とアプリケーション 

９ ソフトウェア(３) ファイルとデータベース 

10 インターネット(１) ネットワークとインターネットの仕組み 

11 インターネット(２) ネットワークとインターネットの仕組み 

12 情報セキュリティ 情報セキュリティと暗号化 

13 コンピュータの利用(１) 情報技術の特性とサイバー犯罪 

14 コンピュータの利用(２) ライセンスと知的財産 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 『パソコンのしくみ』高作義明著 新星出版社（2018）及び必要に応じて資料を配布 

します。 

 

【履修条件等】 

◇ 現在のコンピュータに関する知識やスキルは問いませんが、コンピュータについて 

もっと知りたい人、コンピュータをもっと使いこなしたい人、今後IT系資格の取得や 

IT系企業への就職を考えている人など、コンピュータの学習に興味を持って取り組め 

る方。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業の最後に次回の授業内容をお知らせしますので、教科書の該当ページを読んで 

くること。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 前回までの授業を理解しておくことが前提になるので、出来るだけ欠席しないこと。 

◇ 上記の授業計画は受講者の既習レベルなどにより、変更する場合があります。 

◇ 遠隔で授業を実施する場合には、授業の途中で受講確認を行います。遠隔で受講する 

場合でも、対面で受講する場合と同様の態度と姿勢で授業に臨んでください。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

情報学（春学期） 
 

オニキ カズナオ 

鬼木 一直 

Informatics 選択科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

企業で業務を遂行するにあたり、Microsoft 

 

社の『Excel』、『 Word』、『 PowerPoint』は必 

須アイテムともいえるソフトとなっています。これらのソフトを使いこなすためにパソコ

ン一般知識、アプリケーション操作、情報モラル＆セキュリティを学ぶことが必要です。

本授業ではタイピングの練習、表計算、グラフ作成などを通じ、日常の企業活動で発生す

るさまざまなコンピュータ知識、スキルを習得します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

タイピング速度60 

文字／分以上を目

標とする 

毎授業の最初に５分間のタイピングテストを行い

その点数および上達度を評価する。 

また、授業時間の中でP検タイピング本試験を行 

いその結果を評価する。 

 
 

20％ 

Microsoft Word を
活用し、簡単な文

書の作成、編集が 

できること 

設問に対する解答と実技試験によって評価。

Microsoft Word の操作に関する基本的な設問に解

答できること。指示に従い簡単な非定型文書の編 

集をすることができること。 

 
 

25％ 

Microsoft Office を 

活用し、計算式や

表などを含む定型 

設問に対する解答と実技試験によって評価。 

Microsoft Excel の操作に関する基本的な設問に解

答できること。指示に従い簡単な表やグラフを含 

 

 

25％ 

フォーマットの作 む文書の編集をすることができること。  

成ができること   

コンピュータ用語、 確認問題に対する解答によって評価。  

ネットワークシス 

テム、情報モラル 

コンピュータに関する知識、通信ネットワーク技 

術、ウィルス対策を含むセキュリティや法規に関 
30％ 

を理解する する基本的な設問に解答できること。  

評価の方法 毎回行うタイピングテスト10％、授業時間内の演習30％、試験60％。

試験はP検の模擬試験（準２級または３級）の結果を勘案する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 講義内容、本試験の内容等についての説明 

２ ワープロ(１) タイピングの基本を学び、文書の編集などの演習を行う 

３ ワープロ(２) 図の挿入や図形の作成、表の作成や編集などの演習を行う 

４ 表計算(１) 表計算ソフトの操作を学び、関数を利用した計算などの演 

習を行う 

５ 表計算(２) グラフの編集、表データの並べ替えなどの演習を行う 

６ 表計算(３) データの集計、シートの編集などの演習を行う 

７ コンピュータ知識 コンピュータに関する一般的な技術用語を学ぶ 

８ 情報通信ネットワーク 情報通信システムに関する一般的な技術用語を学ぶ 

９ 情報モラルと情報セキ 

ュリティ 

インターネットのセキュリティ対策、個人情報やプライバ 

シーの保護について学ぶ 

10 ICTを活用した問題 

解決 

フローチャート、データベースの活用法について学び、演 

習を行う 

11 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

12 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

13 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

14 P検模擬試験 P検本試験と同様の試験を行う 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教材は教室に備え付けのものを使用するので購入は不要。 
 

【履修条件等】 

◇ Microsoft Windows ／ Word ／ Excel の基本的な操作ができること。 

◇「コンピュータ・サイエンス」を履修済み程度のパソコンスキルを習得していること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ タイピングの練習をしておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業時間内にP検タイピング試験、P検（準２級または３級）の模擬試験を実施する。 

◇ P検（ICTプロフィシエンシー検定試験）に関しては以下の WEB サイトを参照の 

こと。http://www.pken.com/ （ICTプロフィシエンシー検定協会） 

http://www.pken.com/
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

情報学（秋学期） 
 

オニキ カズナオ 

鬼木 一直 

Informatics 選択科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

企業で業務を遂行するにあたり、Microsoft 

 

社の『Excel』、『 Word』、『 PowerPoint』は必 

須アイテムともいえるソフトとなっています。これらのソフトを使いこなすためにパソコ

ン一般知識、アプリケーション操作、情報モラル＆セキュリティを学ぶことが必要です。

本授業ではタイピングの練習、表計算、グラフ作成などを通じ、日常の企業活動で発生す

るさまざまなコンピュータ知識、スキルを習得します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

タイピング速度60 

文字／分以上を目

標とする 

毎授業の最初に５分間のタイピングテストを行い

その点数および上達度を評価する。 

また、授業時間の中でP検タイピング本試験を行 

いその結果を評価する。 

 
 

20％ 

Microsoft Word を
活用し、簡単な文

書の作成、編集が 

できること 

設問に対する解答と実技試験によって評価。

Microsoft Word の操作に関する基本的な設問に解

答できること。指示に従い簡単な非定型文書の編 

集をすることができること。 

 
 

25％ 

Microsoft Office を 

活用し、計算式や

表などを含む定型 

設問に対する解答と実技試験によって評価。 

Microsoft Excel の操作に関する基本的な設問に解

答できること。指示に従い簡単な表やグラフを含 

 

 

25％ 

フォーマットの作 む文書の編集をすることができること。  

成ができること   

コンピュータ用語、 確認問題に対する解答によって評価。  

ネットワークシス 

テム、情報モラル 

コンピュータに関する知識、通信ネットワーク技 

術、ウィルス対策を含むセキュリティや法規に関 
30％ 

を理解する する基本的な設問に解答できること。  

評価の方法 毎回行うタイピングテスト10％、授業時間内の演習30％、試験60％。

試験はP検の模擬試験（準２級または３級）の結果を勘案する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 講義内容、本試験の内容等についての説明 

２ ワープロ(1) タイピングの基本を学び、文書の編集などの演習を行う 

３ ワープロ(2) 図の挿入や図形の作成、表の作成や編集などの演習を行う 

４ 表計算(1) 表計算ソフトの操作を学び、関数を利用した計算などの演 

習を行う 

５ 表計算(2) グラフの編集、表データの並べ替えなどの演習を行う 

６ 表計算(3) データの集計、シートの編集などの演習を行う 

７ コンピュータ知識 コンピュータに関する一般的な技術用語を学ぶ 

８ 情報通信ネットワーク 情報通信システムに関する一般的な技術用語を学ぶ 

９ 情報モラルと情報セキ 

ュリティ 

インターネットのセキュリティ対策、個人情報やプライバ 

シーの保護について学ぶ 

10 ICTを活用した問題 

解決 

フローチャート、データベースの活用法について学び、演 

習を行う 

11 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

12 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

13 P検模擬試験 実際の検定試験と同じCBT方式での模擬試験を体験し、 

解答方法に慣れるとともに、弱点の克服を行う 

14 P検模擬試験 P検本試験と同様の試験を行う 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教材は教室に備え付けのものを使用するので購入は不要。 

 
【履修条件等】 

◇ Microsoft Windows ／ Word ／ Excel の基本的な操作ができること。 

◇「コンピュータ・サイエンス」を履修済み程度のパソコンスキルを習得していること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ タイピングの練習をしておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業時間内にP検タイピング試験、P検（準２級または３級）の模擬試験を実施する。 

◇ P検（ICTプロフィシエンシー検定試験）に関しては以下の WEB サイトを参照の 

こと。http://www.pken.com/ （ICTプロフィシエンシー検定協会） 

http://www.pken.com/
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

情報処理Ⅰ 
 

エ ザ キ カ ズ オ 

江崎 和夫 

Information Processing I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本科目は、マイクロソフトの検定試験であるオフィススペシャリスト（MOS）の、表計

算ソフトの Microsoft Excel の対策入門講座です。MOS のExcel は、企業の評価も高い世界 

共通の検定試験です。Excel が企業の実務で活用できるレベルのスキル（技能）に達して 

いることを就職のときにアピールできます。ビジネスデータの加工などができるコンピュ

ータリテラシーのスキル（技能）を身につけるとともに、検定試験の準備をすることを目 

指します。そのために、Excel を使った表計算処理やグラフの作成・テーブルやフィルタ 

ーの操作について、MOS の実践的な演習を通じて学習します。MOS（Excel）の模擬問題 

を多く解くことによって、検定試験対策を行うとともに、実践的な実務能力の向上を図り

ます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

表計算ソフトの基

本操作、関数を活

用したデータ処理

やグラフの作成が 

できる 

操作の習熟度を課題の作成によって評価。基本的

な Excel の操作をしてワークシートの編集を行い、

データにあった関数を適切に活用した表計算がで

きること、用途に合わせた適切なグラフを作成で 

きること。 

 

 
20％ 

ワークシートとセ

ルに関する操作や

設定を行うことが 

できる 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。ワ

ークシートとブックに関する設定、セルやセル範

囲へのデータ挿入、書式設定、セルの条件付き書 

式の設定などができること。 

 
 

20％ 

数式や関数を使用

した、データ集計

や条件付きの計算 

演習を実行できる 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。数

式や関数を使用した、データ集計や条件付きの計

算、文字列の関数の書式設定などができる。 

 
 

20％ 

テーブルやフィル

ターを使用した演 

算の実行ができる 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。テ

ーブルの作成、フィルターの使用ができる。デー 

タベース機能の並べ替え機能が使える。 

 
20％ 

グラフやオブジェ

クトの作成ができ

る 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。グ

ラフの作成、グラフの種類選択、書式設定ができ

る。図形、Smartart などのオブジェクトの挿入が 

できる。 

 
 

20％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、授業参画度10％、課題の演習40％、理 

解度テスト20％、試験にかわる総合演習30％の割合で評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 授業の進め方、MOS（Excel）検定試験の方式・内容。 

２ Excel の基本操作確認 数式、関数の基本操作。MOS の関数の問題 

３ ワークシートの管理 ワークシートとブックに関する模擬問題 

４ セルとデータ管理 セルやセル範囲へのデータ挿入、書式設定の模擬問題 

５ セルの条件付き書式 セルの条件付き書式の設定 

６ 数式や関数を使った集計 データ集計を行う関数、小計 

７ 条件付関数、文字列関数 条件付きの計算の関数、文字列の変更の関数 

８ テーブルを使用した演習 テーブルの作成、フィルターによる抽出 

９ テーブルの編集 フィルターによる抽出指定、条件検索 

10 データベース、並べ替え データベース機能、並べ替えの模擬問題 

11 グラフの作成と種類 グラフの作成の基本、用途別のグラフの種類 

12 グラフの書式設定 グラフの書式設定の模擬問題 

13 図形、Smartart 図形、Smartart を活用したビジュアル資料作成の模擬 

14 模擬問題の総合演習 MOS（Excel）の模擬問題を使った総合演習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度を総合課 

題で確認 
 
 

【使用教材】 

◇ 「MOS攻略問題集 Excel 365＆2019」 土岐順子著  日経BP社発行 

 

 

【履修条件等】 

◇ 履修条件はとくにない。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業で事前学習の指示をするので、教科書の該当ページを読むとともに、事前学習課

題を作成してください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習を通じて習熟度を上げる必要があるので、全回出席が基本です。遅刻は２回で欠

席１回とする。全授業の３分の１（５回）欠席した場合は、単位が認められません。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

情報処理Ⅱ 
 

エ ザ キ カ ズ オ 

江崎 和夫 

Information Processing II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本科目は、マイクロソフトの検定試験であるオフィススペシャリスト（MOS）の、表計

算ソフトの Microsoft Excel の対策講座です。「情報処理Ⅰ」の内容を深め、模擬問題を多く

解き、企業の実務に使える実践力を身につけるとともに、合格する確率を上げることを目

指します。MOS の Excel は、企業の評価も高い世界共通の検定試験です。Excel が企業の

実務で活用できるレベルのスキル（技能）に達していることを就職のときにアピールでき

ます。ビジネスデータの加工などができるコンピュータリテラシーのスキル（技能）を身

につけるとともに、検定試験の準備をすることを目指します。MOS（Excel）の模擬問題

を多く解くことによって、検定試験対策を行うとともに実践的な実務能力の向上を図りま

す。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

表計算ソフトの基 操作の習熟度を課題の作成によって評価。基本的  
本操作、関数を活 

用したデータ処理 

な Excel の操作をしてワークシートの編集を行い、 

データにあった関数を適切に活用した表計算がで 

 

20％ 

やグラフの作成が きること、用途に合わせた適切なグラフを作成で  
できる きること。模擬問題の作成で評価する。  
ワークシートとセ 
ルに関する操作や 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。ワ 
ークシートとブックに関する設定、セルやセル範 

 

設定を行うことが 囲へのデータ挿入、書式設定、セルの条件付き書 20％ 

できる 式の設定などができること。模擬問題の作成で評  
 価する。  
数式や関数を使用

した、データ集計 

や条件付きの計算 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。数

式や関数を使用した、データ集計や条件付きの計 

算、文字列の関数の書式設定などができる。模擬 

 

20％ 

演習を実行できる 問題の作成で評価する。  
テーブルを使用し 
た演算の実行がで

きる 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。テ 
ーブルの作成、フィルターの使用ができる。デー

タベース機能の並べ替えをができる。模擬問題の 

 

20％ 

 作成で評価する。  
グラフやオブジェ

クトの作成ができ

る 

MOS（Excel）の模擬問題の作成によって評価。グ

ラフの作成、グラフの種類選択、書式設定ができ

る。図形、Smartart などのオブジェクトの挿入が 

できる。模擬問題の作成で評価する。 

 

20％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、授業参画度10％、課題の演習40％、理

解度テスト20％、試験にかわる総合課題30％の割合で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 授業の進め方、MOS（Excel）検定試験の方式・内容 

２ Excel の操作の確認 数式、関数の操作の確認のための模擬問題演習 

３ ワークシート管理の模擬 ワークシートとブックに関する操作の模擬問題 

４ セルとデータ管理の模擬 セルの条件付き書式の種類の設定の模擬問題 

５ 数式や関数を使った集計 関数、小計、３D集計、ピボット集計の模擬問題 

６ 条件付関数、文字列関数 条件付きの計算の関数、文字列の変更の関数の模擬問題 

７ テーブルを使用した演習 テーブルの作成、フィルター、抽出の詳細設定の模擬 

８ データベース、並べ替え データベースの機能の模擬問題、並べ替えの模擬問題 

９ グラフの作成と書式設定 グラフの作成、種類、書式設定の模擬問題 

10 図形、Smartart 図形、Smartart、ビジュアル資料作成の模擬問題 

11 対策が必要な分野 MOS（Excel）の対策が必要な分野のポイント 

12 総合演習 総合演習課題を使った習熟度の確認 

13 模擬問題の総合演習１ MOS（Excel）の模擬問題を使った総合演習１ 

14 模擬問題の総合演習２ MOS（Excel）の模擬問題を使った総合演習２ 

15 総括・達成度の確認 授業についての総括および学習達成度の確認用の総合課

題を作成する 
 

【使用教材】 

◇ 「MOS攻略問題集 Excel 365＆2019」 土岐順子著  日経BP社発行 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「コンピュータ・サイエンス」を履修していることが望ましい。また、できるだけ、 

「情報処理Ⅰ」を履修していることが望ましい。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業の最後に事前学習の指示をするので、教科書の該当ページを読むとともに、事前

学習課題を作成してください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習を通じて習熟度を上げる必要があるので、全回出席が基本です。遅刻は２回で欠

席１回とする。全授業の３分の１（５回）欠席した場合は、単位が認められません。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解Ⅰ（韓国文化１） 
 

クロサワ アイミ 

黒澤 愛美 

Multicultural Issues I 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業が目指すのは、韓国文化を理解し、韓国の人と上手にコミュニケーションが取

れるようになることです。そのために欠かせない韓国語を中心に学びます。韓国語の文字

である「ハングル」の読み書きから始めて、それぞれの場面にふさわしい言葉遣いを身に

付けていきます。また、韓国の生活や習慣、マナーも同時に学びます。 

言語をはじめとする文化は、時代によって変わります。リアルな韓国文化を楽しく学び

ましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ハングルを書くこ 

とができる 

宿題や筆記試験によって評価。 

ほかの人が問題なく読めるハングルを書けること。 

 

25％ 

基礎的な文を読ん

で理解できる 

筆記試験によって評価。 

文章を読み、内容についての質問に答えられるこ

と。 

 
 

25％ 

簡単な自己紹介を

することができる 

授業中の受け答えによって評価。 

通じる発音で、趣味や専攻など、自分のことにつ

いて話せること。 

 
 

25％ 

簡単な日常会話を

聞いて、話題がわ 

かる 

リスニング試験によって評価。 

会話を聞き、何について話しているか答えられる

こと。 

 
 

25％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として授業参加度25％、宿題25％ 

期末試験50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 韓国語／ハングルとは、基本の母音 

２ 文字、発音 子音、日本の地名の書き方 

３ 文字、発音 パッチム、自分の名前の書き方 

４ 文字、発音 複合母音、あいさつ 

５ 肯定表現 第１課 ～は、～です（韓国の初対面の人との会話） 

６ 疑問表現 第２課 ～が、～ですか（韓国の地域） 

７ 否定表現 第３課 ～ではありません（韓国の学生生活） 

８ 存在表現 第４課 あります、ありません（韓国映画） 

９ 動作表現 第５課 します、しますか（韓国人の趣味活動） 

10 丁寧な語尾の形 第６課 あります／しますのヨ体（韓国の社会人生活） 

11 丁寧な語尾の形 第７課 ～です／ますのムニダ体（韓国の交通手段） 

12 丁寧な語尾の形 第８課 ～です／ますのヨ体（韓国の食文化） 

13 丁寧な語尾の形 ～です／ますのヨ体の練習 

14 数の数え方 第９課  漢数詞、名詞＋ですのヨ体（韓国での買い物） 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 木内明『基礎から学ぶ韓国語講座初級改訂版』国書刊行会、2013年。 

 
 

【履修条件等】 

◇ この授業は、韓国語を初めて学ぶ人～ハングルが少し読める人を対象にする。 

◇ 全ての授業に出席するつもりで履修すること。 

◇ 毎回必ずテキストを持参すること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次回の授業までに宿題を終わらせておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 受講マナーを守り、ほかの受講者に迷惑を掛ける行動は慎むこと。 

◇ 板書の撮影を禁止する。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解Ⅱ（韓国文化２） 
 

クロサワ アイミ 

黒澤 愛美 

Multicultural Issues II 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業が目指すのは、韓国文化を理解し、韓国の人と上手にコミュニケーションが取

れるようになることです。そのために欠かせない韓国語を中心に学びます。春学期に引き

続き、それぞれの場面にふさわしい言葉遣いを身に付けていきます。また、韓国の生活や

習慣、マナーも同時に学びます。 

言語をはじめとする文化は、時代によって変わります。リアルな韓国文化を楽しく学び

ましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

文を書くことがで

きる 

宿題や筆記試験によって評価。 

分かち書き（スペースを入れること）をし、文法

的に正しい文を書けること。 

 

25％ 

初級の文章を読ん

で理解できる 

筆記試験によって評価。 

文章を読み、内容についての質問に答えられるこ

と。 

 

25％ 

簡単な日常会話を

することができる 

授業中の受け答えによって評価。 

通じる発音で、授業で習った表現を用いて、積極

的にコミュニケーションを取ろうとすること。 

 

25％ 

簡単な日常会話を

聞いて理解できる 

リスニング試験によって評価。 

会話を聞き、話の流れや重要な情報についての質

問に答えられること。 

 

25％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として授業参加度25％、宿題25％ 

期末試験50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 復習 春学期の復習 

２ 数の数え方 第10課 固有数詞、時計の読み方 

３ 敬語 第11課 敬語のムニダ体／ヨ体、特殊な例 

４ 否定表現 第12課 動詞・形容詞の否定表現、～するといい 

５ 過去形 第13課 ムニダ体／ヨ体の過去形 

６ 勧誘表現 第14課  ～しましょう、～しよう 

７ 現在進行形 第15課  ～している、～してください 

８ 韓国の名節・祝祭日 韓国の旧正月、お盆、誕生日のお祝い 

９ 可能・不可能表現 第16課  ～できる、～できない 

10 希望表現 第17課  ～したい、～してください 

11 許可・禁止表現 第18課  ～してもいい、～しないでください 

12 韓国の芸術文化 伝統芸術、韓流 

13 義務表現 第19課  ～しなければならない 

14 推量・意志・未来表現 第20課  ～と思います、～するつもりです 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 木内明『基礎から学ぶ韓国語講座初級改訂版』国書刊行会、2013年。 

 
 

【履修条件等】 

◇ この授業は、「多文化理解Ⅰ（韓国文化１）」を履修した人を対象にする。 

◇ 全ての授業に出席するつもりで履修すること。 

◇ 毎回必ずテキストを持参すること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次回の授業までに宿題を終わらせておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 受講マナーを守り、ほかの受講者に迷惑を掛ける行動は慎むこと。 

◇ 板書の撮影を禁止する。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解Ⅲ（ハラール／イスラム市場) 
シ ミ ズ ト シ キ 

清水 俊樹 
イ ケ ダ セ イ ヤ 

池田 誠也 
Multicultural Issues Ⅲ 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義では、文化・宗教・食習慣・金融ルールなどが異なるハラール／イスラム市場を

中心とした市場の理解を深め、ビジネスを行う上で重要とされる「事業開発ノウハウ」の

習得を目的とします。 

年々人口が増加し、経済が成長しているムスリム人口は、無視できない存在になってい

ます。国内の市場が衰退するなか、今後はハラール／イスラム市場の理解が重要になりま

す。本講義では、世界における最新の（とくにハラール／イスラム）市場環境を包括的に

取り上げ、事業開発のエッセンスを学びます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)ハラール／イス

ラム市場に関す

る理解 

本講義を通して得られるハラール／イスラム市場

に関する多岐に渡る動向を充分に理解ができてい

るか？ 

評価方法は、各講義で提出するペーパー、期末試 

験での評価を前提とする。 

 

 

35％ 

2)同市場における

事業アイディア

の創造・独自性

とその倫理的な

整理 

ハラール／イスラム市場における事業アイディア

とその実現性や事業性を充分に整理、説明できて

いるか？ 

評価方法は、各講義で提出するペーパー、期末試 

験での評価を前提とする（履修人数によってはグ

ループワークの結果も反映される）。 

 

 

 
35％ 

3)講義全体の理解

と論理的な思考 

力 

本講義を通して得られる情報を論理的に紐付けて

アウトプットできるか？ 

評価方法は期末の試験を中心に行います。 

 
30％ 

評価の方法 この授業では、期末試験、各講義での授業への貢献、グループワークによ 

る採点で評価します。単に、調べれば得ることのできる情報を求めるわけ 

ではなく、各講義で講師から提供される情報などを自分の頭で考え整理し、得 

られた各情報を有機的につなげる力が求められます。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入講義 本講義の全体構成と目的等の説明 

２ 事業開発のステップ 事業開発の概論に関する講義 

３ 世界の市場環境の把握 世界市場の現状および今後の見通しに関する講義 

４ ムスリム市場の把握 ハラール／ムスリム市場の現状と今後の見通しの説明 

５ イスラム教の理解 イスラム教の概念的な整理 

６ 前半の講義の振り返り ここまでの講義を総括し、学生の理解力を把握 

７ 事例の紹介(１) アウトバウンドに関連する先行企業の成功・失敗事例の紹介 

８ 事例の紹介(２) インバウンドに関連する先行企業の成功・失敗事例の紹介 

９ イスラム金融 イスラム金融の仕組みとイスラムビジネスのリスクの整理 

10 事業考察の構成要件 グループワークのために必要なフレームワークの整理 

11 グループワーク準備 ハラール／ムスリム市場参入の事業アイディアの立案 

12 グループワーク 事業アイディアの発表、フィードバック 

13 事業アイディアの事例 最新の取り組みに関する紹介 

14 全体の総括 講義全体を通した総括、質疑応答など 

15 期末試験 学習達成度の確認を目的とした期末試験の実施 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：とくにありません。毎講義、必要な資料は準備されています。 

 
【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 本講義では、多角的な視点が求められ、講義を通して紹介される参考文献などは時間

を見つけて事前に学習してください。また、インターネットなどでもさまざまな事例

が紹介されていますので、各講義の中で触れられた内容などに関しては各自で興味を

持って調べるなりすることをお勧めします。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 本講義では、答えがない分野における考察、検討を重要視します。そのために必要な

情報などは講義を通して得られますが、講義で得られた情報を元にしたアイディア、

その妥当性などの検討は自分の頭で考えることが求められます。講義で得られた情報

を記憶する事しか行いたくない学生は、この講義には向かないと考えられます。一方

で、さまざまな文化、宗教、歴史、価値観などに興味を持ち、自らの経験などを踏ま

えたアイディアを考えることが好きな学生にとっては、ハラール／イスラム市場にお

ける最先端の情報が得られると考えられ、履修をお勧めします。 
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総合教育科目 経営学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解Ⅳ 

（国際取引・貿易法を学ぶ） 

 
スミダ    コウジ 

隅田 浩司 

Multicultural Issues Ⅳ  (International Trade Law and Policy) 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、貿易法（国際経済法）について学びます。世界中の国々は貿易によって経 

済的に連携しています。この貿易のルールを定めているのが貿易法です。本講義では、世 

界の貿易ルールを定めるために誕生した世界貿易機関（WTO）がなぜ、行き詰まっている 

のか、CPTPPやRCEPといった自由貿易協定によって世界経済はどのように変化するのか、 

地球温暖化問題、持続可能な貿易を実現するためのルール作りや、安全保障と貿易につい 

ての関係等、様々な論点について学びます、この授業を履修することによって貿易に関す 

る基礎知識、及び世界経済についてより深い理解を得ることができます。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

１)貿易のメカニズ

ムを理解する 

貿易のメカニズムを理解しているかどうかについ

て講義中の質疑および期末試験によって、客観的

に評価する。 

 

評価の30％ 

 

２)貿易の基本原則

と国際ルールを理

解する 

貿易の基本原則と国際ルールを理解しているか、

講義中の質疑および期末試験によって、客観的に

評価する。 

 

評価の30％
 

３)国際経済法の論

点を理解する 

学習･到達目標(１)、(２)を前提として国際経済法

の論点の理解度を講義中の質疑および期末試験に

よって、客観的に評価する。 

 

評価の30％ 

 

４)貿易に関する最

近の国際情勢を分

析する 

学習･到達目標(１)、(２)および(３)を前提として

、貿易に関する最近の国際情勢を分析できるかど

うか、講義中の質疑および期末試験によって、客

観的に評価する。 

 

評価の10％ 

 

評価の方法  評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％とする。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 貿易の基礎知識 貿易に関する世界のルールの概要を解説 

２ 貿易と関税 貿易と関税に関する基礎知識を解説 

３ 国際貿易体制 WTO、多角的貿易システムについて解説 

４ 最恵国待遇 最恵国待遇原則について解説 

５ 内国民待遇など 内国民待遇、数量制限禁止について解説 

６ 地域貿易協定 CPTPPなど地域貿易協定について解説 

７ 貿易救済措置１ セーフガードについて解説 

８ 貿易救済措置２ アンチダンピング、補助金・相殺関税について解説 

９ 農業と貿易 農業と貿易について解説 

10 SPS・TBT協定 衛生植物検疫措置などについて解説 

11 サービス貿易 サービス貿易について解説 

12 知的財産・投資など 貿易と知的財産、政府調達などについて解説 

13 貿易と安全保障 経済安全保障について解説 

14 国際経済法の最前線 最新の論点について解説 

15 総括・達成度の確認 授業の総括および学習達成度の確認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：小林 友彦 (著), 飯野 文 (著), 小寺 智史 (著), 福永 有夏 (著)『 WTO・

FTA法入門〔第２版〕: グローバル経済のルールを学ぶ』法律文化社; 第２版 

(2020/3/26) 978-4589040626 

◇ 参考書：講義中に適宜、紹介します。 
 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義の中で予習課題を指示します。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁です、違反者は､履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解Ⅴ（コミュニケーション） 
 

コバヤシ ヒロノリ 

小林 寛典 

Multicultural Issues V 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

近年、異文化を背景に持つ人々は私たちの周囲に大変多くなっている。しかし、私たち

は彼らの存在を認識しているものの、彼らと心の交流をしているとはまだまだ言えない。

この授業では、異なった文化・社会・価値観などを持つ人々をどう理解していけばいい 

のかを過去の研究結果を参照しながら共に考えていく。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

文化とは何か、コ

ミュニケーション

とは何かについて 

理解する 

授業への積極的な参加、課題への取り組みにより

評価する。 

 

 
50％ 

自分以外の人間の

生き方を想像する 

能力を身につける 

グループワーク時の対応、議論への積極的な参加

により評価する。 

 
 

50％ 

評価の方法  授業参加度30％、課題30％、本試験40％で評価する。 

学期の３分の１を超えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業計画、授業の進め方、評価の説明 

２ 文化とは何か① 異文化を理解する 

３ 文化とは何か② 文化とは 

４ 文化とは何か③ 文化の特徴 

５ 文化とは何か④ 異文化適応 

６ コミュニケーションとは① コミュニケーションの概念 

７ コミュニケーションとは② コミュニケーションスタイル 

８ コミュニケーションとは③ コミュニケーションの手段 

９ コミュニケーションとは④ コミュニケーションストラテジー 

10 異文化コミュニケーション① 異文化の認識 

11 異文化コミュニケーション② 差別を考える 

12 異文化コミュニケーション③ 自分を知る 

13 異文化コミュニケーション④ アサーティブ・コミュニケーション 

14 異文化コミュニケーション⑤ 異文化トレーニング 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 

の確認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 使用せず。必要に応じて資料を配布する。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 遅刻欠席をしないこと。 

◇ 話し合いに積極的に参加すること。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 必要に応じて指示する。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学期中の欠席が５回を越えた場合は単位を認めない。 

◇ 上記の授業計画は受講人数などを勘案して変更することがある。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

多文化理解VI（多文化共生） 
 

コバヤシ ヒロノリ 

小林 寛典 

Multicultural Issues VI 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

近年、異文化を背景に持つ人々は私たちの周囲に大変多くなっている。しかし、私たち

は彼らの存在を認識しているものの、彼らと心の交流をしているとはまだまだ言えない。

日本人の間でさえ、他人と違う服装すること、異なった生き方をすること、周囲の人と違

う意見を表明することなのに不安を覚える人は多いであろう。 

この授業では、異なった文化・社会・価値観などを持つ人々をどう理解していけばいい

のかを共に考えていく。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

文化とは何か、コ

ミュニケーション

とは何かについて 

理解する 

授業への積極的な参加、課題への取り組みにより

評価する。 

 

 
50％ 

自分以外の人間の

生き方を想像する 

能力を身につける 

グループワーク時の対応、議論への積極的な参加

により評価する。 

 
 

50％ 

評価の方法 授業参加度30％、課題30％、本試験40％で評価する。 

学期の３分の１を超えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業計画、授業の進め方、評価の説明 

２ バイリンガリズム バイリンガリズムの概念、理論 

３ 異文化コミュニケーション① ほめ方、しかり方などの日米比較 

４ 異文化コミュニケーション② 異文化トレーニング１ 

５ 異文化コミュニケーション③ 異文化トレーニング２ 

６ 多文化共生① 多文化共生の基礎知識１ 

７ 多文化共生② 多文化共生の基礎知識２ 

８ 多文化共生③ 人権と経済効率 

９ 多文化共生④ 社会権とコスト 

10 在留支援のやさしい日本語① ガイドライン 

11 在留支援のやさしい日本語② 外国人にもわかりやすい文章 

12 多文化共生⑤ 世界各地の対応 

13 多文化共生⑥ 日本の現状 

14 多文化共生⑦ 多文化共生のための教育 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 

の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 使用せず。必要に応じて資料を配布する。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 遅刻欠席をしないこと。 

◇ 話し合いに積極的に参加すること。 

◇ 「多文化理解Ⅴ」を受講した学生の参加が望ましい。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 必要に応じて指示する。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 学期中の欠席が５回を越えた場合は単位を認めない。 

◇ 上記の授業計画は受講人数などを勘案して変更することがある。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

健康と運動Ⅰ 
 

イノウエ コウト 

井上 航人 

Health and Sports I 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体に及ぼす影響や効果をはじめ、生活習慣病・栄養・トレーニング 

・スポーツの持つ意義等々、社会生活に必要な健康安全の知識および能力について関心と

理解を深める。 

実技では、バスケットボール、バドミントン等のゲームを中心に、集団生活の体験と、

公共心の大切さを会得させ、生涯にわたって楽しく豊かな生活ができるよう、運動実践の

能力や態度を育成する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 健康の三原則（運動・栄養・休養）の理解と、身  
必要性を理解し、 

自己管理につなげ 

体活動の必要性についての知識を有すること 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病と 日本全体で取り組んでいる生活習慣病の理解と、  
その予防方法を理 

解し、自己管理に 

その予防についての知識、および健康的な食生活 

についての知識を有すること 
20％ 

つなげる知識を有   
すること   
運動の実践を通し 授業（実技）への意欲・態度・関心度・マナー・  
て、思考力・判断 実技テスト等々、総合的に評価。  
力・表現力および 他者との関わり合いを重視し、相互の存在を認め  
コミュニケーショ 合い、思いやりのある人間性を築き、コミュニケ 30％ 

ン能力を身につけ ーションを積極的にとることができること  
て行動ができるこ   
と   
自己管理を行い、 実技への出席状況と取り組み方によって評価。  
積極的に授業に参 

加することができ 

体調管理と服装の準備に留意し、積極的な心構え 

で行動することができること 
30％ 

ること   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、レポート40％、授業への取り組み方30％、

授業態度・マナー20％、実技テスト10％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業方針・評価について 

２ 実技 

（集団型スポーツ） 

集団の団結力が試されるスポーツ種目であるバスケットボー

ルやアルティメットを題材に学ぶ 

（履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合が

ある） 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 講義 ①運動と健康の関係について 

②生活習慣病について ９ 

10 実技 

（ネット型スポーツ） 

小集団のネット型スポーツ種目であるバドミントンや卓球を

題材に学ぶ 

（履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合が 

ある） 

11 

12 

13 

14 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：未定。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 60分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

健康と運動Ⅰ 
 

タ ジ マ ト シ ミ 

田島 外志美 

Health and Sports I 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体におよぼす基本的な影響と効果の理解を深め、運動の必要性を学

ぶ。さらに、近年若者に増加している性感染症などの疾病の理解と、予防するための知識

を学ぶ。学んだ内容を論理的に整理し、レポート作成スキルの習得を目指す。 

実技では体力トレーニングやストレッチの他、生涯にわたって手軽に継続できる運動を
中心に実施する。同時に豊かな情操をもち、高度な社会生活に適応できる人間の育成を目
指し、協力・コミュニケーションを促す種目を選択し、実践する。 

実技で身体を動かすだけでなく、講義において運動の必要性の理解を深めることも大切
なポイントとしている。 

【学習の到達目標と評価基準】 

学修・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 健康三原則（運動・栄養・休養）の理解し、健康  
必要性を理解し、

自己管理につなげ 

を維持するための知識を有すること。 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病理 若者で問題になっている性感染症（STD）に関  
解と、その予防に 

ついて理解し、自 

する正しい知識と、その予防法についての知識を 

有すること。 
20％ 

己管理につなげる   
知識を有すること   
多様な価値観を有 実技内の行動、試合成績によって評価。  
する人同士がコミ 誰とでもグループを組み、その中で必要な状況を  
ュニケーションを 把握し、行動することができる。現状を少しでも  
とり、協力してグ 良い状況にするためのコミュニケーションを積極 30％ 

ループの成長に携 的とることができること。  
わる行動ができる   
こと   
自己管理を行い積 実技への出席や取り組み状況によって評価。  
極的に授業に参加 

することができる 

体調管理と服装の準備、月１回の測定（体脂肪・ 

血圧・BMI）ができること。 
30％ 

こと   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、 

レポート40％、講義時の課題への取組み30％、グループワーク30％ 
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～
 

～
 

【授業計画】 

回 テーマ・内 容 

１ ガイダンス：授業方針・評価について現

状把握：体脂肪・血圧・基礎代謝測定 

２ チームビルディングア

ダプテッドスポーツ 

３ 

４ 実技：ネット型スポーツ①② 

小集団のネット型スポーツ種目：卓球、バドミントン等を題材に学ぶ 

８ 

９ 講義①：健康と運動の関係について（健康の三原則と運動） 

講義②：疾病から身体を守る（性感染症の現状把握、予防法について） 

10 

11 実技：集団型スポーツ①② 

集団の団結力が試されるスポーツ種目：アルティメット、フットサル等を題材に学

14 ぶ 

15 総括・達成度の確認 

今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを実施する 
 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 70分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 

※新型コロナウイルスの感染状況によって、種目などを変更する可能性がある。 

～
 

～
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

健康と運動Ⅱ 
 

イノウエ コウト 

井上 航人 

Health and Sports II 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体に及ぼす影響や効果をはじめ、生活習慣病・栄養・トレーニング 

・スポーツの持つ意義等々、社会生活に必要な健康安全の知識および能力について関心と

理解を深める。 

実技では、フットサル・ソフトバレーボール等のゲームを中心に、集団生活の体験と、

公共心の大切さを会得させ、生涯にわたって楽しく豊かな生活ができるよう、運動実践の

能力や態度を育成する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 基礎代謝についての理解と、身体活動の必要性に  
必要性を理解し、 

自己管理につなげ 

ついての知識を有すること 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病と 日本全体で取り組んでいる性感染症の理解と、そ  
その予防方法を理 

解し、自己管理に 

の予防についての知識、および健康的な食生活に 

ついての知識を有すること 
20％ 

つなげる知識を有   
すること   
運動の実践を通し 授業（実技）への意欲・態度・関心度・マナー・  
て、思考力・判断 実技テスト等々、総合的に評価。  
力・表現力および 他者との関わり合いを重視し、相互の存在を認め  
コミュニケーショ 合い、思いやりのある人間性を築き、コミュニケ 30％ 

ン能力を身につけ ーションを積極的にとることができること  
て行動ができるこ   
と   
自己管理を行い、 実技への出席状況と取り組み方によって評価。  
積極的に授業に参 

加することができ 

体調管理と服装の準備に留意し、積極的な心構え 

で行動することができること 
30％ 

ること   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、レポート40％、授業への取り組み方30％、

授業態度・マナー20％、実技テスト10％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業方針・評価について 

２ 実技 集団の団結力が試されるスポーツ種目であるフラッグフッ 

３ （集団型スポーツ） トボールやフットサルを題材に学ぶ 

４  （履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合 

５  がある） 

６   

７  

８ 講義 ①基礎代謝について 

②性感染症について ９ 

10 実技 小集団のネット型スポーツ種目であるソフトバレーボール 

11 （ネット型スポーツ） やミニテニスを題材に学ぶ 

12  （履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合 

13  がある） 

14   

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：未定。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 60分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

健康と運動Ⅱ 
 

タ ジ マ ト シ ミ 

田島 外志美 

Health and Sports II 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体におよぼす基本的な影響と効果の理解を深め、運動の必要性を学

ぶ。さらに、近年増加している生活習慣病の理解と、予防するための運動方法を学ぶ。学

んだ内容を論理的に整理し、レポート作成スキルの習得を目指す。 

実技では体力トレーニングやストレッチの他、生涯にわたって手軽に継続できる運動を
中心に実施する。同時に豊かな情操をもち、高度な社会生活に適応できる人間の育成を目
指し、協力・コミュニケーションを促す種目を選択し、実践する。 

実技で身体を動かすだけでなく、講義において運動の必要性の理解を深めることも大切
なポイントとしている。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 基礎代謝を高め、太り難い身体を維持する知識を  
必要性を理解し、 

自己管理につなげ 

有すること。 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病理 日本全体で取り組んでいる生活習慣病に関する正  
解と、その予防に 

ついて理解し、自 

しい知識と、その予防法についての知識を有する 

こと。 
20％ 

己管理につなげる   
知識を有すること   
多様な価値観を有 実技内の行動、試合成績によって評価。  
する人同士がコミ 誰とでもグループを組み、その中で必要な状況を  
ュニケーションを 把握し、行動することができる。現状を少しでも  
とり、協力してグ 良い状況にするためのコミュニケーションを積極 30％ 

ループの成長に携 的とることができること。  
わる行動ができる   
こと   
自己管理を行い積 実技への出席や取り組み状況によって評価。  
極的に授業に参加 

することができる 

体調管理と服装の準備、月１回の測定（体脂肪・ 

血圧・BMI）ができること。 
30％ 

こと   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、 

レポート40％、講義時の課題への取組み30％、グループワーク30％ 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ・内 容 

１ ガイダンス：授業方針・評価について現

状把握：体脂肪・血圧・基礎代謝測定 

２ チームビルディングア

ダプテッドスポーツ 

３ 

４ 実技：集団型スポーツ①② 

集団の団結力が試されるスポーツ種目：バスケットボール、ダブルダッチ等を題材

８ に学ぶ 

９ 講義①：健康と運動の関係について（基礎代謝と運動） 

講義②：疾病から身体を守る（生活習慣病と運動） 

10 

11 実技：ネット型スポーツ①② 

小集団のネット型スポーツ種目：ソフトバレーボール、インディアカ等を題材に学

14 ぶ 

15 総括・達成度の確認 

今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを実施する 
 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 70分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 

※新型コロナウイルスの感染状況によって、種目などを変更する可能性がある。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

健康と運動Ⅲ 
 

イノウエ コウト 

井上 航人 

Health and Sports III 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体に及ぼす影響や効果をはじめ、生活習慣病・栄養・トレーニング 

・スポーツの持つ意義等々、社会生活に必要な健康安全の知識および能力について関心と

理解を深める。 

実技では、バスケットボール、バドミントン等のゲームを中心に、集団生活の体験と、

公共心の大切さを会得させ、生涯にわたって楽しく豊かな生活ができるよう、運動実践の

能力や態度を育成する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 健康の三原則（運動・栄養・休養）の理解と、身  
必要性を理解し、 

自己管理につなげ 

体活動の必要性についての知識を有すること 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病と 日本全体で取り組んでいるメタボリックシンドロ  
その予防方法を理 

解し、自己管理に 

―ムについての理解と、その予防についての知

識、および健康的な食生活についての知識を有す

ること 

20％ 

つなげる知識を有   
すること   
運動の実践を通し 授業（実技）への意欲・態度・関心度・マナー・  
て、思考力・判断 実技テスト等々、総合的に評価。  
力・表現力および 他者との関わり合いを重視し、相互の存在を認め  
コミュニケーショ 合い、思いやりのある人間性を築き、コミュニケ 30％ 

ン能力を身につけ ーションを積極的にとることができること  
て行動ができるこ   
と   
自己管理を行い、 実技への出席状況と取り組み方によって評価。  
積極的に授業に参 

加することができ 

体調管理と服装の準備に留意し、積極的な心構え 

で行動することができること 
30％ 

ること   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、レポート40％、授業への取り組み方30％、

授業態度・マナー20％、実技テスト10％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業方針・評価について 

２ 実技 

（集団型スポーツ） 

集団の団結力が試されるスポーツ種目であるバスケットボー

ルやアルティメットを題材に学ぶ 

（履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合が

ある） 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 講義 ①運動・栄養・休養の関係性について 

②メタボリックシンドロームについて ９ 

10 実技 

（ネット型スポーツ） 

小集団のネット型スポーツ種目であるバドミントンや卓球を

題材に学ぶ 

（履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合が 

ある） 

11 

12 

13 

14 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：未定。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 60分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

健康と運動Ⅲ 
 

タ ジ マ ト シ ミ 

田島 外志美 

Health and Sports III 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体におよぼす基本的な影響と効果の理解を深め、運動の必要性を学

ぶ。さらに、スポーツによる傷害（外傷・障害）の現状を理解し、傷害の起こしにくい「か

らだ作り」、予防するための知識を学ぶ。学んだ内容を論理的に整理し、レポート作成スキル

の習得を目指す。 

実技では体力トレーニングやストレッチの他、生涯にわたって手軽に継続できる運動を
中心に実施する。同時に豊かな情操をもち、高度な社会生活に適応できる人間の育成を目
指し、協力・コミュニケーションを促す種目を選択し、実践する。 

実技で身体を動かすだけでなく、講義において運動の必要性の理解を深めることも大切
なポイントとしている。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が関係する傷 講義後、提出されたレポートによって評価。  
害の発生メカニズ スポーツ傷害（外傷・障害）の理解、外傷が発生  
ムと対処法を学び、 

適切な行動ができ 

した際の対処方法の知識を有すること。 20％ 

る力を身につける   
こと   
傷害を起こしにく 講義後、提出されたレポートによって評価。  
い「からだ作り」 加齢とともに低下していく筋力・体力の維持に必  
について学び、実 

践可能なトレーニ 

要なトレーニングの必要性と、トレーニングに関 

する正しい知識を有すること 
20％ 

ングの知識を有す   
ること   
多様な価値観を有 実技内の行動、試合成績によって評価。  
する人同士がコミ 誰とでもグループを組み、その中で必要な状況を  
ュニケーションを 把握し、行動することができる。現状を少しでも  
とり、協力してグ 良い状況にするためのコミュニケーションを積極 30％ 

ループの成長に携 的とることができること。  
わる行動ができる   
こと   
自己管理を行い積 実技への出席や取り組み状況によって評価。  
極的に授業に参加 

することができる 

体調管理と服装の準備、月１回の測定（体脂肪・ 

血圧・BMI）ができること。 
30％ 

こと   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、 

レポート40％、講義時の課題への取組み30％、グループワーク30％ 
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～
 

～
 

【授業計画】 

回 テーマ・内 容 

１ ガイダンス：授業方針・評価について現

状把握：体脂肪・血圧・基礎代謝測定 

２ チームビルディングア

ダプテッドスポーツ 

３ 

４ 実技：ネット型スポーツ①② 

小集団のネット型スポーツ種目：卓球、バドミントン等を題材に学ぶ 

８ 

９ 講義①：スポーツ障害の予防法について 

講義②：年齢に合わせた体力トレーニングの必要性 

10 

11 実技：集団型スポーツ①② 

集団の団結力が試されるスポーツ種目：アルティメット、フットサル等を題材に学

14 ぶ 

15 総括・達成度の確認 

今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを実施する 
 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 70分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 

※新型コロナウイルスの感染状況によって、種目などを変更する可能性がある。 

～
 

～
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

健康と運動Ⅳ 
 

イノウエ コウト 

井上 航人 

Health and Sports IV 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体に及ぼす影響や効果をはじめ、生活習慣病・栄養・トレーニング 

・スポーツの持つ意義等々、社会生活に必要な健康安全の知識および能力について関心と

理解を深める。 

実技では、フットサル・ソフトバレーボール等のゲームを中心に、集団生活の体験と、

公共心の大切さを会得させ、生涯にわたって楽しく豊かな生活ができるよう、運動実践の

能力や態度を育成する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動が身体におよ 講義後、提出されたレポートによって評価。  
ぼす影響・運動の 睡眠についての理解と、その必要性についての  
必要性を理解し、 

自己管理につなげ 

知識を有すること 20％ 

る知識を有するこ   
と   
現代社会で問題と 講義後、提出されたレポートによって評価。  
なっている疾病と 世界全体で取り組んでいるドーピングについての  
その予防方法を理 

解し、自己管理に 

知識・理解と、それに対する自身の考えを有する

こと 
20％ 

つなげる知識を有   
すること   
運動の実践を通し 授業（実技）への意欲・態度・関心度・マナー・  
て、思考力・判断 実技テスト等々、総合的に評価。  
力・表現力および 他者との関わり合いを重視し、相互の存在を認め  
コミュニケーショ 合い、思いやりのある人間性を築き、コミュニケ 30％ 

ン能力を身につけ ーションを積極的にとることができること  
て行動ができるこ   
と   
自己管理を行い、 実技への出席状況と取り組み方によって評価。  
積極的に授業に参 

加することができ 

体調管理と服装の準備に留意し、積極的な心構え 

で行動することができること 
30％ 

ること   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、レポート40％、授業への取り組み方30％、

授業態度・マナー20％、実技テスト10％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業方針・評価について 

２ 実技 集団の団結力が試されるスポーツ種目であるフラッグフッ 

３ （集団型スポーツ） トボールやフットサルを題材に学ぶ 

４  （履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合 

５  がある） 

６   

７  

８ 講義 ①睡眠について 

②ドーピングについて ９ 

10 実技 小集団のネット型スポーツ種目であるソフトバレーボール 

11 （ネット型スポーツ） やミニテニスを題材に学ぶ 

12  （履修者の人数により、適時スポーツ種目を変更する場合 

13  がある） 

14   

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：未定。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 60分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

健康と運動Ⅳ 
 

タ ジ マ ト シ ミ 

田島 外志美 

Health and Sports IV 選択科目／半期／１単位 

【授業概要】 

講義では、運動が身体におよぼす基本的な影響と効果の理解を深め、運動の必要性を学

ぶ。さらに、近年話題になっているロコモティブシンドロームの理解と、予防するための

運動方法を学ぶ。学んだ内容を論理的に整理し、レポート作成スキルの習得を目指す。 

実技では体力トレーニングやストレッチの他、生涯にわたって手軽に継続できる運動を
中心に実施する。同時に豊かな情操をもち、高度な社会生活に適応できる人間の育成を目
指し、協力・コミュニケーションを促す種目を選択し、実践する。 

実技で身体を動かすだけでなく、講義において運動の必要性の理解を深めることも大切
なポイントとしている。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

運動不足が身体に 講義後、提出されたレポートによって評価。  
およぼす影響を学 

び、その予防方法 

運動器の障害により移動機能が低下するロコモテ 

ィブシンドロームとその予防法の正しい知識を有 
20％ 

を有すること すること。  
自己に適した運動 講義後、提出されたレポートによって評価。  
の強度や種類につ 

いての知識を有す 

運動処方のひとつの尺度である「心拍数」を使っ 

て、自己に適した運動強度を算出できること。 
20％ 

ること   
多様な価値観を有 実技内の行動、試合成績によって評価。  
する人同士がコミ 誰とでもグループを組み、その中で必要な状況を  
ュニケーションを 把握し、行動することができる。現状を少しでも  
とり、協力してグ 良い状況にするためのコミュニケーションを積極 30％ 

ループの成長に携 的とることができること。  
わる行動ができる   
こと   
自己管理を行い積 実技への出席や取り組み状況によって評価。  
極的に授業に参加 

することができる 

体調管理と服装の準備、月１回の測定（体脂肪・ 

血圧・BMI）ができること。 
30％ 

こと   
評価の方法 70％以上の出席を前提として、 

レポート40％、講義時の課題への取組み30％、グループワーク30％ 
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～
 

～
 

～
 

～
 

【授業計画】 

回 テーマ・内 容 

１ ガイダンス：授業方針・評価について現

状把握：体脂肪・血圧・基礎代謝測定 

２ チームビルディングア

ダプテッドスポーツ 

３ 

４ 実技：集団型スポーツ①② 

集団の団結力が試されるスポーツ種目：バスケットボール、ダブルダッチ等を題材

８ に学ぶ 

９ 講義①：ロコモティブシンドロームについて

講義②：運動と心拍数の関係性について 

10 

11 実技：ネット型スポーツ①～③ 

小集団のネット型スポーツ種目：ソフトバレーボール、インディアカ等を題材に学

14 ぶ 

15 総括・達成度の確認 

今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを実施する 
 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

 

【履修条件等】 

◇ 授業方針・マナーを守れる者。 

◇ 室内履き・運動着の準備ができる者。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から健康に関する情報を積極的に入手する努力をすること。 

◇ 70分間の運動ができるよう授業以外にも身体を動かす時間を持つこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 学内に個人ロッカー設備がないため、運動に必要な服装・室内シューズは毎回持参す

ること。 

※新型コロナウイルスの感染状況によって、種目などを変更する可能性がある。 



- 109 -  

総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

日本語Ⅲ（留学生科目） 
 

イ ト カ ワ ユ ウ 

糸川 優 

Japanese Language III 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ビジネス場面における日本語コミュニケーション能力の養成を目的に、ビジネス日本語

の基本語彙の習得を重ね、場面ごとに必要な読解、聴解、文章作成、情報処理の練習を重

ねて習熟することを目標とする。またビジネス場面に必要不可欠な待遇表現も確認し、ビ 

ジネス場面における人間関係や場面背景を理解できるような練習もする。さらに、BJT ビ

ジネス日本語能力テストの受験準備をする。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ビジネス日本語の

基本語彙を習得す

る 

毎回授業はじめの小テストにより評価する。語彙

を聞いて判別でき、意味がわかり、正しく表記で

きるかどうかを評価する。目標語彙リストは教科 

書から指定する。 

 

 

小テスト15％ 

ビジネスの場面ご

とに必要な日本語 

能力を身につける 

提出された課題の内容および学習達成度確認テス

トにより評価する。場面ごとに必要な理解力、表 

現力、情報処理能力を評価する。 

 

課題と本試験の

50％ 

ビジネス日本語の

コミュニケーショ

ンに必要なスキル

別能力を身につけ 

る 

提出された課題の内容および学習達成度確認テス

トにより評価する。ビジネス日本語における読解

力、聴解力、口頭表現能力、文章作成能力を評価

する。 

 

 

課題と本試験の

50％ 

評価の方法 授業参加度30％、小テスト15％、課題15％、本試験40％ 

学期の３分の１を越えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 日本語能力評価テスト 授業計画と評価の説明、日本語能力評価テスト 

２ 日本語能力評価テスト 日本語能力評価テスト 

３ ビジネス日本語の基礎 個人情報１ 

４ ビジネス日本語の基礎 個人情報２ 

５ ビジネス日本語の基礎 顧客満足度調査１ 

６ ビジネス日本語の基礎 顧客満足度調査２ 

７ ビジネス日本語の基礎 出張１ 

８ ビジネス日本語の基礎 出張２ 

９ ビジネス日本語の基礎 販売員増員の提案 

10 ビジネス日本語の基礎 インタビュー１ 

11 ビジネス日本語の基礎 インタビュー２ 

12 ビジネス日本語の基礎 日程調整 

13 ビジネス日本語の基礎 衣料品業界 

14 ビジネス日本語の基礎 展示会 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：小野塚若菜ほか（2015）『ビジネス日本語オール・イン・ワン問題集

聴く・読む・話す・書く』ジャパンタイムズ 

 

【履修条件等】 

◇ 上記の教科書を購入しておくこと。 

◇ 意欲を持って学習に取り組むこと。 

◇ 必要に応じて授業外に補習授業を課すので、積極的に出席すること。 

◇ 課題は期限までに提出すること。それ以外は成績に加算しない。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 前もって教科書の該当する課を読み、語彙と漢字の読み方を予習しておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回小テストを実施する。小テストは、欠席・遅刻しても追試はしない。 

◇ 上記の授業計画は受講人数、日本語能力評価テストの結果などを勘案して変更するこ

とがある。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

日本語Ⅳ（留学生科目） 
 

イ ト カ ワ ユ ウ 

糸川 優 

Japanese Language IV 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日本で働くことを意識し、日本の社会への理解を図る。

日本の社会で過ごすために、異文化理解は不可欠である。 

トラブルの事例から、日本社会で人間関係を構築、維持するため、どう考えるべきか、

また、どのような表現を使うべきかを話し合う。 

さらに、距離の取り方を考えながら、日本語の表現を学んでいく。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

異文化理解 テキストから日本文化を理解する。やり直し会話 

として書いたものを評価する。 

 

35％ 

対人関係の距離の 

取り方と言語表現 

ロールプレイなどによって評価する。  

25％ 

ディスカッション テキストに書かれているトラブルから、問題の所 

在などについて討論する。 

 

40％ 

評価の方法 授業態度、参加度も評価の対象となる。 

授業態度・参加度10％、課題25％、ディスコースのパターンの習得15％、 

的確な表現20％、口頭表現30％ 

出席が３分の２に満たない場合には単位は与えられない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション  

２ 時間 時間を守ること、確認 

３ 休む権利① 休みを取ることについて 

４ 休む権利② 上司・同僚への対応 

５ 責任の有無 ウチとソト 

６ 謝罪 「申し訳ありません」の意味 

７ 怒る人への対処 関係を維持する 

８ 怒りの表現① 権利の主張 

９ 怒りの表現②  

10 感情の表現 感情を抑えた表現 

11 語彙表現 ネガポジの表現 

12 アドバイス 冷静な主張 

13 できません 「できない」「難しい」について 

14 異動 モチベーションの維持 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 適宜プリントを配布する。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 出席するだけでなく、積極的な参加態度を求めます。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ あらかじめ配布されたものについては、予習をすること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 適宜、課題、小テストがある。 

◇ 上記の授業計画は、受講人数、日本語能力評価テストの結果などを勘案して変更する

ことがある。 

◇ 課題は必ず提出し、期限を厳守すること。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

日本の社会としくみ（留学生科目） 
 

イ ト カ ワ ユ ウ 

糸川 優 

Japanese Culture and Society 選択科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、日本の社会や日本人の考え方・感じ方についての理解を深めるため、自

分でテーマを決めて、調べを進める。 

自分の調査だけでなく、途中、中間報告の際には、聞いた内容についてのコメントを求

める。 

最終的に、それぞれのテーマにしたがい、客観的な資料を使って、発表をする。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本文化・社会に 

関する調査 

毎回、エクセルを用いたブレインストーミングを 

提出、それを評価する。 

 

50％ 

コメントする力を 

養う 

報告や発表を聞いて、コメントする。  

15％ 

簡潔にプレゼンテ 

ーションができる。 

PPT を作成し、時間内に簡潔なプレゼンテーショ 

ンをすることができる。 

 

35％ 

評価の方法 毎回のエクセル提出50％、プレゼンテーション35％、コメント15％ 

単位取得には、最低３分の２以上の出席を必要とする。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション テーマを決める 

２ 調査１ 調査 

３ 調査２ 調査 

４ 調査３ 調査 

５ 調査４ 調査 

６ 調査５ 調査 

７ 中間報告１ コメント・アドバイス 

８ 中間報告２ コメント・アドバイス 

９ 調査６ 調査 

10 調査７ 調査 

11 調査８ 調査 

12 調査９ 調査 

13 調査10 調査 

14 プレゼンテーション１  

15 プレゼンテーション２  

 
 

【使用教材】 

◇ とくにない。 

 

 
【履修条件等】 

◇ とくにない。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにない。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 各自が進める調査が中心であるため、毎回提出する現状報告を重視する。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

インターンシップⅠ 
 

Internship I 選択科目／認定／１単位 

【授業概要】 

実務的知識を深め、キャリアプランを考えていくことを目指します。実習型の講座にな

るため、自律性の高い学生の参加を望む。今年度より受講のスタイルが変更され、より挑

戦しやすくなったので是非活用して欲しい。詳しくは【その他の注意事項】を熟読するこ

と。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

インターンシップ ウェブなどを用いて適切な手続きにてインターン  

参加の心構えを身 シップに参加すること。  

20％ 

につける （インターンシップはアルバイトでもボランティ  
 アでもないことを自覚するように）  

インターンシップ インターンシップでの就業体験を通じて、自らの  

で社会の現状を知 キャリアについて考え、そのことを表現できるか。  

り、自己のキャリ 提出されたインターンシップ実習報告書と実習先 60％ 

アについて考える からの評価を基に、実習に対する取り組み姿勢を  

 評価する。  

就業体験の内容を 報告会などの場で自らの体験を伝えることができ  

今後の学生生活へ るか。  

20％ 
の取り組みに生か 自らの就業体験の結果を他者に伝えること。  

す   

評価の方法 エントリーシート作成に始まり、就業体験、実習報告書の提出という一連

の作業を無事に修了すること。 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ 

１ 説明会：インターンシップ概要説明 

２ 

14 

企業研究・業界研究

エントリーシート作成 

インターンシップ希望企業へのウェブでのエントリー

現場での就業体験（５日間＝30時間） 

インターンシップ先担当者からのフィードバックおよび反省 

15 結果報告：インターンシップ報告書の提出 

 

【使用教材】 

◇ とくになし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ ３年生の履修希望者は授業科目「就職特講」を必ず履修すること。 

◇ １、２年生の履修希望者も可能な限り「就職特講」内での知識の充足を求める。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ ビジネスレベルのパソコンスキルに少しでも近づけること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ ウェブ公募でのエントリーを行い、企業でのインターンを行ってもらう。 

◇ 手続きに不慣れなものに対しては別途「インターンシップ説明会」を開催する。そこ

で一般的なインターンシップ参加の手続きを身につけてもらう。 

◇ 実習の経過はキャリア支援部への報告・連絡・相談を行うこと。 

◇ 長期インターンシップ（１ヶ月以上など）に参加する場合には、報酬発生することが

予想されるため注意が必要。報酬のあるインターンシップでの単位認定はできない。 

◇ 基本的には５日間（30時間）の就業体験にて１単位が付与され、最大４単位まで認定

可能（インターンシップⅠ～Ⅳに相当）。 

◇ ５日間の就業体験は同一企業であることを求めない（複数企業可）。 

◇ インターンシップは認定単位のため通常の履修とは別枠（44単位＋α）。 

◇ インターンシップに挑戦したい時に開始してもらって構わない（通年対応）。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

インターンシップⅡ 
 

Internship II 選択科目／認定／１単位 

【授業概要】 

実務的知識を深め、キャリアプランを考えていくことを目指します。実習型の講座にな

るため、自律性の高い学生の参加を望む。今年度より受講のスタイルが変更され、より挑

戦しやすくなったので是非活用して欲しい。詳しくは【その他の注意事項】を熟読するこ

と。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

インターンシップ ウェブなどを用いて適切な手続きにてインターン  

参加の心構えを身 シップに参加すること。  

20％ 

につける （インターンシップはアルバイトでもボランティ  
 アでもないことを自覚するように）  

インターンシップ インターンシップでの就業体験を通じて、自らの  

で社会の現状を知 キャリアについて考え、そのことを表現できるか。  

り、自己のキャリ 提出されたインターンシップ実習報告書と実習先 60％ 

アについて考える からの評価を基に、実習に対する取り組み姿勢を  

 評価する。  

就業体験の内容を 報告会などの場で自らの体験を伝えることができ  

今後の学生生活へ るか。  

20％ 
の取り組みに生か 自らの就業体験の結果を他者に伝えること。  

す   

評価の方法 エントリーシート作成に始まり、就業体験、実習報告書の提出という一連

の作業を無事に修了すること。 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ 

１ 説明会：インターンシップ概要説明 

２ 

14 

企業研究・業界研究

エントリーシート作成 

インターンシップ希望企業へのウェブでのエントリー

現場での就業体験（５日間＝30時間） 

インターンシップ先担当者からのフィードバックおよび反省 

15 結果報告：インターンシップ報告書の提出 

 

【使用教材】 

◇ とくになし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ ３年生の履修希望者は授業科目「就職特講」を必ず履修すること。 

◇ １、２年生の履修希望者も可能な限り「就職特講」内での知識の充足を求める。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ ビジネスレベルのパソコンスキルに少しでも近づけること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ ウェブ公募でのエントリーを行い、企業でのインターンを行ってもらう。 

◇ 手続きに不慣れなものに対しては別途「インターンシップ説明会」を開催する。そこ

で一般的なインターンシップ参加の手続きを身につけてもらう。 

◇ 実習の経過はキャリア支援部への報告・連絡・相談を行うこと。 

◇ 長期インターンシップ（１ヶ月以上など）に参加する場合には、報酬発生することが

予想されるため注意が必要。報酬のあるインターンシップでの単位認定はできない。 

◇ 基本的には５日間（30時間）の就業体験にて１単位が付与され、最大４単位まで認定

可能（インターンシップⅠ～Ⅳに相当）。 

◇ ５日間の就業体験は同一企業であることを求めない（複数企業可）。 

◇ インターンシップは認定単位のため通常の履修とは別枠（44単位＋α）。 

◇ インターンシップに挑戦したい時に開始してもらって構わない（通年対応）。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

インターンシップⅢ 
 

Internship III 選択科目／認定／１単位 

【授業概要】 

実務的知識を深め、キャリアプランを考えていくことを目指します。実習型の講座にな

るため、自律性の高い学生の参加を望む。今年度より受講のスタイルが変更され、より挑

戦しやすくなったので是非活用して欲しい。詳しくは【その他の注意事項】を熟読するこ

と。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

インターンシップ ウェブなどを用いて適切な手続きにてインターン  

参加の心構えを身 シップに参加すること。  

20％ 

につける （インターンシップはアルバイトでもボランティ  
 アでもないことを自覚するように）  

インターンシップ インターンシップでの就業体験を通じて、自らの  

で社会の現状を知 キャリアについて考え、そのことを表現できるか。  

り、自己のキャリ 提出されたインターンシップ実習報告書と実習先 60％ 

アについて考える からの評価を基に、実習に対する取り組み姿勢を  

 評価する。  

就業体験の内容を 報告会などの場で自らの体験を伝えることができ  

今後の学生生活へ るか。  

20％ 
の取り組みに生か 自らの就業体験の結果を他者に伝えること。  

す   

評価の方法 エントリーシート作成に始まり、就業体験、実習報告書の提出という一連

の作業を無事に修了すること。 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ 

１ 説明会：インターンシップ概要説明 

２ 

14 

企業研究・業界研究

エントリーシート作成 

インターンシップ希望企業へのウェブでのエントリー

現場での就業体験（５日間＝30時間） 

インターンシップ先担当者からのフィードバックおよび反省 

15 結果報告：インターンシップ報告書の提出 

 

【使用教材】 

◇ とくになし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ ３年生の履修希望者は授業科目「就職特講」を必ず履修すること。 

◇ １、２年生の履修希望者も可能な限り「就職特講」内での知識の充足を求める。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ ビジネスレベルのパソコンスキルに少しでも近づけること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ ウェブ公募でのエントリーを行い、企業でのインターンを行ってもらう。 

◇ 手続きに不慣れなものに対しては別途「インターンシップ説明会」を開催する。そこ

で一般的なインターンシップ参加の手続きを身につけてもらう。 

◇ 実習の経過はキャリア支援部への報告・連絡・相談を行うこと。 

◇ 長期インターンシップ（１ヶ月以上など）に参加する場合には、報酬発生することが

予想されるため注意が必要。報酬のあるインターンシップでの単位認定はできない。 

◇ 基本的には５日間（30時間）の就業体験にて１単位が付与され、最大４単位まで認定

可能（インターンシップⅠ～Ⅳに相当）。 

◇ ５日間の就業体験は同一企業であることを求めない（複数企業可）。 

◇ インターンシップは認定単位のため通常の履修とは別枠（44単位＋α）。 

◇ インターンシップに挑戦したい時に開始してもらって構わない（通年対応）。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

インターンシップⅣ 
 

Internship IV 選択科目／認定／１単位 

【授業概要】 

実務的知識を深め、キャリアプランを考えていくことを目指します。実習型の講座にな

るため、自律性の高い学生の参加を望む。今年度より受講のスタイルが変更され、より挑

戦しやすくなったので是非活用して欲しい。詳しくは【その他の注意事項】を熟読するこ

と。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

インターンシップ ウェブなどを用いて適切な手続きにてインターン  

参加の心構えを身 シップに参加すること。  

20％ 

につける （インターンシップはアルバイトでもボランティ  
 アでもないことを自覚するように）  

インターンシップ インターンシップでの就業体験を通じて、自らの  

で社会の現状を知 キャリアについて考え、そのことを表現できるか。  

り、自己のキャリ 提出されたインターンシップ実習報告書と実習先 60％ 

アについて考える からの評価を基に、実習に対する取り組み姿勢を  

 評価する。  

就業体験の内容を 報告会などの場で自らの体験を伝えることができ  

今後の学生生活へ るか。  

20％ 
の取り組みに生か 自らの就業体験の結果を他者に伝えること。  

す   

評価の方法 エントリーシート作成に始まり、就業体験、実習報告書の提出という一連

の作業を無事に修了すること。 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ 

１ 説明会：インターンシップ概要説明 

２ 

14 

企業研究・業界研究

エントリーシート作成 

インターンシップ希望企業へのウェブでのエントリー

現場での就業体験（５日間＝30時間） 

インターンシップ先担当者からのフィードバックおよび反省 

15 結果報告：インターンシップ報告書の提出 

 

【使用教材】 

◇ とくになし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ ３年生の履修希望者は授業科目「就職特講」を必ず履修すること。 

◇ １、２年生の履修希望者も可能な限り「就職特講」内での知識の充足を求める。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ ビジネスレベルのパソコンスキルに少しでも近づけること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ ウェブ公募でのエントリーを行い、企業でのインターンを行ってもらう。 

◇ 手続きに不慣れなものに対しては別途「インターンシップ説明会」を開催する。そこ

で一般的なインターンシップ参加の手続きを身につけてもらう。 

◇ 実習の経過はキャリア支援部への報告・連絡・相談を行うこと。 

◇ 長期インターンシップ（１ヶ月以上など）に参加する場合には、報酬発生することが

予想されるため注意が必要。報酬のあるインターンシップでの単位認定はできない。 

◇ 基本的には５日間（30時間）の就業体験にて１単位が付与され、最大４単位まで認定

可能（インターンシップⅠ～Ⅳに相当）。 

◇ ５日間の就業体験は同一企業であることを求めない（複数企業可）。 

◇ インターンシップは認定単位のため通常の履修とは別枠（44単位＋α）。 

◇ インターンシップに挑戦したい時に開始してもらって構わない（通年対応）。 
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総合教育科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

自己開発Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 
 

Self-advancement I・II・III・IV・V・VI 選択科目／認定／各１単位 

【本科目の目的】 

本学学生の自立心養成、キャリア形成を支援するための一環として、この科目を設置す

る。すなわち、学生が、本学での教育に立脚し、資格取得、ボランティアなど、学外で修

得してきた一定の学習成果に対して単位を認定する。 

 

【単位を認定する資格】 

在学中に取得した資格。具体的には「技能審査の対象資格・検定表」に記載する資格を

対象とする。ただし、取得後３か月以内に単位認定の申請をすることが必要（１月末まで

に届けたものについては当該年度の「自己開発」科目の単位として、それ以降の申請につ

いては、次年度の単位として認定する）。 

例：公認会計士、税理士、中小企業診断士、情報システムＩＴパスポート試験、実用英

語技能検定、秘書技能検定、簿記検定、販売士、経営学検定試験、TOEIC 等 

 
 

【ボランティア】 

担当教員宛に「参加申請書類」（受入先または仲介先の概要紹介書、活動計画書などを

添付）を提出し、担当教員の承認を得たボランティア活動を「単位を認定するボランティ

ア」とする。活動期間は、通算５日40時間以上とする。 

承認を得たら、すみやかに「賠償責任保険」(340円。学生支援担当窓口扱)に加入し、

活動終了後は、２週間以内に、「単位認定申請書」に受入先または仲介先の発行するボラン

ティア活動修了証あるいは証明書（写しでも可）を添え、担当教員に届け出ることを要す

る。 

 

◇ 本科目における「単位認定のプロセス」や「修得可能な単位数」「技能審査の対象資

格・検定表」などについては『学生要覧』を参照してください。 



 

 

 

 

 

 
 

外 国 語 科 目 
 

 
2022年度 

経営学部イベントプロデュース学科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京富士大学 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅰ 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

English Conversation I 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この講座では、世界各地の若者たちの暮らしに密着するドキュメンタリーDVDを英語で

見ながら「グローバルな視野」を養うとともに、高校までに習ってきた単語や文法が実際

にどのように使われるのかを学びます。授業内で扱うのは比較的優しいレベルの英文や構

文で、これらを使って高校までの基礎を復習しながら、主にリスニングとスピーキングの

２つの側面に焦点を当てることにします。また、様々な動画のシーンを見ながら、英語圏

の日常生活で起こりやすい状況で使える英会話表現を学びます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語コミュニケー

ションに必要な構

文、文法知識を身 

につける 

テキストや講義で解説した事項を筆記試験および

確認テストで評価します。 

 
 

25％ 

会話の流れを聞い

て理解し、適切な

表現で応答できる 

ようになる 

授業中のリスニング課題、ロールプレイでの英語

表現の適切性に基づいて評価します。 

 
 

25％ 

学んだ表現を応用

して会話を組み立

てることができる 

ようになる 

テキスト内の課題に取り組み、授業中の発表によ

って評価します。 

 
 

25％ 

学んだ内容を応用

して自分の考えを

英語で書けるよう 

になる 

学期内一度の課題提出によって評価します。  
 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、その他に課題、発表、 

授業での積極性などを30％、計100％で評価する。 

『学生要覧』記載事項に準拠し、授業への出席は３分の２以上を前提とす 

る。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 初回ガイダンス 講義内容や評価方法の説明、レベルチェック 

２ Unit １. Living the Dream ロサンゼルスで夢を追う若者のエピソード：アメ 

リカ西海岸の風土や文化を学ぶ ３ 

４ Unit ２. Meeting Different Kinds of 
 People 

日本ではあまり馴染みのない英語圏、スコットラ 

ンドの文化や人々の暮らしについて学ぶ ５ 

６ Unit ３. A Country Filled with  
Imagination & Ideas 

現在形の用法 

（続き） ７ 

８ Unit ４. Being a Typical Scot, and  
Proud of It 

スコットランド人の国民性、愛国心、歴史と伝統 

について知る ９ 

10 Unit ５. Living in Harmony with  
Nature 

自然との共生・調和を目指すカナダ：その風土、 

移民政策の問題について学ぶ 11 

12 Unit ６. A Young Adventurer in  
Ottawa / Review 

カナダ・オタワ州で暮らす若者に密着：冒険家と

して暮らす背景、また、カナダ先住民文化につい

て知る 
13 

14 春学期の総復習・振り返り 達成度評価に向けた総復習の実施 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
 

【使用教材】 

◇Morita, A., Sato, A., Fujimoto, A., Yamamoto, Y., Ikutani, D., Benfield, B., (2016).  

World Wide English on DVD: For Global Communication Skills. Seibido.  

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教員の指定に応じて、次回の授業までに課題や予習を準備してくること。 
 

【その他の注意事項】 

◇ メディア教材を多数扱うため、ノートパソコン（可能ならDVDドライブ付き）がある

と受講しやすいです。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅰ 
 

ジヤネツト ジヨンソン 

Janet Johnson 

English Conversation I 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 
この授業では、英会話の基礎を学びます。クラスでは、リズムをつけたスピーキングの

ウォームアップをしたり、日常生活でのコミュニケーションに大切なさまざまな会話を練
習したりします。また、教科書のリスニング問題や歌を使ってリスニング練習をすること
により耳のトレーニングをします。インタビュー形式の活動やロールプレイも行います。
さらに、海外の習慣を学ぶこともあります。自分が育った文化における習慣や行事につい
ても英語で説明できるようにしましょう。楽しんで言葉を練習し、単語やフレーズを学び、
リスニング力を高めることが、この授業の目的です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

適切な挨拶の表現
が使える、自分に
ついて話たり相手
のことを尋ねるこ
とができる、さま
ざまな職業が分か
る、値段や素材を
尋ねるなど買い物
の場面で必要な会
話ができる、複数
形や距離を示す表 
現が使える 

筆記試験（教科書やウォームアップに出てくる単
語、フレーズ、表現を含む）、リスニング試験（教
科書の内容に関連のある会話より出題）。 

 

 

 

 

 

30％ 

外国の通貨を使っ
て買い物をする、
アメリカの通貨に
親しむ、好き嫌い
について自分の意
見を言う、招待を
受ける・断る、意
見を言う、天気に 
ついて話す 

筆記試験（関連のある単語試験を含む）、質問に英
語で答える、リスニング試験（教科書の会話例と
クラスで学んだ問題より出題）。 

 

 

 

30％ 

授業への積極的な
参加 

授業への積極的な参加は、語学の習得と上達に大 
変重要です。すべての口頭および筆記での活動に
積極的に参加してください。 

 

25％ 

課題：宿題、自習、 
ミニテスト、出席 

宿題、予習、自主学習、定期的に行われるミニテ 
スト。出席は必須です。 

15％ 

評価の方法 筆記およびリスニングテスト30％×２、 
授業への参加25％、宿題・自主学習15％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Orientation Explanation of class content and procedures.Warm ups. 
２ Unit １ Greetings Personal info.Present tense statements.Pair work. 
３ Greetings cont. 

Self Introductions 
Speaking exercises. 
Giving and asking for information. 

４ Unit ２ Occupations Occupations.Describing types of work.Conversation and 
grammar exercises. 

５ Unit ２ cont. Jobs.Speaking practice.Self-study exercises. 
６ Unit ３ Shopping Asking   prices.Describing   items   by   proximity,color, 

type.Stating preferences. 
７ Money Learning and identifying USA currency. 
８ Review Units １－３ Review exercises and preparation for first Short test. 
９ Short Test Test on Units １－３ 

10 Unit ４ Entertainment Describing entertainment likes and dislikes. 
11 Unit ４ cont. Invitations:Extending and declining 
12 Unit ５ Families Identifying family relationships. 
13 Unit ６ cont. Talking about families. 
14 Review Unit ４＆Unit ５＆Unit 

６ 
Review exercises 

15 Final Test Final test 

 
【使用教材】 

◇ Interchange：English for international communication   Book １ 

Jack C.Richards with Jonathan Hull and Susan Proctor 
Cambridge University Press 

 

【履修条件等】 

◇ 授業で行う活動に積極的に参加すること（とくに会話練習）。会話練習やその他授業

で行う活動についていけるよう、出席は必須です。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくになし。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業で扱う内容の予習と復習はしっかり行ってください。また、リスニング力アップ

のため、教科書付属のCDを使って練習をしてください。宿題はきちんと済ませ、単

語の暗記もすること。ペアでの会話練習は積極的に参加すること。 
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外国語科目              イベントプロデュース学科  履修対象：１年生 
 
                                                  

 英会話 I 
 

 
       スガワラ   チヅ 

菅原 千津 

 
 English Conversation I                         基礎科目／半期／１単位 
 
 
【授業概要】  

英会話を上達させるためには、英文法や語彙のインプット学習だけでなく会話練習など

のアウトプット学習が必須です。本講義では基礎的な英語フレーズを用いたスピーキン

グ・リスニング練習に重点をおき、「英語を話せる自信をつけること」を目標とします。 

そのため、ペアワークなどの会話練習には積極的に参加をすること。さらに、テキスト付

属のオンライン学習プログラム「English Central」では単語学習や発音トレーニングを

各自で行うことができるので大いに活用してほしい。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

語彙力をつけ、

日常生活で使わ

れる英語表現を

読んで理解でき

るようになる。 

講義で学習した項目を課題や確認テストなどで評価す

る。 

 

 

 

 

25% 

 

 

日常生活で使わ

れる英語表現を

聞いて理解でき

るようになる。 

リスニング課題や確認テストなどで評価する。 

 

 

 

25% 

 

日常生活で使わ

れる英語表現を

適切に発話でき

るようになる。 

 

講義中の会話練習・課題・確認テストなどで評価する 

オンライン学習プログラム「English Central」 

の学習状況も評価の一部とする。 

 

 

40% 

 

 

学んだ内容を応

用して身近なこ

とや自分の意見

を英語で表現で

きるようになる

。 

講義中の会話練習・課題・確認テストなどで評価する 

 

 

 

 

 

10% 

 

 

評価の方法  上記の学習目標を確認テストで60％の換算とし、平常点（課題の提出、授業 

への積極的な参加）を40％として加えて計100％で評価する。授業への出席 

は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 初回ガイダンス 講義内容・評価方法・テキスト補助教材の使い方につ

いての説明 

２ Unit １ Personal Information 自己紹介などの語彙・表現を学ぶ 

３ 同上 続き 

４ Unit ２ Hobbies and pastimes 趣味について話すときの語彙・表現を学ぶ 

５ 同上 続き 

６ Unit ３ Location 出身地について話すときの語彙・表現を学ぶ 

７ Unit ４ Family members 家族について話すときの語彙・表現を学ぶ 

８ Unit １～４までのまとめと

確認テスト 

Unit １～４までの確認テスト 

９ Unit ５Places 観光地などについて話すときの語彙・表現を学ぶ 

10 同上 続き 

11 Unit ６  
Transportation and directions 

交通機関や道順などについて話すときの語彙・表現を

学ぶ 

12 同上  

13 Unit ７ Food and drink 食べ物や飲み物などについて話すときの語彙・表現を

学ぶ 

14 同上  

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認

テストを実施する 

 

【使用教材】 

 ◇Complete Communication Book 1 -Basic-  
コミュニケーションのための実践演習Book１《初級編》 

 James Bury /Anthony Sellick / 堀内 香織 共著（成美堂） 

 

【履修条件等】 

◇とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇指定された課題や予習などを準備してくること。 

 

【その他の注意事項】 

 ◇初回に本講義についての詳細や注意事項を説明するので、しっかりと理解して講義に 

参加すること。 

   

 



- 130 -  

外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅰ 
 

ブレント フィアルカ 

Brent Fialka 

English Conversation I 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

リスニングを総合的に学習します。全員が積極的に参加できるよう、クラス内の全ての

アクティビティーは２人一組のペアか小グループを作って行います。積極的な参加姿勢は

とても大切です！ この授業の目的は、楽しみながら英会話を学ぶことです。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

文法の理解 それぞれの単元で基本的な文法事項を確認した後

で練習問題に取り組み、平易な文法事項を理解で 

きるようになる。 

 
 

20％ 

会話力の向上 新しく学んだ文法事項を使って、簡単な英会話を 

組み立てられるようになる。 

 

25％ 

リスニング力の向 

上 

各ユニット内のリスニング問題に取り組み、以前 

に学んだ会話表現をしっかりと使えるようになる。 

 

25％ 

読解力の向上 テキスト内の簡単な英文を読み、読解セクション 

までに学んだ知識を応用できるようになる。 

 

20％ 

英作文 簡単な英文を作れるようになる。 10％ 

評価の方法 最終評価には中間試験と期末試験がそれぞれ25％ずつ含まれます。残りの 

50％は授業での積極的な参加姿勢、たとえば出席、積極性、グループワー 

クやペアワーク、授業内での発言や課題への取り組みなどが含まれます。 



- 131 -  

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Unit １ Introduction of course materials, class structure and 
rules. Begin unit one. 

２ Unit １ Finish text material and do workbook exercises. 
３ Unit ２ To be + Location. Subject pronouns. 

Classroom objects, rooms in the home, cities and 
nationalities, places around town. 

４ Unit ３ Present continuous tense. Everyday activities 
５ Unit ４ To be: short answers and possessive adjectives. 

Everyday activities. 
６ Unit ５ Yes/No questions, short answers, adjectives, 

possessive nouns. 
Describing people and things. 
Weather. 

７ Unit ５ Finish text material up to unit ５ and do 
workbook  exercises. Review for test. 

８ Midterm test 25％  
９ Unit ６ Review present continuous tense. Review prepositions 

of location. 
Family members. 
Describing activities and events. 

10 Unit ７ Prepositions. There is/there are. Places around town. 
Locating places. 
Describing neighborhoods. Describing apartments. 

11 Unit ７ Finish text material and do workbook exercises. 
12 Unit ８ Singular/ plural. Adjectives. This/that/these/those. 
13 Unit ８ Finish text material and do workbook exercises. 
14 Review Final test on units ６ to ９ 
15 Final test  

 

【使用教材】 

◇ Side by Side Extra. Book and eText１. International edition. 
Steven J. Molinsky and Bill Bliss. Pearson Education Inc. 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 詳細は初回の授業で指示します。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 出席は３分の２を満たすことを前提とします。クラスでの参加度合いを重視しますの

で、積極的に授業に参加することを求めます。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅰ 
 

ワ タ ナ ベ キ ミ ヨ 

渡邉 きみ代 

English Conversation I 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

日常生活のコミュニケーションに必要な表現を身につけることを目標とします。 

英会話の基礎に必要な英語力を育てるために語彙、文法、読解、英作文なども学びます。

海外の文化、習慣なども知り、楽しんで知識を広げ、役立つ英語をみにつけましょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法の習得 授業内および筆記試験で評価。 25％ 

文章を読み理解す 

る 

授業内、および筆記試験で評価。  

25％ 

英語を聞き取り、 

正しく書ける 

授業内のリスニングで評価。  

25％ 

英語の会話あるい

はプレゼンテーシ

ョンで自分の意見 

が言える 

授業内の会話、プレゼンテーションで評価。  

 
25％ 

評価の方法 以上の学習目標を期末試験で50％の換算とし、中間、期末の会話テスト、 

プレゼンテーション50％で評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１  授業の進め方、あいさつ、自己紹介、 

２ be 動詞 It's Nice to Meet You 

３  be 動詞を使った文、会話に慣れる 

４ 一般動詞 Take a Hike 

５  ha 

６ 代名詞 Don't Wear Your High Heels 

７  代名詞を使った文、会話に慣れる 

８ 中間テスト  

９ 場所を表す前置詞 There's Nothing in My Backpack 

10  場所を表す前置詞を使った文、会話に慣れる 

11 Yes,No で答える質問 What a Small World 

12  Yes,No で答える疑問文、会話に慣れる 

13 現在進行形・過去進行形 Let's Eat 

14 春期の復習  

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：English First （Starter） 著者：Robert Hickling ／ Misoato Usukura 金星堂 

 

 

【履修条件等】 

◇ 将来役に立つ英語を身につけたいと希望し、積極的に授業に参加すること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示された場合には事前に行うこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

 

◇ 教科書を持ってこないこと、授業中の携帯電話の使用、私語などは減点の対象となる。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

英会話Ⅰ（留学生／再履修） 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

English Conversation I  (Foreign Students／Repeaters) 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この講座では、アメリカの大学生が日常的にかわしているような英会話を、クラスメー

トとして楽しく演習し、習得することを目的とします。今まで、学校で習ってきた英語が、実

際の英会話となんとなく違うと感じている人も、皆さんの中にはいるかもしれません。そ

こで、この講座は、実際の様々な場面で役に立つ英語表現を、なるべく少ない語彙で用い

る方法について学びます。 

 
【学習到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語コミュニケー

ションに必要な構

文、文法知識を身 

につける 

テキストや講義で解説した事項を筆記試験および

確認テストで評価します。 

 

 

25％ 

会話の流れを聞い

て理解し、適切な

表現で応答できる 

ようになる 

授業中のリスニング課題、ロールプレイでの英語

表現の適切性に基づいて評価します。 

 

 

25％ 

学んだ表現を応用

して会話を組み立

てることができる 

ようになる 

テキスト内の課題に取り組み、授業中の発表によ

って評価します。 

 

 

25％ 

学んだ内容を応用

して自分の考えを

英語で書けるよう 

になる 

学期内一度の課題提出によって評価します。  

 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、その他に課題、発表、 

授業での積極性などを30％、計100％で評価する。 

『学生要覧』記載事項に準拠し、授業への出席は３分の２以上を前提とす 

る。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 初回ガイダンス 講義内容や評価方法の説明、レベルチェック 

２ Unit１: Introductions 自分のことを相手に伝える表現 

３ Unit２: Short Talk 朝食について 

４ Unit２: Daily Life ルーティンの頻度についての表現 

５ Unit２: Short Talk 週末のアクティビティーについて 

６ Unit３: Weekend Events 自分の興味や関心を相手に伝える 

７ Unit３: Short Talk アルバイト 

８ Unit４: Small Talk あいさつと相手への会話の振り方 

９ Unit４: Short Talk 日曜日の朝のアクティビティー 

10 Unit５: Likes and Dislikes 好みや苦手な物、またその理由について説明する 

11 Unit５: Short Talk 今日の出来事について 

12 Unit６: Student Life 欲しい物や必要な物について話す 

13 春学期の総復習 ６章までの内容を確認 

14 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
 

【使用教材】 

◇ Adam Gyenes, 

 

Matthew Guay, 

 

Lauren Eldekvist and Yuki Hasegawa (2019). 

Free Talking-Basic Strategies for Building Communication. Cengage Learning. 
 

 

【履修条件等】 

◇ 留学生は、春学期のⅠと秋学期のⅡの両方をセットで履修することが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教員の指定に応じて、次回の授業までに課題や予習を準備してくること。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ テキストは必ず用意すること。また、タブレットやPCがあると受講しやすいです。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅱ 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

English Conversation II 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この講座では、世界各地の若者たちの暮らしに密着するドキュメンタリーDVDを英語で

見ながら「グローバルな視野」を養うとともに、高校までに習ってきた単語や文法が実際

にどのように使われるのかを学びます。授業内で扱うのは比較的優しいレベルの英文や構

文で、これらを使って高校までの基礎を復習しながら、主にリスニングとスピーキングの

2つの側面に焦点を当てることにします。また、様々な動画のシーンを見ながら、英語圏の

日常生活で起こりやすい状況で使える英会話表現を学びます。（この講座は春学期「英会

話Ⅰ」とセットになる続きです） 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語コミュニケー

ションに必要な構

文、文法知識を身 

につける 

テキストや講義で解説した事項を筆記試験および

確認テストで評価します。 

 
 

25％ 

会話の流れを聞い

て理解し、適切な

表現で応答できる 

ようになる 

授業中のリスニング課題、ロールプレイでの英語

表現の適切性に基づいて評価します。 

 
 

25％ 

学んだ表現を応用

して会話を組み立

てることができる 

ようになる 

テキスト内の課題に取り組み、授業中の発表によ

って評価します。 

 
 

25％ 

学んだ内容を応用

して自分の考えを

英語で書けるよう 

になる 

学期内一度の課題提出によって評価します。  
 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、その他に課題、発表、 

授業での積極性などを30％、計100％で評価する。 

『学生要覧』記載事項に準拠し、授業への出席は３分の２以上を前提とす 

る。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 初回ガイダンス 講義内容や評価方法の説明、レベルチェック 

２ Unit ８. Into the Peacefulness ニュージーランドの暮らし：その風土や気候、 

人々の暮らしについて知る ３ 

４ Unit ９. An Interesting Walk with  
Sophie 

ソフィーの視点から見たニュージーランドの若者の暮 

らしと文化について学ぶ ５ 

６ Unit 11. Having a Big Influence on  
the World 

イギリスは世界にどう影響を与えてきたのか、そ

の歴史について改めて学ぶ 
７ 

８ Unit 11. Living Your Life to the  
Maximum 

民族多様性の中で幸せを追求するとはどういうことな 

のか、ある若者の視点から知るイギリス文化 ９ 

10 Unit 12. Developed Tourism  
Industry 

観光の国、バハマの風土や暮らしについて学ぶ 

11 

12 Unit 13. Making Steps to Achieve  
Your Goals / Review 

あるバハマ人の若者の視点：人生で夢をかなえるとは 

どういうことなのかを考える 13 

14 秋学期のまとめ 達成度評価に向けた総復習実施 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
 

【使用教材】 

◇Morita, A., Sato, A., Fujimoto, A., Yamamoto, Y., Ikutani, D., Benfield, B., (2016).  

World Wide  English on DVD: For Global Communication Skills. Seibido.  
 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教員の指定に応じて、次回の授業までに課題や予習を準備してくること。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ メディア教材を多数扱うため、ノートパソコン（可能ならDVDドライブ付き）がある

と受講しやすいです。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅱ 
 

ジヤネツト ジヨンソン 

Janet Johnson 

English Conversation II 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 
「英会話Ⅱ」では、引き続き英会話の基礎を学んでいきます。クラスでは、リズムをつ

けたスピーキングのウォームアップをしたり、日常生活でのコミュニケーションに大切な
さまざまな会話を練習したりします。また、教科書のリスニング問題や歌を使ってリスニ
ング練習をすることにより耳のトレーニングをします。インタビュー形式の活動やロール
プレイも行います。さらに、海外の習慣を学ぶこともあります。自分が育った文化におけ
る習慣や行事についても英語で説明できるようにしましょう。楽しんで言葉を練習し、単
語やフレーズを学び、リスニング力を高めることが、この授業の目的です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

適切な挨拶の表現
が使える、自分に
ついて話たり相手
のことを尋ねるこ
とができる、さま
ざまな職業が分か
る、値段や素材を
尋ねるなど買い物
の場面で必要な会
話ができる、複数
形や距離を示す表 
現が使える 

筆記試験（教科書やウォームアップに出てくる単
語、フレーズ、表現を含む）、リスニング試験（教
科書の内容に関連のある会話より出題）。 

 

 

 

 

 

30％ 

外国の通貨を使っ
て買い物をする、
アメリカの通貨に
親しむ、好き嫌い
について自分の意
見を言う、招待を
受ける・断る、意
見を言う、天気に 
ついて話す 

筆記試験（関連のある単語試験を含む）、質問に英
語で答える、リスニング試験（教科書の会話例と
クラスで学んだ問題より出題）。 

 

 

 

30％ 

授業への積極的な
参加 

授業への積極的な参加は、語学の習得と上達に大 
変重要です。すべての口頭および筆記での活動に
積極的に参加してください。 

 

25％ 

課題：宿題、自習、 
ミニテスト、出席 

宿題、予習、自主学習、定期的に行われるミニテ 
スト。出席は必須です。 

15％ 

評価の方法 筆記およびリスニングテスト30％×２、 

授業への参加25％、宿題・自主学習15％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Summer Report Greetings and report of summer activities. 

２ Review Unit ５ Review of last material covered in English I. 

３ Unit ６ Leisure Asking about locations and places.Listening.Repeating. 

４ Unit ６ Survey on leisure activities. 

５ Cross-cultural topic Halloween. Customs, history, essential warning 

vocabulary 

６ Unit ７ Weekend Practice Past tense.Wh-questions. 

７ Unit ７ Additional conversation and grammar practice. 

８ Review Units ６＆７ Review exercises and preparation for test. 

９ Short Test Test on Units ６＆７ 

10 Unit ８ Cities-Places Locations,neighborhoods.There is/ There are practice. 
11 Unit ８ cont. Finding out about new areas. 
12 Unit ９ Appearance Describing appearances.Listening practice. 

13 Unit ９ cont. Present continuous practice.Describing pictures. 

14 Review Unit８＆９ Review of materials and preparation for Final test. 

15 Final Test Final test 
 

【使用教材】 

◇ Interchange：English for international communication   Book １ 

Jack C.Richards with Jonathan Hull and Susan Proctor 
Cambridge University Press 

 
【履修条件等】 

◇ 授業で行う活動に積極的に参加すること（とくに会話練習）。会話練習やその他授業

で行う活動についていけるよう、出席は必須です。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくになし。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 授業で扱う内容の予習と復習はしっかり行ってください。また、リスニング力アップ

のため、教科書付属のCDを使って練習をしてください。宿題はきちんと済ませ、単

語の暗記もすること。ペアでの会話練習は積極的に参加すること。 
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外国語科目              イベントプロデュース学科  履修対象：１年生 
 
                                                  

 英会話 Ⅱ 
 

 
       スガワラ    チヅ 

菅原 千津 

 
 English Conversation Ⅱ                        基礎科目／半期／１単位 
 
 
【授業概要】  

春学期開講の「英会話I」に引き続き、英会話を上達させるためのスピーキング・リス 

ニング練習に重点をおき、「英語でのコミュニケーション力をつけること」を目標としま 

す。春学期同様、ペアワークなどの会話練習には積極的に参加をすること。さらに、テキ 

スト付属のオンライン学習プログラム「English Central」では単語学習や発音トレーニ 

ングを各自で行うことができるので大いに活用してほしい。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

語彙力をつけ、

日常生活で使わ

れる英語表現を

読んで理解でき

るようになる。 

講義で学習した項目を課題や確認テストなどで評価す

る。 

 

 

 

 

25% 

 

 

日常生活で使わ

れる英語表現を

聞いて理解でき

るようになる。 

リスニング課題や確認テストなどで評価する。 

 

 

 

25% 

 

日常生活で使わ

れる英語表現を

適切に発話でき

るようになる。 

 

講義中の会話練習・課題・確認テストなどで評価する 

オンライン学習プログラム「English Central」の学 

習状況も評価の一部とする。 

 

 

40% 

 

 

学んだ内容を応

用して身近なこ

とや自分の意見

を英語で表現で

きるようになる

。 

講義中の会話練習・課題・確認テストなどで評価する 

 

 

 

 

 

10% 

 

 

評価の方法  上記の学習目標を確認テストで60％の換算とし、平常点（課題の提出、授業 

への積極的な参加）を40％として加えて計100％で評価する。授業への出席 

は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 初回ガイダンス 講義内容・評価方法・春学期の復習 

２ Unit ８ Restaurants and meals レストランなどの語彙・表現を学ぶ 

３ 同上 続き 

４ Unit ９ Movies and TV  
programs 

映画やテレビ番組について話すときの語彙・表現を学

ぶ 

５ Unit 10 Music 音楽について話すときの語彙・表現を学ぶ 

６ Unit 11 Shopping 買い物での語彙・表現を学ぶ 

７ 同上 続き 

８ Unit ８～11までのまとめと 

確認テスト 

Unit ８～11までの確認テスト 

９ Unit 12 Sports and exercise スポーツや運動などについて話すときの語彙・表現を
学ぶ 

10 Unit 13 Travel and vacations 旅行や休暇などについて話すときの語彙・表現を学ぶ 

11 Unit 14 Work and jobs 仕事について話すときの語彙・表現を学ぶ 

12 同上  

13 Unit 15 Future plans 計画や予定などについて話すときの語彙・表現を学ぶ 

14 同上 続き 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認
テストを実施する 

 

【使用教材】 

 ◇Complete Communication Book １-Basic-  
コミュニケーションのための実践演習Book １《初級編》 

 James Bury /Anthony Sellick / 堀内 香織 共著（成美堂） 

 

【履修条件等】 

◇とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇指定された課題や予習などを準備してくること。 

 

【その他の注意事項】 

 ◇初回に本講義についての詳細や注意事項を説明するので、しっかりと理解して講義に 

参加すること。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅱ 
 

ブレント フィアルカ 

Brent Fialka 

English Conversation II 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

リスニングを総合的に学習します。全員が積極的に参加できるよう、クラス内の全ての

アクティビティーは２人一組のペアか小グループを作って行います。積極的な参加姿勢は

とても大切です！ この授業の目的は、楽しみながら英会話を学ぶことです。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

文法の理解 それぞれの単元で基本的な文法事項を確認した後

で練習問題に取り組み、平易な文法事項を理解で 

きるようになる。 

 
 

20％ 

会話力の向上 新しく学んだ文法事項を使って、簡単な英会話を 

組み立てられるようになる。 

 

25％ 

リスニング力の向 

上 

各ユニット内のリスニング問題に取り組み、以前 

に学んだ会話表現をしっかりと使えるようになる。 

 

25％ 

読解力の向上 テキスト内の簡単な英文を読み、読解セクション 

までに学んだ知識を応用できるようになる。 

 

20％ 

英作文 簡単な英文を作れるようになる。 10％ 

評価の方法 最終評価には中間試験と期末試験がそれぞれ25％ずつ含まれます。残りの 

50％は授業での積極的な参加姿勢、たとえば出席、積極性、グループワー 

クやペアワーク、授業内での発言や課題への取り組みなどが含まれます。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ Unit 10 Simple Present tense. Habitual Actions. People's interests 
and activities. 

２ Unit 10 Finish text material. Workbook exercises. 
３ Unit 11 Object Pronouns. Have/has. Adverbs of frequency. 

Describing frequency of actions. Describing people. 
４ Unit 11 Finish text material. Workbook exercises. 
５ Unit 12 Contrast; simple present and present continuous. Feelings 

and emotions. Describing usual and unusual activities. 
６ Unit 13 Can. Have to. Expressing ability. Occupations. 

Looking for a job. Expressing obligation. Invitations. 
７ Unit 13 Finish text material. Workbook exercises. Review for 

test. 
８ Midterm test 25％ Test on units 10 to 13. 
９ Unit 14 Future. Describing future plans and intentions. 

Expressing wants Weather forecasts. Telling time. 
Making predictions. 

10 Unit 14 Finish text material. Workbook exercises. 
11 Unit 15 Past tense. Past actions and activities. Ailments. 

Describing an event. Making a doctor's appointment. 
12 Unit 16 Past tense continued. Giving reasons. Giving excuses. 
13 Unit 17 More past tense! Describing physical states and emotions. 
14 Unit 17 Finish text material. Workbook exercises. Review for 

test. 
15 Final test. 25％ Test on units 14 to 17. 

 
【使用教材】 

◇ Side by Side Extra. Book and eText １. International edition. 
Steven J. Molinsky and Bill Bliss. Pearson Education Inc. 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 詳細は初回の授業で指示します。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 出席は３分の２を満たすことを前提とします。クラスでの参加度合いを重視しますの

で、積極的に授業に参加することを求めます。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１年生 
 

英会話Ⅱ 
 

ワ タ ナ ベ キ ミ ヨ 

渡邉 きみ代 

English Conversation II 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

引き続き日常生活のコミュニケーションに必要な表現を身につけることを目標としま 

す。 

英会話の基礎に必要な英語力を育てるために語彙、文法、読解、英作文なども学びます。

海外の文化、習慣なども知り、楽しんで知識をひろげ、役立つ英語を身につけましょう。 

 
 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法の習得 授業内および筆記試験で評価。 25％ 

文章を読み理解す 

る 

授業内、および筆記試験で評価。  

25％ 

英語を聞き取り、 

正しく書ける 

授業内のリスニング。  

25％ 

英語の会話あるい

はプレゼンテーシ

ョンで自分の意見 

が言える 

授業内の会話、プレゼンテーションで評価。  

 
25％ 

評価の方法 以上の学習目標を期末試験で50％の換算とし、中間、期末の会話テスト、 

プレゼンテーション50％で評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 現在、過去進行形 ウオーミングアップ 

２  Let's Eat 

３ 一般動詞の過去 It's a Date 

４  一般動詞の過去形を使った文、会話に慣れる 

５ 助動詞 IHave to Study 

６  助動詞を使った文、会話に慣れる 

７ 中間テスト  

８ 疑問詞 What Do You Think of My Sketch? 

９  疑問詞を使った文、会話に慣れる 

10 不定詞、動名詞 Kanji Is So Difficult 

11  不定詞、動名詞を使った文、会話に慣れる 

12 未来形 I'll Make a Birthday Cake 

13  未来形を使った文、会話に慣れる 

14 秋期の復習  

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学修達成度の確認 

テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：English First (Starter) 著者：Robert Hickling ／ Misato Usukura 

 
 
金星堂 

 

 

【履修条件等】 

◇ 将来役に立つ英語を身につけたいと希望し、積極的に授業に参加することる。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示された場合には事前に行うこと。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 教科書を持ってこないこと、授業中の携帯電話の使用、私語などは減点の対象となる。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

英会話Ⅱ（留学生／再履修） 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

English Conversation II  (Foreign Students／Repeaters) 基礎科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この講座では、アメリカの大学生が日常的にかわしているような英会話を、クラスメー

トとして楽しく演習し、習得することを目的とします。今まで、学校で習ってきた英語が、実

際の英会話となんとなく違うと感じている人も、皆さんの中にはいるかもしれません。そ

こで、この講座は、実際の様々な場面で役に立つ英語表現を、なるべく少ない語彙で用い

る方法について学びます。（この講座は「英会話Ⅰ（留学生）」の続きです）。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語コミュニケー

ションに必要な構

文、文法知識を身 

につける 

テキストや講義で解説した事項を筆記試験および

確認テストで評価します。 

 

 

25％ 

会話の流れを聞い

て理解し、適切な

表現で応答できる 

ようになる 

授業中のリスニング課題、ロールプレイでの英語

表現の適切性に基づいて評価します。 

 

 

25％ 

学んだ表現を応用

して会話を組み立

てることができる 

ようになる 

テキスト内の課題に取り組み、授業中の発表によ

って評価します。 

 

 

25％ 

学んだ内容を応用

して自分の考えを

英語で書けるよう 

になる 

学期内一度の課題提出によって評価します。  

 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、その他に課題、発表、 

授業での積極性などを30％、計100％で評価する。 

『学生要覧』記載事項に準拠し、授業への出席は３分の２以上を前提とす 

る。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 初回ガイダンス 講義内容や評価方法の説明、レベルチェック 

２ Unit７: Family 外見について相手に伝える表現 

３ Unit８: Short Talk 自分の未来像 

４ Unit８: Friends 性格についての説明 

５ Unit８: Short Talk 個性とは 

６ Unit９: Going Out 空いている時間の調整をする表現 

７ Unit９: Short Talk お気に入りの場所へ友人を案内する 

８ Unit10: Restaurants 食べ物や飲み物の注文 

９ Unit10: Short Talk 最近行ったレストランについての説明 

10 Unit11: Shopping どこで買い物をするか、また提案やそれに対する応答 

11 Unit11: Short Talk 買い物について意見を述べる 

12 Unit12: Strength & Weakness 自分にできることを相手に伝える 

13 Unit12: Short Talk 能力や資格について 

14 Unit13: Places 建物や場所について描写する 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
 

【使用教材】 

◇ Adam Gyenes, 

 

Matthew Guay, 

 

Lauren Eldekvist and Yuki Hasegawa (2019). 

Free Talking-Basic Strategies for Building Communication. Cengage Learning. 
 

 

【履修条件等】 

◇ 留学生は、春学期のⅠと秋学期のⅡの両方をセットで履修することが望ましい。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教員の指定に応じて、次回の授業までに課題や予習を準備してくること。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ テキストは必ず用意すること。また、タブレットやPCがあると受講しやすいです。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

基礎的な文法と語彙の習得を目的としたテキストを使って学習を進めていきます。英文

和訳、和文英訳、部分作文などの問題を通じて文法の復習をします。教科書は15ユニット

に渡って、大学生の知的好奇心を刺激する題材を取り上げています。英語が苦手であって

も、辞書を使って読み進めていきましょう。語彙力をつけるために、単語や熟語のテスト

を実施します。通じる英語を目指して、発音指導を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

主語や動詞などの

英文の構成素の働

きについて区別で 

きる 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。

テストの合格点は６割以上。 

 

 
30％ 

200語程度の英文を 

読んで理解できる 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。 

テストの合格点は６割以上。 

 

30％ 

各章に配されてい

る単語と派生語の

意味を覚え、書け 

るようにする 

語彙テストで評価する。 

正確に綴りを書くことができること。 

 

 
20％ 

音声CDで発音練

習を繰り返し、正

しい発音を身につ 

ける 

授業中の発話から評価する。 

内容が相手に伝わるように、はっきりと発音でき

ること。 

 

 
20％ 

評価の方法 本試験50％、中間試験・語彙テスト30％、授業での発言など20％ 



- 149 -  

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業の概要説明、自己紹介他 

２ 現在形 be 動詞、一般動詞を区別し、使い分ける 

現在形の否定文・疑問文をつくる 

３ 代名詞 代名詞の格変化を理解し、文中で使い分ける 

４ 過去形 動詞の過去形を覚え、否定文、疑問文をつくる 

５ 前回までのまとめと演習問題 演習問題には単語テスト(不規則動詞の過去形など) 

を含む 

６ 演習問題の解説 前回の演習問題の解説をする 

７ 可算名詞・不可算名詞 数えられる名詞と数えられない名詞を区別して覚え 

る 

８ 中間試験 これまでの各ユニットの題材についての内容理解を 

問う 

９ 達成度の確認 中間試験の解説をする 

10 時と場所を表す前置詞 前置詞を使って時や場所を表す 

11 進行形 現在進行形と過去進行形、be 動詞の復習 

12 疑問詞 疑問詞を使って、「誰/何/いつ/どこ」などの情報をた 

ずねる 

13 助動詞 can, may, must, shouldなどを使い動詞に意味を付け加える 

14 助動詞 英文を読み、内容理解を英問英答で確認する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ Reading Link 
Robert Hickling / Misato Usukura（著） 金星堂 

 

【履修条件等】 

◇ 基礎英語は選択必修科目です。教室で英語を基礎から学習する最後の機会です。 

◇ 辞書を必ず持参すること（電子辞書可）。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示されたホームワークをやってくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 指定教材以外に、プリント教材を使うことがあります。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ 
 

キ タ ダ ケ イ コ 

北田 敬子 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

これまでに培ってきた英語の基礎能力を、実用に堪えるものとしてさらに強化すること

を目的としたクラスです。語彙力を鍛え、シンプルな文章を読み解き、最低限自分の考え

を英語の文章で表現できるよう練習を積み、「英語が分かる」「話せる」レベルを目指しま

す。そのために地道な繰り返しによるトレーニングは不可欠ですが、同時に「楽しく」「興

味の持てる」学習方法を探っていきたいと思います。生涯続けられる英語の勉強の基礎を

身につけましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語の文章の基礎 語彙力強化のための小テストを行い、進捗状況を  
構造を理解し、単 評価する。  
純な文章を読んで 

すぐ理解できるよ 

テキスト各課の概要がつかめたかどうか判定する 

試験を行って評価する。 
40％ 

うになることを目   
標にする   
シンプルな情報を 授業中に英語音声を聴く機会を設け、練習問題に  
耳で聞いてキャッ どの程度答えられるか、チェックして評価する。  
チできるようにな  20％ 

ることを目標とす   
る   
伝えたいことを簡 数週間に一回短い作文の課題を与え、添削の上返  
潔で、分かりやす 却する。その取り組みぶりを評価の対象とする。  
い英語の文章で書  20％ 

けるようになるこ   
とを目標とする   
臆せず英語で簡単 英語による授業内活動を行い、参加・貢献度を判  
な会話ができるよ 

うになることを目 

定する。 
20％ 

標とする   
評価の方法 毎回の小課題30％、小テスト・学期末試験50％、

クラス内活動への参加等20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入 授業概要説明 

２ Unit １Who Is Pepper? 動詞の種類・時制の使い方確認 

３ Unit １Who Is Pepper? ロボットと共に生きる時代について考える 

４ Unit ２ 自給自足生活 代名詞の使用法の確認 

５ Unit ２ 自給自足生活 Self-Sufficient Family の現状について学ぶ 

６ Unit ３ Starbucks 動詞の過去時制の確認 

７ Unit ３ Starbucks 日本におけるスタバの特徴について考察する 

８ Unit ５ Roman Thermae 時と場所を表す前置詞の確認 

９ Unit ５ Roman Thermae ローマ人と浴場の文化について学ぶ 

10 Unit ６ Cashless 進行形の使い方の確認 

11 Unit ６ Cashless キャッシュレス社会について考察する 

12 Unit ７ Marathons 疑問代名詞の使い方の確認 

13 Unit ７ Marathons マラソンの歴史と話題をめぐって 

14 応用課題 春学期に取り上げたテーマのうち、最も関心を持っ

たものについて独自のリサーチを基にミニプレゼン

を行う 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ Reading Link 

金星堂 

ISBN 978-4-7647-4100-3 
 

【履修条件等】 

◇ 語彙練習を欠かさず授業外でも行うこと。 

◇ 課題は必ず提出すること。 

◇ 質問・提案など、授業中の発言を歓迎する。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ テキスト各課の予習は必須である。 

◇ 語彙・表現・文法事項をあらかじめさらっておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 配布プリントや返却された課題などをファイルに整理しておくこと。 

◇ 一部、授業で取り上げるUnit の順序が入れ替わることもある。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ BE-A 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講座では、洋楽のポップスを聴きながら英語特有の音声変化やリズムに慣れ親しみ、

英語の基礎力をバランスよく向上させることを目的とします。「英語の歌を聴いて歌詞を

そのまま理解したい」と願う人は多いですが、聞き取りは容易ではありません。これは、

単語間の音がつながったり、省略が起きたりなど、様々な音声変化が起こっているためで

す。この音声規則について、授業内では詳しく説明をするとともに、「読む」「聴く」

「書く」「話す」の総合的な英語力の向上を目指します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法、動詞 

の語法を習得する 

授業内の小テストおよび筆記試験で評価します。  

25％ 

正しい文法で自分

の考えを英語で書

いて表すことがで 

きるようになる 

補足課題および発表で評価します。  

 
25％ 

英語を聞き取り、 

書いて表すことが

できるようになる 

授業内のリスニング、ディクテーションの内容で

評価します。 

 
25％ 

自分の意見を英語

で表明できるよう 

になる 

授業内のペアワークやロールプレイ、ディスカッ

ションへの参加、貢献度で評価します。 

 
25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、課題および発表30％で 

評価する。 

授業への出席は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 初回ガイダンス 授業の概要説明、レベルチェック問題の演習など 

２ You’re beautiful ディクテーションと発声チェック 

３ 文法事項：be 動詞 be 動詞の復習と関連読解 

４ I Want It That Way ディクテーションと発声チェック 

５ 文法事項：動詞（現在形） 一般動詞現在形の復習と関連読解 

６ The First Time ディクテーションと発声チェック 

７ 文法事項：動詞（過去形） 一般動詞過去形の復習と関連読解 

８ Complicated ディクテーションと発声チェック 

９ 文法事項：進行形 動詞進行形の復習と関連読解 

10 My Heart Will Go On ディクテーションと発声チェック 

11 文法事項：未来表現 様々な未来表現の復習と関連読解 

12 With You ディクテーションと発声チェック 

13 文法事項：助動詞 助動詞・主観性の学習と関連読解 

14 春学期のまとめ 到達度確認に向けた総復習の実施 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
 

【使用教材】 

◇ Teruhiko Kadoyama, 

 

 
Simon Capper & Toshiaki Endo (2021). 

 

 
Let's Read Aloud & Learn 

English: Going Abroad: 音読で学ぶ基礎英語≪海外生活編≫成美堂 

※補助教材については別途指示する。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「英会話Ⅰ」、「英会話Ⅱ」を履修済みか、同時履修中であることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回講義内で予習範囲や提出課題の告知を行うので、次回の授業までに指定された項

目を準備してくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業内でメディア教材を複数扱うため、PCを用意してあると受講しやすいです。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ BE-B 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講座では、映画『プラダを着た悪魔』のストーリーをベースにして、日常会話で使

われる英語表現や、英会話表現の抑揚のつけ方などを学ぶとともに、リーディング、ライ

ティング、スピーキング、リスニングの４技能を総合的に網羅した英語を学習します。英語で

の読み書きに必要な語彙力・文法力を高め、相手の言いたいことを適切に聞き取る際の注

意の払い方や、場の状況に応じたさまざまな言い回しを解説します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法、動詞 

の語法を習得する 

授業内の小テストおよび筆記試験で評価します。  

25％ 

正しい文法で自分

の考えを英語で書

いて表すことがで 

きるようになる 

補足課題および発表で評価します。  

 
25％ 

英語を聞き取り、

書いて表すことが 

できるようになる 

授業内のリスニング、ディクテーションの内容で

評価します。 

 
 

25％ 

自分の意見を英語

で表明できるよう 

になる 

授業内のペアワークやロールプレイ、ディスカッ

ションへの参加、貢献度で評価します。 

 
 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、課題および発表30％で 

評価する。 

授業への出席は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 初回ガイダンス 授業の概要説明、レベルチェック問題の演習など 

２ Unit １ Job Interview  

（仕事の面接） ３ (continued) 

４ Unit ２ First Day on the Job  

（出勤初日） ５ (continued) 

６ Unit ３ Hurricane on the Weekend  

（週末の台風） ７ (continued) 

８ Unit ４ Andy’s Makeover  

（アンディーの大変身） ９ (continued) 

10 Unit ５ Andy Meets Christian  

（アンディー、クリスチャンに出会う） 11 (continued) 

12 Unit ６ Miranda’s Request 

（ミランダの要求） 13 (continued) 

14 春学期のまとめ 春学期の内容総復習および期末試験に向けた準備 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認を実施 

 
 

【使用教材】 

◇Aline  Brosh McKenna（著）、角山照彦 & Simon Capper （編著）、(2016) Communicate  

in English with The Devil Wears Prada: 『プラダを着た悪魔』で学ぶコミュニケーション 

英語. 松柏社.  

 

【履修条件等】 

◇ 「英会話Ⅰ」、「英会話Ⅱ」を履修済みか、同時履修中であることが望ましい。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回講義内で予習範囲や提出課題の告知を行うので、次回の授業までに指定された項

目を準備してくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業内でメディア教材を複数扱うため、PCを用意してあると受講しやすいです。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

英語で生きたコミュニケーションができるように４つのスキル―話す、聞く、書く、読

む―を身につけるのがクラスの目的です。テキストまたは講師が作成したロールプレイな

どを中心に授業を進めていきます。クラスは、楽しい雰囲気の中で学ぶことが基本です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介の 設問に対する回答によって評価。英語での挨拶に  

表現を理解し、使 臨機応変に対応し、自分のバックグラウンドだけ  

30％ 

えるようにするこ でなく、趣味や夢を英語で説明できること。  

と   

相手の仕事内容を 設問に対する回答によって評価。仕事に関連する  

尋ねたり、自分の 語彙の習得と表現の練習によって、仕事内容の説  

30％ 

職務の説明ができ 明ができること  

るようになること   

約束・請求・謝罪 設問に対する回答によって評価。ビジネスにおい  

の表現を習得し、 て重要な「アポイントのとり方」・「リクエストの  

40％ 

使えるようになる 仕方」・「謝罪の仕方」などの典型的な表現を習得  

こと し、使いこなせるようになること  

評価の方法 70％以上の出席を前提として下記のように評価。

出席：30％、授業参加度：30％、筆記試験：40％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ Unit １ Introduction Introduction, Greetings 

２ Unit １ Introduction Exchange Personal Information 

３ Unit ２ What a Life Talking About Daily Life 

４ Unit ２ What a Life Talking Daily Routine 

５ Unit ３ Free Time Things You Can Do 

６ Unit ３ Free Time Social Life 

７ Unit ４ Places Talking About Hometown 

８ Unit ４ Places Talking About Neighborhood 

９ Unit ５ Getting Around Journey to School/College 

10 Unit ５ Getting Around Giving Direction 

11 Unit ６ Shopping Shopping Habits and Preferences 

12 Unit ６ Shopping Street Markets 

13 Unit ６ Shopping Shopping Survey 

14 Unit １-６ Review Review from Unit １-６ 

15 Final Examination  

 
 

【使用教材】 

◇ Breakthrough Plus １, 

 

by Miles Cravan, 

 

Macmillan Education, 

ISBN：978-1-786-32933-2 

Dictionary 

Printouts of activity 

 
【履修条件等】 

◇ やる気があり、教科書と辞書があり、積極的に会話に参加する意志があること。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料を熟読し、単語など意味がわからない個所を調べておくこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ 
 

タカハタ カズミチ 

髙畑 一路 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」という４つの観点から、英語をバランスよく総合的に身

につけることを目標とする。同時に、英語圏の文化、思想、習慣等を理解するようにした

い。使用する教科書は、語彙、文法、読解、会話のあらゆる角度から工夫されたものであ

り、総合的な英語力を身につけるのに適している。基本的にはこの教科書に沿って授業を

進めていくが、受講者のレベル、興味などにしたがって、プリント教材を追加する場合が

ある。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語で簡単な会話 

をすることができ

るようになること 

授業中に行うペアワークによって評価。教科書の 

課題を利用して、会話の基本パターンを覚えるこ

と。 

 
 

10％ 

リスニング力を身

につけること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題で聞かされる

英語を正しく聞き取れるようになること。 

 
 

20％ 

基礎文法を身につ

けること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題で聞かされる

文法問題を解けるようになること。 

 
 

30％ 

読解力を身につけ

ること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題にある英文の

内容を正しく理解できるようになること。 

 
 

40％ 

評価の方法 授業数３分の２以上の出席を前提として、授業態度および授業貢献度20％、 

中間試験40％、期末試験40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Introduction 授業についての概要説明 

２ Unit １ Welcome to Japan 

３ Unit １ Welcome to Japan 

４ Unit ２ That Sounds Like Fun 

５ Unit ２ That Sounds Like Fun 

６ Unit ３ We Leave on Friday Morning 

７ Unit ３ We Leave on Friday Morning 

８ Midterm Exam 中間試験 

９ Unit ４ You Know a Lot About Trains 

10 Unit ４ You Know a Lot About Trains 

11 Unit ５ I Didn't Want to Leave 

12 Unit ５ I Didn't Want to Leave 

13 Unit ６ You're Working Late 

14 Unit ６ You're Working Late 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ English First Basic （著者：Robert Hickling, 

 

 
Misato Usukura） 出版社：金星堂 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の該当箇所に目を通し、知らない英単語・熟語があったら覚えておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に必ず辞書を持参すること（電子辞書可）。 

◇ 指定された教科書を初回の授業までに必ず購入すること。教科書を所有していない学

生の受講は許可しない。 

◇ 追加教材に関しては開講時に指示する。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅰ 
 

ワ タ ナ ベ キ ミ ヨ 

渡邉 きみ代 

Basic English I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、基礎的な文法と語彙を学び、「読む」「書く」「聞く」「話す」能力を育てる

ことを目的とします。語彙力をつけるために毎回クイズをします。 

覚えておくと便利な言葉、将来役に立つ表現などを楽しく学びます。伝え合うことので

きる英語を身につけましょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法の習得 授業内の発言、確認テストによって評価 25％ 

自分の考えを英語 

で書ける 

確認テストによって評価  

25％ 

正しく聞き取れる 授業内のリスニングによって評価 25％ 

各テーマに沿って

自分の意見を述べ 

ることができる 

授業内のペアワークやロールプレイへの参加の積

極性によって評価 

 
 

25％ 

評価の方法 上記３項目の学習目標を期末試験で60％の換算とし、課題、発表40％で評 

価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ Introduction 授業の進め方、評価についての説明 

２ First Day of Class be 動詞 

３  テーマ：自己紹介 

４ I Love Bread 一般動詞 

５  テーマ：日常生活 

６ Pizza Time 可算名詞、不可算名詞 

７  テーマ：好きなもの 

８ 中間テスト  

９ Not Just A Baker 代名詞 

10  テーマ：いろいろな人 

11 What's Wrong with 一般動詞の過去形 

12  テーマ：体調 

13 復習  

14 It won't hurt  進行形 

15 総括・達成度の確 

認 

今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを実 

施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：English Aid 

 
 
著者：Robert Hickling ／ Misato Usukura 

 
 
金星堂 

ISBN 978-4-7647-4036-5 

その他、補助教材をプリントで使用。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 積極的に参加すること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示される場合は必ず事前にやっておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 教科書を持ってこないこと、授業時間内の携帯電話の使用、私語などは減点の対象に

なる。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

基礎英語Ⅰ（再履修） 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

Basic English I (Repeaters) 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

基礎的な文法と語彙の習得を目的としたテキストを使って学習を進めていきます。英文

和訳、和文英訳、部分作文などの問題を通じて文法の復習をします。教科書は15ユニット

に渡って、アメリカに留学中の日本人学生の日常生活を描いています。辞書を使って読み進

めていきましょう。語彙力をつけるために、単語や熟語のテストを実施します。通じる英

語を目指して、発音指導を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

主語や動詞などの

英文の構成素の働

きについて区別で 

きる 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。

テストの合格点は６割以上。 

 

 
30％ 

200語程度の英文を 

読んで理解できる。 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。 

テストの合格点は６割以上。 

 

30％ 

各章に配されてい

る単語と派生語の

意味を覚え、書け 

るようにする 

語彙テストで評価する。 

正確に綴りを書くことができること。 

 

 
20％ 

音声CDで発音練

習を繰り返し、正

しい発音を身につ 

ける 

授業中の発話から評価する。 

内容が相手に伝わるように、はっきりと発音でき

ること。 

 

 
20％ 

評価の方法 本試験50％、語彙テスト20％、授業での発言など30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業の概要説明、自己紹介他 

２ 現在形 be 動詞、一般動詞を区別し、使い分ける 

現在形の否定文・疑問文をつくる 

３ 代名詞 代名詞の格変化を理解し、文中で使い分ける 

４ 過去形 動詞の過去形を覚え、否定文、疑問文をつくる 

５ 前回までのまとめと演習問題 演習問題には単語テスト(不規則動詞の過去形など) 

を含む 

６ 演習問題の解説 前回の演習問題の解説をする 

７ 可算名詞・不可算名詞 数えられる名詞と数えられない名詞を区別して覚え 

る 

８ 中間試験 これまでの各ユニットの題材についての内容理解を 

問う 

９ 達成度の確認 中間試験の解説をする 

10 時と場所を表す前置詞 前置詞を使って時や場所を表す 

11 進行形 現在進行形と過去進行形、be 動詞の復習 

12 疑問詞 疑問詞を使って、「誰/何/いつ/どこ」などの情報をた 

ずねる 

13 助動詞 can, may, must, shouldなどを使い動詞に意味を付け加える 

14 助動詞 英文を読み、内容理解を英問英答で確認する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ Reading Link 
著者：Robert Hickling / Misato Usukura 

 
 
 
出版社：金星堂 

 

【履修条件等】 

◇ 基礎英語は選択必修科目です。教室で英語を基礎から学習する最後の機会です。 

◇ 辞書を必ず持参すること（電子辞書可）。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示されたホームワークをやってくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 教材なしで出席した日の平常点は０（ゼロ）点になります。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

基礎的な文法と語彙の習得を目的としたテキストを使って学習を進めていきます。英文

和訳、和文英訳、部分作文などの問題を通じて文法の復習をします。教科書は15ユニット

に渡って、アメリカに留学中の日本人学生の日常生活を描いています。辞書を使って読み

進めていきましょう。語彙力をつけるために、単語や熟語のテストを実施します。通じる

英語を目指して、発音指導を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

主語や動詞などの

英文の構成素の働

きについて区別で 

きる 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。

テストの合格点は６割以上。 

 

 
30％ 

200語程度の英文を 

読んで理解できる。 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。 

テストの合格点は６割以上。 

 

30％ 

各章に配されてい

る単語と派生語の

意味を覚え、書け 

るようにする 

語彙テストで評価する。 

正確に綴りを書くことができること。 

 

 
20％ 

音声CDで発音練

習を繰り返し、正

しい発音を身につ 

ける 

授業中の発話から評価する。 

内容が相手に伝わるように、はっきりと発音でき

ること。 

 

 
20％ 

評価の方法 本試験50％、中間試験・語彙テスト30％、授業での発言など20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 動名詞・不定詞 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

２ 動名詞・不定詞 文法演習 

３ 未来形 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

４ 比較級・最上級 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

５ 比較級・最上級 文法演習 

６ これまでのまとめと中間試験 演習と解説 

試験 

７ 助動詞 中間試験の解説。英文を読み内容を理解する 

８ 現在完了形 英文を読み内容を理解する。英問英答 

９ 現在完了形 文法演習 

10 従位接続詞 英問英答。文法演習 

11 受動態 英問英答。文法演習 

12 関係詞 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

13 関係詞 文法演習 

14 総まとめ 演習と解説 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ Reading Links 

Robert Hickling / Misato Usukura (著） 金星堂 
 
 

【履修条件等】 

◇ 基礎英語は選択必修科目です。教室で英語を基礎から学習する最後の機会です。 

◇ 辞書を必ず持参すること（電子辞書可）。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示されたホームワークをやってくること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ ペアワークのため、座席を指定することがあります。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ 
 

キ タ ダ ケ イ コ 

北田 敬子 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

これまでに培ってきた英語の基礎能力を、実用に堪えるものとしてさらに強化すること

を目的としたクラスです。語彙力を鍛え、シンプルな文章を読み解き、最低限自分の考え

を英語の文章で表現できるよう練習を積み、「英語が分かる」「話せる」レベルを目指しま

す。そのために地道な繰り返しによるトレーニングは不可欠ですが、同時に「楽しく」「興

味の持てる」学習方法を探っていきたいと思います。生涯続けられる英語の勉強の基礎を

身につけましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語の文章の基礎 語彙力強化のための小テストを行い、進捗状況を  
構造を理解し、単 評価する。  
純な文章を読んで 

すぐ理解できるよ 

テキスト各課の概要がつかめたかどうか判定する 

試験を行って評価する。 
40％ 

うになることを目   
標にする   
シンプルな情報を 授業中に英語音声を聴く機会を設け、練習問題に  
耳で聞いてキャッ どの程度答えられるか、チェックして評価する。  
チできるようにな  20％ 

ることを目標とす   
る   
伝えたいことを簡 数週間に一回短い作文の課題を与え、添削の上返  
潔で、分かりやす 却する。その取り組みぶりを評価の対象とする。  
い英語の文章で書  20％ 

けるようになるこ   
とを目標とする   
臆せず英語で簡単 英語による授業内活動を行い、参加・貢献度を判  
な会話ができるよ 

うになることを目 

定する。 
20％ 

標とする   
評価の方法 毎回の小課題30％、小テスト・学期末試験50％、

クラス内活動への参加等20％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Unit ８ A Pioneer 動名詞と不定詞の使い方の確認 

２ Unit ８ A Pioneer Coco Chanel の活躍と生き方について考える 

３ Unit ９ Space Travel 動詞の未来形の確認 

４ Unit ９ Space Travel 近未来の宇宙旅行に関する話題を読む 

５ Unit ４ Halloween 可算名詞・府可算名詞の確認 

６ Unit ４ Halloween アメリカにおけるハロウィーンの祝い方を知る 

７ Unit 10 Amazon 比較級・最上級の使い方の確認 

８ Unit 10 Amazon Amazon の熱帯雨林について考察する 

９ Unit 11 YouTuber 助動詞の使い方の確認 

10 Unit 11 YouTuber 人気YouTuber はどのように誕生するか考える 

11 Unit 12 Plastics 動詞の現在完了形の確認 

12 Unit 12 Plastics プラスティックの海洋汚染問題について考察する 

13 Unit 13 Dogs 従属接続詞の使い方の確認 

14 Unit 13 Dogs 人間と犬の関係について考える 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ Reading Link 
金星堂 

ISBN 978-4-7647-4100-3 
 

【履修条件等】 

◇ 語彙練習を欠かさず授業外でも行うこと。 

◇ 課題は必ず提出すること。 

◇ 質問・提案など、授業中の発言を歓迎する。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ テキスト各課の予習は必須である。 

◇ 語彙・表現・文法事項をあらかじめさらっておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 配布プリントや返却された課題などをファイルに整理しておくこと。 

◇ 一部、授業で取り上げるUnit の順序が入れ替わることもある。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ BE-K 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講座では、洋楽のポップスを聴きながら英語特有の音声変化やリズムに慣れ親しみ、

英語の基礎力をバランスよく向上させることを目的とします。「英語の歌を聴いて歌詞を

そのまま理解したい」と願う人は多いですが、聞き取りは容易ではありません。これは、

単語間の音がつながったり、省略が起きたりなど、様々な音声変化が起こっているためで

す。この音声規則について、授業内では詳しく説明をするとともに、「読む」「聴く」「書

く」「話す」の総合的な英語力の向上を目指します。（この講座は「基礎英語Ⅰ 」の続きで

す）。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法、動詞 

の語法を習得する 

授業内の小テストおよび筆記試験で評価します。  

25％ 

正しい文法で自分

の考えを英語で書

いて表すことがで 

きるようになる 

補足課題および発表で評価します。  

 
25％ 

英語を聞き取り、

書いて表すことが 

できるようになる 

授業内のリスニング、ディクテーションの内容で

評価します。 

 

25％ 

自分の意見を英語 

で表明できるよう

になる 

授業内のペアワークやロールプレイ、ディスカッ

ションへの参加、貢献度で評価します。 

 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、課題および発表30％で 

評価する。 

授業への出席は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 初回ガイダンス 授業の概要説明、レベルチェック問題の演習など 

２ Torn ディクテーションと発声チェック 

３ 文法事項：受動態 態の変化・変形の復習と関連読解 

４ You Are Not Alone ディクテーションと発声チェック 

５ 文法事項：現在完了形 動詞現在完了形の復習と関連読解 

６ You Gotta Be ディクテーションと発声チェック 

７ 文法事項：比較 比較表現の復習と関連読解 

８ How Crazy Are You? ディクテーションと発声チェック 

９ 文法事項：分詞 過去分詞・現在分詞の復習と関連読解 

10 Last Christmas ディクテーションと発声チェック 

11 文法事項：不定詞 不定詞の時制の復習と関連読解 

12 Desperado ディクテーションと発声チェック 

13 文法事項：関係詞 WHの用法の復習と関連読解 

14 All I Want for Christmas Is You ディクテーションと発声チェック 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 

【使用教材】 

◇ Teruhiko Kadoyama & Timothy F. Hawthorne (2020). Let’s Learn English with Pop Hits! ~ 

ポップスでスタート！基礎英語~ 成美堂.  

   ※補助教材については別途指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 「英会話Ⅰ」、「英会話Ⅱ」を履修済みか、同時履修中であることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回講義内で予習範囲や提出課題の告知を行うので、次回の授業までに指定された項

目を準備してくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業内でメディア教材を複数扱うため、PCを用意してあると受講しやすいです。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ BE-L 
 

キ ム ラ ナ オ キ 

木村 直樹 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講座では、映画『プラダを着た悪魔』のストーリーをベースにして、日常会話で使

われる英語表現や、英会話表現の抑揚のつけ方などを学ぶとともに、リーディング、ライ

ティング、スピーキング、リスニングの４技能を総合的に網羅した英語を学習します。英語で

の読み書きに必要な語彙力・文法力を高め、相手の言いたいことを適切に聞き取る際の注

意の払い方や、場の状況に応じたさまざまな言い回しを解説します。（この講座は「基礎英

語Ⅰ BE-B」の続きです）。 

 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法、動詞 

の語法を習得する 

授業内の小テストおよび筆記試験で評価します。  

25％ 

正しい文法で自分

の考えを英語で書

いて表すことがで 

きるようになる 

補足課題および発表で評価します。  

 
25％ 

英語を聞き取り、

書いて表すことが 

できるようになる 

授業内のリスニング、ディクテーションの内容で

評価します。 

 

25％ 

自分の意見を英語 

で表明できるよう

になる 

授業内のペアワークやロールプレイ、ディスカッ

ションへの参加、貢献度で評価します。 

 

25％ 

評価の方法 上記の学習目標全てを期末試験で70％の換算とし、課題および発表30％で 

評価する。 

授業への出席は３分の２以上を前提とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 初回ガイダンス 授業の概要説明、レベルチェック問題の演習など 

２ Unit ７ Nate’s Birthday  

（ネイトの誕生日） ３ (continued) 

４ Unit ８ Andy’s Decision 

（アンディーの決断） ５ (continued) 

６ Unit ９ Breakup with Nate  

（ネイトと別れる） ７ (continued) 

８ Unit 10 The Dream Job  

（夢見た仕事） ９ (continued) 

10 Unit 11 Announcement at the Party  

（パーティーでの発表） 11 (continued) 

12 Unit 12  Andy’s Final Choice 

（アンディーの最後の選択） 13 (continued) 

14 秋学期のまとめ 秋学期の内容総復習および期末試験に向けた準備 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施 

 
【使用教材】

◇ Aline Brosh McKenna（著）、角山照彦 & Simon Capper （編著）、(2016)  Communicate 

in English with The Devil Wears Prada: 『プラダを着た悪魔』で学ぶコミュニケーション

英語. 松柏社.  
 
 

【履修条件等】 

◇ 「英会話Ⅰ」、「英会話Ⅱ」を履修済みか、同時履修中であることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回講義内で予習範囲や提出課題の告知を行うので、次回の授業までに指定された項

目を準備してくること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業内でメディア教材を複数扱うため、PCを用意してあると受講しやすいです。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

英語で生きたコミュニケーションができるように４つのスキル―話す、聞く、書く、読

む―を身につけるのがクラスの目的です。テキストまたは講師が作成したロールプレイな

どを中心に授業を進めていきます。クラスは、楽しい雰囲気の中で学ぶことが基本です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介の 設問に対する回答によって評価。英語での挨拶に  

表現を理解し、使 臨機応変に対応し、自分のバックグラウンドだけ  

30％ 

えるようにするこ でなく、趣味や夢を英語で説明できること。  

と   

相手の仕事内容を 設問に対する回答によって評価。仕事に関連する  

尋ねたり、自分の 語彙の習得と表現の練習によって、仕事内容の説  

30％ 

職務の説明ができ 明ができること  

るようになること   

約束・請求・謝罪 設問に対する回答によって評価。ビジネスにおい  

の表現を習得し、 て重要な「アポイントのとり方」・「リクエストの  

40％ 

使えるようになる 仕方」・「謝罪の仕方」などの典型的な表現を習得  

こと し、使いこなせるようになること  

評価の方法 70％以上の出席を前提として下記のように評価。

出席：30％、授業参加度：30％、筆記試験：40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ Unit ７ What's Happening? Talking About Things That Happened 

２ Unit ７ What's Happening? Talking About Life 

３ Unit ８ People Describing People 

４ Unit ８ People Describing Family Members 

５ Unit ９ Having Fun Making Future Arrangements 

６ Unit ９ Having Fun Plans For Next Week 

７ Unit 10 Vacation Talking About aVacation 

８ Unit 10 Vacation A Trip to Mexico and Europe 

９ Unit 11 Life Stories Early Memories 

10 Unit 11 Life Stories Life in Canada 

11 Unit 12 Hopes and Intentions Talking About Hopes and Dreams 

12 Unit 12 Hopes and Intentions Talking About Hopes and Dreams 

13 Unit 12 Hopes and Intentions Talking Future Intentions 

14 Unit 7-12 Review Review Unit 7-12 

15 Final Examination  

 
 

【使用教材】 

◇ Breakthrough Plus １, 

 

 
by Miles Cravan, 

 

 
Macmillan Education, 

ISBN：978-1-786-32933-2 

Dictionary 

Printouts of activity 

 
【履修条件等】 

◇ やる気があり、教科書と辞書があり、積極的に会話に参加する意志があること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料を熟読し、単語など意味がわからない個所を調べておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ 
 

タカハタ カズミチ 

髙畑 一路 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「基礎英語Ⅰ」に引き続き、「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」という４つの観点から、英語

をバランスよく総合的に身につけることを目標とする。同時に、英語圏の文化、思想、習慣

等を理解するようにしたい。基本的には教科書に沿って授業を進めていくが、受講者のレ

ベル、興味などにしたがって、プリント教材を追加する。なお、前学期の進度具合によっ

て開始時の内容が前後することもあるので、受講者は「基礎英語Ⅰ」のシラバスにも目を

通しておくこと。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英語で簡単な会話 

をすることができ

るようになること 

授業中に行うペアワークによって評価。教科書の 

課題を利用して、会話の基本パターンを覚えるこ

と。 

 
 

10％ 

リスニング力を身

につけること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題で聞かされる

英語を正しく聞き取れるようになること。 

 
 

20％ 

基礎文法を身につ

けること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題で聞かされる

文法問題を解けるようになること。 

 
 

30％ 

読解力を身につけ

ること 

授業中に行う演習課題および中間・期末試験によ 

って評価。教科書の課題や試験問題にある英文の

内容を正しく理解できるようになること。 

 
 

40％ 

評価の方法 授業数３分の２以上の出席を前提として、授業態度および授業貢献度20％、 

中間試験40％、期末試験40％ 



- 175 -  

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Unit ７ I'm Sure He’ll Understand 

２ Unit ７ I'm Sure He’ll Understand 

３ Unit ８ I'll Remember That 

４ Unit ８ I'll Remember That 

５ Unit ９ Hiro Forgot 

６ Unit ９ Hiro Forgot 

７ Midterm Exam 中間試験 

８ Unit 10 How Have You Been? 

９ Unit 10 How Have You Been? 

10 Unit 11 While They're Here 

11 Unit 11 While They're Here 

12 Unit 12 How Was Tennis? 

13 Unit 12 How Was Tennis? 

14 Unit 13 What Do You Mean? 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ English First Basic （著者：Robert Hickling, 

 

 
Misato Usukura） 出版社：金星堂 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の該当箇所に目を通し、知らない英単語・熟語があったら覚えておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に必ず辞書を持参すること（電子辞書可）。 

◇ 指定された教科書を初回の授業までに必ず購入すること。教科書を所有していない学

生の受講は許可しない。 

◇ 追加教材に関しては開講時に指示する。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

基礎英語Ⅱ 
 

ワ タ ナ ベ キ ミ ヨ 

渡邉 きみ代 

Basic English II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「基礎英語Ⅰ」で学習した内容を、さらに深めることを目的としている。 

引き続き、基礎的な文法、語彙を学び、「読む」「書く」「聞く」「話す」能力を育てること

を目標とします。語彙力をつけるために毎回クイズをします。 

覚えておくと便利な言葉、将来役に立つ表現などを楽しく学びます。伝え合うことので

きる英語を身につけましょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

単語、文法の習得 授業内の発言、確認テストによって評価。 25％ 

自分の考えを英語 

で書ける 

確認テストによって評価。  

25％ 

正しく聞き取れる 授業内のリスニングによって評価。 25％ 

各テーマに沿って

自分の意見を述べ 

ることができる 

授業内のペアワークやロールプレイへの参加の積

極性によって評価。 

 
 

25％ 

評価の方法 上記項目の学習目標を期末試験で60％の換算とし、課題、発表40％で評価

する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ It Won't Hurt 進行形 

２  テーマ：日常生活 

３ I Feel Healthy 時と場所を表す前置詞 

４  テーマ：健康的な食事 

５ Small Talk 未来形 

６  テーマ：予定をたてる 

７ 中間テスト  

８ Weight Down ～ 現在完了形 

９  テーマ：経験、継続、完了 

10 It's Nice … And 比較級、最上級 

11  テーマ：身のまわりのもの 

12 A New Look 接続詞 

13  テーマ：性格 

14 復習  

15 総括・達成度確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：English Aid 

 
 
著者：Robert Hickling ／ Misato Usukura 

 
 
金星堂 

ISBN 978-4-7647-4036-5 

その他、補助教材をプリントで使用。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 英語の能力を習得することを希望し、積極的に授業に参加すること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示された場合は必ず事前に行うこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 教科書を持ってこないこと、授業時間内の携帯電話の使用、私語などは減点の対象と

なる。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

基礎英語Ⅱ（再履修） 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

Basic English II  (Repeaters) 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

基礎的な文法と語彙の習得を目的としたテキストを使って学習を進めていきます。英文

和訳、和文英訳、部分作文などの問題を通じて文法の復習をします。教科書は15ユニット

に渡って、アメリカに留学中の日本人学生の日常生活を描いています。辞書を使って読み

進めていきましょう。語彙力をつけるために、単語や熟語のテストを実施します。通じる

英語を目指して、発音指導を行います。 

使用教材は年度の始めに購入しておくようにしてください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

主語や動詞などの 授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。  

英文の構成素の働 テストの合格点は６割以上。  

30％ 
きについて区別で   

きる   

200語程度の英文を 

読んで理解できる。 

授業中の発言、確認テスト・本試験で評価する。 

テストの合格点は６割以上。 

 

30％ 

各章に配されてい 語彙テストで評価する。  

る単語と派生語の 正確に綴りを書くことができること。  

20％ 
意味を覚え、書け   

るようにする   

音声CDで発音練 授業中の発話から評価する。  

習を繰り返し、正 内容が相手に伝わるように、はっきりと発音でき  

20％ 
しい発音を身につ ること。  

ける   

評価の方法 本試験50％、語彙テスト20％、授業での発言など30％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 動名詞・不定詞 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

２ 動名詞・不定詞 文法演習 

３ 未来形 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

４ 比較級・最上級 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

５ 比較級・最上級 文法演習 

６ これまでのまとめと中間試験 演習と解説 

試験 

７ 達成度の確認 中間試験の解説 

８ 現在完了形 英文を読み内容を理解する。英問英答 

９ 現在完了形 文法演習 

10 従位接続詞 英問英答。文法演習 

11 受動態 英問英答。文法演習 

12 関係詞 英文を読み、内容を理解する。英問英答 

13 関係詞 文法演習 

14 総まとめ 演習と解説 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ Reading Links 

Robert Hickling / Misato Usukura 著 金星堂 
 
 

【履修条件等】 

◇ 基礎英語は選択必修科目です。教室で英語を基礎から学習する最後の機会です。 

◇ 辞書を持参すること（電子辞書可）。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示されたホームワークをやってくること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 使用教材を必ず準備してください。講義は９月からですが、４月に教材を購入して 

おくこと。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

日本語Ⅰ（留学生科目） 
 

シ オ タ ニ ユ ミ コ 

塩谷 由美子 

Japanese Language I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

大学での学習活動に必要な文章能力を身につけることを目標にする授業である。まず、

文構成や句読点、記号など、基本的な文章作法を学習する。文単位、段落単位の表現を学

び、意見文・評論文・説明文など種類別にある程度の長さの文章構成を練習する。さらに、考

えたことを論理的構成で文章にまとめる方法など、レポート作成にも役立つ基礎知識を身

につける。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基本的な文章作法 

を身につける 

基本的な表記の方法、文体の統一、句読点や記号 

の使い方、文単位の正確さなどを評価する。 

 

20％ 

種類別の文章構成 与えられたテーマに沿って、意見文、説明文、評  

を身につける 論分などの指定された種類の文章構成ができてい  

40％ 
 るか否かを評価する。わかりやすさや論理性、根  
 拠や反論の効果的な使い方も評価する。  

考えたことを論理 課題に対して、さまざまな角度から思考し、デー  

的に文章にまとめ タを使って根拠を示しながら考えを論理的にまと  

40％ 

る方法を身につけ めることができるかどうかを評価する。  

る   

評価の方法 課題の内容により評価する。 

学期の３分の１を越えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業計画と評価の説明 

２ 基本的な文章作法(１) 文章の基本(１) 

３ 基本的な文章作法(２) 文章の基本(２) 

４ 文体 文体と表現レベル 

５ 文章 文章構成 

６ 段落 段落構成 

７ 意見文 意見文と事実文の区別 

８ 意見文 意見文の構成と練習 

９ 説明文 説明文の構成 

10 説明文 説明文の練習 

11 論理的文章 論理的文章構成 

12 論理的文章 データ活用と根拠の提示 

13 論理的文章 論理的文章作文 

14 論理的文章 論理的文章推敲 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：友松悦子『小論文の12のステップ』スリーエーネットワーク 

 

 

【履修条件等】 

◇ 意欲を持って学習に取り組み、課題を期限までに提出すること。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ その都度授業内で指示する。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 授業外で文章の練習をする時間が必要になるので、必要に応じて課題を課す。

課題は指定された授業の日に提出すること。それ以外は加点しない。 

◇ 上記の授業計画は受講人数や既習レベルなどを勘案して変更することがある。 



- 182 -  

外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

英語Ⅰ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

English Reading & Writing(Basics) I 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この授業では、350語前後の題材を、なるべく日本語を介さず読み進める練習をします。

わからない単語は文脈からの推測を試みます。それでも意味がわからない場合は、必ず辞

書で確認することが大切です。ライティングは、文構造、基本的文法事項を理解し、理解

を定着させるための練習問題をくり返します。 

また、音読にも時間をかけて、正確に読む練習をする予定です。 

 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

350語程度の読み物 

の主旨、大意を把

握できる 

授業での発言、提出物によって評価。わからない 

単語は文脈から推測できるか。提出物の場合、辞

書で調べて正確に理解しているかどうか。 

 
 

30％ 

本文でとり上げら

れたトピックにつ

いて意見交換をす 

る 

ペア、グループ、またはクラスでの発言によって

評価。発言は英語と日本語が混在していても可。

発言内容を評価する。 

 

 
20％ 

文の語順、品詞、 

時間表現などにつ

いて理解している 

教科書の練習問題、パラグラフライティングによ

って評価。パラグラフライティングは、A（優） 

／ B（良）／C（可）で評価。 

 
 

30％ 

外国人が聞いても 

理解できる発音で

英文が読める 

自分の発音を録音し、聞き取りにくいと思われる 

音を確認できる。確認できた音の修正をして音読

練習を繰り返す。 

 
 

20％ 

評価の方法 本試験60％、課題他40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業概要説明、読解力確認テスト 

２ What is the best way to keep fit and 
healthy?① 

Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

３ ② 英問英答／日本語訳／音読練習 

４ WRITING Modals 

５ Medical Trials① Vocabulary/内容理解問題/音読練習 

６ Medical Trials② 英問英答／日本語訳／音読練習 

７ WRITING Nouns・Articles 

８ 試験 学習達成度の確認テストを実施する 
９ Fighting the Flu① Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

10 Fighting the Flu② 英問英答／日本語訳／音読練習 

11 WRITING Nouns・Pronouns 

12 Penicillin① Vocabulary／内容理解問題／音読練習 

13 Penicillin② 英問英答／日本語訳／音読練習 

14 WRITING Adjectives 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ Reading for Speed and Fluency ４ (Second Edition) 

著者：Paul Nation, Marcus Benevides, James Broadbridge, Joseph Siegel 

出版社：Compass Publishing 
 

 

【履修条件等】 

◇ 「英語Ⅰ」は英語初学者向けではありません。基礎力があり、さらに英語力を伸ばし

たい学生が履修してください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示された教科書部分を読み、大意を把握して授業に臨んでください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 初回の授業で読解力をみるため簡単なテストを行います。 

◇ 円滑なグループ学習・ペア読みのため、座席を指定することがあります。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

英語Ⅱ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

English Reading & Writing(Basics) II 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

この授業では、350語前後の題材を、なるべく日本語を介さず読み進める練習をします。

わからない単語は文脈からの推測を試みます。それでも意味がわからない場合は、必ず辞

書で確認することが大切です。 

ライティングは、文構造、基本的文法事項を理解し、理解を定着させるための練習問題

をくり返します。各章の最後では文をつなげて１つのパラグラフを書き上げることができ

るようになります。音読にも時間をかけて、正確に読む練習をする予定です。 

また、指定テキストとは別にプリント教材を使うことがあります。 

本講義は「英語Ⅰ」の続きです。使用教材は年度の始めに購入するようにしてください。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

350語程度の読み物

の主旨、大意を把 

握できる 

授業での発言、提出物、本試験によって評価。わ

からない単語は文脈から推測できるか。提出物の 

場合、辞書で調べて正確に理解しているかどうか。 

 
30％ 

本文でとり上げら

れたトピックにつ

いて意見交換をす 

る 

ペア、グループ、またはクラスでの発言によって

評価。発言は英語と日本語が混在していても可。

発言内容を評価する。 

 

 
20％ 

文の語順、品詞、 

時間表現などにつ

いて理解している 

教科書の練習問題、パラグラフライティング、本 

試験によって評価。パラグラフライティングは、

A（優）／B（良）／C（可）で評価。 

 
30％ 

外国人が聞いても 

理解できる発音で

英文が読める 

自分の発音を録音し、聞き取りにくいと思われる 

音を確認できる。確認できた音の修正をして音読

練習を繰り返す。 

 
20％ 

評価の方法 本試験60％、課題他40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業概要説明、読解力確認テスト 

２ READING① Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

３ READING① 英問英答／日本語訳／音読練習 

４ WRITING READING①の内容に沿ったテーマについて書く 
５ パソコン(WORD)を使って清書 パソコンルームでパラグラフライティングの原稿を 

清書し、プリントアウトして提出する 

６ READING② Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

７ READING② 英問英答／日本語訳／音読練習 

８ WRITING READING②の内容に沿ったテーマについて書く 
９ パソコン(WORD)を使って清書 パソコンルームでパラグラフライティングの原稿を 

清書し、プリントアウトして提出する 

10 READING③ Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

11 READING③ 英問英答／日本語訳／音読練習 

12 WRITING READING③の内容に沿ったテーマについて書く 

13 READING④ Vocabulary ／内容理解問題／音読練習 

14 READING④ 英問英答／日本語訳／音読練習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ Reading for Speed and Fluency ４ (Second Edition) 

著者：Paul Nation, Marcus Benevides, James Broadbridge, Joseph Siegel 

出版社：Compass Publishing 
 
 

【履修条件等】 

◇ 「英語Ⅱ」は英語初学者向けではありません。基礎力があり、さらに英語力を伸ばし 

たい学生が履修してください。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指示された教科書部分を一読し、大意を把握して授業に臨んでください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 円滑なグループ学習・ペア読みのため、座席を指定することがあります。 

◇ 教科書は年度の始め（４月）に購入しておくようにしてください。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

英語Ⅲ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

English Reading & Writing (Intermediate) III 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

今年度の英語Ⅲは「英語を書くこと」を中心に進めていく予定です。短くても正確な英

文を作る練習を積み重ね、最終的にはある程度の長さのパラグラフが書けることを目指し

ます。「英語を読む」教材には英字新聞など時事的なものを利用する予定です。音読も英

語Ⅰ・Ⅱに引き続き、繰り返し練習します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英文を読むために

必要な文法、単語

についての知識を 

習得する 

小テスト、提出物によって評価する。

中間試験、本試験によって評価する。 

 

 
30％ 

350字程度の英文の

内容を、初見でお 

およそ把握できる 

授業中の応答、発言によって評価する。

中間試験と本試験で評価する。 

 
 

20％ 

なめらかに読む。

相手に伝わる英語 

音読を習得する 

意味のまとまりを意識しているか。音のつながり

を意識し、子音を読むときは母音が入らないよう 

に読めるか。授業中の音読練習で評価する。 

 
 

10％ 

単純な内容であれ

ば、論理的な短い 

英文で表現できる 

学期始めと学期終わりに書いた英文を比べ、どの

程度作文力が向上したかによって評価する。 

 
 

40％ 

評価の方法 本試験50％、小テスト、平常点（提出物を含む）50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業の概要説明など 

２ Modals① 教科書の問題を解きながらcan, could, mightなどの用 

法を理解する 

３ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

４ Modals② 教科書の問題を解きながらshould, must, have toなどの

用法を理解する 

５ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

６ Nouns & Articles 教科書の問題を解きながら、名詞と冠詞についての

文法を確認する 

７ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

８ 中間試験 学習達成度の確認 

９ Nouns & Pronouns 教科書の問題を解きながら、名詞と代名詞について

の文法を理解する 

10 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

11 Adjectives 教科書の問題を解きながら形容詞の使い方を理解す

る 

12 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

13 Adverbs 教科書の問題を解きながら副詞の使い方を理解する 

14 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

※ ４回目以降のテーマは、順番が変わることがあります。 
 

【使用教材】 

◇ Writing Bright ２ 著者：E. J. Lewis 出版社：Compass Publishing 

 

【履修条件等】 

◇ 英語に対する学習意欲があり、課題（ホームワーク）に取り組むことを優先できる人。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業で指示します。毎回60分程度の時間をかけて英語を学習してください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 全出席を心がけてください。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

英語Ⅳ 
 

ア ベ マ キ コ 

阿部 牧子 

English Reading & Writing (Intermediate) IV 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

今年度の英語Ⅳは「英語を書くこと」を中心に進めていく予定です。短くても正確な英

文を作る練習を積み重ね、最終的にはある程度の長さのパラグラフが書けることを目指し

ます。「英語を読む」教材には英字新聞など時事的なものを利用する予定です。音読も英

語Ⅲに引き続き、繰り返し練習します。 

「英語Ⅳ」は「英語Ⅲ」と同じ教材を使います。使用教材は年度の始め（４月）に購入

しておくようにしてください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

英文を読むために

必要な文法、単語

についての知識を 

習得する 

小テスト、提出物によって評価する。

中間試験、本試験によって評価する。 

 

 
30％ 

350字程度の英文の

内容を、初見でお 

およそ把握できる 

授業中の応答、発言によって評価する。

中間試験と本試験で評価する。 

 
20％ 

なめらかに読む。

相手に伝わる英語

音読を習得する 

意味のまとまりを意識しているか。音のつながり

を意識し、子音を読むときは母音が入らないよう

に読めるか。授業中の音読練習、音声ファイル提 

出で評価する。 

 

 
10％ 

単純な内容であれ

ば、論理的な短い 

英文で表現できる 

学期始めと学期終わりに書いた英文を比べ、どの

程度作文力が向上したかによって評価する。 

 
40％ 

評価の方法 本試験50％、小テスト、平常点（提出物を含む）50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ   内 容 

１ オリエンテーション 授業概要説明 

２ Modals① 教科書の問題を解きながらcan, could, mightなどの用

法を理解する 

３ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

４ Modals② 教科書の問題を解きながらshould, must, have toなどの

用法を理解する 

５ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 

６ Nouns & Articles 教科書の問題を解きながら、名詞と冠詞についての

文法を確認する 

７ パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 
８ 中間試験 学習達成度の確認 

９ Nouns & Pronouns 教科書の問題を解きながら、名詞と代名詞について

の文法を理解する 

10 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 
11 Adjectives 教科書の問題を解きながら形容詞の使い方を理解す

る 

12 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 
13 Adverbs 教科書の問題を解きながら副詞の使い方を理解する 

14 パラグラフライティング 与えられたテーマについて短い文章を書く練習をす

る 
15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

※４回目以降のテーマは順番が変わることがあります 
 

【使用教材】 

◇ Writing Bright ２ 著者 ：E. J. Lewis  出版社：Compass Publishing 
 

【履修条件等】 

◇ 英語に対する学習意欲があり、課題（ホームワーク）に取り組むことを優先できる人。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業で指示します。毎回60分程度の時間をかけて英語を学習してください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 全出席を心がけてください。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

TOEIC Ⅰ 
 

イトウ マ リ 

伊藤 満里 

TOEIC I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業は、TOEIC Listening & Reading テストを将来受験したいと考えている学生や 

英語によるコミュニケーション力を伸ばしたいと考えている学生を対象とします。授業で 

は、そのために必要な英語運用能力を伸ばすために、基本的な重要語句の学習と聴き取り、 

読解や文法の練習問題に取り組みます。 
 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

語彙力を身につけ 

ること 

授業内の語彙テストによって評価する。 

各ユニットに記載されている頻出語句の意味が分 

かる。 

 

10％ 

 

基本的な文法事項 

を学習すること 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価す 

る。 

確認テストや期末試験の文法問題が解けるように 

なる。 

 
 

30％ 

読解力を身につけ 

ること 

 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価 

する。読解問題の設問を理解し、正しく解答でき 

る。 

 
 

30％ 

リスニング力を身 

につけること 

 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価す 

る。リスニング問題の設問を理解し、正しく解答 

できる。 

 

30％ 

評価の方法 期末試験30％、確認テスト30％、語彙テスト10％、授業への取り組み 

方30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業概要と授業方針の説明、 

TOEICテスト概要、テキスト紹介、評価方法、学習 

方法 

２ Unit １ Travel 品詞①：名詞（単数形・複数形） 

３ Unit １ Travel リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

４ Unit ２ Dining Out 品詞②：形容詞（名詞修飾、補語） 

５ Unit ２ Dining Out リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

６ Unit ３ Shopping 品詞③：副詞（動詞修飾） 

７ Unit ３ Shopping リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

８ Unit ４ Entertainment 時制（現在・過去・未来） 

９ Unit ４ Entertainment リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

10 Unit ５ Advertising 3単現のs 

11 Unit ５ Advertising リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

12 Unit ６ Events 能動態・受動態 

13 Unit ６ Events リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

14 Unit １-６ まとめ 総復習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇  Score Booster For The TOEIC L&R Test: Beginner  早川幸治・岸洋一著  金星堂 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指定された演習問題について、語彙の意味を調べること等をしながら各自解答を準

備すること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 指定されたテキストを初回の授業までに購入すること。 

◇ 授業に辞書を持参すること（電子辞書可）。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

TOEIC Ⅰ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

TOEIC I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

このクラスは、実用的な英語を身につけてコミュニケーション力をアップしたいと考え 

ている学生、いずれは TOEIC テストに挑戦したいと考えている学生を対象に、TOEIC の 
 

基礎的な部分のトレーニングを中心に授業を進めていきます。 

TOEIC はリスニング45分、リーディング75分の試験です。 
 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

TOEIC テストに出

題される頻度の高 

い単語を習得する 

おもに単語テストによって評価する。語彙問題の

パターンを把握し、頻出語彙をマスターする。 

 
 

30％ 

TOEIC テストに必

要とされる英文読 

解力を養う 

本試験その他によって評価。文法事項の基本パタ

ーンを把握し、読解問題の基本的な設問を理解し、 

解答できること。 

 
 

30％ 

TOEIC テストに必

要な 「聴き取り」 

ができる 

本試験その他によって評価。パート1からパート3 

の各問題の設問の内容を理解し、正解に必要な情 

報を聞き取ることができること。 

 
 

30％ 

模擬試験のスコア 

アップ 

学期始めと学期末の本試験を比較して(難易度考 

慮)、評価する。 

 

10％ 

評価の方法 本試験50％、平常点(単語テストを含む)50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Orientation 授業の進め方、評価基準等の説明 

２ Introduction 模擬テストと解説 

３ Activity １ Shopping (grammar, auxiliaries) 

４ Activity ２ Shopping (grammar, auxiliaries) 

５ Activity ３ Transportation (grammar, progressives) 

６ Activity ４ Transportation (grammar, progressives) 

７ Activity ５ Travel (grammar, verb) 

８ Activity ６ Travel (grammar, verb) 

９ Activity ７ Restaurant (grammar, perfect tenses) 

10 Activity ８ Restaurant (grammar, perfect tenses) 

11 Activity ９ Health (grammar, tense agreement) 

12 Activity 10 Health (grammar, tense agreement) 

13 Activity 11 In the Office (grammar, tag & negative questions) 

14 Activity 12 In the Office (grammar, tag & negative questions) 

15 Examination 本試験 

 

【使用教材】 

◇ Longman Preparation Series for the TOEIC Test (Introductory Course) 

出版社：Pearson Education 

ISBN-13：978-0-13-286148-9 
 
 

【履修条件等】 

◇ 将来的にはTOEIC テストを受験したいと考えている人。 

◇ 英語を聞いて理解できるようになるため、努力を惜しまない人。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書に自習用のCDが添付されているので、指示された部分を聴いてくる。

レッスンごとに単語テストをするので、その勉強。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

TOEIC Ⅱ 
 

イトウ マ リ 

伊藤 満里 

TOEIC II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業は、TOEIC Listening & Reading テストを将来受験したいと考えている学生や 

英語によるコミュニケーション力を伸ばしたいと考えている学生を対象とします。授業で 

は、そのために必要な英語運用能力を伸ばすために、基本的な重要語句の学習と聴き取り、 

読解や文法の練習問題に取り組みます。 
 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

語彙力を身につけ 

ること 

授業内の語彙テストによって評価する。 

各ユニットに記載されている頻出語句の意味が分 

かる。 

 

10％ 

 

基本的な文法事項 

を学習すること 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価す 

る。 

確認テストや期末試験の文法問題が解けるように 

なる。 

 
 

30％ 

読解力を身につけ 

ること 

 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価 

する。読解問題の設問を理解し、正しく解答でき 

る。 

 
 

30％ 

リスニング力を身 

につけること 

 

授業内の確認テスト・期末試験によって評価す 

る。リスニング問題の設問を理解し、正しく解答 

できる。 

 

30％ 

評価の方法 期末試験30％、確認テスト30％、語彙テスト10％、授業への取り組み 

方30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Unit ７ Daily Life 動詞の後ろの動名詞・不定詞（定型表現） 

２ Unit ７  Daily Life リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

３ Unit ８ Media 代名詞（主格・所有格・目的格） 

４ Unit ８  Media リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

５ Unit  ９  Recruiting 比較（比較級、最上級） 

６ Unit  ９  Recruiting リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

７ Unit 10 Production & Sales 前置詞（理由・譲歩、定型表現） 

８ Unit 10 Production & Sales リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

９ Unit 11 Meetings 接続詞（理由・譲歩） 

10 Unit 11 Meetings リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

11 Unit 12 Offices 前置詞・接続詞対比 

12 Unit 12 Offices リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

13 Unit  13 Personnel 関係代名詞（主格、所有格） 

14 Unit 13 Personnel リスニング、穴埋め、訳、シャドウイング 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇  Score Booster For The TOEIC L&R Test: Beginner  早川幸治・岸洋一著  金星堂 

 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 指定された演習問題について、語彙の意味を調べること等をしながら各自解答を準

備すること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 指定されたテキストを初回の授業までに購入すること。 

◇ 授業に辞書を持参すること（電子辞書可）。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

TOEIC Ⅱ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

TOEIC II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

このクラスは、実用的な英語を身につけてコミュニケーション力をアップしたいと考え 

ている学生、いずれは TOEIC テストに挑戦したいと考えている学生を対象に、TOEIC の 
 

基礎的な部分のトレーニングを中心に授業を進めていきます。 

TOEIC はリスニング45分、リーディング75分の試験です。 
 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

TOEIC テストに関

する基礎的な単語 

力を身につける 

おもに単語テストによって評価する。語彙問題の

パターンを把握し、頻出語彙をマスターする。 

 
 

30％ 

TOEIC テストに必

要とされる英文読 

解力を養う 

本試験その他によって評価。文法事項の基本パタ

ーンを把握し、読解問題の基本的な設問を理解し、 

解答できること。 

 
 

30％ 

TOEIC テストに必

要な 「聴き取り」 

ができること 

本試験その他によって評価。パート１からパート

３の各問題の設問の内容を理解し、正解に必要な 

情報を聞き取ることができること。 

 
 

30％ 

模擬試験のスコア 

が上がること 

学期始めと学期末の本試験を比較して(難易度考 

慮)、評価する。 

 

10％ 

評価の方法 本試験50％、平常点(単語テストを含む)50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Orientation 授業の進め方、評価基準等の説明 

２ Lesson １ Business and Sales (grammar, negations) 

３ Lesson ２ Business and Sales (grammar, negations) 

４ Lesson ３ Media/News (grammar, infinitives & gerunds) 

５ Lesson ４ Media/News (grammar, infinitives & gerunds) 

６ Lesson ５ Economy (grammar, participles) 

７ Lesson ６ Economy (grammar, participles) 

８ Lesson ７ Advertisements (grammar, passive voice) 

９ Lesson ８ Advertisements (grammar, passive voice) 

10 Lesson ９ Politics (grammar, pronouns & adverbs) 

11 Lesson 10 Politics (grammar, pronouns & adverbs) 

12 Lesson 11; Environment (grammar, subjective mood) 

13 Lesson 13 Environment (grammar, subjective mood) 

14 Examination 本試験 

15 Examination 本試験 (試験問題の解説) 

 

【使用教材】 

◇ Longman Preparation Series for the TOEIC Test (Introductory Course) 

出版社：Pearson Education 

ISBN-13：978-0-13-286148-9 
 
 

【履修条件等】 

◇ 将来的にはTOEIC テストを受験したいと考えている人。 

◇ 原則として、「TOEIC Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書に自習用のCDが添付されているので、指示された部分を聴いてくる。

レッスンごとに単語テストをするので、その勉強。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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外国語科目                       イベントプロデュース学科  履修対象：１～４年生 
 

フランス語Ⅰ 
 

ノ グ チ ケ イ コ 

野口 恵子 

French I 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

フランス語に慣れ親しむ。基礎的な語彙、表現、文法、発音を学んで、口頭および文章

による自己紹介や、簡単な会話ができるようになることを目指す。入門期の外国語学習は、耳、

口、目、手、そして頭も使う、いわば全身運動である。まずはフランス語を繰り返し聞き、

声に出して言ってみよう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基礎的なフランス

語を聞いて理解す

る能力を身につけ 

る 

数字、単語、表現の聞き取りテストを行う。CD 

等で会話を聞き、大意を理解しているか問う。 

 
 

30％ 

自己紹介をはじめ、

身近な話題につい

て話す能力を身に 

つける 

口頭表現において、基本的な発音、語彙、文法の

知識が生かされているかを見る。会話形式の練習、

会話テストを実施する。 

 
 

30％ 

簡単なフランス語

で書かれた文を読

んで理解する能力 

を身につける 

挨拶、自己紹介、日常会話を文字化したものを読

み、まず、大意が取れているか、その後、さらに

細かく理解しているか見る。 

 
 

20％ 

書き取り、短文作

成から始め、身近

な話題について文

章で表現する能力 

を身につける 

文字・表記の正確さを問う書き取りテストを行う。

習った単語や表現を使って、自分のこと、自分が

興味を持っていることに関して短い作文を書く。 

 

 
 

20％ 

評価の方法 定期試験（聞き取り、書き取り、語彙、文法、作文等）50％、平常点（授

業への参加度、宿題提出、音読テスト、ディクテーション）50％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ ０課イントロダクション アルファベ、綴りと発音、綴り字記号、挨拶 

２ １課不定冠詞、定冠詞、 

数字 

「あそこにタワーがあります」「あれがエッフェル塔です」 

３ １課規則動詞（-er） 「私はパリを訪れます」 

４ １課会話、２課動詞 être 「こんにちは、パリ」「私は学生です」 

５ ２課依頼の表現 「コーヒーを１つお願いします」 

６ ２課所有形容詞、会話 「これは私のスーツケースです」「ホテルで」 

７ ３課動詞avoir 「私は辞書を持っています」 

８ ３課形容詞、可能の表現 「これはおいしいです」「予約することができますか」 

９ ３課会話、４課動詞 aller 「レセプションで」「私はパリへ行きます」 

10 ４課動詞venir、否定文 「私は東京に来ます」「私は東京に住んでいません」 

11 ４課命令文、会話 「行きなさい」「銀行で」 

12 ５課前置詞 à ＋定冠詞の 

縮約、疑問代名詞que 

「カフェオレ」「これは何ですか」 

13 ５課動詞prendre 「私は写真を撮ります」 

14 ５課動詞faire、会話 「私は料理します」カフェで 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 瀬戸秀一・瀬戸和子著『街かどのフランス語（三訂版）』朝日出版社、2016年 
 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくになし。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に積極的に参加すること。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

フランス語Ⅰ 
 

ミ ト ミ ユ ウ コ 

三冨 祐子 

French I 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

全く初めてフランス語を学ぶ者を対象にゼロから始め、初対面を想定しての自己紹介や

好みなどを尋ね合うことができることを目指します。VTR（インターネットでアクセス可

能）で自然な会話に触れ、文法理解と練習問題等を行った後、ペア・グループで実践的な

会話の練習をします。各課終了後、ポイントをまとめたプリントを使用し充分復習します。

「フランス語Ⅱ」と合わせて履修することで、仏検５級受験に必要な知識を得ることができる

ようにします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

フランス語を読み、

理解し、正しく発

音できるようにす 

る 

授業中の音読、発話と学期末の口頭試験で評価。

フランス語特有の発音や、綴り字の読み方、イン

トネーションの付け方等、フランス人に意思が伝 

わるフランス語であるか否かを評価基準とする。 

 

 
20％ 

フランス語を聞き、

理解できるように

する 

授業中の質問に対する回答と小テスト、学期末の

口頭試験で評価。数字（値段・年齢等）の聞き取

り、学習した基本的なフランス語を耳で聞いて理 

解し返答ができるか否かを評価基準とする。 

 

 
10％ 

基本的な文法を理

解し、語彙を覚え 

る 

授業中の設問に対する回答と、学期末の筆記試験

で評価。基本的な（仏検５級程度）文法と語彙を 

理解し暗記できているかを評価基準とする。 

 
50％ 

フランス語でコミ

ュニケーションを 

とる 

授業中のペア練習への参加の積極性、学期末の口

頭試験で評価。状況に即し、自然な流れで会話が 

できているか否かを評価基準とする。 

 
20％ 

評価の方法 ８割以上の出席と、口頭試験、筆記試験を受けることを前提に、筆記試験

60％、口頭試験20％、課題提出10％、平常点10％で評価します。詳細につ

いては初回授業で説明します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ＜フランスについて＞ ・アルファベ、綴り字の読み方 

２ ＜フランス語の発音＞ ・フランス語10単語を覚える 

３ Leçon １＜自己紹介１＞ 

・挨拶 

・主語人称代名詞と動詞être 
・「はじめまして、私の名は～です」 

 ・名前、国籍を言う ・「私は／彼（女）は～人です」 
  ・数1～10 

４ 
５ 

Leçon ２＜自己紹介２＞ 
・職業を言う 

・規則動詞 habiter 住む 
・「私は学生です」「彼は俳優です」 

 ・住んでいる所を言う ・「私は～に住んでいます」 
  ・数11～20 

６ 

７ 

Leçon ３ ＜カフェで＞ 

・カフェで注文し、支払いをする 

・飲み物、食べ物の名と冠詞 

・否定形「私は～人ではない」 
 ・何語を話すか言う ・規則動詞 parler「話す」の活用 

・数30～60 ・～ユーロ 

８ 
９ 

Leçon ７＜好みを言う＞ 
・好みを尋ねる 

・動詞 aimer 
「音楽・スポーツ・～料理が好きです」

程度を言う「大好きです」 

「あまり好きではありません」 

・aimer の後の名詞につく定冠詞 

・「高田馬場には～がある」 

 ・何が好きか尋ねる 

 
・Il y a ～ 「～がある」 

10 Leçon ４＜兄弟姉妹について＞ ・動詞 avoir 「ペンを持っている？」 

11 ・～を持っているか、尋ねる 「兄がひとりいます」 

12 ・兄弟がいるかを言う ・avoir の否定形「持っていない」 
 ・年齢を言う ・疑問文Est-ce que ～「～ですか？」 
  ・「私は～歳です」 

13 口頭試験および解説 ・授業中練習した自己紹介（名前、国籍、職業、 
言語)、音楽、スポーツの好みを尋ね合う 

14 Leçon １～４, Leçon ７の総復習 復習プリントを使用 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 
の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 
◇ Café Français カフェ・フランセ 

著者：Nicolas Gaillard 他 出版社：朝日出版社 

ホームページ http://cafefrancais.cocolog-nifty.com/hp/ 
 

【履修条件等】 

◇ フランスまたはフランス語に興味があること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 
◇ 授業での学習事項を復習しておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 全出席を心がけること。 

http://cafefrancais.cocolog-nifty.com/hp/
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

フランス語Ⅱ 
 

ノ グ チ ケ イ コ 

野口 恵子 

French II 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

「フランス語Ⅰ」に続き、基礎的な語彙や文法の知識を身につけるとともに、コミュニ

ケーション能力をのばすことを目的とする。聞こえてきたフランス語を繰り返して言う練

習、聞いて書き取る練習、テキストを声に出して読む練習を行う。身近な話題、興味のあ

る話題について、口頭および文章で的確に表現できるようにする。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基礎的なフランス

語を聞いて理解す

る能力を身につけ 

る 

語句の聞き取りテストを行う。CD 等で会話を聞

き、大意を理解しているか問う。 

 

 
30％ 

身近な話題につい

て話す能力を身に 

つける 

口頭表現において、基本的な発音、語彙、文法の

知識が生かされているかを見る。会話形式の練習、 

会話テストを実施する。 

 
 

30％ 

基本的なフランス

語で書かれた文を

読んで理解する能 

力を身につける 

テキストの会話文を読み、まず、大意が取れてい

るか、その後、さらに細かく理解しているか見る。 

 

 
20％ 

身近な話題につい 

て文章で表現する

能力を身につける 

文字・表記の正確さを問う書き取りテストを行う。 

習った単語や表現を使って、自分のこと、自分が

興味を持っていることに関して短い作文を書く。 

 
 

20％ 

評価の方法 定期試験（聞き取り、書き取り、語彙、文法、作文）50％、平常点（出席、

授業への参加度、宿題提出、音読・ディクテーション・会話・和訳・仏訳

小テスト）50％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ５課動詞 faire、会話、６課疑 

問副詞 

「いくらですか」「何歳ですか」「いつ出発しますか」 

２ ６課月名、時刻表現 「今何時ですか」 

３ ６課丁寧な要求の表現、会話 「バレエを見たいのですが」「オペラ座で」 

４ ７課比較の表現 「これはあれより値段が高いです」 

５ ７課目的語人称代名詞 「私はあなたを愛しています」 

６ ７課色の形容詞、会話 「ピンクのドレス」「洋品店で」 

７ ８課最上級、代名動詞 「町で一番大きいホテルです」「彼女はマリーといい 

ます」 

８ ８課非人称構文 「出発しなければなりません」 

９ ８課会話、９課規則動詞（-ir） 「地下鉄に乗る」「私は仕事を終えます」 

10 ９課複合過去① 「私はルーブル美術館を見学しました」 

11 ９課会話 「レストランで」 

12 10課複合過去② 「私はフランスへ行きました」 

13 10課近い未来と近い過去 「明日出発するつもりです」「ここに着いたばかりで 

す」 

14 10課会話 「旅行案内所で」 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 瀬戸秀一・和子著『街かどのフランス語（三訂版）』朝日出版社、2016年 
 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくになし。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に積極的に参加すること。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

フランス語Ⅱ 
 

ミ ト ミ ユ ウ コ 

三冨 祐子 

French II 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

「フランス語Ⅰ」を修了、または相当のフランス語の知識のある者を対象とし、「フラン

ス語Ⅰ」で学んだことを土台に、フランス人とのコミュニケーションに必要な基本的な会

話の場面を広げ、基本的な表現を増やしながら文法事項を学んでいく。授業形態は「フラ

ンス語Ⅰ」同様、VTR教材を使用し、スキットの理解、文法解説、発音練習、会話練習を

行う。本講座終了後、フランス人との最も基本的なコミュニケーションがとれること、いくつ

かの場面での実践的な会話ができることを到達目標とする。生きたフランス語に触れると

いう目的で、教材以外にVTRまたは映画を使用し既習の表現を聞き取る機会を設ける。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

フランス語を読み、

理解し、正しく発

音できるようにす 

る 

授業中の音読、発話と学期末の口頭試験で評価。

フランス人に意思が伝わるフランス語であるか否

かを評価基準とする。 

 

 

20％ 

フランス語を聞き、

理解できるように

する 

授業中の質問に対する回答と小テスト、学期末の

口頭試験で評価。春学期に続き、数字の聞き取り、

フランス語での質問に対し返答ができるか否かを 

評価基準とする。 

 

 

10％ 

基本的な文法を理 

解し、語彙を覚え

る 

授業中の設問に対する回答と、学期末の筆記試験 

で評価。基本的な（仏検５級程度）文法と語彙を

理解し暗記できているかを評価基準とする。 

 
50％ 

フランス語でコミ

ュニケーションを 

とる 

授業中のペア練習への参加の積極性、学期末の口

頭試験で評価。状況に即し、自然な流れで会話が 

できているか否かを評価基準とする。 

 
20％ 

評価の方法 ８割以上の出席と、口頭試験、筆記試験を受けることを前提に､筆記試験 

60％、口頭試験20％、課題（配布プリント）提出10％、平常点10％で評価 

します。 
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【授業計画】 
回 テーマ 内  容  

１ ＜春学期の復習＞ 
＜天候の表現＞ Leçon ８ Ⅱ 
・天候を言う 

・配布プリント使用 
・天候の非人称構文「良い天気です」 

「寒く・暑くないです」 

２ 
３ 

Leçon ９ 
・どんなスポーツをするか言う 
・朝食について述べる 
・否定疑問文に対する「はい」 
「いいえ」の答え方 

・「スポーツはしますか？」 
スポーツの名称と部分冠詞 

・「朝食をとりますか？」「～をとります」
食品の名と部分冠詞 

・中性代名詞 en を使って答える 
４ 
５ 

Leçon10＜誘う＞ 
・相手を昼食に誘う 
・承諾する・理由を述べ誘いを断
る 

・場所へ行く手段を言う 

・主語 on「～行こう」 
・場所の名「カフェへ・美術館へ」と前置詞 
＋冠詞について 

・「OK、行こう」「ごめん、授業があるんだ」 
・「何で行こうか？」「歩いて行こう」 

６ 
７ 
８ 
９ 

Leçon11＜一日の過ごし方＞ 
・起床から就寝までの一日の主な

行動を言う 

・時間の表し方 
・「起床する」「就寝する」（代名動詞） 
「普段は、～時に起き、～時に家を出、 
～時に帰宅します」 

10 
11 

Leçon13＜レストランで(１)＞ 
・食事の流れについて知る 
・メニューを読む 
・注文する 

・主な食品の名と注文の仕方 
・前菜、主菜、デザート、飲み物を注文する 
・複合過去 (１) 助動詞 avoir「選びました 
か？」 

12 Leçon 13 ＜レストランで(２)＞ 
・料理の感想を言う 
Leçon 14 
・過去について語る 

・料理の感想を言う（半過去） 
「美味しかったです」 
・複合過去 (１) 助動詞avoir 
「昨日何をしましたか？」 

13 口頭試験および解説 授業中練習した会話（朝食、スポーツについて 
尋ね合う、誘う）をペアで行う 

14 Leçon14 
・過去について語る 
・総復習 

・複合過去(２) 助動詞être 
「昨日～へ行きました」 
・復習プリントを使用して総復習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 
の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 
◇ Café Français カフェ・フランセ 

著者：Nicolas Gaillard 他 出版社：朝日出版社 

ホームページ http://cafefrancais.cocolog-nifty.com/hp/ 
 

【履修条件等】 

◇ 「フランス語Ⅰ」を修了または相当のフランス語の知識のある者。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 
◇ 授業での学習事項を復習すること。 

 

【その他の注意事項】 
◇ 全出席を心がけること。 

http://cafefrancais.cocolog-nifty.com/hp/
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

中国語Ⅰ 
 

イノウエ ヨシオ 

井上 良雄 

Chinese I 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

日常会話の練習をします。初心者が対象ですから基礎知識はいりません。あまり文法的

なことにはふれないで、授業中はどんどん声を出して体で覚えてもらいます。 

中国語の学習を通して、中国文化や中国人の生活習慣に親しみ、国際的な視野を広げて

ほしいと思います。「聞く」授業ではなく、「参加する」授業です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

中国語の基本構造 授業中に指名し、回答から理解度を評価する。発  

と発音の概要を理 音の巧拙は関係ない。発音練習への参加意欲や、 20％ 

解し、発音の基本 集中度を評価する。  

練習をする   

自分の名前の中国 中国語の辞書で発音記号・意味・用例を調べ、  

語発音を発表し、 レポートを提出させ評価する。 20％ 

互いに呼び合える クラスメートの名前を中国語で呼び合う積極性を  

ようにする 評価する。  

学生生活のさまざ 家族、学生生活、誕生日、年齢、住所、スポーツ、  

まな場面での会話 趣味などについて、一人ひとり発言させ評価する。 30％ 

を想定して、互い また、対話練習の積極性も評価する。  

に練習をする 発音の巧拙は関係ない。  

試験として、１分 スピーチの標準形を示すが、オリジナリティー  

間程度の自己紹介 をプラス評価する。発音練習、矯正指導への取り 30％ 

スピーチを皆の前 組み姿勢、スピーチマナー、クラスメートの発表  

で披露する を聞く態度も評価する。  

評価の方法 上記のように、平常点およびレポート課題評価70％、試験（中国語による

自己紹介）評価30％である。 

欠席・遅刻は事情を考慮の上、減点（１回につき最大５％）する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 中国語について 共通語、文字、文の組み立て等 

２ 発音について(１) 発音の概説（音節、母音、子音、声調、ピンイン） 

３ 発音について(２) 発音練習（数字、あいさつ、身体、漢詩、自分の名前） 

４ あいさつ あいさつ言葉、人称代名詞、敬称 

５ 名前(１) 名前の聞き方の注意点、他の常用あいさつ言葉 

６ 名前(２) 自分の名前のピンイン発表、発音練習 

７ 家族 “有”の文、数量を尋ねる、人や物を数える単位 

８ 学生生活 “的”の用法、“是”の文 

９ 誕生日、年齢 月、日、曜日、西暦の言い方、年齢の聞き方、答え方 

10 ～に住んでいる 指示代名詞、場所や方向、ｒ化 

11 ～ができる “会”の用法、「肯定＋否定」の疑問文 

12 自己紹介(１) 趣味、～生まれの～育ち、学校名の言い方 

13 自己紹介(２) 質問、個人指導、練習 

14 自己紹介(３) 質問、個人指導、練習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

 

【使用教材】 

◇ 井上良雄著『中国語のチカラ』東京富士大学 
 

 

【履修条件等】 

◇ 中国語に興味と関心があり、積極的に授業に参加できる学生。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の次回学ぶ課を読み、発音しにくい単語、理解できないところをチェックして

おいてください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 座席は指定制です。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

中国語Ⅰ 
 

セ ー ン ジ ヤ ー 

賽音 吉雅 

Chinese I 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

日常会話の練習をします。初心者が対象ですから基礎知識はいりません。あまり文法的

なことにはふれないで、授業中はどんどん声を出して体で覚えてもらいます。 

中国語の学習を通して、中国文化や中国人の生活習慣に親しみ、国際的な視野を広げて

ほしいと思います。「聞く」授業ではなく、「参加する」授業です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

中国語の基本構造

と発音の概要を理

解し、発音の基本 

練習をする 

授業中に指名し、回答から理解度を評価する。発

音の巧拙は関係ない。発音練習への参加意欲や、

集中度を評価する。 

 
 

20％ 

自分の名前の中国

語発音を発表し、

互いに呼び合える 

ようにする 

中国語の辞書で発音記号・意味・用例を調べ、レ

ポートを提出させ評価する。 クラスメートの名前

を中国語で呼び合う積極性を 評価する。 

 
 

20％ 

学生生活のさまざ

まな場面での会話 

を想定して、互い 

に練習をする 

家族、学生生活、誕生日、年齢、住所、スポーツ、 

趣味などについて、一人ひとり発言させ評価する。ま 

た、対話練習の積極性も評価する。発音の巧拙は 

関係ない。 

 
 

30％ 

試験として、１分

間程度の自己紹介

スピーチを皆の前 

で披露する 

スピーチの標準形を示すが、オリジナリティーを

プラス評価する。発音練習、矯正指導への取り組

み姿勢、スピーチマナー、クラスメートの発表を 

聞く態度も評価する。 

 
 

30％ 

評価の方法 上記のように、平常点およびレポート課題評価70％、試験（中国語による

自己紹介）評価30％である。 

欠席・遅刻は事情を考慮の上、減点（１回につき最大５％）する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 中国語について 共通語、文字、文の組み立て等 

２ 発音について（１） 発音の概説（音節、母音、子音、声調、ピンイン） 

３ 発音について（２） 発音練習（数字、あいさつ、身体、漢詩、自分の名前） 

４ あいさつ あいさつ言葉、人称代名詞、敬称 

５ 名前（１） 名前の聞き方の注意点、他の常用あいさつ言葉 

６ 名前（２） 自分の名前のピンイン発表、発音練習 

７ 家族 “有”の文、数量を尋ねる、人や物を数える単位 

８ 学生生活 “的”の用法、“是”の文 

９ 誕生日、年齢 月、日、曜日、西暦の言い方、年齢の聞き方、答え方 

10 ～に住んでいる 指示代名詞、場所や方向、r 化 

11 ～ができる “会”の用法、「肯定＋否定」の疑問文 

12 自己紹介（１） 趣味、～生まれの～育ち、学校名の言い方 

13 自己紹介（２） 質問、個人指導、練習 

14 自己紹介（３） 質問、個人指導、練習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

 

【使用教材】 

◇ 井上良雄著『中国語のチカラ』東京富士大学 
 

 

【履修条件等】 

◇ 中国語に興味と関心があり、積極的に授業に参加できる学生。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の次回学ぶ課を読み、発音しにくい単語、理解できないところをチェックして

おいてください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 座席は指定制です。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

中国語Ⅱ 
 

イノウエ ヨシオ 

井上 良雄 

Chinese II 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

「中国語Ⅰ」に引き続き、日常会話の練習をします。さまざまな場面を想定して、基本

的な単語や簡単な文で受け答えの会話を楽しみましょう。 

「中国語Ⅰ」と同様に、聴講型ではなく参加型の授業です。異文化への興味と関心を深

め、国際センスを磨いてほしいと思います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

短い自己紹介を、

とっさにでも流暢

にできるよう練習 

する 

「中国語Ⅰ」の復習として、一人ひとりが皆の前

で披露する。話しぶりや表情、パフォーマンスも

評価する。 

 

 
10％ 

日本のアニメソン

グの中国語版を題

材に、日中の歌詞 

を比較・分析する 

各人が比較・分析の結果や感想を発表する。鑑賞

の緻密さ、積極的な参加意欲を評価する。 

合唱もするが、歌の巧拙は関係ない。協調性を評 

価する。 

 

 
10％ 

日常生活のさまざ

まな場面での会話

を想定して、互い 

に練習する 

再会、勧誘、時刻、経験、電話、決まり文句等 

について、対話形式でロールプレイングを行い、

その積極性、正確性を評価する。発音の巧拙はさ

ほど重要ではない。 

 

 
50％ 

試験として、各人

10問の日常会話の 

口頭試問を行う 

これまでに学んだ、30問の設問に対する解答を練

習し、一人10問の口頭試問を行う。聴解の正確性、 

回答の妥当性、反応速度、面接態度等を評価する。 

 

30％ 

評価の方法 上記のように、平常点評価70％、試験（中国語による口頭試問）評価30％  

である。 

欠席・遅刻は事情を考慮の上、減点（１回につき最大５％）する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 「中国語Ⅰ」の復習 中国語での簡単な自己紹介 

２ 中国語で歌う 中国語の歌詞を題材に学習 

３ 再会 “了”の用法、動作の方向 

４ ～が好き “得”の用法、“不太好”と“太不好” 

５ どうですか？ 同意、意向や様子を尋ねる、“上”“下”の特殊な用法 

６ 時刻・時間 時刻、時間、期間の言い方 

７ ～から～まで ～したことがある（経験）、出身地と住所地 

８ 電話をかける(１) 一般的な電話会話 

９ 電話をかける(２) 電話番号の聞き方、言い方 

10 決まり文句(１) 対話での決まり文句 

11 決まり文句(２) ひと言決まり文句、外来語 

12 口頭試問(１) 問題の解説、回答例練習 

13 口頭試問(２) 問題の解説、回答例練習 

14 口頭試問(３) 質問、個人指導 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 井上良雄著『中国語のチカラ』東京富士大学 

 
 

【履修条件等】 

◇ 中国語に興味と関心があり、積極的に授業に参加できる学生。 

◇ 原則として「中国語Ⅰ」を修得した学生。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の次回学ぶ課を読み、発音しにくい単語、理解できないところをチェックして

おいてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 座席は指定制です。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

中国語Ⅱ 
 

セ ー ン ジ ヤ ー 

賽音 吉雅 

Chinese II 発展科目／半期／１単位 

【授業概要】 

「中国語Ⅰ」に引き続き、日常会話の練習をします。さまざまな場面を想定して、基本

的な単語や簡単な文で受け答えの会話を楽しみましょう。 

「中国語Ⅰ」と同様に、聴講型ではなく参加型の授業です。異文化への興味と関心を深

め、国際センスを磨いてほしいと思います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

短い自己紹介を、

とっさにでも流暢

にできるよう練習 

する 

「中国語Ⅰ」の復習として、一人ひとりが皆の前

で披露する。話しぶりや表情、パフォーマンスも

評価する。 

 

 
15％ 

日本のアニメソン

グの中国語版を題

材に、日中の歌詞 

を比較・分析する 

各人が比較・分析の結果や感想を発表する。鑑賞

の緻密さ、積極的な参加意欲を評価する。 合唱も

するが、歌の巧拙は関係ない。協調性を評 価する。 

 

 
15％ 

日常生活のさまさ

まな場面での会話

を想定して、互い 

に練習する 

再会、勧誘、時刻、経験、電話、決まり文句等に

ついて、対話形式でロールプレイングを行い、そ

の積極性、正確性を評価する。発音の巧拙はさほ 

ど重要ではない。 

 

 
40％ 

試験として、各人

10問の日常会話の 

口頭試問を行う 

これまでに学んだ、30問の設問に対する解答を練

習し、一人10問の口頭試問を行う。聴解の正確性、 

回答の妥当性、反応速度、面接態度等を評価する。 

 

30％ 

評価の方法 上記のように、平常点評価70％、試験（中国語による口頭試問）評価30％ 

である。 

欠席・遅刻は事情を考慮の上、減点（１回につき最大５％）する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 「中国語Ⅰ」の復習 中国語での簡単な自己紹介 

２ 中国語で歌う 中国語の歌詞を題材に学習 

３ 再会 “了”の用法、動作の方向 

４ ～が好き “得”の用法、“不太好”と“太不好” 

５ どうですか? 同意、意向や様子を尋ねる、“上”“下”の特殊な用法 

６ 時刻・時間 時刻、時間、期間の言い方 

７ ～から～まで ～したことがある（経験)、出身地と住所地 

８ 電話をかける(１) 一般的な電話会話 

９ 電話をかける(２) 電話番号の聞き方、言い方 

10 決まり文句(１) 対話での決まり文句 

11 決まり文句(２) ひと言決まり文句、外来語 

12 口頭試問(１) 問題の解説、回答例練習 

13 口頭試問(２) 問題の解説、回答例練習 

14 口頭試問(３) 質問、個人指導 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 井上良雄著『中国語のチカラ』東京富士大学 

 
 

【履修条件等】 

◇ 中国語に興味と関心があり、積極的に授業に参加できる学生。 

◇ 原則として「中国語Ⅰ」を修得した学生。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の次回学ぶ課を読み、発音しにくい単語、理解できないところをチェックして

おいてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 座席は指定制です。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ビジネス英語Ⅰ 
 

キ タ ダ ケ イ コ 

北田 敬子 

Business English Basics I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ビジネスシーンで実際に使える英語を身につけること―これがこのクラスの目的です。

しかし、英語の基礎力がなくては仕事に役立つ英語を使いこなすことはできません。正し

く聞き取り、分かりやすく話すこと、そしてシンプルなビジネス文書（メールを含む）を

読みこなし、自分でもメモや伝言、メールを書くこと。授業では様々なアクティビティー

を通じて声を出し、おおいに読み書きしてもらいます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介、 テキストで基本的な表現を学び、それを再現でき  

簡単な製品説明、 るよう練習を重ねる。応用がきくよう工夫も要求  

事業内容説明など する。そういった授業内活動がどの程度行えてい 30％ 

を行えるようにな るかを成績判定の基準にする。  

る   

仕事内容について テキストに含まれる練習問題・課題・宿題などの  

の簡単な質疑応答 

が行えるようにな 

提出物で成果を見ていく。小テストと学期末の試 

験によって総合成績を判定する。 

 

40％ 

る   

カジュアルからフ 定期的に作文の課題を出し、添削を行ったうえで  

ォーマルまで、場 返却する。英文を書く努力を評価する。  

に相応しい表現を  20％ 

判別できるように   

なる   

ビジネスから派生 副教材の配布、映像資料の提示によって授業内容  

する多様なトッピ に広がりを持たせる予定である。それらへの取り  

クにも臨機応変に 組みも評価対象とする。 10％ 

対応できるように   

なる   

評価の方法 授業参加態度30％、提出物30％、試験40％  



-215- 
 

【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 導入 授業概要説明 

２ Unit １(１) Job Hunting（就職活動）Job Interview（面接） 

３ Unit １(２) Job Hunting（就職活動）CV（履歴書） 

４ Unit ２(１) The First Day of Work （職場での挨拶） 

５ Unit ２(２) The First Day of Work （名刺作成・職名を学ぶ） 

６ Unit ３(１) Writing Email（ビジネスメール）表現方法を学ぶ 

７ Unit ３(２) Writing Email（ビジネスメール）構成を学ぶ 

８ Unit ４(１) Greeting a Visitor（顧客を迎える）会話を中心に 

９ Unit ４(２) Greeting a Visitor（顧客を迎える）異文化の紹介 

10 Unit ５(１) Explaining a Corporate Profile（会社説明）概要 

11 Unit ５(２) Explaining a Corporate Profile（会社説明）詳細 

12 Unit ６(１) Deciding on a Date for a Meeting（会議予定日の設定） 

13 Unit ６(２) Deciding on a Date for a Meeting（会議予定日の設定） 

14 応用課題 Pandemicに翻弄される社会について、学生としての立

場から観察したことを英語の文章にまとめ、クラスで

発表・共有する 
15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ Make It in Business 
Cengage Learning 

ISBN 978-4-86312-1485-5 
 
 

【履修条件等】 

◇ ビジネスを通じて英語を学ぶことに関心を持っていること。英語を通じてビジネスシ

ーンにアプローチすることに興味を持っていること。地道な英語学習を厭わず続けて、

在学中に英語の基礎を身につけようというポジティブな姿勢を持っていること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ テキストで出会う語彙、表現をあらかじめ調べ、トピックへの予備知識を持って授業

に臨んでほしい。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 質問や発言を歓迎する。主体的に授業に参加してほしい。 



-216- 
 

外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ビジネス英語Ⅰ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

Business English Basics I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

グローバル化が進んでいる中、ビジネスの世界では英語は不可欠です。日本の企業であ

っても、社内会議および他者とコミュニケーシを英語で行うことが多くあります。学生が

今からこのような環境になれるように基本的なビジネス英語を学んでいただきます。テキ

ストまたは教師が作成したロールプレイなどを中心に授業を進めていきます。クラスは、

楽しい雰囲気の中で学ぶことが基本です。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介の 設問に対する回答によって評価。英語での挨拶に  

表現を理解し、使 臨機応変に対応し、自分のバックグラウンドだけ  

30％ 

えるようにするこ でなく、趣味や夢を英語で説明できること。  

と   

相手の仕事内容を 設問に対する回答によって評価。仕事に関連する  

尋ねたり、自分の 語彙の習得と表現の練習によって、仕事内容の説  

30％ 

職務の説明ができ 明ができること  

るようになること   

約束・請求・謝罪 設問に対する回答によって評価。ビジネスにおい  

の表現を習得し、 て重要な「アポイントのとり方」・「リクエストの  

40％ 
使えるようになる 仕方」・「謝罪の仕方」などの典型的な表現を習得  

こと し、使いこなせるようになること  

評価の方法 70％以上の出席を前提として下記のように評価 

出席：30％、授業参加度：30％、筆記試験：40％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ Introduction, Class Policy General Introduction of class 

２ Unit １ “Nice to Meet You” Welcome aVisitor 

３ Unit １ “Nice to Meet You” Talk About Countries and Regions 

４ Unit ２ “In the Office” Different Types of Office 

５ Unit ２ “In the Office” Describe a Typical Day 

６ Unit ３ “On the Phone” Introduction to Telephone Phrases 

７ Unit ３ “On the Phone” Telephone Messages 

８ Unit ４ “Buying and Selling” Talking About Shopping Habits 

９ Unit ４ “Buying and Selling” Use of Some/Any and Much/Many 

10 Unit ５ “What Are You 
Doing? ” 

Making Appointments 

11 Unit ５ “What Are You 
Doing? ” 

Discussions About Future Plans 

12 Unit ５ “What AreYou Doing? ” Talking About Times and Dates 

13 Unit ５ “What AreYou Doing? ” Understand  Different Communication Style 

14 Unit １-５ “Review ” Review Units １-５ 

15 Final Examination  

 
 

【使用教材】 

◇ Business Plus１, 

 

by Magaret Helliwell, 

 

Cambridge University Press, 

ISBN：978-1-107-64068-9 

Dictionary 

Printouts of activity 
 

【履修条件等】 

◇ やる気があり、教科書と辞書があり、積極的に会話に参加する意志があること。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料を熟読し、単語など意味がわからない個所を調べておくこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ビジネス英語Ⅱ 
 

キ タ ダ ケ イ コ 

北田 敬子 

Business English Basics II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ビジネスシーンで実際に使える英語を身につけること―これがこのクラスの目的です。

しかし、英語の基礎力がなくては仕事に役立つ英語を使いこなすことはできません。正し

く聞き取り、分かりやすく話すこと、そしてシンプルなビジネス文書（メールを含む）を

読みこなし、自分でもメモや伝言、メールを書くこと。授業では様々なアクティビティー

を通じて声を出し、おおいに読み書きしてもらいます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介、 テキストで基本的な表現を学び、それを再現でき  

簡単な製品説明、 るよう練習を重ねる。応用がきくよう工夫も要求  

事業内容説明など する。そういった授業内活動がどの程度行えてい 30％ 

を行えるようにな るかを成績判定の基準にする。  

る   

仕事内容について テキストに含まれる練習問題・課題・宿題などの  

の簡単な質疑応答 

が行えるようにな 

提出物で成果を見ていく。小テストと学期末の試 

験によって成績を判定する。 

 

40％ 

る   

カジュアルからフ 定期的に作文の課題を出し、添削を行ったうえで  

ォーマルまで、場 返却する。英文を書く努力を評価する。  

に相応しい表現を  20％ 

判別できるように   

なる   

ビジネスから派生 副教材の配布、映像資料の提示によって授業内容  

する多様なトッピ に広がりを持たせる予定である。それらへの取り  

クにも臨機応変に 組みも評価対象とする。最終授業2回で行う総まと 10％ 

対応できるように めの「プレゼンテーション」プロジェクトの成果  

なる を評価に含める予定である。  

評価の方法 授業参加態度30％、提出物30％、試験40％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Unit ７ (１) Attending a Meeting(１) （会議に出席する）発言 

２ Unit ７ (２) Attending a Meeting(２) （会議に出席する）製品説明 

３ Unit ８ (１) Dealing with Complaints(１)（苦情処理）苦情メモ 

４ Unit ８ (２) Dealing with Complaints(１)（苦情処理）対応文書 

５ Unit ９ (１) Getting Ready for an Overseas Business Trip 海外出張準備-１ 

６ Unit ９ (２) Getting Ready for an Overseas Business Trip 海外出張準備-２ 

７ Unit 12 (１) Traveling Abroad for the First Time(１)海外出張-１ 

８ Unit 12 (２) Traveling Abroad for the First Time(２)海外出張-２ 

９ Unit 11 (１) Gathering Information for a Presentation(１)プレゼン準備-１ 

10 Unit 11 (２) Gathering Information for a Presentation(２) プレゼン準備-２ 

11 Unit 13 (１) Writing a Presentation Draft(１) プレゼン原稿執筆-１ 

12 Unit 13 (２) Writing a Presentation Draft(２) プレゼン原稿執筆-２ 

13 Presentation(１) Giving a Presentation １ プレゼン実習-１ 

14 Presentation(２) Gibing a Presentation ２ プレゼン実習-２ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ Make It in Business 
Cengage Learning 
ISBN 978-4-86312-1485-5 

 

【履修条件等】 

◇ ビジネスを通じて英語を学ぶことに関心を持っていること。英語を通じてビジネスシ

ーンにアプローチすることに興味を持っていること。地道な英語学習を厭わず続けて、

在学中に英語の基礎を身につけようというポジティブな姿勢を持っていること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 秋学期はプレゼンの実習を含む。秋学期に掲げた内容に加え、独自のプレゼン用コン

テンツを準備し、ファイルを作成する課題が出る。授業外学習・準備・練習なしには

こなせないので、授業中に提示するガイドラインに沿って準備してほしい。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 欠席すると授業についてこられなくなるので注意する。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ビジネス英語Ⅱ 
 

シ シ ド カ ー ル 

宍戸 カール 

Business English Basics II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

グローバル化が進んでいる中、ビジネスの世界では英語は不可欠です。日本の企業であ

っても、社内会議および他者とコミュニケーシを英語で行うことが多くあります。学生が

今からこのような環境になれるように基本的なビジネス英語を学んでいただきます。テキ

ストまたは教師が作成したロールプレイなどを中心に授業を進めていきます。クラスは、

楽しい雰囲気の中で学ぶことが基本です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

挨拶や自己紹介の 設問に対する回答によって評価。英語での挨拶に  

表現を理解し、使 臨機応変に対応し、自分のバックグラウンドだけ  

30％ 

えるようにするこ でなく、趣味や夢を英語で説明できること。  

と   

相手の仕事内容を 設問に対する回答によって評価。仕事に関連する  

尋ねたり、自分の 語彙の習得と表現の練習によって、仕事内容の説  

30％ 

職務の説明ができ 明ができること  

るようになること   

約束・請求・謝罪 設問に対する回答によって評価。ビジネスにおい  

の表現を習得し、 て重要な「アポイントのとり方」・「リクエストの  

40％ 

使えるようになる 仕方」・「謝罪の仕方」などの典型的な表現を習得  

こと し、使いこなせるようになること  

評価の方法 70％以上の出席を前提として下記のように評価。

出席：30％、授業参加度：30％、筆記試験：40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ Summer Vacation Describe Your Summer Vacation 

２ Unit ６ “Out an About” Make Hotel Reservations 

３ Unit ６ “Out and About” Talk About Ways to Travel 

４ Unit ７ “Your Company” Information About a company 

５ Unit ７ “Your Company” Countries and Nationalilties 

６ Unit ８ “Let's Eat Out” Conversations at Restaurants 

７ Unit ８ “Let's Eat Out” Talk about Restaurant Menus 

８ Unit ９ “Work and Play” Conversation About Work and Leisure 

９ Unit ９ “Work and Play” Talk About Leisure Time Activities 

10 Unit ９ “Work and Play” Understand Tourism in Thailand 

11 Unit 10 “Come Again Soon” People Saying Goodbye 

12 Unit 10 “Come Again Soon” Will and Won't About the Future 

13 Unit 10 “Come Again Soon” Talk About Life in the Future 

14 Review Units 6-10 Review Units 6-10 

15 Final Examination  

 
 

【使用教材】 

◇ Business Plus １, 

 

 
by Magaret Helliwell, 

 

 
Cambridge University Press, 

ISBN：978-1-107-64068-9 

Dictionary 

Printouts of activity 

 
【履修条件等】 

◇ やる気があり、教科書と辞書があり、積極的に会話に参加する意志があること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 配付資料を熟読し、単語など意味がわからない個所を調べておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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外国語科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

日本語Ⅱ（留学生科目） 
 

シ オ タ ニ ユ ミ コ 

塩谷 由美子 

Japanese Language II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ビジネス場面において日本語によるコミュニケーションができる能力を身につけること

を目標とする。ビジネス日本語の基本語彙を習得しながら、場面ごとに必要な読解、聴解、文

章作成、情報処理の能力を養成する。またビジネス場面に必要不可欠な待遇表現の基本を

学習し、場面ごとに待遇表現に慣れるよう練習をする。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ビジネス日本語の

基本語彙を習得す

る 

毎回授業はじめの小テストにより評価する。語彙

を聞いて判別でき、意味がわかり、正しく表記で

きるかどうかを評価する。目標語彙リストは教科 

書から指定する。 

 

 
小テスト15％ 

ビジネスの場面ご

とに必要な日本語 

能力を身につける 

提出された課題の内容および学習達成度確認テス

トにより評価する。場面ごとに必要な理解力、表 

現力、情報処理能力を評価する。 

 

課題と本試験の

50％ 

ビジネス日本語の

コミュニケーショ

ンに必要なスキル

別能力を身につけ 

る 

提出された課題の内容および学習達成度確認テス

トにより評価する。ビジネス日本語における読解

力、聴解力、口頭表現能力、文章作成能力を評価

する。 

 

 
課題と本試験の

50％ 

評価の方法 小テスト15％、課題60％、本試験25％ 

学期の３分の１を越えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業計画と評価の説明 

２ ビジネス日本語の基礎 社内メール 

３ ビジネス日本語の基礎 会議準備 

４ ビジネス日本語の基礎 電話とお詫び１ 

５ ビジネス日本語の基礎 電話とお詫び２、お知らせ文書１ 

６ ビジネス日本語の基礎 お知らせ文書２ 

７ ビジネス日本語の基礎 キャッチコピー 

８ ビジネス日本語の基礎 同僚との雑談 

９ ビジネス日本語の基礎 値下げ交渉 

10 ビジネス日本語の基礎 営業１ 

11 ビジネス日本語の基礎 営業２、売上 

12 ビジネス日本語の基礎 売上２ 

13 ビジネス日本語の基礎 出張 

14 ビジネス日本語の基礎 パッケージ案 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：小野塚若菜ほか『ビジネス日本語オール・イン・ワン問題集－聴く・読む・

話す・書く』ジャパンタイムズ 

 
【履修条件等】 

◇ 上記の教科書を購入しておくこと。 

◇ 意欲を持って学習に取り組むこと。 

◇ 課題は期限までに提出すること。それ以外は成績に加算しない。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 前もって教科書の該当する課を読み、語彙と漢字の読み方を予習しておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎課小テストを実施する。小テストは、欠席・遅刻しても追試はしない。 

◇ 上記の授業計画は受講人数などを勘案して変更することがある。 



 

 

 

 

 

 
 

専 門 科 目 
 

 
2022年度 

経営学部イベントプロデュース学科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京富士大学 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経営学 
 

エンジヨウジ タカヒロ 

円城寺 敬浩 

Business Management 入門科目／通年／４単位 

【授業概要】 

経営学にはさまざまな領域があります。例えば、管理論、組織論、戦略論、企業論、会

計学や心理学などの領域があります。そのなかでも、管理論、組織論、戦略論、そして企

業論は経営学の中核的な領域になります。したがって、これらの領域の基礎を学ぶことに

よって、経営学の基礎固めをすることができると同時に、経営学とはどのような学問なの

か、あるいは経営学を学ぶ意義とは何か、を理解できるようになるでしょう。 

経営学は他の学問と比べてまだ歴史は浅いですが、人類のさまざまな課題を克服するう

えで重要な役割を果たしていく可能性を大いに秘めている学問です。換言すれば、経営学

を学ぶことによって、皆さんが将来活躍する場は無限に拡がることでしょう。 

本講義は入門科目ですので、経営学をより本格的に学ぶには、上記に挙げた領域の専門

科目をさらに履修する必要があります。本講義の使命は、専門科目を学ぶための橋渡し的

な役割を果たすことにあります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

経営学の基礎知識 

と理論の理解 

試験（小テスト等含む）によって、基礎的知識と 

理論を理解しているかを確認する。 

 

25％ 

経営学とは何かを 

理解する 

試験（小テスト等含む）によって、基礎的知識と 

理論を理解しているかを確認する。 

 

25％ 

経営学を学ぶ意義 

を理解する 

試験（小テスト等含む）によって、基礎的知識と 

理論を理解しているかを確認する。 

 

25％ 

経営学の応用可能 

性を理解する 

試験（小テスト等含む）によって、基礎的知識と 

理論を理解しているかを確認する。 

 

25％ 

評価の方針 本試験70％と小テスト等（出席点含む）30％で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ 春学期ガイダンス 16 秋学期ガイダンス 

２ 経営学とは何か 17 経営戦略論① 

３ 管理論① 18 経営戦略論② 

４ 管理論② 19 経営戦略論③ 

５ 管理論③ 20 経営戦略論④ 

６ 管理論④ 21 経営戦略論⑤ 

７ 管理論⑤ 22 経営戦略論⑥ 

８ 管理論⑥ 23 組織論① 

９ 企業論① 24 組織論② 

10 企業論② 25 組織論③ 

11 企業論③ 26 組織論④ 

12 企業論④ 27 組織論⑤ 

13 企業論⑤ 28 組織論⑥ 

14 総括・達成度の確認 29 まとめ 

15 総括・達成度の確認 30 総括・達成度の確認 

 

【使用教材】 

◇ 参考書：藤田誠著『経営学入門』中央経済社,2015年. 

塩次喜代明・小林敏男・高橋伸夫（編著）『経営管理』有斐閣アルマ,2009年. 

◇ その他は適宜指示 

 
 

【履修条件等】 

◇ 授業中の私語やスマホ等の使用は厳禁です。その他、担当教員の指示に従わない者は

本試験の受験ができなくなる可能性があるので注意してください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 参考書等、講義内容に関する領域を事前に読んでくることをお勧めします。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経営学 
 

オ ガ ワ タ ツ ヤ 

小川 達也 

Business Management 入門科目／通年／４単位 

【授業概要】 

企業経営に関する基礎的理論と実践的知識を修得してもらうと同時に、現代企業が直面

している諸課題についての洞察力を養います。授業は、パワーポイントを中心にプリント

を併用しながら丁寧に進めます。また、国内外の時事問題や事例研究を通して企業経営の

実態を把握し、有用かつ広範な経営理論をわかりやすく解説します。受講生一人ひとりの

疑問や質問に向き合い、創造的でインタラクティブな授業を目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

授業で取り上げた 授業中に行う質疑や出席カードの裏面に記述する  
専門用語を正しく コメント、本試験の設問に対する回答で評価。  
理解し、説明する 授業で取り上げた用語の定義や概念をしっかりと 20％ 

ことができる 把握し、他の用語と混同しないように説明できる  
 こと。  
授業で取り上げた 授業中に行う質疑や出席カードの裏面に記述する  
経営学の基礎的理 コメント、本試験の設問に対する回答で評価。  
論を正しく理解し、 授業で取り上げた経営学の基礎的理論の定義や概 30％ 

説明することがで 念、課題・問題点をしっかりと把握し、正しく説  
きる 明できること。  
授業で取り上げた 授業中に行う質疑や出席カードの裏面に記述する  
企業経営の実践的 コメント、本試験の設問に対する回答で評価。  
知識を正しく理解 授業で取り上げた企業経営の実践的知識の概念や 30％ 

し、説明すること 背景、課題・問題点をしっかりと把握し、正しく  
ができる 説明できること。  
授業で取り上げた 授業中に行う質疑や出席カードの裏面に記述する  
経営学の理論と知 コメント、本試験の設問に対する回答で評価。  
識を広く理解し、 企業経営の実践的知識を複数把握し、授業で取り 20％ 

応用して説明する 上げた基礎的理論と結びつけて説明できるととも  
ことができる に諸課題をしっかりと論述できること。  
評価の方法 授業回数に対して出席回数が３分の２以上の受講生に限り評価します。

成績は受講態度40％、本試験60％を目安に決定します。 

授業への積極的な参加姿勢はもちろん、授業終了後に提出するコメントや

本試験の内容など、総合的な学習成果に基づいて評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ 【重要】ガイダンス（授業概要･評価方法） 16 日本型経営 ①日本人の価値観と企業経営 

２ 経営学への招待 ①経営学はおもしろい！ 17   〃   ②日本的雇用慣行の合理性 

３    〃    ②経営学で何を学ぶのか 18 企業の役割 ①企業の存在意義と役割 

４    〃    ③経営学のルーツを探る 19   〃   ②企業活動のマイナスの側面 

５    〃    ④経営学の父を知る 20 企業の社会的責任 ①社会的責任の本質 

６ 企業･会社の概念 ①企業・会社とは何か 21     〃     ②その内容と優先順位 

７     〃    ②会社法と会社形態 22     〃     ③フィランソロピー 

８     〃    ③株式会社の特徴と役割 23     〃     ④企業の反倫理的行動 

９ 株式会社の類型 ①監査役設置会社 24     〃     ⑤コンプライアンス経営 

10    〃    ②指名委員会等設置会社 25 企業価値創造 ①ステークホルダーと企業 

11    〃    ③監査等委員会設置会社 26    〃    ②２つの企業価値創造経営 

12 経営管理の体系 ①全体管理と個別管理 27    〃    ③米国型経営の教訓 

13    〃    ②マネジャーの職位 28    〃    ④企業価値創造経営の枠組み 

14    〃    ③経営者と階層型組織 29    〃    ⑤企業価値創造経営の実践 

15 中間試験（総括・達成度の確認） 30 期末試験（総括・達成度の確認） 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：今年度は使用しません。 

◇ 参考書：片岡信之、齊藤毅憲、佐々木恒男、高橋由明、渡辺峻（著）『はじめて

学ぶ人のための経営学入門［バージョン２］』文眞堂ブックス、2018年 
 

【履修条件等】 

◇ この授業は、これから学ぶ経営学関連の科目を理解するのに必要な基礎的知識を養う

目的があります。多少難しいと感じても、常に向上心を持って授業に臨んでください。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 経営学関連の科目は専門性の高い学問領域であり、専門用語や外来語への理解が大切

です。しかし、授業時間内にその都度、用語そのものの解説は行いません。そのため、わ

からない用語をそのままにせず、各自で逐一調べ、授業に備える必要があります。 

◇ 刻一刻と変化する企業・産業界の動向に関心を持ち、日頃から経済新聞や経済雑誌を

よく読み、時事問題やトレンドの把握に努めてください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 第１回目の授業は、ガイダンスを行います。この科目の学び方や評価方法、注意事項

など重要な内容を説明をしますので、必ず出席してください。 

◇ 授業中にスマートフォンやタブレットなどの電子デバイス類を授業目的外で使用する

ことは、禁止します。指示に従わない場合には、減点の上、欠席扱いとします。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経営学 
 

フジモリ ダイスケ 

藤森 大祐 

Business Management 入門科目／通年／４単位 

【授業概要】 

初めて学ぶ者にとって、「経営学」というものは何かとっつきにくい難しいもののように

感じるかもしれない。学問である以上、そこで展開される学術的な議論は難解なものもあ

ることは事実である。しかし、経営学は私たちにとって大変身近なことを学ぶものであり、

また実際に役に立つものである。さらに、経営学は経営者のための学問であるだけでなく、

広く「働く人」のための学問である。この講義では、経営学というものをなるべくわかり

やすく学んでいくとともに、経営学に興味を持つきっかけとなることを第一の目標に据え

て進めていく予定である。この講義が、履修する皆さんにとって、その後の経営学のより

専門的な分野の扉を、楽しみに開くきっかけとなれば嬉しい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

会社制度の仕組み

を理解し、その問

題点や課題を考え 

る基礎を養う 

試験およびレポートによって評価する。

６割以上を合格とする。 

 

 

20％ 

経営戦略やマーケ

ティングの代表的

な理論を理解し、

現実の企業活動を 

説明する力を養う 

試験およびレポートによって評価する。

６割以上を合格とする。 

 

 

40％ 

組織や管理の代表

的な理論を理解し、

専門科目を学ぶた

めの基礎力を身に 

つける 

試験およびレポートによって評価する。

６割以上を合格とする。 

 

 

40％ 

評価の方法 試験50％、レポート30％、平常点20％で評価する。 

平常点は講義内で書くコメントや質問、授業態度などで評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ガイダンス 15 経営組織① 

２ 企業の仕組み① 16 経営組織② 

３ 企業の仕組み② 17 経営組織③ 

４ 企業の仕組み③ 18 経営組織④ 

５ 企業の仕組み④ 19 モチベーション① 

６ 経営戦略① 20 モチベーション② 

７ 経営戦略② 21 モチベーション③ 

８ 経営戦略③ 22 モチベーション④ 

９ 経営戦略④ 23 リーダーシップ① 

10 経営戦略⑥ 24 リーダーシップ② 

11 経営戦略⑦ 25 リーダーシップ③ 

12 経営戦略⑧ 26 マーケティング① 

13 イノベーション① 27 マーケティング② 

14 イノベーション② 28 マーケティング③ 

15 前半の総括・達成度の確認 30 後半の総括・達成度の確認 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：とくに指定しない。随時必要な資料を配布する。また、授業内で参考文献を

紹介する。 

 
【履修条件等】 

◇ 経営学を積極的に学ぶ意欲があること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回、講義の最後に次回の内容を伝えるので、次週までにその内容についての基礎知

識を得ておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 経営学は自ら意欲を持って臨めば、とても刺激的なものである。しかし、それが感じ

られるまでにはそれなりの努力が必要である。わからないことを乗り越えて、楽しさ

を感じられるようになることを期待する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経営学 
 

ヤマグチ ヨシアキ 

山口 善昭 

Business Management 入門科目／通年／４単位 

【授業概要】 

経営学といってもその内容はさまざまです。この授業は科目名が示すように、経営学が

扱うさまざまな領域の中の主なものを概略的に見ていきます。扱う領域は、それぞれ２年

次以降に、半期あるいは通年の授業として設定されています。したがって、この授業では

細かい部分は扱わず中心的な部分だけを見ていくことになります。 

授業は、講義と質問を交互に行います。経営学のさまざまな理論や学説を中心に講義を

しますので、聞いているだけでは理解しにくいところがあるかもしれません。積極的に質

問に応え、授業理解の助けにしてください。また、授業中わからないことがあったら、そ

の場で積極的に質問してください。 

大学に入って最初の専門科目の授業となりますので、大学における論述試験に慣れても

らうために春学期中間に「中間試験」を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

経営学の基礎的な

内容を理解してい 

ること 

設問に対する回答によって評価。基礎的な用語を

理解していること。 

 
20％ 

経営学の基本的な 

ものの見方を理解

していること 

設問に対する回答によって評価。授業中の質問に

対する回答によって評価。 

 
20％ 

経営学の代表的な

理論を理解してい 

ること 

設問に対する回答によって評価。代表的な理論を

説明できること。 

 
20％ 

経営学の理論を応 

用する力を備えて

いること 

設問に対する回答によって評価。授業中の質問に 

対する回答によって評価。理論をもとに具体的な

方法を提案できること。 

 
30％ 

評価の方法 70％以上の出席を必要条件として、試験95％、授業参加度５％ 

試験は、２回の定期試験と中間試験の結果とする。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ 経営学とは：経営学はいつ始まった 16 企業目的・企業倫理 

２ テイラーの科学的管理法 17 組織形態(１) 

３ ヴェーバーの官僚制 18 組織形態(２) 

４ 人間関係論 19 経営管理各論(１) 

５ バーナードの組織論 20 経営管理各論(２) 

６ サイモンの意思決定論 21 経営管理各論(３) 

７ コンティンジェンシー理論 22 経営管理各論(４) 

８ 中間試験とその解説 23 日本的経営 

９ 企業論(１) 24 組織的意思決定 

10 企業論(２) 25 経営戦略論(１) 

11 所有と経営の分離 26 経営戦略論(２) 

12 企業結合 27 経営戦略論(３) 

13 国際経営論 28 経営戦略論(４) 

14 総括 29 組織文化 

15 試験および解説 30 試験および総括 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：大月、高橋、山口著『経営学－理論と体系－』同文館 

 

 
【履修条件等】 

◇ 積極的に授業に参加できる人。 

◇ 経営学を学ぼうという意志の強い人。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の対象範囲を前もって読んでくること。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 出席日数が不足すると試験を受けられなくなるので注意してください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経済学Ⅰ 
 

シ ミ ズ ヨ シ キ 

清水 良樹 

Economics I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

経済はわたしたちの生活に密着しています。経済現象は日常生活にあふれていますが、

これに疑問をもったことはありませんか？ たとえば、商品には必ず価格がついています

が、そもそもこの価格というのは何でしょうか？ あなたならどう答えますか？ こうした

疑問に答えるためには、経済学を学ばなければいけません。 

本講義では経済学の基礎理論を学ぶことを通して、わたしたちが生きている社会の仕組

み、そして現代の経済問題を分析していきます。経済問題を議論できるエコノミストの視

点を身につけましょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

・経済学の基礎理

論の習得 

・現代の経済問題

に対する経済学 

的視点を養う 

定期試験の結果と各回の確認テスト（課題）によ

って成績を評価する。 

・定期試験60％ 

・確認テスト 

（課題）の累

積得点40％ 

評価の方法 定期試験60％、各回に予定されている確認テストの累積得点40％により総 

合的に判断して成績を評価します。 

正当な理由のない欠席を5回以上した者は、単位取得を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 講義内容、評価方法についての説明 

２ 経済主体と経済活動 市場経済を理解する 

３ 閉じた経済圏 トークンエコノミー 

４ ブロックチェーンが起こす 

革命 

テクノロジーによる社会的価値の変化 

５ 新しい貨幣 暗号資産とデジタル通貨 

６ GDP 豊かな国とは？ 経済大国＝幸せ ではない 

７ これからの付加価値の生産 人間とデジタル労働力の協働 

８ 日本のリーディング産業 牽引役が自動車産業からロボット産業へ 

９ 景気を読む 今は不景気？ それとも好景気？ 景気をどのように判 

断するか 

10 お金の話 借金＝悪 ではない 

11 お金の増やし方① 将来に向けた資産形成 

12 お金の増やし方② 今からできる投資 

13 制度を知る お得な制度はたくさんある 

14 格差がもたらす破壊 格差は心を壊す 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：指定しない。 

◇ 参考書：講義の中で適宜指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 他者に迷惑をかける行為（私語など）は慎むこと。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から経済に関する新聞記事やニュースをチェックすること。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 経済の動向を勘案して授業計画を変更することがある。 

◇ 対面授業を前提としていますが、状況次第でオンライン（Zoomやmeetによるリアル 

タイム配信）もしくはオンデマンド型（事前に収録した動画を視聴）を実施する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経済学Ⅰ 
 

マ ツ ダ タ カ シ 

松田 岳 

Economics I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

企業経営は経済環境から大きな影響を受けており、社会で生きる私たちにとって経済の

知識を身につけることは必要不可欠である。しかし、日々起こっている経済現象は複雑な

要因が絡み合っており、そのままでは理解することが難しい。そのため絡み合った「糸」

を解きほぐし、できるだけ単純化して理解する必要がある。単純化・抽象化された概念は

馴染みが薄く、敬遠されがちでもある。本講義では経済学の諸概念を一つひとつ紐解きな

がら、現実の経済問題の理解に必要不可欠なマクロ経済学の基礎の習得を目指す。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マクロ経済データ 

について理解でき 

る 

本試験の正答率で評価／国民所得、物価の測定方

法について理解し、説明できるか否か。 

 
 

23％ 

長期実物経済の決

定要因について理

解できる 

本試験の正答率で評価／経済成長、貯蓄と投資、

失業の長期的な決定要因を理解し、説明できるか

否か 

 
 

23％ 

開放マクロ経済学

について理解でき

る 

本試験の正答率で評価／ ある国と他国の経済的

作用について理解し、説明できるか否か。 

 
 

15.5％ 

短期の経済変動に 

ついて理解できる 

本試験の正答率で評価／短期の経済変動と金融財

政政策の効果について理解し、説明できるか否

か。 

 

 

   38.5％ 

評価の方法 試験点100%〈試験点による絶対的評価(SAのみ相対評価)を優先する 

が、試験結果によっては相対的評価(原則として試験点の順位による 

評価)を採用する。相対的評価の単位取得率は「授業参加度」をベー 

スにして設定する。〉 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業概要、到達目標、評価基準、評価方法等を確認する。 

２ 経済学の原理 経済学の基本概念を理解する。 

３ 国民所得 生産量・所得を測定する方法 

４ 物価 物価はどのようにして測定されるのか 

５ 経済成長 経済成長を左右する要因は何か 

６ 貯蓄と投資 貯蓄と投資の決定要因は何か 

７ 失業 失業率を左右する要因は何か 

８ 開放マクロ経済 国境を超える経済取引とは 

９ 開放経済の均衡 均衡を左右する諸要因 

10 財政政策 マクロ経済への政府の介入 

11 財政赤字 赤字のツケを払うのは誰？ 

12 金融政策 マクロ経済への中央銀行の介入 

13 総需要と総供給 経済学の二つの派閥たち 

14 インフレ率と失業率 どうして同時に改善しないのか？ 

15 総括・達成度の確認 達成度の確認と授業の総括を行う。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：ガイダンス時に指示する。 

◇ 参考書：講義の中で適宜指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 学生としての学修態度を求める。 

◇ 授業を妨害する行為は一切許さない。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の「次週の講義テーマ」に該当する箇所を事前に読んでおくこと。 

◇ 教科書の内容をまとめ、不明点は授業前に質問を提出すること。 

◇ 予習・復習に要する時間は週４時間(学期通算60時間) を見込んでいる。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 大学のメールアドレスとそのパスワードは必携。 

◇ Google Classroom(GC)、Course Powerの情報を小まめに確認すること。 

◇ 質問はGCの「質問箱」で受け付けている。 

◇ ５回以上欠席すると評価対象外になる。 

◇ 同時に「経済学Ⅱ」(松田岳)を履修することを強く推奨する。 



-236- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経済学Ⅱ 
 

シ ミ ズ ヨ シ キ 

清水 良樹 

Economics II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義ではマクロ経済学の基礎理論を学びます。マクロ経済学の問題は、公務員試験等

でも出題されます。本講義を履修すれば、公務員試験対策にもなりますので、公務員志望

の学生はぜひ履修してください。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

・マクロ経済学の

基礎理論を習得 

・現代の経済問題

に対する経済学 

的視点を養う 

定期試験の結果と各回の確認テスト（課題）によ

って成績を評価する。 

・定期試験60％ 

・確認テスト 

（課題）の累

積得点40％ 

評価の方法 定期試験60％、各回に予定されている確認テストの累積得点40％により総 

合的に判断して成績を評価します。 

正当な理由のない欠席を5回以上した者は、単位取得を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 講義内容、評価方法についての説明 

２ グラフの読み方 財の需要、消費関数、限界消費性向、45度線分析 

３ 国民所得の決定 GDP の構成を理解する 

４ 資産市場 貨幣と利子率 

５ IS-LM 分析 財市場と貨幣市場を同時に分析する 

６ IS-LM-BP 分析① 国境を越えた資本移動が経済に及ぼす影響 

７ IS-LM-BP 分析② 金融政策と財政政策の効果 

８ 経済学史 古典派経済学とケインズ経済学 

９ AD-AS 分析 労働力の供給と需要はどのように決まるか 

10 物価 インフレーション 

11 IAD-IAS 分析 財市場・貨幣市場・労働市場の同時分析 

12 AD-AS 分析 古典派経済学とケインズ経済学 

13 産業連関分析 産業連関表を読み取る 

14 国際貿易 絶対優位と比較優位 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：指定しない。 

◇ 参考書：講義の中で適宜指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 他者に迷惑をかける行為（私語など）は慎むこと。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から経済に関する新聞記事やニュースをチェックすること。経済学の入門書（マ

クロ経済入門）に目を通しておくと良い。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 経済の動向を勘案して授業計画を変更することがある。 

◇ 対面授業を前提としていますが、状況次第でオンライン（Zoomやmeetによるリアルタ 

イム配信）もしくはオンデマンド型（事前に収録した動画を視聴）を実施する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

経済学Ⅱ 
 

マ ツ ダ タ カ シ 

松田 岳 

Economics II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

企業経営は経済環境から大きな影響を受けており、社会で生きる私たちにとって経済の

知識を身につけることは必要不可欠である。しかし、日々起こっている経済現象は複雑な

要因が絡み合っており、そのままでは理解することが難しい。そのため絡み合った「糸」

を解きほぐし、できるだけ単純化して理解する必要がある。単純化・抽象化された概念は

馴染みが薄く、敬遠されがちでもある。しかし、その意味は意外にも身近で、シンプルな

疑問から解き明かすことができる。本講義では経済学の諸概念を一つひとつ紐解きながら、

現実の経済問題の理解に必要不可欠なミクロ経済学の基礎の修得を目指す。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ミクロ経済学の基 

本概念を理解でき 

る 

本試験の正答率で評価／ミクロ経済学の基本概念 

を理解し、説明できるか否か 

 
 

15.5％ 

市場の働きと効率

性について理解で

きる 

本試験の正答率で評価／市場の働きとその効率性 

について理解し、説明できるか否か 

 
 

38.5％ 

市場の失敗につい 

て理解できる 

本試験の正答率で評価／市場の失敗と政府の介入 

の必要性について理解し、説明できるか否か 

 

46％ 

評価の方法 試験点100％〈試験点による絶対的評価(SAのみ相対評価)を優先する 

が、試験結果によっては相対的評価(原則として試験点の順位による 

評価)を採用する。相対的評価の単位取得率は「授業参加度」をベース 

にして設定する。〉 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 授業概要、到達目標、評価基準、評価方法等を確認する。 

２ 交易 ヒトはなぜ交換をするのか 

３ 市場 誰が価格を決めるのか 

４ 価格統制 政府は価格を統制できるのか 

５ 弾力性 「鈍感」か「敏感」か 

６ 需要と供給 市場メカニズムと政策の効果 

７ 市場の効率性 なぜ市場均衡が最適なのか 

８ 生産要素市場 労働市場の特徴とは 

９ 外部性 市場外の影響をどう制御するか 

10 公共財 市場に任せられない商品がある 

11 完全競争 競争市場で企業はどう行動するか 

12 不完全競争 ライバル「友」に、顧客が「敵」に 

13 ゲーム理論 相互に依存する経済行動 

14 情報の非対称性 「レモン」が「チェリー」を駆逐する 

15 総括・達成度の確認 達成度の確認と授業の総括を行う。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：ガイダンス時に指示する。 

◇ 参考書：講義の中で適宜指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 学生としての学修態度を求める。 

◇ 授業を妨害する行為は一切許さない。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の「次週の講義テーマ」に該当する箇所を事前に読んでおくこと。 

◇ 教科書の内容をまとめ、不明点は授業前に質問を提出すること。 

◇ 予習・復習に要する時間は週４時間(学期通算60時間)を見込んでいる。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 大学のメールアドレスとそのパスワードは必携。 

◇ Google Classroom(GC)、Course Powerの情報を小まめに確認すること。 

◇ 質問は大歓迎。CoursePower 経由で質問をすること。 

◇ ５回以上欠席すると評価対象外になる。 

◇ 同時に「経済学Ⅰ」(松田岳)を履修することを強く推奨する。
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

イベント学Ⅰ 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Eventology I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベント学の入門編。まずはイベントとは何かを知る。 

イベントの定義・形態・意義・機能・役割等について理解する。さらに日本におけるイ

ベント業界の構造と仕事の流れについて知り、そしてその上で、イベントが持つ社会や地

域や産業における存在について検証する。続いて、イベントの持つ非日常性・感性価値・

世界観・体験価値等に スポットライトを当て、新たなイベントを創造するためにどうす

ればよいのかを考え、イベント・イノベ―ションへと講義を進める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントに関する 設問に対する回答によって評価。  

知識を理解する イベントとは何か、イベントに必要な要素につい 

て答ることができる。イベントが起こす波及効果 

 

15％ 

 と果たすべき目的について説明できる。  

幅広いイベントカ 設問に対する回答によって評価。  

テゴリーを説明で 

きる 

イベントには多くの分野が存在する。その分野ご 

とに成立する機能と役割について、基本的な構造 

 

15％ 

 を答えることができる。  

イベントプランニ 15分間プランニングに対する回答によって評価。  

ングに必要な発想 

力を身につける 

発想へのアプローチの多種多様さを知り身につけ、 

画一的な発想から脱却して、さらに自分の発想力 

 

40％ 

 を高める。そして、その発想を提案できる。  

イベント人として 課題とレポートよって評価。  

日常生活を送る術 

と心構えを身につ 

イベント人として生きる意義と、目指す目標につ 

いて自分の言葉で表現できる。 

 

30％ 

ける   

評価の方法 日々の課題70％、期末試験30％  



-241- 
 

【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション－１ 大学でイベントを学ぶとはどういうことか 

２ イントロダクション－２ イベント人間になるには 

３ イベントの基礎 イベントとは何か、その構造について 

４ イベントの種類 イベントの分類方法について 

５ 専門用語 イベントを理解する上での用語とルール 

６ プロデュースとディレクション 仕事の流れと関わる人々 

７ エンターテインメントとは イベントの全てがエンターテインメントなわけ 

８ イベントのプロとは プロとアマの違い 

９ イベント業界の構造 イベント業界の特殊性と構成 

10 仕事としてのイベント ステップアップのためのスライド 

11 研究分野としてのイベント 様々な視点と切り口 

12 イベントにおける世界観 設定の重要性とその共有とメディアミックス 

13 イベント学の構造 イベント学の構成と分野分類について 

14 イベント学を学ぶこと 学科の講義の構成と内容ついて 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 

の確認テストを実施する 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺 筆記用具。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

イベント学Ⅱ 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Eventology II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベント学の応用編。イベントを学問として捉える。 

イベントについて理解が深まったところでその意義と構造への知識を深める。 

イベントを学問として捉え、問題解決のための手法としてのイベントを理解し、コミュ

ニケーションやサービスとしてのイベントを考え、その構成や構造＆効果を知る。 

さらに研究分野としての広がりを知り自分が探求＆研究すべきテーマを見つけ出して、

それを調査研究する術と心構えを身につける。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント学に関す

る知識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

イベント学とは何か、イベントを成立させる構造

について答えることができる。６Ｗ２Ｈについて 

正しく説明できる。 

 

 
15％ 

幅広いイベント学 設問に対する回答によって評価。  

の研究分野を説明 

できる 

学問としてのイベントを学び、研究分野としてイ 

ベントを捉えて、自己の興味分野を明確に説明で 

 

15％ 

 きる。  

イベントプランニ 15分間プランニングに対する回答によって評価。  

ングに必要な発想 

力を身につける 

発想へのアプローチの多種多様さを知り身につけ、 

画一的な発想から脱却して、さらに自分の発想力 

 

40％ 

 を高める。そし、てその発想を提案できる。  

イベントのプロと 課題とレポートよって評価。  

して日常生活を送 

る術と心構えを身 

イベントのプロとして生きる意義と、目指す目標 

について自分の言葉で表現できる。 

 

30％ 

につける   

評価の方法 日々の課題70％、期末試験30％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション イベント学とは何か、イベントの定義 

２ イベントの意義と機能－１ イベント学の背景 

３ イベントの意義と機能－２ イベントを捉える視点 

４ イベントの意義と機能－３ コミュニケーション・メディア 

５ イベントとコミュニケーション パブリシティ戦略 

６ イベントとサービス－１ サービスの産業分類 

７ イベントとサービス－２ 脱日常性と感動性 

８ イベントと文化 文化記号装置としてのイベント 

９ イベント作りの基本構成－１ ６Ｗ２Ｈについて 

10 イベント作りの基本構成－２ コンセプトと基本構想 

11 イベント作りの基本構成－３ 基本計画から実施計画へ 

12 イベント計画学概論－１ イベント計画学とは 

13 イベント計画学概論－２ イベント実施者側からの視点 

14 イベント計画学概論－３ イベント施設側からの視点 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の 

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺 筆記用具。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

サービス産業論Ⅰ 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Service Industry Theory I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代社会において第三次産業であるサービス産業は、就業人口やGDPに占める割合はます 

ます拡大する傾向にありその重要性は高まっています。第二次産業においてもサービス産業 

的な仕事の割合が増加し、さらに「サービス経済化」が進んでいます。 

サービスは無形であり在庫できないこと等、工業製品のような財（モノ）とは異なる特性 

を有しているため、サービス産業特有の経営課題があり、また、製造業等と比較して生産性 

の低さが指摘されています。サービス産業の実態を学びながら、サービス財の特徴やその課 

題、顧客満足を高めるためのマネジメントについて考察します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

サービス産業につ 

いて基礎知識を理 

解する 

レポート・期末試験等により評価する。 

サービス産業の構造や特徴、サービス経済化の背 

景等について説明できる。 

 
 

25％ 

サービス産業の経 

営課題・実態につ 

いて理解する 

レポート・期末試験等により評価する。 

サービス産業の経営に関する一般的な知識や仕組 

み、課題・実態をケーススタディ等から理解し説 

明できる。 

 

 

35％ 

サービス産業のニ 

ュースの読解力と 

論評力 

レポート・期末試験等により評価する。 

サービス産業に関する記事やニュースに興味をも 

ち、その内容を要約し自らの考えを論評できる。 

 
 

30％ 

サービス・マネジ レポート・期末試験等により評価する。  

メント視点での価 顧客満足を高める付加価値提案の重要性やトレ  

20％ 

値づくりを理解す ンドを説明できる。  

る   

評価の方法 授業時の小テスト、レポート60％、期末試験40％  
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション サービス産業論を学ぶ意義、講義の進め方、課題レポ

ート、評価について 

２ サービス産業の全体像１ サービスの概念、マーケティングと需要、市場 

３ サービス産業の全体像２ マーケティングの４P、７P、STP 

４ サービス経済の特性 サービス経済化の要因 

５ サービスの概念 モノとサービス、サービスの本質的要素 

６ サービス産業の分類１ 日本標準産業分類におけるサービス業（１） 

７ サービス産業の分類２ 日本標準産業分類におけるサービス業（２） 

８ サービス産業の分類３ 日本標準産業分類におけるサービス業（３） 

９ サービス・デザイン サービス・デザインの概念とコンセプト 

10 サービス・クオリティ・マ

ネジメント 

サービス・クオリティの調査手法とマネジメントの方

法 

11 サービスの経験価値 経験価値の測定とマネジメント 

12 サービス・リカバリー（苦 

情対応） 

顧客の苦情行動とサービス・リカバリーの方法と実践 

13 ヒューマンサービスにおけ 

る感情労働 

感情労働のマネジメント 

14 非営利組織のサービス・マ 

ーケティング 

非営利組織とサービス 

15 総括・達成度の確認 総括および学習達成度の確認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポント、ワード、エクセル、zoom等） 

◇ 参考書：「サービス・マーケティング概論」    神原理編著 

    「サービス・マーケティング（第２版）」 近藤隆雄著 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ サービス産業のニュースや新聞記事（日経新聞、日経MJ等）を読む習慣をつけてくだ 

さい。また、授業内にレポートや読んで欲しい参考文献等を紹介します。 

◇ ひとりの消費者としてもサービス産業を日常的に利用していますので、その現状や 

変化を観察し付加価値提案につなげることは重要です。サービス産業全般に興味を 

持って自らが積極的に学ぶことが一番重要だと考えます。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

サービス産業論Ⅱ 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Service Industry Theory II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代社会において第三次産業であるサービス産業は、就業人口やGDPに占める割合はま 

すます拡大する傾向にありその重要性は高まっています。第二次産業においてもサービス 

産業的な仕事の割合が増加し、さらに「サービス経済化」が進んでいます。 

サービスは無形であり在庫できないこと等、工業製品のような財（モノ）とは異なる特 

性を有しているため、サービス産業特有の経営課題があり、また、製造業等と比較して生 

産性の低さが指摘されています。サービス産業の実態を学びながら、サービス財の特徴や 

その課題、顧客満足を高めるためのマネジメントについて考察します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

「経済のサービス 

化」に関して理解 

する 

レポート・期末試験等により評価する。 

サービス産業の構造や特徴、サービス経済化の背

景等について説明できる。 

 
 

25％ 

サービス産業の経 

営課題・実態につ 

いて理解する 

レポート・期末試験等により評価する。 

サービス産業の経営に関する一般的な知識や仕組 

み、課題・実態をケーススタディ等から理解し説 

明できる。 

 

 

35％ 

サービス産業のニ 

ュースの読解力と 

評論力 

レポート・期末試験等により評価する。顧客満足 

を高める付加価値提案の重要性やトレンドを説明 

できる。 

 
 

20％ 

サービス・マネジ レポート・期末試験等により評価する。  

メント視点での価 顧客満足を高める付加価値提案の重要性やトレン  

20％ 
値づくりを理解す ドを説明できる。  
る   

評価の方法 授業時の小テスト、レポート60％、期末試験40％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 講義の進め方、課題レポート、評価について 

２ サービス産業における経営課題１ 様々な経営課題の事例を研究する（１） 

３ サービス産業における経営課題２ 様々な経営課題の事例を研究する（２） 

カスタマージャーニー演習等 

４ サービス産業における経営課題３ 様々な経営課題の事例を研究する（３） 

カスタマージャーニー演習等 

５ ケーススタディ(１) 飲食業 

６ ケーススタディ(２) 生活関連サービス 

７ ケーススタディ(３) スポーツビジネス、コンテンツビジネス 

８ ケーススタディ(４) 小売業、保険金融業 

９ ケーススタディ(５) 観光・旅行業、運輸業 

10 ケーススタディ(６) 教育、医療・福祉業 

11 ケーススタディ(７) 娯楽業 

12 イベント産業 サービス産業とイベント産業 

13 情報技術（IT）の発展とサービス

産業の対応 

通信・情報産業、ITの発展がサービス産業に与え

る影響とその進化。サービス関連企業の国際化戦

略 

14 サービス産業論総括 今までの授業についての総括 

15 総括・達成度の確認 学習達成度の確認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポント、ワード、エクセル、zoom等） 

◇ 参考書：「サービス・マーケティング概論」     神原理編著 

「サービス・マーケティング（第２版）」 近藤隆雄著 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ サービス産業のニュースや新聞記事（日経、日経MJ等）を読む習慣をつけてください。 

また、授業内にレポートや読んで欲しい参考文献等を紹介します。 

◇ ひとりの消費者としてもサービス産業を日常的に利用していますので、その現状や 

変化を観察し付加価値提案につなげることは重要です。サービス産業全般に興味を 

持って自らが積極的に学ぶことが一番重要だと考えます。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

イベントプロデュース論Ⅰ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Theory of Event Production I 基礎科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

「プロデュース」とは、思いついた 

 

SEED（種）を具体的に世に出し、社会化するまで 

の一連の行為であり、これから社会で活躍する人材を育てる上での重要なキーワードです。と

くにイベントは、臨時に組織を組んで行われる特別な行事・催事が多いことから、イ 

ベントプロデューサーにはさまざまな資質と能力が要求され、多様な機能と役割が求めら

れます。これまで暗黙知として取り扱われてきたプロデュース行為をプロセスや要素をも

とに再現可能なテクノロジーとして形式知化し、新たな人材育成プログラムとして適応さ

せます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントプロデュ 

ースに関する基礎

知識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

プロデュースとは何か、プロデューサーに必要な

要素について答えられる。 

 
 

20％ 

幅広いプロデュー 

スカテゴリーにつ

いて説明できる 

設問に対する回答によって評価。 

カテゴリーごとに成立する機能と役割について基

本的な構造を答えられる。 

 
 

20％ 

イベントプロデュ 

ーサーの役割が理

解できる 

設問に対する回答によって評価。 

実際のイベントプロデュース事例を通して、プロ

デューサーの権利と義務について理解できる。 

 
 

30％ 

実際のイベントで 

発見したことを表

現できる 

イベントアイデア、企画のレポートによって評価。 

イベントプロデュース発想で課題に対しユニーク

で斬新なアイデアが提供できる。 

 
 

30％ 

評価の方法 授業態度30％、レポート30％、期末試験40％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス イベントにおけるプロデュースとは 

２ プロデューステクノロジー プロデューステクノロジーの構造 

３ サプライズ① 驚き発想 

４ サプライズ② 感動発想 

５ ビジネスモデル① プロフィットモデル 

６ ビジネスモデル② プロフィットモデル 

７ プロジェクトマネジメント プロジェクトの管理とは 

８ プロジェクトマネジメント プロジェクトの管理法 

９ リスクマネジメント① イベントにおけるリスク管理法 

10 リスクマネジメント② イベントにおけるリスク管理法 

11 ファン① ファンの構造と仕掛け 

12 ファン② ファンの構造と仕掛け 

13 ブーム① ブームの構造と仕掛け 

14 ブーム② ブームの構造と仕掛け 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じテキスト、資料を配布します。 

 

 
【履修条件等】 

◇ 「イベント学Ⅰ」を履修している方が望ましい。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースについて、常に興味と関心を持つこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

イベントプロデュース論Ⅱ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Theory of Event Production II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントのプロデュース機能とは「そのイベントの目指すべき全体像を構築し、さまざ

まな要素や条件の調整を行いながら、種々の制約の中で最も効果を高めるよう、それらを

ひとつのシステムとして組み上げていく機能」です。イベントもひとつのプロジェクトで

あり、経済活動です。目的と目標を掲げ、予算を組み立て、適材適所に人材を配置し臨時

の組織を統率し、総責任者としてプロジェクトを遂行させるプロデュースという業務につ

いて学びます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントプロデュ 

ースに関する基礎

知識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

プロデュースとは何か、プロデューサーに必要な

要素について答えられる。 

 
 

20％ 

幅広いプロデュー

スカテゴリーにつ 

いて説明できる 

設問に対する回答によって評価。 

カテゴリーごとに成立する機能と役割について基

本的な構造を答えられる。 

 
 

20％ 

イベントプロデュ 

ーサーの役割が理

解できる 

設問に対する回答によって評価。 

実際のイベントプロデュース事例を通して、プロ

デューサーの権利と義務について理解できる。 

 
 

30％ 

実際のイベントで

発見したことを表 

現できる 

イベントアイデア、企画のレポートによって評価。

イベントプロデュース発想で課題に対しユニーク 

で斬新なアイデアが提供できる。 

 
 

30％ 

評価の方法 授業態度30％、レポート30％、期末試験40％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション① 人を動かすプロデュース 

２ イントロダクション② 人を動かすプロデュース 

３ 参加型イベント① 参加型イベントのプロデュース 

４ 参加型イベント② 参加活性化イベントのプロデュース 

５ 地域型イベント① 地域活性化イベントのプロデュース 

６ 地域型イベント② 地域活性化イベントのプロデュース 

７ イベントショップ① イベントショップのプロデュース 

８ イベントショップ② イベントショップのプロデュース 

９ イベントセールス① イベント型売り場のプロデュース 

10 イベントセールス② イベント型売り場のプロデュース 

11 学び型イベント① 講座・セミナーのプロデュース 

12 学び型イベント② 講座・セミナーのプロデュース 

13 行列イベント① 行列のプロデュース 

14 行列イベント② 行列のプロデュース 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じテキスト、資料を配布します。 

 

 

【履修条件等】 

◇ 「イベント学Ⅰ」、「イベント学Ⅱ」および「イベントプロデュース論Ⅰ」を履修してい

る方が望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースについて、常に興味と関心を持つこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅰ 
 

キ タ イ フ ジ オ 

北井 不二男 

Elementary Bookkeeping I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業の日常の経済活動を記録し、その結果を整理して報告するための技術であ

り、こんにちでは必須のビジネススキルのひとつとなっている。 

本講義は、会計関連科目への入門講座としての性格を有し、簿記の初歩を取り扱う。す

なわち、簿記をはじめて学ぶ学生を対象とし、簿記の基本的な考え方と技術を習得するこ

とを目標としている。取引の記帳から決算手続きまでの簿記一巡の流れが理解できるよう

に、解説および問題演習によって進める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

複式簿記の基礎的

な専門用語および

基礎概念を正しく

理解し、説明でき 

るようにする 

設問に対する回答によって評価。 

簿記の意義、簿記の種類、簿記に関連する用語を

答えられること。また、基本的な勘定科目と貸借

対照表、損益計算書の意味を理解すること。 

 

 

30％ 

簿記上の取引の意

味を理解し、その

記録を習得してい 

ること 

設問に対する回答によって評価。 

取引の８要素を理解し、基本的な取引の仕訳、勘

定口座への転記が行えること。 

 

 

40％ 

決算の意味、手続 

きを理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

各種試算表の意味と作成方法、６桁精算表の作成

方法を理解し、財務諸表の作成ができること。 

 
20％ 

現金取引、当座預

金取引、手形取引

を理解しているこ 

と 

設問に対する回答によって評価。 

現金の範囲、現金過不足の処理、当座預金と当座

借越の処理、約束手形の処理を正しく理解し、仕

訳・転記が行えること。 

 

 

10％ 

評価の方法 授業中のテスト20％、本試験70％、授業への貢献度10％を総合的に判断 

する。出席点は設定しないが、全講義回数の３分の２以上の出席が、成績 

評価の対象となる条件となる。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方、評価方法、準備物についての説明 

２ 簿記の基礎概念(１) 簿記の目的、会計期間、資産・負債・資本と貸借対照表 

３ 簿記の基礎概念(２) 損益の計算、収益・費用と損益計算書 

４ 簿記の基礎概念確認 財産法と損益法、計算問題演習 

５ 仕訳と転記(１) 取引の８要素、仕訳、勘定口座記入 

６ 仕訳と転記(２) 商品取引の記録、出資 

７ 仕訳と転記確認 演習 

８ 決算(１) 試算表の種類と作成方法 

９ 決算(２) 試算表演習、６桁精算表の作成 

10 決算(３) 帳簿の締切り、財務諸表の作成 

11 簿記一巡の流れ 取引～財務諸表作成までの手続き確認 

12 現金 現金の範囲、現金過不足 

13 預金 小切手と当座預金、当座借越、その他の預金 

14 手形 約束手形、金融手形 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

 

【使用教材】 

◇ 毎時プリントを配布する。A４サイズのポケットファイルを用意すること。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 商業簿記の習得に意欲的な学生の受講を望む。 

◇ 基本的に全講義出席すること。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 復習を確実に行うこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 計算専用の電卓を用意すること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅰ 
 

ツルオカ  キヨジ 

鶴岡 清司 

Elementary Bookkeeping I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は企業活動を、記録、計算、整理するための技術であり、財務諸表を作成するた 

めの手段であるといわれています。本講義では、簿記の基礎を学びます。 

 入門簿記Ⅰでは日常の取引を「仕訳」できること（簿記語に変換できること）が中心 

課題となります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

商業簿記に関する

基礎的な知識を理

解すること。 

 

設問に対する回答によって評価します。 

商業簿記の基礎的な取引について正しい仕訳がで 

きること。 

 

 
80％ 

簿記を通じて、企

業活動に関わる取 

引の具体例を挙げ 

ることができるこ

と。 

 

設問に対する解答によって評価します。 

商業簿記の基礎的な取引を、企業活動として、 

具体例をもって相手に説明できること。 

 

 
 

10％ 

企業活動を理解す 

ることができるこ

と。 

設問に対する解答によって評価します。 

簿記がなぜ、特定の取引について、特殊な処理 

を行うのかについて説明できること。 

 
10％ 

評価の方法 講義の中で行われる小課題を４０％、期末試験の成績６０％を目安と 

して、総合的に判断します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方および成績評価方法についてします。 

２ ザックリ講義 簿記の一連の流れを説明します。 

３ 第１章 簿記の基礎 簿記の基本ルールを説明します。 

４ 第２章 商品売買取引（１）について説明します。 

５  商品売買取引（２）について説明します。 

６ 第３章 現金取引について説明します。 

７ 第４章 当座預金取引について説明します。 

８ 第５章 帳簿の締切り、財務諸表の作成 

９ 第６章 手形取引について説明します。 

10 第７章 貸付金、借入金取引について説明します。 

11 第８章 その他の債権債務（１）取引について説明します。 

12  その他の債権債務（２）取引について説明します。 

13 第９章 その他の費用の取り扱いについて説明します。 

14 総括 今までの授業についての総括をします。 

15 総括・達成度の確認 学習達成度の確認テストを実施します。 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：滝澤ななみ『スッキリわかる日商簿記３級』第13版 TAC出版 

 
【履修条件等】 

◇ 「やってみようか」という前向きな姿勢があれば、他にはとくにありません。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書には練習問題が付いています。また、講義の際には演習プリントを配布する 

ことがありますので、受講者は各自、講義で取り扱った内容について、その都度必ず 

復習しておいてください。上記の授業計画で進めていきたいと思います。受講生に余 

裕があれば、設例に１回目を通してから授業に参加できると、さらに理解が深まると 

思います。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回、電卓を用意してください。（スマホの電卓機能は便利ですが、学年末試験や検 

定試験では使用が認められていないので、別途用意してください。） 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅰ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Elementary Bookkeeping I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業の日常の経済活動を記録し、その結果を整理して報告するための技術であ

り、今日では必須のビジネススキルの一つとなっている。本講義は、会計関連科目への入

門講座としての性格を有し、簿記の初歩を取り扱う。すなわち、簿記をはじめて学ぶ学生

を対象とし、財務諸表作成までの簿記一巡の手続きの理解から出発し、その後は基本的な

商的取引に関する会計処理を一通り習熟する事を最たる目的としている。さらに、仕訳を

行う過程には、社会人基礎力に求められる批判的思考を育成する手続きが含まれている。

仕訳の手続きを、グループワークなどを通して、グループメンバーと協力しながら解を導

出する訓練を行う。単に、簿記に関する知識や技能を習得するだけでなく、今後の大学に

おける学習を行う上での必要な学習方法や問題解決能力を育んで頂ければ幸いである。 

また、初めて学習する内容になるかと思いますので、必ず講義中に行う演習を行える方

は是非受講ください。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

複式簿記の基礎的

な専門用語および

基礎概念を正しく

理解し、説明でき 

るようにする 

設問に対する回答によって評価。 

簿記の意義、簿記の種類、簿記に関連する用語を

答えられること。また、基本的な勘定科目と貸借 

対照表、損益計算書の意味を理解し、要素勘定に

正確に分類できること。 

 

 

30％ 

簿記上の取引の意

味を理解し、その

記録を習得してい 

ること 

設問に対する回答によって評価。 

取引の８要素を理解し、基本的な取引の仕訳、勘

定口座への転記が行えること。 

 

40％ 

決算の意味、手続 

きを理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

各種試算表の意味と作成方法、６桁精算表の作成

方法を理解し、財務諸表の作成ができること。 

 

20％ 

現金取引、当座預

金取引、帳簿を理

解していること 

設問に対する回答によって評価。 

現金の範囲、現金過不足の手続き、当座預金と当

座借越の手続きを正しく理解し、仕訳・転記が行

えること。また、商品有高帳などの帳簿に関する 

手続きを理解していること。 

 

 

10％ 

評価の方法 中間テスト30％、本試験70％にて絶対評価を行う。「出席点」は設定しな 

い。ただし、全講義回数の３分の２以上の出席が、成績評価の対象となる 

条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方および成績評価方法についての説明、簿記の目 

的・意義など 

２ 簿記の基礎概念(１) 会計期間、貸借対照表とその構成要素（資産・負債・純資産） 

３ 簿記の基礎概念(２) 損益計算書とその構成要素（収益・費用）、純損益の計算 

４ 取引と仕訳 簿記上の取引、取引の８要素、仕訳 

５ 仕訳と転記(１) 仕訳、勘定口座および転記 

６ 仕訳と転記(２) 仕訳と仕訳帳の記入、転記と総勘定元帳の記入 

７ 中間テスト 今までの講義内容の確認 

８ 商品売買取引(１) 仕入・売上、返品取引、掛取引 

９ 商品売買取引(２) 前払・前受取引、諸係に関する取引 

10 商品売買取引(３) 売上原価と商品有高帳 

11 現金(１) 現金の範囲、現金過不足 

12 現金(２) 小口現金の処理、現金出納帳・小口現金出納帳の作成 

13 試算表 試算表の意義、試算表の種類、作成手続き 

14 前期の総括  

15 期末試験  
 

【使用教材】 

◇ 教科書：開講時に指示する。 

◇ 参考書：開講時に指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 商業簿記の習得に意欲的な学生の受講を望む。 

◇ 講義の特性上、欠席が多いとついていけなくなるため、基本的には全講義出席するこ

とが望ましい。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 連続性のある内容であるため復習をしっかりし、宿題などの与えられた課題演習はき

ちんとこなすこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他者に迷惑となる行為（私語等）は厳に禁止する。携帯電話の使用（メール・ウェブ

の閲覧も含む）も不可とする。注意をしても聞かないなど悪質な場合は、単位を付与

しないこともありうるので留意のこと。 

◇ なお、受講の際には電卓（12桁以上）を準備のこと。算盤でもかまわない。中間試験

および期末試験の際には、携帯電話、電子辞書、PC、その他電子機器に内蔵されて

いる電卓の使用は一切禁止するので気をつけること。 



-258- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅰ 
 

ミ ツ ザ ワ ミ メ 

光澤 美芽 

Elementary Bookkeeping I 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業の日常の経済活動を記録し、その結果を整理して報告するための技術であ

り、こんにちでは必須のビジネススキルのひとつとなっている。 

本講義は、会計関連科目への入門講座としての性格を有し、簿記の初歩を取り扱う。す

なわち、簿記をはじめて学ぶ学生を対象とし、簿記の基本的な考え方と技術を習得するこ

とを目標としている。取引の記帳から決算手続きまでの簿記一巡の流れが理解できるよう

に、解説および問題演習により進める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

複式簿記の基礎的

な専門用語および

基礎概念を正しく

理解し、説明でき 

るようにする 

設問に対する回答によって評価。簿記の意義、簿

記の種類、簿記に関連する用語を答えられること。

また、基本的な勘定科目と貸借対照表、損益計算

書の意味を理解し、要素勘定に正確に分類できる 

こと。 

 

 
30％ 

簿記上の取引の意

味を理解し、その

記録を習得してい 

ること 

設問に対する回答によって評価。取引の８要素を

理解し、基本的な取引の仕訳、勘定口座への転記

が行えること。 

 
 

40％ 

決算の意味、手続 

きを理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。各種試算表の意 

味と作成方法、６桁精算表の作成方法を理解し、

財務諸表の作成ができること。 

 
20％ 

現金取引、当座預

金取引、伝票会計

を理解しているこ

と 

設問に対する回答によって評価。現金の範囲、現

金過不足の手続き、当座預金と当座借越の手続き

を正しく理解し、仕訳・転記が行えること。また、

入金伝票・出金伝票・振替伝票の意味を理解して 

いること。 

 

 
10％ 

評価の方法 小テスト30％、本試験70％、および授業への貢献度を総合的に判断。 

「出席点」は設定しない。ただし、全講義回数の３分の２以上の出席が、 

成績評価の対象となる条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方、成績評価方法等についての説明 

２ 簿記の基礎概念(１) 簿記の意義と目的、簿記の前提、貸借対照表の意味と構造、 

損益計算書の意味と構造 

３ 簿記の基礎概念(２) 貸借対照表の作成、資本等式と貸借対照表等式、損益計算 

書の作成、財産法と損益法 

４ 取引と仕訳 簿記一巡の手続き、会計の取引、勘定科目と勘定口座、取 

引の８要素 

５ 仕訳と転記(１) 要素分解と仕訳、勘定口座と転記 

６ 仕訳と転記(２) 仕訳と仕訳帳の記入、転記と総勘定元帳の記入 

７ 小テスト 第１回から第６回までの小括 

８ 決算(１) 簿記一巡の手続き、試算表の種類と仕組み、作成方法 

９ 決算(２) 精算表の種類、６桁精算表の作成 

10 決算(３) 帳簿の締切り、決算振替仕訳、繰越試算表 

11 現金および現金過不足 現金の範囲、現金過不足勘定と過不足の処理 

12 銀行預金等 預金の種類、当座借越とその処理、小口現金 

13 商品売買取引（１） 分記法と三分法、掛取引と人名勘定、クレジット売掛金 

14 商品売買取引（２） 得意先元帳・仕入先元帳および売掛金元帳・買掛金元帳 

15 総括・達成度の確認 春学期の授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：伊藤龍峰、工藤栄一郎ほか著『基本簿記原理』中央経済社 

◇ 参考書：開講時に指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 商業簿記の習得に意欲的な学生の受講を望む。 

◇ 講義の特性上、欠席が多いとついていけなくなるため、基本的には全講義出席するこ

とが望ましい。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 連続性のある内容であるため復習をしっかりし、宿題などの与えられた自習課題はき

ちんとこなすこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他者に迷惑となる行為（私語等）は厳に禁止する。携帯電話の使用（メール・ウェブ

の閲覧も含む）も不可とする。注意をしても聞かないなど悪質な場合は、単位を付与

しないこともありうるので留意のこと。 

◇ なお、受講の際には電卓（12桁以上）を準備のこと。算盤でもかまわない。中間試験

および期末試験の際には、携帯電話、電子辞書、PC、その他電子機器に内蔵されて

いる電卓の使用は一切禁止するので気をつけること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅱ 
 

キ タ イ フ ジ オ 

北井 不二男 

Elementary Bookkeeping II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業の日常の経済活動を記録し、その結果を整理して報告するための技術であ

り、こんにちでは必須のビジネススキルのひとつとなっている。 

本講義では入門簿記Ⅰで学習した内容を基礎とし、さらに進んだ取引の会計処理を扱う。

講義は毎時間、テーマを決めて解説を行い、それに沿った問題演習を実施する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

諸取引の処理が適

切に行えること 

設問に対する回答によって評価。 

商品売買、固定資産、その他の債権債務などに関

する取引について、適切な勘定科目ならびに金額

によって処理ができる。 

 

 
50％ 

株式会社の会計処

理を理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

株式の発行や、株式会社に関する税金の処理など

について、適切な勘定科目ならびに金額によって

処理ができる。 

 

 
20％ 

８桁精算表が作成

できること 

設問に対する回答によって評価。 

決算整理事項に関する適切な処理を行い、８桁精

算表を作成することができる。 

 
 

30％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として、授業中のテスト20％、本試験70％、 

      授業への貢献度10％を総合的に判断する。出席点は設定しない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 簿記一巡の復習 前学期（入門簿記Ⅰ）の復習 

２ 商品売買 返品の処理、諸掛、前払金・前受金 

３ 売上原価の計算(１) 売上原価・売上総利益の計算 

４ 売上原価の計算(２) 仕入勘定での売上原価の計算 

５ 商品売買確認 演習 

６ クレジット売掛金、受取 

商品券、電子債権 

クレジット売掛金、受取商品券、電子債権 

７ 貸倒れ・貸倒引当金 貸倒れの処理、償却債権の取り立て 

８ その他の債権・債務 未収入金・未払金、立替金・預り金、仮払金・仮受金、 

差入保証金 

９ 固定資産(１) 固定資産の勘定科目、取得、改良と修繕、減価償却 

10 固定資産(２) 固定資産の売却、演習 

11 収益と費用 前受収益・前払費用、未収収益・未払費用 

12 税金の処理 租税公課、法人税等、消費税 

13 株式会社の資本 株式の発行、剰余金の配当 

14 ８桁精算表の作成 決算整理事項、８桁精算表の作成方法 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学修達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 毎時間プリントを配布する。A４サイズのポケットファイルを用意すること。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「入門簿記Ⅰ」の内容を理解していること。復習を徹底的に行うことが求められる。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇「入門簿記Ⅰ」の講義内容（勘定科目の区分、取引の８要素等）を確認しておくこと。 
 
 

【その他の注意事項】 

◇ 計算専用の電卓を用意すること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅱ 
 

ツルオカ キヨジ 

鶴岡 清司 

Elementary Bookkeeping II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業活動を、記録、計算、整理するための技術であり、財務諸表を作成するた

めの手段であるといわれています。 

入門簿記Ⅱでは入門簿記Ⅰに引き続き、簿記の基礎を学びます。 

 具体的には、諸帳簿の内容理解、試算表の作成、決算整理事項から財務諸表を作成で

きることが中心課題となります。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

商業簿記に関する

基礎的な知識を理

解すること。 

設問に対する回答によって評価します。 

上記に掲げた基礎的な中心課題ができること。 

 

 

 
80％ 

簿記を通じて、企

業活動に関わる取

引の具体例を挙げ

ることができるこ

と。 

設問に対する解答によって評価します。 

決算整理事項など、具体例をもって相手に説明で

きること。 

 

 
 

10％ 

企業活動を理解す

ることができるこ

と。 

設問に対する回答によって評価します。 

企業の一連の活動と簿記会計処理が体系的に説明

できること。 

 
 

10％ 

評価の方法 講義の中で行われる小課題を40％、期末試験の成績60％ を目安として、 

      総合的に判断します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 講義の進め方、成績評価の方法について説明します。 

２ 第10章 貸倒れと貸倒引当金について説明します。 

３ 第11章 有形固定資産と減価償却について説明します。 

４ 第12・13章 株式会社会計のさわりと消費税について説明します。 

５ 第14章 費用・収益の前払いと前受けについて説明します。 

６  費用・収益の未払いと未収について説明します。 

７ 第15章 帳簿記入について説明します。 

８ 第16章 試算表について説明します。 

９ 第17章 伝票会計について説明します。 

10 第18章 精算表と財務諸表（１）について説明します。 

11  精算表と財務諸表（２）について説明します。 

12  精算表と財務諸表（３）について説明します。 

13 第19章 帳簿の締め切りについて説明します。 

14 総括 今までの授業についての総括をします。 

15 達成度の確認 学習達成度の確認テストを実施します。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：滝澤ななみ『スッキリわかる日商簿記３級』第13版 TAC出版 

 

【履修条件等】 

◇ 入門簿記Ⅰを履修し単位を修得済みであるか、それと同等以上の簿記の知識を有すること

を履修の条件とします。 

◇ 入門簿記Ⅰを未履修の場合は、各自で入門簿記Ⅰで取り上げた取引の仕訳ができるよ

うにしておくことが必要です。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書には練習問題が付いています。また、講義の際には演習プリントを配布するこ

とがありますので、受講者は各自、講義で取り扱った内容について、その都度必ず 

復習しておいてください。 

◇ 上記の授業計画で進めていきたいと思います。受講生に余裕があれば、設例に１回目

を通してから授業に参加できると、さらに理解が深まると思います。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回、電卓を用意してください。（スマホの電卓機能は便利ですが、学年末試験や 

検定試験では使用が認められていないので、別途用意してください。） 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅱ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Elementary Bookkeeping II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

簿記は、企業の日常の経済活動を記録し、その結果を整理して報告するための技術であ

り、今日では必須のビジネススキルの一つとなっている。本講義は、会計関連科目への入

門講座としての性格を有し、簿記の初歩を取り扱う。すなわち、簿記をはじめて学ぶ学生

を対象とし、財務諸表作成までの簿記一巡の手続きの理解から出発し、その後は基本的な

商的取引に関する会計処理を一通り習熟する事を最たる目的としている。さらに、仕訳を

行う過程には、社会人基礎力に求められる批判的思考を育成する手続きが含まれている。

仕訳の手続きを、グループワークなどを通して、グループメンバーと協力しながら解を導

出する訓練を行う。単に、簿記に関する知識や技能を習得するだけでなく、今後の大学に

おける学習を行う上での必要な学習方法や問題解決能力を育んで頂ければ幸いである。 

初めて学習する内容になるかと思いますので、必ず講義中に行う演習を行える方は是非

受講ください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

期中取引の処理が

できること 

設問に対する回答によって評価。 

商品売買、掛取引、その他債権債務、手形、固定

資産などに関する期中取引を、適切な勘定科目な

らびに金額によって仕訳できる。 

 

 

30％ 

８桁精算表を作成

できること 

設問に対する回答によって評価。 

決算整理事項に関する適切な処理を行い、８桁精

算表を作成することができる。 

 
45％ 

検定範囲改定に伴

う追加された取引 

に関する理解 

設問に対する回答によって評価。 

電子記録債権債務などに関する取引を適切に仕訳

出来ること。 

 
25％ 

評価の方法 中間テスト30％、本試験70％にて絶対評価を行う。「出席点」は設定しな

い。ただし、全講義回数の３分の２以上の出席が、成績評価の対象となる

条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 簿記一巡の復習 春学期の復習 

２ 商品売買取引の復習 前期学習した商品売買取引の復習 

３ 債権債務(１) 手形取引・掛取引 

４ 債権債務(２) 金銭貸借取引・利息の計算 

５ 債権債務(３) 未収金・未払金・仮払金・仮受金・立替金・預り金 

６ 固定資産 固定資産の購入から除却・売却まで 

７ 追加論点 差入保証金、電子記録債権債務、クレジット売掛金 

８ 中間テスト前の振り返り 中間テストまでの各論を復習 

９ 中間テスト  

10 資本・税金 資本金、引当金、税金取引 

11 決算(１) 決算手続きの一連の流れ、決算整理仕訳１ 

12 決算(２) 決算整理仕訳２ 

13 決算(３) 精算表の作成、振替処理 

14 前期・後期総まとめ 前後期の振り返り 

15 期末試験  

 

【使用教材】 

◇ 教科書：開講時に指示します。 

◇ 参考書：開講時に指示します。 

 

【履修条件等】 

◇ 上述の授業概要は、「入門簿記Ⅰ」および「入門簿記Ⅱ」と併せて受講することにより

達成されます。そのため、必ず「入門簿記Ⅰ」と「入門簿記Ⅱ」を連続して受講する

必要があります。また、この講義では、(１)宿題、(２)小テスト、(３)定期試験、お

よび(４)出欠の確認を行います。予習・復習ができ、積極的に授業に参加する学生の

履修を望みます。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 「入門簿記Ⅰ」の講義内容を確認しておくこと。 

◇ 事前に指示をした事柄がある場合は、次の授業までに作業を進めておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 電卓が必要です（12桁。辞書・通信機能なし。音が出るモノも不可） 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

入門簿記Ⅱ 
 

ミ ツ ザ ワ ミ メ 

光澤 美芽 

Elementary Bookkeeping II 基礎科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義は原則として、「入門簿記Ⅰ」を履修済みの者、あるいは高等学校在学時に既に簿記

の学習を経験済みの者を対象としており、ほぼ日商簿記検定３級の範囲の商業簿記を取り

扱う。具体的には商品売買、売掛金と買掛金、手形、有価証券、その他の債権・債務、固定資

産、資本（純資産）などの個別論点と、収益・費用の見越・繰延を含む期末の決算整理手

続、および８桁精算表の作成と財務諸表の作成である。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

複式簿記の基礎的

な専門用語を正し

く理解し、説明で 

きるようにする 

設問に対する回答によって評価。簿記の意義、簿

記の種類、簿記に関連する用語を答えられること。 

 

 
20％ 

日々の取引を仕訳 

できるようにする 

設問に対する回答によって評価。個別論点につい 

て取引の内容を仕訳で示すことができること。 

 

50％ 

決算整理事項を理

解し、財務諸表を

作成できるように 

する 

設問に対する回答によって評価。決算整理事項の

内容を理解し、費用および収益の見越しや繰延べ

を含んだ決算整理手続ができ、８桁精算表および 

財務諸表を作成できること。 

 

 
30％ 

評価の方法 授業中に行う小テスト30％、本試験70％、および授業への貢献度を総合的 

に判断。「出席点」は設定しない。ただし、全講義回数の３分の２以上の出席 

が、成績評価の対象となる条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方、成績評価方法などの説明、「入門簿記Ⅰ」の復

習 

２ その他債権・債務 債権・債務とは、借入金と貸付金、未収入金と未払金、仮払 

金と仮受金、前払金と前受金、立替金と預り金、差入保証金 

３ 手形 手形とは、約束手形の処理、手形記入帳、手形による借入れ 

と貸付け、電子記録債権・電子記録債務 

４ 貸倒引当金 貸倒れとは、貸倒れの見積り、差額補充法 

５ 有形固定資産 有形固定資産の意義、取得と売却、減価償却、固定資産台帳 

６ 伝票会計 三伝票制、仕訳日計表の作成、伝票からの転記 

７ 資本会計 株式の発行、利益剰余金勘定と当期純利益の振替え、配当 

８ 小テスト 第１回から第７回の小括 

９ 税金 租税公課、法人税、住民税及び事業税、中間申告、消費税 

10 収益と費用（１） 諸会費勘定、収益・費用の見越し（未収収益、未払費用） 

11 収益と費用（２） 収益・費用の繰延べ（前受収益、前払費用）、消耗品と貯蔵 

品 

12 決算(１) 決算手続、試算表の作成、棚卸表、８桁精算表 

13 決算(２) 決算整理と８桁精算表の作成（演習） 

14 決算(３) 財務諸表の作成と総復習 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：伊藤龍峰、工藤栄一郎ほか著『基本簿記原理』中央経済社 

◇ 参考書：開講時に指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 「入門簿記Ⅰ」をすでに履修済みか同程度の知識を有することを履修の条件とする。 

◇ 講義の特性上、欠席が多いとついていけなくなるため、基本的には全講義出席するこ

とが望ましい。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習は特に要求しないが、復習をしっかりし、自習課題をこなすこと。自らが実際に

手を動かさないことには始まらないので、とにかく習ったことはすぐに復習し、確実

に身につけるよう努力してほしい。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他者に迷惑となる行為（私語等）は厳に禁止する。携帯電話の使用（メール・ウェブ

の閲覧も含む）も不可とする。注意をしても聞かないなど悪質な場合は、単位を付与

しないこともありうるので留意のこと。 

◇ なお、受講の際には電卓（12桁以上）を準備のこと。算盤でもかまわない。中間試験

および期末試験の際には、携帯電話、電子辞書、PC、その他電子機器に内蔵されて

いる電卓の使用は一切禁止するので気をつけること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅠ 
 

カミジョウ ノリオ 

上條 典夫 

Marketing I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングとは、人間や社会のニーズを見極めてそれらに応えることであり、その

本質は「顧客を知ること(リサーチ)」と「顧客に知らせること(コミュニケーション)」と

いうことができます。本講義では、20世紀から21世紀へのマーケティングの変遷をたどり

ながら、各時代におけるマーケティングのフレームワークを学び、次に、マーケティング

効果を高めるコミュニケーション戦略について解説します。広告会社電通で40年間培った

経験で実例を紹介、楽しい授業にします。 
 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングの
本質・その目的と
戦略等に関する理
解 

マーケティングのエッセンスと全体像を把握する

とともに、時代や社会とのかかわりについて、事

例等を踏まえ理解すること 

 

40％ 

 

マーケティング戦
略における各種フ
レームワークの理
解 

4Pモデル、STPモデル、3iモデル、SIPSモデル、5i
理論等について、その目的、特徴、考え方を理解
すること 

 

25％ 

 

マーケティングコ
ミュニケーション
の展開事例を学ぶ 

マーケティングマインドを醸成するためには、消
費者視点から問題意識を持つことが必要。それを
事例などから学び理解すること 

 

25％ 

 

ソーシャル・マー
ケティングの内容
とその重要性を理
解するとともに、
SDGs視点のマーケ
ティングに関する
最新事例と概要を
把握する 

SDGsの概念とソーシャ・マーケティングの本質を
理解し、社会課題解決と利益確保の方法論を探求
すること 

 

 

10％ 

 

 

評価の方法 70％以上の出席状況と授業態度 30％ 

レポート試験 70％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション マーケティングとは？その変遷とマーケティン

グ・コミュニケーションについてと私自身の経験

紹介 

２ マーケティングの変遷① マーケティング1.0(1900～1960 製品・価格中

心、4Pモデル など) 

３ マーケティングの変遷② マーケティング2.0(1970～1980 顧客志向、STP
モデル など) 

４ マーケティングの変遷③ マーケティング3.0(1990～2000 社会的責任、ブ

ランドの3iモデル など) 

５ マーケティングの変遷④ マーケティング4.0(2010～ SIPSモデル、AISAS
モデル など) 

６ マーケティング・コミュニケーシ

ョン① 

マーケティング・コミュニケーションとはなに

か？ 

７ マーケティング・コミュニケーシ

ョン② 

消費者行動とマーケティング～消費者の行動を理

解する① 

８ マーケティング・コミュニケーシ

ョン③ 

消費者行動とマーケティング～消費者の行動を理

解する② 

９ マーケティング・コミュニケーシ

ョン④ 

広告展開におけるマーケティング事例① 

10 マーケティング・コミュニケーシ

ョン⑤ 

広告展開におけるマーケティング事例② 

11 マーケティング・コミュニケーシ

ョン⑥ 

コミュニケーションミックスと広報・PR 

12 マーケティング・コミュニケーシ

ョン⑦ 

スポーツイベント・音楽イベントによるマーケテ

ィング 

13 マーケティング・コミュニケーシ

ョン⑧ 

競争優位のブランド・マネジメント 

14 ポストコロナ時代のマーケティン

グ 

ソーシャル・マーケティングとは～SDGsを軸に

したマーケティングの潮流 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括およびレポート試験 

 

【使用教材】 

◇ テーマごとに必要に応じて用意します 
 

【履修条件等】 

◇ とくにありません 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 世の中の動き、社会・経済情勢等に常に興味や関心を持つこと 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義の内容や順番は変更する場合があります 

 



-270- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅠ 
 

ハ ナ オ ユ カ リ 

花尾 由香里 

Marketing I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、マーケティングの基本的な理論と戦略について学習する。企業の経営な

活動の中で、マーケティングがどのような役割を担っているのかを学んだ後、戦略を立案

する際に必要な分析方法や理論を中心に解説する。実在の企業や商品の例を取り上げ、マ

ーケティングを現実的な問題として理解していくことも目的としている。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングの 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

考え方と専門用語 ングの基本的な考え方とアプローチ方法を理解し、  

を正しく理解し説 専門用語について意味と内容を答えられること。 25％ 

明できるようにな   

ること   

マーケティング戦 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

略立案のための環 ング戦略を立案するために必要な環境分析の手法  

境分析について理 について理解し、答えられること。 20％ 

解し説明できるよ   

うになること   

マーケティング戦 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

略立案のための市 ング戦略を立案するために必要な市場分析の手法  

場分析について理 について理解し、答えられること。 20％ 

解し説明できるよ   

うになること   

マーケティング戦 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

略立案のための競 ング戦略を立案するために必要な競争分析の手法  

争分析について理 について理解し、答えられること。 20％ 

解し説明できるよ   

うになること   

評価の方法 70％以上の出席を前提として授業中の課題提出15％、試験85％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ マーケティングとは 授業の内容とマーケティングの考え方 

２ マーケティング･コンセプト コンセプトの変遷、ニーズとウォンツ 

３ マーケティングの範囲 事業領域の設定、マーケティング・マイオピア 

４ マーケティングのプロセス ４P概念、マーケティングの実行プロセス 

５ 環境分析(１) 企業を取り囲む環境、機会と脅威 

６ 環境分析(２) 企業の強みと弱み、SWOT分析 

７ 市場細分化 市場細分化と細分化の切り口、ターゲットの選定 

８ ポジショニング ポジショニングマップによる分析、製品差別化 

９ 製品ライフサイクル 製品の寿命とライフサイクル、ライフサイクル別戦略 

10 ポートフォリオ分析 ポートフォリオ・マトリックス、戦略的事業単位 

11 製品・市場マトリックス アンゾフの製品・市場マトリックスと成長ベクトル 

12 競争分析 競争のファイブ・フォース、集中度の分析 

13 競争優位戦略 競争の激しさを決める要因、参入障壁と参入阻止戦略 

14 競争地位別戦略 リーダー企業の戦略、チャレンジャー、フォロワー企 

業の戦略 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：なし。 

※必要に応じて資料等を配布する。 
 

【履修条件等】 

◇ 私語を慎み周囲に迷惑をかけないこと。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 普段から、企業や商品に関するニュース等に注意を払っておくこと。 

◇ 毎回の授業においては、事前に指示をした重要事項の内容を調べておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語や遅刻については厳重に注意する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅠ 
 

ヒロセ モリカズ 

広瀬 盛一 

Marketing I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングの基礎知識から、マーケティングにおけるマネジメントの考え方、マー

ケティングの実際までを理解する。マーケティングは、商品やサービスの販売を促進する

手段として捉えられがちであるが、企業の戦略や非営利組織の活動とも深く関わっている。

製品を開発する企業、製品を消費者に届ける流通業、製品を購入し利用する消費者など、

様々な視点からマーケティングを学習する。テキストだけでなく、事例なども用いて理解

を深める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングの 設問に対する回答によって評価。マーケティング  

基本的な用語につ の定義、コンセプトの変遷、マーケティング・ミ  

25％ 
いて理解し、説明 ックス、マーケティングの範囲について答えられ  

できること ること。  

市場環境の分析に

ついて理解し、説 

明できること 

設問に対する回答によって評価。企業を取り巻く

環境、環境を分析するための考え方などについて 

答えられること。 

 

25％ 

消費者行動とマー 設問に対する回答によって評価。消費者を購買に  

ケティング戦略に 導く、動機づけやそのフレームワーク、個人的な  

25％ 
ついて理解し、説 要因について答えられること。  

明できること   

製品戦略とブラン

ドについて理解し、 

説明できること 

設問に対する回答によって評価。製品のとらえ方、

製品開発に関わる考え方、ブランドについて答え 

られること。 

 

25％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、授業参加度10％、試験90％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業の進め方、マーケティングとは何か 

２ マーケティングのコンセプト 

と基本用語 

コンセプトの変遷について 

３ マーケティング・ミックス ４Pの概念について 

４ マーケティングの範囲 マーケティングの対象について 

５ 事例研究（１） ブランドについて 

６ 市場環境の分析（１） 企業のミクロ環境、SWOT分析について 

７ 市場環境の分析（２） 企業のマクロ環境、人口動態環境などについて 

８ 消費者行動（１） 消費者の意思決定プロセスについて 

９ 消費者行動（２） 意思決定に影響する要因について 

10 マーケティング戦略の基礎 市場細分化、ターゲティング、ポジショニングにつ 

いて 

11 製品戦略（１） 製品のとらえ方について 

12 製品戦略（２） サービスや組織のマーケティングについて 

13 事例研究（２） 製品戦略の事例について 

14 製品開発 製品開発と製品ライフサイクルについて 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：『現代マーケティング論』第２版 実教出版 
 
 

【履修条件等】 

◇ 「広告論Ⅰ」、「広告論Ⅱ」、「消費者行動論Ⅰ」、「消費者行動論Ⅱ」、「流通論Ⅰ」、「流通論

Ⅱ」などの関連科目を受講することが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 本やニュースで関連した資料について目を通しておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に集中すること。態度が悪い場合には、退出を命じる場合もある。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅠ 
 

フカザワ  タクヤ 

深澤 琢也 

Marketing I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングとは、顧客に商品やサービスの価値を届ける（顧客に買ってもらう）ため 

の仕組みを作ることです。本講義では、マーケティングとはそもそも何なのか、いつから登 

場した概念なのか、上手にマーケティングをするために企業はどのような分析を行う必要が 

あるのかといったことを中心に学びます。本講義では、多くの企業事例を例示し、マーケテ 

ィング理論とマーケティングの実際を行き来できる講義展開が期待できると思います。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングの 

役割とマーケティ 

用語を正しく理解 

し，説明できるこ 

と 

設問に対する回答によって評価。マーケティング
の役割，基本的なマーケティング計画内容、マー
ケティングの発展史に関する設問に答えられるこ
と。 

25% 

企業のマーケティ 

ング行動に影響を 

与える要因につい 

て正しく理解し、 

説明できること 

設問に対する回答によって評価。マーケティング 

戦略策定上影響を与える、政治、経済、社会、文 

化といった間接的環境、競争企業や消費者行動と 

いった直接的環境に関する設問に答えられるこ 

と。 

25% 

市場をリサーチす 

る方法、顧客を分 

析する方法につい 

て正しく理解し、 

説明できること 

設問に対する回答によって評価。多様な顧客グル 

ープを分類する市場細分化の枠組みと市場をリサ 

ーチする方法に関する設問に答えられること。 25% 

企業の成長戦略と 

競争戦略について 

正しく理解し、説 

明できること 

設問に対する回答によって評価。企業がどのよう 

にして成長していくのかについての諸理論、企業 

の競争戦略についての諸理論に関する設問に答え 

られること。 

25% 

評価の方法 全15回の授業のうち２/３にあたる10回以上の出席を前提として、 

学期末試験の得点に基づき評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 講義内容説明、成績評価説明 

２ マーケティングの仕組み① マーケティングの基礎概念と基本課題を学ぶ 

３ マーケティングの仕組み② 事業選択、STP、4Pの概要を学ぶ 

４ マーケティングの発展史 マーケティングの誕生と発展史を学ぶ 

５ マーケティング計画の策定 企業のマーケティング計画を学ぶ 

６ マクロ環境分析① マーケティング実行に影響する要因を学ぶ 

７ マクロ環境分析② マーケティング実行に影響する要因を学ぶ 

８ 顧客の分析方法① 多様な顧客の分類方法について学ぶ 

９ 顧客の分析方法② 多様な顧客の分類方法について学ぶ 

10 市場戦略① 企業の成長戦略を学ぶ 

11 市場戦略② 企業の競争対応を学ぶ 

12 マーケティング・リサーチ① 市場のリサーチ（調査）方法を学ぶ 

13 マーケティング・リサーチ② 市場のリサーチ（調査）方法を学ぶ 

14 総括 春学期の学習ポイントについての理解を深める 

15 達成度の確認と解説 学習達成度の確認テストを実施する。 
 

【使用教材】 

◇ 講義ノートと参考資料を教員が作成しそれをもとに学習するスタイルです。以下参考 

書に依拠してシラバスが展開しますので、購入の必要性はありませんが、さらに学習 

したい場合や理解が不足している場合には参照すると有効的です。 

＜参考書＞ 小川孔輔『マーケティング入門』、日本経済新聞社、2009年 
 

【履修条件等】 

◇ １年生は特にありませんが、２年生以上はマーケティング関連の科目（流通論、広告 

論、消費者行動論）のいずれかを並行して履修していると理解が深まります。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日本経済新聞や日経MJ、また日経ビジネスなどに日頃から目を通し，企業のマーケテ 

ィング活動について問題意識を持つ。ガイアの夜明けやカンブリア宮殿などのビジネ 

ス番組もたくさん観ることもおすすめします。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 遅刻および講義中における授業内容とは関係のない私語は厳禁。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅠ 
 

ヤマカワ サトル 

山川 悟 

Marketing I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングとは、企業と顧客との関係を良好なものとし、商品やサービスが売れ続

けていくための基盤をつくる活動です。戦略策定やコンセプト開発、商品開発、販売促進、

広告、広報、マーケティングリサーチ、消費者行動分析など、幅広い範囲がここに含まれ

ます。本講義ではその考え方に慣れ親しみ、最新の具体的な事例を示しながら、「マーケテ

ィングの仕事は楽しい」と感じてもらえるような実践的な内容を志向します。受動的な知

識取得ではなく、自分の頭で考え、自分の言葉で語る訓練を取り入れます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングに 講義中に提示した課題への解答等により評価。  

関する仕事や概念 「企業側の視点から、商品やブランド、消費行動  

を理解し、興味・ を捉えているか、捉えようとしているか」を評価 25％ 

関心を持つように ポイントとする。  

なる   

マーケティング実 講義に提示した課題への解答、中間試験、本試験  

務における考え方 により評価。  

の方法論に触れ、 「仮説立案、ターゲティング、コンセプトを、一 25％ 

自ら実践できるよ 定のフォーマットに沿って表記できるか」を評価  

うになる ポイントとする。  

商品開発や販売促 講義中に提示した課題への解答、中間試験、本試  

進、広告等の計画 験により評価。  

立案の仕組みを理 「一定のマーケティング目的を達成するためのプ 50％ 

解する ロモーションミックス計画の概要を表記できるか」  

 を評価ポイントとする。  

評価の方法 およそ70％以上の出席を条件に評価 

中間試験・本試験以外に毎回のミニレポートも評価の対 

象とする 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ マーケティングの考え方 定義、歴史、最新のマーケティング課題 

２ マーケティングの仕事とは？ マーケティングの職種、業種、業務内容 

３ 製造業のマーケティング 商品開発、ブランド政策、４P 

４ 流通業のマーケティング 顧客関係、店頭対策、物流、PB 

５ ターゲティング 顧客・市場のセグメンテーション方法 

６ リサーチと仮説立案 調査手法、調査設計～分析、仮説の立て方 

７ 消費者心理とインサイト 最近の消費者行動、消費者の本音とは？ 

８ 中間試験 １～７回までの学習達成度確認のための試験 

９ コンセプトワーク コンセプトの意義、事例、開発方法 

10 販売促進戦略 消費者向けSP手法と事例研究 

11 広告戦略 広告表現、媒体戦略、メディア開発研究 

12 広報戦略 広報、PR手法、近年の動向・事例研究 

13 マーケティングプランニング 

の技法 

企画書作成やプレゼンテーションの方法 

14 マーケティング事例研究 最近の成功事例について 

15 総括と達成度の確認 授業の総括と学習達成度確認のための試験 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：教科書は使用せず、パワーポイント資料を使用（受講者がDLすること)。 

◇ 参考書：テーマに応じて、参考資料を紹介。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 新製品や広告、メディア、店舗、デザイン、アイデア開発などに興味があること。 

◇ PC（最低でもタブレット）で、ある程度オフィス系ソフトの操作ができること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞を読むことやテレビCMなどを見ることも、ひとつの事前学習と考えてほしい。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中に議論やアイデア抽出を行うことがあるため、能動的な出席態度が望まれる。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅡ 
 

カミジョウ ノリオ 

上條 典夫 

Marketing II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングⅠでは、マーケティングの定義や機能などについて学習しました。マー

ケティングⅡでは、それらの知識をベースに、業界や企業が実際に直面している課題や問

題を取り上げ、それらを解決するためのマーケティング施策や戦略の立案の仕方を学びま

す。具体的には、例として、デジタル化が遅れてガラパゴス化しているともいわれる日本

の音楽業界をフォーカスし、ドラスチックな構造変化と行き詰まりの原因、SNS基点とした

問題点など、その現状と可能性を探ってみます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティングⅠ
で習得した知識や
仕組みを実際の事
例等に当てはめ、
実践的なビジネス
の策定方法を学ぶ 

社会で役立つマーケティングを把握すること  

 
40％ 

日本の音楽業界に
スポットを当て、
昭和から平成、令
和への流れや変化
を概観するととも
に、現状を調査
し、問題点や課題
を整理する 

エンターメント業界の今を学び、理解する  
 

 

20％ 

 

抽出された問題点
や課題を解決する
ための戦略、具体
的施策を立案する 

自分なりに考える能力を培ったか  

25％ 

 

自律性、社会性、
地域国際性、コミ
ュニケーション
力、情報リテラシ
ー、問題解決力等
のスキルを修得す
る 

ケース・スタディやプレゼンテーション等におけ
る積極性、傾聴力、コミュニケーション・スキ
ル、問題解力等を評価する 

 

 

 

10％ 

評価の方法  70％以上の出席状況と授業態度 30％ 

試験70％ 



-279- 
 

【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション ポストコロナ時代をリードするマーケティング

とは何か 

２ ガラパゴス化した音楽業界のマーケ

ティング① 

世界のデジタル化潮流に乗り遅れた日本の音楽

ビジネスを例にとって考察する 

３ 音楽ビズネスマーケティング① 音楽ビジネスの構造変化 

４ 音楽ビズネスマーケティング② ソーシャルメディアの勃興と音楽流通 

５ 音楽ビジネスマーケティング③ 共有・共感・共鳴のメカニズム 

６ 音楽ビジネスマーケティング④ レガシーメディアとしての音楽市場 

７ デジタルとアナログは共存するか マーケティングでデジタルとアナログは共存す

るか 

８ 基本の復讐 学んだトピックスを整理する 

９ ヒット商品のメカニズム① ヒット商品をマーケティング的に分析する 

10 ヒット商品のメカニズム② ヒット商品をマーケティング的に分析する 

11 今年の話題広告、商品 一年の中でのトレンド・トピックスを考える 

12 ディスカッション① マーケティング戦略事例をもとに情報共有 

13 ディスカッション② マーケティング戦略事例をもとに情報共有 

14 ディスカッション③ マーケティング戦略事例をもとに情報共有 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括およびレポート試

験 

 
 

【使用教材】 

◇ テーマごとに必要に応じて用意します 

 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 世の中の動き、社会・経済情勢等に常に興味や関心を持つこと 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 講義の内容や順番は変更する場合があります 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅡ 
 

ハ ナ オ ユ カ リ 

花尾 由香里 

Marketing II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、マーケティングを実践するための基本的な戦略と理論について学習する。製

品戦略、価格戦略、流通戦略、プロモーション戦略というパートに分け、それぞれの戦略

を立案するための基本的な知識を習得するのが狙いである。実在の企業例を取り上げ、マ

ーケティングを現実的な問題として理解していくとともに、新しいマーケティングの理論

についてもふれる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティング戦 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

略に関わる専門用 ング戦略のアプローチ方法を理解し、マーケティ  

語を正しく理解し ング戦略に関する用語を答えられること。 20％ 

説明できるように   

なること   

マーケティングに 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

おける製品戦略と ング戦略における製品戦略の手法やブランド理論、  

価格戦略について 価格戦略等について理解し、答えられること。 25％ 

理解し説明できる   

ようになること   

マーケティングに 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

おけるプロモーシ ング戦略におけるプロモーションの種類やアプロ  

ョン戦略と流通戦 

略について理解し 

ーチ方法、流通の仕組み、流通戦略の手法等につ 

いて理解し、答えられること。 
25％ 

説明できるように   

なること   

マーケティングの 設問に対する回答によって評価する。マーケティ  

最新の動向や理論 ング戦略の最新の動向やソーシャルマーケティン  

について理解し説 グ、関係性マーケティングの理論について理解し、 15％ 

明できるようにな 答えられること。  

ること   

評価の方法 70％以上の出席を前提として授業中の課題提出15％、試験85％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ マーケティング戦略とは 授業の内容とマーケティング戦略の概要 

２ 製品の基礎知識 製品の中核便益と付随機能、新製品の捉え方 

３ 新製品開発戦略 新製品の開発プロセスと事例 

４ 製品ミックス戦略 製品のアイテムとライン、製品ライン戦略 

５ ブランド・マネジメント１ ブランドの役割、ブランドロイヤルティ 

６ ブランド・マネジメント２ ブランド名の付け方、ブランド拡張戦略 

７ 価格戦略１ 価格の決定方法、新製品の価格戦略 

８ 価格戦略２ 価格ミックス、消費者心理を考慮した価格戦略 

９ 流通の仕組み 流通の仕組みと役割、日本の流通システムの特徴 

10 流通チャネル管理 チャネルの選択と管理、パワーコンフリクト 

11 プロモーション戦略の基礎 プロモーションの種類、プロモーション・ミックス 

12 広告戦略 目的設定と媒体の選択、メディア・ミックス戦略 

13 販売促進とPR活動 販売促進の目的設定と手段、PR戦略 

14 最新のマーケティング事情 社会志向のマーケティング、顧客との関係づくり 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ なし。 

※必要に応じて資料等を配布する。 

 

【履修条件等】 

◇ 私語を慎み周囲に迷惑をかけないこと。 

◇ 「マーケティングⅠ」を履修していることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 普段から、企業や商品に関するニュース等に注意を払っておくこと。 

◇ 毎回の授業においては、事前に指示をした重要事項の内容を調べておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 私語や遅刻については厳重に注意する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅡ 
 

ヒロセ モリカズ 

広瀬 盛一 

Marketing II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングの実際までを理解する。マーケティングは、商品やサービスの販売を促

進する手段として捉えられがちであるが、企業の戦略や非営利組織の活動とも深く関わっ

ている。製品を開発する企業、製品を消費者に届ける流通業、製品を購入し利用する消費

者など、さまざまな視点からマーケティングを学習する。テキストだけでなく、事例など

も用いて理解を深める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

価格戦略と流通戦

略について理解し、 

説明できること 

設問に対する回答によって評価。価格戦略、流通

チャネルの構造、流通に関連する組織、チャネル 

の設計について答えられること。 

 
25％ 

広告戦略について

理解し、説明でき 

ること 

設問に対する回答によって評価。広告の種類、広

告目標、媒体戦略、表現戦略について答えられる 

こと。 

 
25％ 

販売促進、PR、 設問に対する回答によって評価。販売促進の種類、  

人的販売、リレー PRの仕組み、人的販売の役割、リレーションシ  

ションシップ・マ 

ーケティングにつ 

ップ・マーケティングに関連するコンセプトにつ 

いて答えられること。 

 

25％ 

いて理解し、説明   

できること   

グローバルマーケ 設問に対する回答によって評価。グローバルマー  

ティングとインタ ケティングの課題、インターネット・マーケティ  

ーネット・マーケ 

ティングについて、 

ングの可能性と問題点について答えられること。  

25％ 

理解し、説明でき   

ること   

評価の方法 70％以上の出席を前提として、授業参加度10％、試験90％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業の進め方、価格、流通、販売促進戦略について 

２ 価格戦略 価格の設定方法について 

３ 流通チャネル(１) 流通チャネルの構造と関連する組織について 

４ 流通チャネル(２) チャネルの設計、小売業と卸売業について 

５ 事例研究(１) 流通の事例について 

６ 広告戦略(１) 目標や媒体の選択について 

７ 広告戦略(２) 広告の表現について 

８ 販売促進とPR プロモーションの種類とPR活動について 

９ 事例研究(２) 広告の事例について 

10 人的販売とリレーショマーケ 

ティングンシップ 

人的販売、リレーションシップ、顧客満足について 

11 グローバルマーケティング グローバル環境とマーケティングミックスについて 

12 事例研究(３) リレーションシップマーケティングについて 

13 インターネット・マーケティ 

ング(１) 

インターネットを用いたマーケティングについて 

14 インターネット・マーケティ 

ング(２) 

インターネットを用いたマーケティングについて 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：『現代マーケティング論』第２版 実教出版 
 
 

【履修条件等】 

◇ 「広告論Ⅰ」、「広告論Ⅱ」、「消費者行動論Ⅰ」、「消費者行動論Ⅱ」、「流通論Ⅰ」、「流通論

Ⅱ」などの関連科目を受講することが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 本やニュースで関連した資料について目を通しておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 授業に集中すること。態度が悪い場合には、退出を命じる場合もある。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅡ 
 

フカザワ   タクヤ 

深澤 琢也 

Marketing II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

マーケティングⅠで学んだ知識をベースに、マーケティング・ミックス（製品戦略、価

格戦略、流通戦略、プロモーション戦略）について個別に学びます。また、サービス業固

有のマーケティング問題や、国境を超えた顧客に商品を届ける仕組みについても学びます。

さらには、マーケティングという学問が問題山積である世の中でどう貢献できるかについ

てもチャレンジングに挑みます。本講義では、多くの企業事例を例示し、マーケティング

理論とマーケティングの実際を行き来できる講義展開が期待できると思います。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

マーケティング活 

動における価値創 

造活動について正 

しく理解し説明で 

きること 

設問に対する回答によって評価。新製品開発プロ 

セスや普及プロセスといった製品戦略、価格設定 

にかかわる理論についての設問に答えられるこ 

と。 
25% 

マーケティング活 

動における価値伝 

達活動について正 

しく理解し説明で 

きること 

設問に対する回答によって評価。メーカーのチャ 

ネル戦略や小売業のロジスティクス活動といった 

流通戦略、広告をはじめ広報、人的販売、セール 

スプロモーションといったプロモーション戦略に 

ついての設問に答えられること。 

25% 

マーケティング戦 

略の多方面への応 

用について正しく 

理解し説明できる 

こと 

設問に対する回答によって評価。サービス製品の 

マーケティングに固有の問題や、国境を超えたマ 

ーケティング活動についての設問に答えられるこ 

と。 

25% 

マーケティングが 

抱えている新課題 

について正しく理 

解し説明できるこ 

と 

設問に対する回答によって評価。社会のなかでマ 

ーケティング活動に要請されている諸課題につい 

ての設問に答えられること。 25% 

評価の方法 全15回の授業のうち２/３にあたる10回以上の出席を前提として、 

学期末試験の得点に基づき評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 製品戦略① 新製品開発プロセスを学ぶ 

２ 製品戦略② 新製品の普及と予測を学ぶ 

３ 価格戦略① 価格付けの理論を学ぶ 

４ 価格戦略② 価格決定の実務を学ぶ 

５ プロモーション戦略① 広告宣伝活動を学ぶ 

６ プロモーション戦略② セールス・プロモーションを学ぶ 

７ 流通戦略① メーカーのチャネル戦略の類型を学ぶ 

８ 流通戦略② 小売経営とロジスティクスを学ぶ 

９ ブランドマネジメント ブランドの機能、役割、管理を学ぶ 

10 サービス・マーケティング サービス固有のマーケティング課題を学ぶ 

11 国際マーケティング① 国境を超えた顧客に商品を届ける仕組みを学ぶ 

12 国際マーケティング② 国境を超えた顧客に商品を届ける仕組みを学ぶ 

13 マーケティングの社会的役割 マーケティングが抱えている新課題を学ぶ 

14 総括 秋学期の学習ポイントについての理解を深める 

15 達成度の確認と解説 学習達成度の確認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 講義ノートと参考資料を教員が作成しそれをもとに学習するスタイルです。以下参考 

書に依拠してシラバスが展開しますので、購入の必要性はありませんが、さらに学習 

したい場合や理解が不足している場合には参照すると有効的です。 

＜参考書＞ 小川孔輔『マーケティング入門』、日本経済新聞社、2009年 
 

【履修条件等】 

◇ １年生は特にありませんが、２年生以上はマーケティング関連の科目（流通論、広告 

論、消費者行動論）のいずれかを並行して履修していると理解が深まります。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日本経済新聞や日経MJ、また日経ビジネスなどに日頃から目を通し，企業のマーケテ 

ィング活動について問題意識を持つ。ガイアの夜明けやカンブリア宮殿などのビジネ 

ス番組もたくさん観ることもおすすめします。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 遅刻および講義中における授業内容とは関係のない私語は厳禁。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

マーケティングⅡ 
 

ヤマカワ サトル 

山川 悟 

Marketing II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「マーケティングⅠ」の延長として、業種別・商品別・手法別マーケティングを掘り下

げる応用編の講義を行います。消費財、生産財、サービス財のみならず、スポーツや観光、コ

ンテンツなど、かつてはマーケティングの対象でなかったジャンルや、「顧客参加」「キャ

ラクター」「経験価値」「ソーシャル」「パッケージ」といった最新のトレンドも含め、具体的

なケースから学んでいきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

最新のマーケティ 講義に提示した課題への解答、中間試験、本試験  

ングの事例を理解 により評価。  

し、興味・関心を 「講義で採り上げたケースの背景・狙い・戦略を 50％ 

持つようになる 理解したうえで、記述できるか」を評価ポイント  

 とする。  

最新のマーケティ 講義に提示した課題への解答、中間試験、本試験  

ングで使われる方 により評価。  

法論に触れ、自ら 「講義で採り上げたマーケティングの方法論に基 50％ 

ケースを分析する づいて、独自のケースを分析・記述できるか」を  

 評価ポイントとする。  

評価の方法 

評価の配分：およそ70％以上の出席を条件に評価 

      中間試験・本試験以外に毎回のミニレポートも評価の対象とする 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 近年のマーケティングトレンド 授業の進め方、近年の動向説明 

２ サービス財のマーケティング サービス財の特性と４つの対応戦略 

３ 生産財のマーケティング 法人向け商品のマーケティング・営業支援策 

４ 顧客参加型マーケティング 顧客を企業プロセスに組み入れる戦略 

５ スポーツマーケティング スポーツ産業、スポーツコンテンツ活用戦略 

６ キャラクターマーケティング 独自キャラクターを活用した事例の研究 

７ 音楽活用のマーケティング 販売促進やブランディングへの音楽活用法 

８ 中間試験 １～７回までの学習達成度確認のための試験 

９ 経験価値マーケティング 身体的･精神的・美的な感動のもたらし方 

10 ソーシャルマーケティング SDGsや社会貢献活動とマーケティング 

11 観光マーケティング 観光目的地を商品とみなした戦略策定 

12 パッケージデザインとマーケティング パッケージの８つの機能と販促効果 

13 コンテンツ産業のマーケティング 映画、音楽、ゲーム等…のヒットのさせ方 

14 コンテンツ活用のマーケティング コンテンツの商品開発や広告への応用策 

15 総括と達成度の確認 授業の総括と学習達成度確認のための試験 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：教科書は使用せず、パワーポイント資料を使用。 

◇ 参考書：テーマに応じて、参考資料を紹介。 

 

【履修条件等】 

◇ 「マーケティングⅠ」の受講。あるいはそれと同等の知識ベースを持っていること。 

◇ 新製品や広告、メディア、店舗、デザイン、アイデア開発などに興味があること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞を読むことや、テレビCMなどを見ることも、ひとつの事前学習と考えてほしい。 

◇ PC（最低でもタブレット）で、ある程度オフィス系ソフトの操作ができること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中に議論やアイデア抽出を行うことがあるため、能動的な出席態度が望まれる。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅰ 
 

イシヅカ カズヤ 

石塚 一彌 

Accounting I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

企業活動に直接関係していない学生にとっては、理論としての会計学が実感としてはな

じみの薄い学問となっている。このような会計学が“本来は”受講生に身近な領域である

ことを本講義を通じて感じてもらうことを最大の目標としたい。春学期は、まず、会計へ

のイメージづくりを眼目とし、会計の考え方（理論）を中心に、講義を進める。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基礎的前提に関す

る知識の修得の有 

無 

会計を勉強する上で必須の会計に関する知識を修

得していることを、小テストの実施により確認す 

る。 

 
 

30％ 

税務会計に関する

基礎的な知識の修 

得の確認 

会計に関する基礎的な理解の程度について、予行

試験の実施により確認する。 

 
 

30％ 

税務会計に関する

理解の深度の確認 

会計の意義、必要性、現状における問題点の程度

把握とその解決のため素養を修得しているか否か 

の確認につき、本試験の実施により確認する。 

 
 

40％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、出席点30％、試験70％として評価する。 



-289- 
 

【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション１ 会計の意義 

２ 帳簿の記録について 認識、測定、記録の一連の会計プロセス 

３ 簿記と会計 唇歯輔車の関係にある会計と簿記 

４ 企業活動の把握 企業活動の２つの側面 

５ 会計の歴史と思考 発生主義と現金主義 

６ 企業会計の基準１ 一般に公正妥当と認められた企業会計の基準・その１ 

７ 企業会計の基準２ 一般に公正妥当と認められた企業会計の基準・その２ 

８ 企業会計の基準３ 一般に公正妥当と認められた企業会計の基準・その３ 

９ 企業会計の基準４ 一般に公正妥当と認められた企業会計の基準・その４ 

10 貸借対照表の検討１ 財政状態の意義の再考 

11 貸借対照表の検討２ 事業用資産と金融資産 

12 貸借対照表の検討３ 負債と資本 

13 損益計算書の再検討１ ３つの企業活動を中心として その１ 

14 損益計算書の再検討２ ３つの企業活動を中心として その２ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 毎回レジュメを配付し、それに従って講義を行う。 
 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 「履修の心構え」として、復習中心の勉強が望まれる。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回テーマの違うレジュメを受講者本人にのみ配付するので、毎回出席することが重

要である。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅰ 
 

ド イ ミ ツ ル 

土井 充 

Accounting I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「会計学Ⅰ」および「会計学Ⅱ」を通じて、経営学科の諸科目を学修するための基礎と

なる、財務会計および管理会計などに関する入門的な領域を取り上げる。「会計学Ⅰ」で

は、会計情報の分析手法および財務諸表の作成方法の概要の学修を通じて、財務諸表の種

類や現行の会計基準の特徴などを学ぶ。 

そのため本講義では、配布プリントを用いながら各テーマを説明し、必要に応じて、適

宜ケースを用いながら理解を深めて行く。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

複式簿記の基本ル 設問に対する回答によって評価。  

ールを正しく理解 

し、簿記一巡の手 

取引の仕訳・転記から貸借対照表・損益計算書の 

作成までのプロセスを理解していること。 

 

20％ 

続きができること   

財務会計に関する 設問に対する回答によって評価。  

法制度や基準等を 

理解していること 

会社法や金融商品取引法に基づく会計のはたらき 

や、制度上開示が求められる書類に関する基本的 

 

30％ 

 な用語や様式を理解していること  

損益計算・資産評 設問に対する回答によって評価。  

価などわが国の会 

計基準の特徴を理 

収益費用の認識・測定基準や資産評価基準など日 

本の現行会計の特徴を理解していること。 

 

30％ 

解していること   

財務諸表分析の手 設問に対する回答によって評価。  

法を理解し、目的 

に応じた分析を行 

収益性や安全性など各指標の意味および計算方法、 

判断基準を理解し、数値の意味を適切に読み取る 

 

20％ 

えること ことができること。  

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として試験70％、レポートないし小テスト30％ 

で評価する。 

レポートないし小テストは、各テーマの理解の確認のため複数回課す。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の概要、成績評価の説明、会計の意味 

２ 会計の種類 財務会計の位置づけ 

３ 制度会計 財務会計への法規制、会計基準等、財務会計の機能 

４ 複式簿記の基本原理(１) 仕訳と転記のルール 

５ 複式簿記の基本原理(２) 貸借対照表と損益計算書の作成 

６ 貸借対照表の読み方 貸借対照表の様式、流動比率・自己資本比率など 

７ 棚卸資産の会計 商品の取得原価、製品の製造原価 

８ 金融資産の会計 金融資産の種類、取得原価、期末評価 

９ 有形固定資産の会計 有形固定資産の取得原価、減価償却 

10 無形固定資産と繰延資産 無形固定資産の取得原価と償却、繰延資産の種類と 

資産性 

11 損益計算書の読み方 損益計算書ならびに包括利益計算書の様式、資本利 

益率、売上高利益率、資本回転率など 

12 期間損益計算の基本原則(１) 発生主義会計 

13 期間損益計算の基本原則(２) 収益認識 

14 財務会計の目的とルール 投資意思決定に役立つ会計と利害調整に役立つ会計 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

◇ 参考書：必要に応じて演習中に配付します。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 本講義では、(１)宿題、(２)小テスト、(３)定期試験、および(４)出欠の確認を行いま

す。予習・復習ができ、積極的に授業に参加する学生の履修を望みます。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に指示をした事柄がある場合は、次の授業までに作業を進めておくこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅰ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Accounting I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義では、会計学の基礎となる考え方やルールおよびその手法を学習します。前期で

は会計学の学問体系を、ゲームを活用したアクティブラーニングを主軸にして学んでもら

います（コロナ禍が落ちついていた場合。そうでない場合は座学が中心になります)。そ

の中でも、財務会計領域の学習を進めていきます。本講義を通して、財務諸表を読めるよ

うになったり、分析をすることができるようになることの基礎を学んでいただければ幸い

です。前期・後期の講義を通して、会計学に対して興味関心を持って頂けるよう講義して

いこうと思います。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

財務諸表を見てそ 設問に対する回答により評価します。  
の会社の特徴を大 

まかに理解できる 

財務諸表の構造を理解することと、財務諸表の中 

でお金がどの様に動くかを理解すること。 30％ 

ようになる   
財務諸表を作成す 設問に対する回答により評価します。  
るために必要なル

ールを理解する 

財務諸表は外部の利害関係者に一般に公開するも

のなので、共通のルールの下に作成されます。そ 
30％ 

 のルールの理解が必要です。  
日本特有の利益計 設問に対する回答により評価します。  
算や資産評価など 各国で財務諸表を作成するためのルールに異なり  
に関するルールを があります。本講義では日本のルールを理解する 30％ 

理解する ことで後の講義で各国との違いが分かるようにな  
 ります。  
財務諸表上の数値 設問に対する回答により評価します。  
を使い分析ができ 財務諸表の分析をするとその企業の特徴などが見  
る基礎を作る えるようになります。基本的に割り算をするとあ 10％ 

 る特徴が見えるので、どの数値を使うとどういう  
 特徴が見えるかを理解することが必要になります。  
評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、課題および小テスト点30％、

期末試験60％で評価します。※期末試験に関しては授業中に詳しく説明

します。 

・課題および小テストは、中間試験の形式で実施を予定しております。 

・貢献点は、経営シミュレーションゲームを行った講義後および、講義の 

いずれかの段階でに講師から依頼されるアンケートにまじめに取り組む 

ことで付与されます。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 会計学全体の概説、本講義の進め方、評価方法などに 

関しての説明 

２ 経営シミュレーション１ ゲーム上で生じる金額を自分のルールで記録する 

３ 経営シミュレーション２ ゲーム上で生じる金額を複式簿記のルールで記録する 

４ 財務諸表の読み方基礎編 財務諸表を四分割することで大まかな企業の特徴を捉 

えることができるようになる 

５ 財務諸表を作成するための 

ルール１ 

財務諸表を作成するための様々な原則を学習していく 

６ 財務諸表を作成するための 

ルール２ 

貸借対照表を作成するうえでおおまかなルールを学習 

する 

７ 財務諸表を作成するための 

ルール３ 

損益計算書を作成するうえでおおまかなルールを学習 

する 

８ 貸借対照表に関する特別な 

ルール１ 

棚卸資産・金融資産・有形固定資産・無形固定資産と 

繰延資産に関して１ 

９ 貸借対照表に関する特別な 

ルール２ 

棚卸資産・金融資産・有形固定資産・無形固定資産と 

繰延資産に関して２ 

10 損益計算書に関する特別な 

ルール１ 

収益・費用認識について１ 

11 損益計算書に関する特別な 

ルール２ 

収益・費用認識について２ 

12 財務諸表を分析する１ 財務諸表の分析に関する講義 

13 財務諸表を分析する２ 財務諸表の分析を、演習を通して行う 

14 前期のまとめ 今までの授業についての総括 

15 総括・達成度の確認  

 
【使用教材】 

◇ 毎回の講義でレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、教科書・問題演習

用の教材は、必要な場合開講時に指示をします。 

◇ 本講義では電卓を使用する場合があるので、適宜ご持参ください。 

◇ 本講義では資料は電子媒体での配布を前提としております。紙媒体の資料が必要な場

合は講師にご相談ください。 

 
【履修条件等】 

◇ とくにありません。講義の復習を必ず行ってください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにありません。講義の復習を必ず行ってください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中に詳しく説明します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅰ 
 

ミ ツ ザ ワ ミ メ 

光澤 美芽 

Accounting I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日頃意識することは少ないが、私たちはさまざまな企業と関わりながら生活をしている。

企業は種々の商品や製品およびサービスを私たちに提供してくれる。そして企業は、自身

が営む経済活動を「会計」の手続きを通して記録・測定・報告する必要がある。 

では、「会計」とはいったいどんなものだろうか。 

本講義は、会計学の全般的な知識を習得するため、財務会計、管理会計、財務分析、財

務諸表監査等の各分野に関する基礎概念について取り扱う。具体的には、まず会計学の基

礎となる複式簿記の基本ルールを学習し、会計の意義や種類、機能、役割をはじめ、会計

手続きのルール、財務情報の読み方などについて学習する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

簿記・会計に関す 設問に対する回答によって評価。会計の意義、会  

る専門用語を正し 

く理解し、説明で 

計の種類、会計に関する基礎的な用語や概念を理 

解し、会計の役割や機能を説明できること。 

 

40％ 

きるようにする   

複式簿記の基本ル 設問に対する回答によって評価。仕訳のルール、  

ールを正しく理解 損益計算書や貸借対照表の意義および中身を理解  

し、簿記一巡の手 し、説明ができること。 20％ 

続きと財務諸表の   

関係を理解する   

会計上のルールで 設問に対する回答によって評価。会計公準や発生  

ある会計基準や、 主義などの基礎概念、および棚卸資産の期末評価  

会計手続を理解し、 や、固定資産の減価償却、原価計算の方法など、 40％ 

説明できるように それぞれの具体的な手続きについて、その意義お  

する よび必要性を理解し説明できること。  

評価の方法 授業内に行う確認テスト（小テスト）30％、本試験70％。「出席点」は設

定しない。 ただし、全講義回数の３分の２以上の出席が、成績評価の対

象となる条件となる。 



-295- 
 

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の進め方、成績評価方法など 

２ 会計の意義と役割(１) 会計とは何か、会計の種類、財務会計のシステム 

３ 会計の意義と役割(２) 企業会計と法規制、貸借対照表と損益計算書 

４ 複式簿記の基礎原理（１） 簿記一巡の手続き、簿記上の取引、仕訳のルール、 

損益計算の仕組み 

５ 複式簿記の基礎原理（２） 試算表と精算表、決算手続、見越しと繰延べ 

６ 財務会計の損益計算書（１） 損益計算書の意義、発生主義会計とは、収入と収益 

７ 財務会計の損益計算書（２） 支出と費用、売上原価、原価配分、法人税等調整額 

８ 小テスト 第１回から第７回の小括 

９ 財務会計の貸借対照表（１） 貸借対照表の意義と構成要素、資産・負債の区分と

基準、有価証券の分類と期末評価、棚卸資産の評価 

10 財務会計の貸借対照表（２） 経過勘定、有形固定資産の意義、減価償却、減損、

無形固定資産の意義、知的財産、のれん、ソフトウ

ェア、繰延資産 

11 財務会計の貸借対照表（３） 負債の概念と意義、引当金、純資産の概念、利益剰

余金の処理、自己株式の扱い、株主資本等変動計算

書 

12 財務会計のキャッシュフロー

計算書 

キャッシュフローとは、キャッシュフロー計算書の

意義、キャッシュフロー計算書の表示区分 

13 管理会計(１) 管理会計の意義と目的、コストの固変分解、KPIと
KGI、費用の配賦、原価管理 

14 管理会計(２) 月次決算の意義、損益分岐点分析、安全余裕率、
DCF 

15 総括・達成度の確認 春学期の授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

※状況によっては多少前後する場合もある。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：未定 

◇ 参考書：開講時に指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 本講義は「会計学Ⅰ」と「会計学Ⅱ」を連続して履修することを条件とする。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業計画を参考に、前もってテキストの該当箇所に目を通しておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他者に迷惑となる行為（私語等）は厳に禁止する。携帯電話の使用（メール・ウェブ

の閲覧も含む）も不可とする。注意をしても聞かないなど悪質な場合は、単位を付与

しないこともありうるので留意のこと。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅱ 
 

イシヅカ カズヤ 

石塚 一彌 

Accounting II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

会計学が企業の活動を会計というフィルターを通して、認識、測定、記録および伝達す

る過程を対象とするものである以上、会計学の研究は、会計数値を基軸として企業活動を

検証することにある。 

秋学期は、春学期に培った会計の思考が、企業会計の数値の把握と計算にどのようにつ

ながっているのかを検討する。講義では、受講生自らが、実際に問題を解き、計算するこ

とで、会計に対する知識を確実なものとすることを目標に置く。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基礎的前提に関す 

る知識の修得の有

無 

会計を勉強する上で必須の会計に関する知識を修 

得していることを、小テストの実施により確認す

る。 

 
 

30％ 

税務会計に関する

基礎的な知識の修 

得の確認 

会計に関する基礎的な理解の程度について、予行

試験の実施により確認する。 

 
 

30％ 

税務会計に関する

理解の深度の確認 

会計の意義、必要性、現状における問題点の程度 

把握とその解決のため素養を修得しているか否か

の確認につき、本試験の実施により確認する。 

 
 

40％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、出席点30％、試験70％として評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 計算問題１ 簿記の基本１（会計用語の確認１） 

２ 計算問題２ 簿記の基本２（会計用語の確認２） 

３ 計算問題３ 簿記の基本３（会計用語の確認３） 

４ 計算問題４ 簿記の基本４（２つの計算の側面について１） 

５ 計算問題５ 簿記の基本５（２つの計算の側面について２） 

６ 小括（理解度チェックテスト１） 簿記一巡のまとめ 

７ 計算問題６ 簿記の応用１（総合問題１） 

８ 計算問題７ 簿記の応用２（総合問題２） 

９ 計算問題８ 簿記の応用３（総合問題３） 

10 計算問題９ 簿記の応用４（総合問題４） 

11 計算問題10 費用配分１（棚卸資産） 

12 計算問題11 費用配分２（減価償却） 

13 計算問題12 引当金 

14 計算問題13 発生主義と現金主義の典型問題（経過項目） 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度 

の確認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 毎回レジュメを配付し、それに従って講義を行う。 

 

 

【履修条件等】 

◇ 春学期「会計学Ⅰ」を履修済みか、会計学に対しての基本的な理解があること。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 「履修の心構え」として、復習中心の勉強が望まれる。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回テーマの違うレジュメを受講者本人にのみ配付するので、毎回出席することが重

要である。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅱ 
 

ド イ ミ ツ ル 

土井 充 

Accounting II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

「会計学Ⅰ」および「会計学Ⅱ」を通じて、経営学科の諸科目を学修するための基礎と

なる、財務会計および管理会計などに関する入門的な領域を取り上げる。「会計学Ⅱ」で

は、「会計学Ⅰ」に引き続き財務会計の個別テーマならびに管理会計や税務会計などの会計学

の諸領域を学ぶ。 

そのため本講義では、配布プリントを用いながら各テーマを説明し、必要に応じて、適

宜ケースを用いながら理解を深めて行く。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

財務会計の諸テー

マに関する基本概

念を理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

キャッシュ・フロー計算書や連結財務諸表の作成 

・分析方法、ならびにその他諸領域（国際会計や

中小企業会計、環境会計、監査、公会計など）の 

基礎概念を理解していること。 

 

 

30％ 

管理会計の基本概

念を理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

売上高、変動費、固定費、限界利益の相互関係に

基づく損益分岐点分析、および計画、実行、比較

検討、改善策というマネジメントサイクルを支え 

る予算管理等を理解していること。 

 

 

30％ 

税務会計の基本原 

理を理解している

こと 

設問に対する回答によって評価。 

税務会計の基本用語、ならびに課税所得の計算方

法を理解していること。 

 
20％ 

現行会計の概要を

体系的に理解して

いること 

設問に対する回答によって評価。 

財務会計・管理会計・税務会計など会計の種類と 

当該分野における基本原理を理解するとともに、

個々の会計の関係性を理解していること。 

 

 

20％ 

評価の方法 ３分の２以上の出席を前提として試験70％、レポートないし小テスト30％ 

で評価する。 

レポートないし小テストは、各テーマの理解の確認のため複数回課す。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義概要、成績評価の説明、「会計Ⅰ」の復習 

２ キャッシュ・フロー計算書(1) キャッシュ・フロー計算書の作成方法 

３ キャッシュ・フロー計算書(2) キャッシュ・フロー計算書の読み方 

４ 連結財務諸表(１) 連結財務諸表の作成方法 

５ 連結財務諸表(２) セグメント情報、連結株主資本等変動計算書 

６ 国際会計基準(IFRS) (１) 国際的な会計基準の必要性 

７ 国際会計基準(IFRS) (２) IFRS の概要とわが国への影響 

８ 中小企業の会計 中小指針と中小要領 

９ 監査 監査の必要性と方法 

10 税務会計(１) 税務会計と財務会計 

11 税務会計(２) 課税所得計算の仕組み 

12 管理会計(１) 管理会計と財務会計 

13 管理会計(２) 損益分岐点分析、短期意思決定、原価計算、原価差 

異 

14 その他の諸領域 公会計、環境会計など 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

◇ 参考書：必要に応じて演習中に配付します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 本講義では、(１)宿題、(２)小テスト、(３)定期試験、および(４)出欠の確認を行いま

す。予習・復習ができ、積極的に授業に参加する学生の履修を望みます。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に指示をした事柄がある場合は、次の授業までに作業を進めておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅱ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Accounting II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義では、会計学の基礎となる考え方やルールおよびその手法を学習します。後期は、管

理会計領域の学習を中心に進めていきます。管理会計領域の基礎となる製造業における 

原価計算の手続きを、Excel を通して学び、会計情報を用いた経営管理の基礎を学んでい 

きます。そのため、コロナ禍が落ちついていた場合はITルームで基礎から一緒に丁寧に教

えていきます。また、将来的にも役立つ税務会計の基礎にも少し触れます。税務会計は、確定

申告や青色申告などでも知っていると得をすることが多いです。前期・後期の講義を通し

て、会計学に対して興味関心を持って頂けるよう講義していこうと思います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

製造業における財 

務諸表の作り方を

理解する 

設問に対する回答により評価します。 

商業における財務諸表の作り方との違いを構造を

理解すること。 

 
30％ 

原価の構造に関す

る理解をする 

設問に対する回答により評価します。 

原価の構造に関する理解と、原価から企業内部で

行われている活動を推測できるようになること。 

 
30％ 

企業内部から生じ

る情報を使ったマ

ネジメントに関す 

る理解 

設問に対する回答により評価します。 

例えば予算と実際の原価を比べると経営活動のパ

フォーマンスが分かるなどを理解する。 

 
 

20％ 

税務会計に関する

理解 

設問に対する回答により評価します。 

財務会計と税務会計の費用・収益に対する範囲の

違いを理解する。 

 
20％ 

評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、課題および小テスト点30％、 

期末試験60％で評価します。※期末試験に関しては授業中に詳しく説明 

します。 

・課題および小テストは、テーマ毎に行うので２～３回の実施を予定して

おります。 

・貢献点は、Excel を用いた演習課題を行った講義後および、講義のいず

れかの段階で講師から依頼されるアンケートにまじめに取り組むことで

付与されます。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 後期の概説、本講義の進め方、評価方法などに関して 

の説明 

２ 会計とITに関して１ 会計とITの利活用に関する概括と関連技法の学習１ 

３ 会計とITに関して２ 会計とITの利活用に関する概括と関連技法の学習２ 

４ 標準原価計算１ 原価の分類、原価計算の目的など 

５ 標準原価計算２ 標準原価と実際原価を比べ、どう活用するか 

６ 標準原価計算３ 数値情報を可視化する手法を学ぶ 

７ 標準原価計算４ 原価計算と財務会計の結びつきについて 

８ ITを用いたシミュレーショ 

ン体験 

３つのシステムを使って、数値を用いたシミュレーシ 

ョンを自分の手で体験します 

９ 統計基礎 原価計算の手続きの中で用いられる統計学を通して統 

計の基礎を確認 

10 直接原価計算 直接原価計算の意義など 

11 利益計画１ CVP 分析の基礎とソルバーシミュレーション 

12 利益計画２ プロダクトミックス 

13 税務会計 税務会計における報告書を作る 

14 前期講義内容まとめ 期末テスト前に前期で学習した内容を総括して復習を 

行う 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 毎回の講義でレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、教科書・問題演習

用の教材は、必要な場合開講時に指示をします。 

◇ 本講義ではITルームで講義を行います。USB を持ってきていただくと幸いです。 

◇ 本講義では資料は電子媒体での配布を前提としております。紙媒体の資料が必要な場

合は講師にご相談ください。 

 
【履修条件等】 

◇ とくにありません。講義の復習を必ず行ってください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにありません。講義の復習を必ず行ってください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中に詳しく説明します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会計学Ⅱ 
 

ミ ツ ザ ワ ミ メ 

光澤 美芽 

Accounting II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日頃意識することは少ないが、私たちはさまざまな企業と関わりながら生活をしている。

企業は種々の商品や製品およびサービスを私たちに提供してくれる。そして企業は、自身

が営む経済活動を「会計」の手続きを通して記録・測定・報告する必要がある。 

では、「会計」とはいったいどんなものだろうか。 

本講義は、「会計学Ⅰ」に引き続き、会計学の全般的な知識を習得するため、財務会計、管

理会計、財務分析、財務諸表論の各分野に関する基礎概念について取り扱う。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

簿記・会計に関す 設問に対する回答によって評価。会計の意義、会  

る専門用語を正し 

く理解し、説明で 

計の種類、会計に関する基礎的な用語や概念を理 

解し、会計の役割や機能を説明できること。 

 

20％ 

きるようにする   

会計上のルールで 設問に対する回答によって評価。会計公準や発生  

ある会計基準や、 主義などの基礎概念、および棚卸資産の期末評価  

会計手続を理解し、 や、固定資産の減価償却、原価計算の方法など、 40％ 

説明できるように それぞれの具体的な手続きについて、その意義お  

する よび必要性を理解し説明できること。  

財務情報の読み方 設問に対する回答によって評価。財務情報を用い  

を理解し、利用で た分析ができるようにする。また、会計の諸分野  

きるようにする。 （財務会計・管理会計・監査）について基本的な  

また管理会計や監 考え方を理解し、説明できること。 40％ 

査の意義を理解し、   

説明できるように   

する   

評価の方法 授業内に行う確認テスト（小テスト）30％、本試験70％。「出席点」は設

定しない。 ただし、全講義回数の３分の２以上の出席が、成績評価の対

象となる条件となる。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 講義の進め方、成績評価方法、「会計学概論Ⅰ」の復習 

２ 予算管理(１) 予算とは、PDCAサイクル、予算の作成 

３ 予算管理(２) 予算の活用、差異分析、予算策定例、予算制度の問題点 

４ 原価計算(１) 原価とは、原価計算の目的、原価の諸念、総合原価計算

と個別原価計算 

５ 原価計算(２) 単純総合原価計算と組別総合原価計算、仕掛品の扱い、

標準原価計算と原価差異分析、ABC 
６ 連結決算(１) 連結決算の意義、連結の範囲、支配力基準と影響力基

準、連結貸借対照表の作成 

７ 連結決算(２) 連結損益計算書の作成、未実現利益、持分法 

８ 小テスト 第１回から第７回の小括 

９ 経営分析(１) 財務諸表分析の体系、財務諸表分析の目的、収益性分析 

の意義と指標 

10 経営分析(２) 資本利益率指標の分解、安全性分析の意義と指標 

11 経営分析(３) キャッシュフローを用いた分析指標、生産性分析と社会

性分析 

12 税務会計(１) 法人税の意義、課税所得の計算、受取配当金と交際費の

扱い 

13 税務会計(２) 消費税の意義と処理、連結納税制度 

14 会計の歴史と展望 会計の起源と複式簿記の誕生、株式会社の起源、会計理

論の生成と展開 

15 総括・達成度の確認 秋学期の授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

※状況によっては多少前後する場合もある。 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：岩谷誠治著『会計の基本教科書』日本能率協会マネジメントセンター 

◇ 参考書：開講時に指示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 本講義は「会計学Ⅰ」と「会計学Ⅱ」を連続して履修することを条件とする。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業計画を参考に、前もってテキストの該当箇所に目を通しておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他者に迷惑となる行為（私語等）は厳に禁止する。携帯電話の使用（メール・ウェブ

の閲覧も含む）も不可とする。注意をしても聞かないなど悪質な場合は、単位を付与

しないこともありうるので留意のこと。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

企業論（春学期） 
 

エンジヨウジ タカヒロ 

円城寺 敬浩 

Modern Corporation 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義では、基礎的知識等の修得を目的とする。現代企業の諸形態やその役割を、また

とくに株式会社におけるその基本的な仕組みや特徴等を理解することに重点をおく。必要

に応じて、VTR等を利用することもある。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

企業の意義および

企業形態に関して 

理解していること 

設問に関する回答によって評価する。現代社会の

中で企業の果たす役割やさまざまな企業形態の基 

本的な仕組みを理解しているか。 

 

10％ 

株式会社の意義と 設問に関する回答によって評価する。現代社会の  

その基本的な仕組 中で株式会社の果たす役割や株式会社の基本的な  

30％ 
みを理解している 仕組みを理解しているか（例えば会社機関など）。  

こと   

大企業の意義と日 設問に関する回答によって評価する。現代社会の  

本企業の支配構造 中で大企業が果たす役割や、日本企業の支配構造  

30％ 
に関して理解して に関して理解できているか。  

いること   

大企業のコーポレ 設問に関する回答によって評価する。大企業のコ  

ート・ガバナンス ーポレート・ガバナンスに関する仕組み等を理解  

に関する基本枠組 しているか。 30％ 

みを理解している   

こと   

評価の方法 本試験70％、出席状況（受講態度含む）30％、レポート等（＋α）で総合

的に評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 「企業論」の意義と内容等に関する紹介 

２ 企業の役割 現代社会における企業の意義に関する理解 

３ 企業の諸形態① 企業形態に関する理解 

４ 企業の諸形態② ３回目のつづき 

５ 株式会社の誕生 株式会社の意義に関する理解 

６ 株式会社の仕組み① 株式会社に関する基本的な仕組みの理解 

７ 株式会社の仕組み② 株式に関する理解 

８ 株式会社の仕組み③ 会社機関に関する理解 

９ 株式会社の仕組み④ ８回目のつづき 

10 大企業とは何か① 現代社会における大企業の意義に関する理解 

11 大企業とは何か② 大企業の支配構造に関する理解 

12 大企業とは何か③ 日本企業の支配構造に関する理解 

13 大企業とは何か④ 大企業のコーポレート・ガバナンスに関する理解 

14 まとめ  

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：三戸浩・池内秀己・勝部伸男（編著）『企業論』有斐閣アルマ, 2018年. 

◇ 参考書：風間信隆（編著）『よくわかるコーポレート・ガバナンス』ミネルヴァ 

書房, 2019年. 

 

【履修条件等】 

◇ 他の受講生に迷惑を掛ける行為（私語等）をした場合、受験停止にする。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習よりも復習を重視する。講義開始時に前回の復習を簡単にするが、各自その都度、

理解するように復習しておくこと。予習は教科書や参考書等を利用して、事前に講義

関連箇所を読んでおくことをすすめる。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

企業論（秋学期） 
 

エンジヨウジ タカヒロ 

円城寺 敬浩 

Modern Corporation 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義では、主として日本の大企業に焦点を当て、それに関わる諸問題を取り上げてい

く。大企業に関わる諸問題の考察を通して、現代企業の実像に迫りたい。 

必要に応じてVTR等を利用する。 

 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ドイツのコーポレ 設問に関する回答によって評価する。ドイツ・モ  

ート・ガバナンス デルの意義と限界を理解できているか。  

10％ 
について理解する   

こと   

日本型の企業間関 設問に関する回答によって評価する。日本型の企  

係について基本的 業間関係と近年のその動向に関して理解できてい  

30％ 
な理解ができてい るか。  

ること   

日本型の雇用シス 設問に関する回答によって評価する。日本型の雇  

テムについて基本 用システムと近年のその動向に関して理解できて  

30％ 
的な理解ができて いるか。  

いること   

企業と社会との関 設問に関する回答によって評価する。企業と社会  

係および企業の社 との関係および企業の社会的責任の内容および意  

会的責任について 義について理解できているか。 30％ 

基本的な理解がで   

きていること   

評価の方法 本試験70％、出席状況（受講態度含む）30％、レポート等（＋α）で総合

的に評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 「企業論（秋学期）」の講義内容等の紹介 

２ ドイツのコーポレート 

・ガバナンス① 

ドイツ・モデルに関する考察 

３ ドイツのコーポレート 

・ガバナンス② 

ドイツ・モデルの意義と限界に関する考察 

４ 日本型企業システムと 

は何か 

日本型企業システムに関する理解 

５ 日本型企業間関係① 企業集団に関する考察 
６ 日本型企業間関係② 企業系列に関する考察 
７ 日本的雇用慣行① 終身雇用制や年功制等に関する考察 
８ 日本的雇用慣行② ７回のつづき 

９ 日本の文化と行動様式 

① 

「日本型」を醸成する基盤に関する考察 

10 日本の文化と行動様式 

② 

９回のつづき 

11 企業と社会 「企業と社会」を考察する意義についての理解 
12 企業の社会的責任① 企業の社会的責任の基礎概念の理解 
13 企業の社会的責任② 企業の社会的責任の動向に関する考察 

14 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する。 

15 本試験 「企業論」の内容の理解度を確認するために、ペーパー試 

験を実施 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：三戸浩・池内秀己・勝部伸男（編著）『企業論』有斐閣アルマ, 2018年 

◇ 参考書：風間信隆（編著）『よくわかるコーポレート・ガバナンス』ミネルヴァ 

書房, 2019年. 

 

【履修条件等】 

◇ 他の受講生に迷惑を掛ける行為（私語等）をした場合、受験停止にする。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習よりも復習を重視する。講義開始時に前回の復習を簡単にするが、各自その都度、 

理解するように復習しておくこと。予習は教科書や参考書等を利用して、事前に講義 

関連箇所を読んでおくことをすすめる。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

企業論（春学期） 
 

シミズ タイヨウ 

清水 太陽 

Modern Corporation 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、複雑かつ多面的な現代企業の全体像と課題を理解し、それに関する関心

と問題意識を醸成できるようになることを目標とする。具体的には、現代企業の諸形態や

役割について、とくに株式会社に注目し、主に大企業の構造について学ぶ。また、いわゆ

る「日本的経営」や現代企業の役割に関しても、考えてみたい。必要に応じて、映像資料 

・動画等も活用する。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

用語の理解 期末試験で評価する。企業社会や株式会社の実態 

について、専門用語を用いて正確に説明できるか。 

 

20％ 

理論の内容理解 期末試験、レポートで評価する。企業社会や株式

会社制度の内容とその基本的な仕組みを理解し、 

説明できるか。 

 
 

20％ 

理論と制度の理解 期末試験、レポートで評価する。企業とそれを取

り巻く株式会社制度と企業制度の結びつきを理解 

し、説明できるか。 

 
 

20％ 

知識の応用 期末試験、レポートで評価する。本講義で学んだ 

知見を活かし、現代企業に関して、自分の意見を

論理的に説明できるか。 

 
 

40％ 

評価の方法 期末試験70％ レポート20％ 受講態度10％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 企業論を学ぶ意義と内容に関する説明 

２ 現代企業を見る視点 ６つの企業観 

３ 「財・サービスの提供 

機関」としての企業 

経済発展と生活の変化、大企業の実態、企業の長期戦略 

４ 企業の広告活動、企業の国際化、むすび 

５ 「株式会社」としての 

企業 

株式会社の機能と構造、株式会社の現実 

６ 「大企業」としての企

業 

大企業とは何か、大企業の支配構造 

７ 日本の大企業の経営者、大企業のコーポレート・ガバナン 

ス 

８ 「組織」としての企業 企業と官僚制 

９ 企業組織の諸形態、企業の組織と管理論の展開、管理の革 

命 

10 「家」としての日本企

業 

日本企業と従業員、日本型株式会社制度の構造と実態 

11 日本型企業結合様式の独自性、日本企業をみる視点、揺ら 

ぐ日本的経営 

12 「社会的器官」として

の企業 

企業の社会的責任論、企業市民、日本企業の社会的貢献活 

動 

13 近年のCSR活動とCSR指標・CSRランキング、企業統治、 

企業倫理 

14 社会のための企業、個人・社会・自然と調和した企業 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：三戸浩・池内秀己・勝部伸夫（著）『企業論(第４版)』有斐閣アルマ、

2018年 

◇ 参考文献：授業で随時紹介する。 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞を読んでおくと、授業での内容がイメージしやすくなるであろう。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

企業論（秋学期） 
 

シミズ タイヨウ 

清水 太陽 

Modern Corporation 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、複雑かつ多面的な現代企業の全体像と課題を理解し、それに関する関心

と問題意識を醸成できるようになることを目標とする。具体的には、現代企業の諸形態や

役割について、とくに株式会社に注目し、主に大企業の構造について学ぶ。また、いわゆ

る「日本的経営」や現代企業の役割に関しても、考えてみたい。必要に応じて、映像資料

等も活用する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

用語の理解 期末試験で評価する。企業社会や株式会社の実態 

について、専門用語を用いて正確に説明できるか。 

 

20％ 

理論の内容理解 期末試験、レポートで評価する。企業社会や株式

会社制度の内容とその基本的な仕組みを理解し、 

説明できるか。 

 
 

20％ 

理論と制度の理解 期末試験、レポートで評価する。企業とそれを取

り巻く株式会社制度と企業制度の結びつきを理解 

し、説明できるか。 

 
 

20％ 

知識の応用 期末試験、レポートで評価する。本講義で学んだ 

知見を活かし、現代企業に関して、自分の意見を

論理的に説明できるか。 

 
 

40％ 

評価の方法 期末試験70％ レポート20％ 受講態度10％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 企業論を学ぶ意義と内容に関する説明 

２ 現代企業を見る視点 ６つの企業観 

３ 「財・サービスの提供 

機関」としての企業 

経済発展と生活の変化、大企業の実態、企業の長期戦略 

４ 企業の広告活動、企業の国際化、むすび 

５ 「株式会社」としての 

企業 

株式会社の機能と構造、株式会社の現実 

６ 「大企業」としての企

業 

大企業とは何か、大企業の支配構造 

７ 日本の大企業の経営者、大企業のコーポレート・ガバナン 

ス 

８ 「組織」としての企業 企業と官僚制、企業組織の諸形態 

９ 企業の組織と管理論の展開、管理の革命 

10 「家」としての日本企

業 

日本企業と従業員、日本型株式会社制度の構造と実態 

11 日本型企業結合様式の独自性、日本企業をみる視点、揺ら 

ぐ日本的経営 

12 「社会的器官」として

の企業 

企業の社会的責任論、企業市民、日本企業の社会的貢献活 

動 

13 近年のCSR活動とCSR指標・CSRランキング、企業統治、 

企業倫理 

14 社会のための企業、個人・社会・自然と調和した企業 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：三戸浩・池内秀己・勝部伸夫（著）『企業論(第４版)』有斐閣アルマ、

2018年 

◇ 参考文献：授業で随時紹介する 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞・ニュースを読んでおくと、授業での内容がイメージしやすくなるであろう。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営戦略論Ⅰ 
 

オ ガ ワ タ ツ ヤ 

小川 達也 

Strategic Management  Ⅰ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

経営戦略に関する基礎的理論と実践的知識を修得し、現代企業が戦略を策定・実行する

際に直面する諸課題についての洞察力を養います。授業は教科書を中心にパワーポイント

とプリントを併用しながら丁寧に進めます。また、時事問題や事例研究を適宜取り入れる

ことで理論と実践のバランスを図り、経営戦略への理解を深められるように工夫します。

受講生の質問には解説を加えて回答し、創造的でインタラクティブな授業を目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
専門用語を正しく 回答で評価。授業で取り上げた用語の定義や概念  
理解し、説明する をしっかりと把握し、他の用語と混同しないよう 20％ 

ことができる に説明できること。  
   
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の基礎的 回答で評価。授業で取り上げた経営戦略の基礎的  
理論を正しく理解 理論の定義や概念、課題・問題点をしっかりと把 30％ 

し、説明すること 握し、正しく説明できること。  
ができる   
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の実践的 回答で評価。授業で取り上げた経営戦略の実践的  
知識を正しく理解 知識の概念や背景、課題・問題点などをしっかり 30％ 

し、説明すること と把握し、正しく説明できること。  
ができる   
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の理論と 回答で評価。経営戦略の実践的知識を複数把握し  
知識を広く理解し、 授業で取り上げた基礎的理論と結びつけて説明で 20％ 

応用して説明する きるとともに諸課題をしっかりと論述できること  
ことができる   
評価の方法 授業回数に対して出席回数が３分の２以上の受講生に限り評価します。

成績は受講態度40％、本試験60％を目安に決定します。 

授業への積極的な参加姿勢はもちろん、授業終了後に提出するコメントや

本試験の内容など、総合的な学習成果に基づいて評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 【重要】ガイダンス 授業の概要と評価方法、学び方について 

２ 経営戦略の意義 なぜ経営戦略が必要なのか 

３ 経営戦略の体系① 経営戦略と戦術の役割 

４ 〃 ② 経営理念とビジョンの役割 

５ 〃 ③ 経営戦略の類型 

６ 〃 ④ 経営戦略の策定と組織 

７ 製品・市場戦略① アンゾフの成長ベクトル 

８ 〃 ② 多角化戦略と相乗効果（シナジー） 

９ 〃 ③ 市場細分化戦略 

10 〃 ④ 新製品開発と新市場開拓 

11 競争戦略の要点① ポーターの競争戦略の枠組み 

12 〃 ② 価値連鎖（バリューチェーン） 

13 〃 ③ ５つの競争要因 

14  ④ 競争の基本戦略 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施します 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：岸川善光著『経営戦略要論』同文舘出版、2006年 

◇ 参考書：大滝精一、金井一賴、ほか著『経営戦略―論理性・創造性・社会性の追求

第３版』有斐閣アルマ、2016年 
 

【履修条件等】 

◇ この科目は、秋学期開講の「経営戦略論Ⅱ」の基礎となる科目です。「経営戦略論Ⅱ」

の履修を希望する場合は、まず「経営戦略論Ⅰ」の単位を修得してください。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 経営学関連の科目は専門性の高い学問領域であり、専門用語や外来語が頻出しますが、

授業中にその都度、用語を解説することはできません。そのため、わからない用語を

そのままにせず、各自で逐一調べ、授業に備える必要があります。 

◇ 刻一刻と変化する企業・産業界の動向に関心を持ち、日頃から経済新聞や経済雑誌を

よく読み、時事問題やトレンドの把握に努めてください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 第１回目の授業は、ガイダンスを行います。この科目の学び方や評価方法、注意事項

など重要な内容を説明をしますので、必ず出席してください。 

◇ 授業中にスマートフォンやタブレットなどの電子デバイス類を授業目的外で使用する

ことは、禁止します。指示に従わない場合には、減点の上、欠席扱いとします。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営戦略論Ⅰ 
 
 

テラベ  マサル 

寺部 優 

Strategic Management  Ⅰ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代社会はデジタル化、グローバル化が進み、企業を取り巻く環境は、めまぐるしく

日々変化しています。この環境の変化に対応して成長するために、企業における経営戦略

は、ますます重要な要素となっています。 

経営戦略を策定し実行するには、経営戦略に関連する理論（すなわち経営学で学ぶことの

できる知識）と実務（すなわち実際のビジネスで起きている現象）を結び付ける能力が必

要とされます。そこで本授業では「経営戦略に関連する理論と実務を結び付ける能力を身

につけること」を目標とします。 
 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

用語：経営戦略に

関連する基礎的な

用語が、説明でき

る。 

 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。経営戦略に関連する基礎的な

用語について、説明できること。 

 

 

20％ 

理論：経営学で学

ぶことのできる基

本的な理論やフレ

ームワークが説明

できる。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた基本的な理

論やフレームワークについて、説明できること。 

 

 

20％ 

実務：実際のビジ

ネスの現象を、経

営戦略の側面から

整理して説明でき

る。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた実際のビジ

ネスの現象を、経営戦略の側面から整理して説明

できること。 

 

 
 

20％ 

能力：実際のビジ

ネスの現象を基本

的な理論やフレー

ムワークをつかっ

て分析できる。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた実際のビジ

ネスの現象を、経営戦略の側面から、基本的な理

論やフレームワークをつかって分析できること。 

 
 

40％ 

評価の方法 受講態度20％、レポート40％、本試験40％を目安に決定します。総合的な 

学習成果に基づいて評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 【重要】ガイダンス 授業の概要と評価方法、学び方について 

２ 経営戦略とは 戦略の策定、戦略的とは、戦略の必要性 

３ 企業の方向性 経営理念・ビジョン・ミッション・ドメイン 

４ 企業全体のバランス 事業ポートフォリオ、多角化、PPM分析 

５ 企業戦略分析 SWOT分析（機会・脅威・強み・弱み） 

６ 事例分析① SWOTによる事例分析 

７ 外部環境 ５フォース分析 

８ 事例分析② ５フォースによる事例分析 

９ ポジショニング戦略 コストリーダーシップ、差別化、集中 

10 事例分析③ ポジショニングによる事例分析 

11 経営資源 コア・コンピタンス、VRIO 

12 事例分析④ 経営資源による事例分析 

13 バリューチェーン バリューチェーンとは 

14 事例分析⑤ バリューチェーンによる事例分析 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。授業でレジュメを配布します。 

◇ 参考書：マイケル・A・ヒット他著 『戦略経営論 改訂新版』 センゲージ  

ラーニング 

 
【履修条件等】 

◇ 秋学期に開講する「経営戦略論Ⅱ」の基礎となる科目です。 

「経営戦略論Ⅱ」の履修を希望する場合は、必ず本科目を履修してください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から企業の行動に関心を持ち、新聞やニュースをよく読んでください。興味が 

ある記事は、各自写メなどを使いデータに取っておいてください。授業で実際の企 

業の事例を使って分析します。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営戦略論Ⅱ 
 

オ ガ ワ タ ツ ヤ 

小川 達也 

Strategic Management Ⅱ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

経営戦略に関する基礎的理論と実践的知識を修得し、現代企業が戦略を策定・実行する

際に直面する諸課題についての洞察力を養います。授業は教科書を中心にパワーポイント

とプリントを併用しながら丁寧に進めます。また、時事問題や事例研究を適宜取り入れる

ことで理論と実践のバランスを図り、経営戦略への理解を深められるように工夫します。

受講生の質問には解説を加えて回答し、創造的でインタラクティブな授業を目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

授業で取り上げた 授業中に行う質疑や出席カードの備考欄に記述す  
専門用語を正しく るコメント、本試験の設問に対する回答で評価。  
理解し、説明する 授業で取り上げた用語の定義や概念をしっかりと 20％ 

ことができる 把握し、他の用語と混同しないように説明できる  
 こと。  
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の基礎的 回答で評価。授業で取り上げた経営戦略の基礎的  
理論を正しく理解 理論の定義や概念、課題・問題点などをしっかり 30％ 

し、説明すること と把握し、正しく説明できること。  
ができる   
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の実践的 回答で評価。授業で取り上げた経営戦略の実践的  
知識を正しく理解 知識の概念や背景、課題・問題点などをしっかり 30％ 

し、説明すること と把握し、正しく説明できること。  
ができる   
授業で取り上げた 授業後の質疑やコメント、本試験の設問に対する  
経営戦略の理論と 回答で評価。経営戦略の実践的知識を複数把握し  
知識を広く理解し、 経営戦略の実践的知識を複数把握し、授業で取り 20％ 

応用して説明する きるとともに諸課題をしっかりと論述できること  
ことができる   
評価の方法 授業回数に対して出席回数が３分の２以上の受講生に限り評価します。

成績は受講態度40％、本試験60％を目安に決定します。 

授業への積極的な参加姿勢はもちろん、授業終了後に提出するコメントや

本試験の内容など、総合的な学習成果に基づいて評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 【重要】ガイダンス 授業の概要と評価方法、学び方、本試験の結果について 

２ 競争優位の構築① 競争優位の源泉とコア・コンピタンス経営 

３ 〃 ② 知的財産権の役割と戦略的重要性 

４ 〃 ③ 商標権・意匠権を活用した戦略展開 

５ 〃 ④ 特許権を活用した戦略展開 

６ 経営資源の展開① 経営戦略と経営資源の関係 

７ 〃 ② 経営資源の蓄積と経験効果の戦略的活用 

８ 〃 ③ PPM（プロダクト･ポートフォリオ･マネジメント）の意義 

９ 〃 ④ PPMの基本戦略とGEのビジネススクリーン 

10 〃 ⑤ PPMの応用展開：M&A（企業の合併と買収）の意思決定 

11 ドメインの意義① ドメインの決定と効果 

12 〃 ② ドメインの物理的定義と機能的定義 

13 〃 ③ ドメイン・コンセンサス 

14 〃 ④ ドメイン定義の次元とドメインの再定義 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テストを 

実施します 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：岸川善光著『経営戦略要論』同文舘出版、2006年 

◇ 参考書：大滝精一、金井一賴、ほか著『経営戦略―論理性・創造性・社会性の追求

第３版』有斐閣アルマ、2016年 

 
【履修条件等】 

◇ この科目は、春学期開講の「経営戦略論Ⅰ」の単位修得者を対象に進めます。「経営

戦略論Ⅱ」を履修する場合は、まず「経営戦略論Ⅰ」の単位を修得してください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 経営学関連の科目は専門性の高い学問領域であり、専門用語や外来語が頻出しますが、

授業中にその都度、用語を解説することはできません。そのため、わからない用語を

そのままにせず、各自で逐一調べ、授業に備える必要があります。 

◇ 刻一刻と変化する企業・産業界の動向に関心を持ち、日頃から経済新聞や経済雑誌を

よく読み、時事問題やトレンドの把握に努めてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 第１回目の授業は、ガイダンスを行います。この科目の学び方や評価方法、注意事項

の説明に加えて、春学期に実施した「経営戦略論Ⅰ」の本試験の結果を解説します。

今後、学習する上で参考になる内容を取り上げますので、必ず出席してください。 

◇ 授業中にスマートフォンやタブレットなどの電子デバイス類を授業目的外で使用する

ことは、禁止します。指示に従わない場合には、減点の上、欠席扱いとします。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営戦略論Ⅱ 
 
 

テラベ  マサル 

寺部 優 

Strategic Management  Ⅱ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代社会はデジタル化、グローバル化が進み、企業を取り巻く環境は、めまぐるしく

日々変化しています。この環境の変化に対応して成長するために、企業における経営戦略

は、ますます重要な要素となっています。 

経営戦略を策定し実行するには、経営戦略に関連する理論（すなわち経営学で学ぶことの

できる知識）と実務（すなわち実際のビジネスで起きている現象）を結び付ける能力が必

要とされます。そこで本授業では「経営戦略に関連する理論と実務を結び付ける能力を身

につけること」を目標とします。 
 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

用語：経営戦略に

関連する基礎的な

用語が、説明でき

る。 

 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。経営戦略に関連する基礎的な

用語について、説明できること。 

 

 

20％ 

理論：経営学で学

ぶことのできる基

本的な理論やフレ

ームワークが説明

できる。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた基本的な理

論やフレームワークについて、説明できること。 

 

 

20％ 

実務：実際のビジ

ネスの現象を、経

営戦略の側面から

整理して説明でき

る。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた実際のビジ

ネスの現象を、経営戦略の側面から整理して説明

できること。 

 

 
 

20％ 

能力：実際のビジ

ネスの現象を基本

的な理論やフレー

ムワークをつかっ

て分析できる。 

授業中の質疑、レポート、本試験の設問に対する

回答で評価します。授業で取りあげた実際のビジ

ネスの現象を、経営戦略の側面から、基本的な理

論やフレームワークをつかって分析できること。 

 
 

40％ 

評価の方法 受講態度20％、レポート40％、本試験40％を目安に決定します。総合的な 

学習成果に基づいて評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 【重要】ガイダンス 授業の概要と評価方法、学び方について 

２ グローバル戦略 グローバリゼーションとは 

３ 事例分析⑥ グローバル戦略による事例分析 

４ 協調戦略 アライアンス・戦略的提携とは 

５ 事例分析⑦ 協調戦略による事例分析 

６ ネットワーク戦略 ネットワーク戦略とは 

７ 事例分析⑧ ネットワーク戦略による事例分析 

８ 合併と買収戦略 合併と買収（M＆A）戦略とは 

９ 事例分析⑨ 合併と買収（M＆A）戦略による事例分析 

10 ビジネスモデル ビジネスモデルとは 

11 事例分析⑩ ビジネスモデルによる事例分析 

12 戦略のまとめ 企業戦略による分析のまとめ 

13 戦略の策定と実行 マネジャーに求められる基本、プランニングの役割 

14 事例分析⑤ SDGs、CSRと企業経営 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。授業でレジュメを配布します。 

◇ 参考書：マイケル・A・ヒット他著 『戦略経営論 改訂新版』 センゲージ  

ラーニング 

 
【履修条件等】 

◇ 春学期に開講する「経営戦略論Ⅰ」の単位履修者を対象とします。 

「経営戦略論Ⅱ」の履修する場合は、「経営戦略論Ⅰ」の単位を修得してください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日頃から企業の行動に関心を持ち、新聞やニュースをよく読んでください。興味が 

ある記事は、各自写メなどを使いデータに取っておいてください。授業で実際の企 

業の事例を使って分析します。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営組織論Ⅰ 
 

タカハシ  マサヤス 

高橋 正泰 

Organization Theory I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現在の経営学にはさまざまな研究が展開されており、その中でも、組織社会である現代 

社会を考えると、経営学の対象となる組織は、重要な研究分野として位置づけられる。 

しかし、組織の研究は経営学固有のものではなく、多様化する社会現象の解明に欠かせな 

いものとして、学際的な研究領域を形成している。本講義では、これらの組織研究の成果 

を取り入れながら、企業の組織問題を中心として考察し、組織についての理解を深めるこ 

とを目的としている。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

組織とは何かにつ 

いての理解 

 

講義を通して理解し習得した知識について、小テ 

ストなどにより評価する。 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

組織を学ぶ意義の 

理解 

 

講義を通して理解し習得した知識について、小テ 

ストなどにより評価する。 

 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

組織を理解するた 

めの様々な考えや

方法についての理 

解 

講義を通して理解し習得した組織の理論の観が方 

や基本的なものの見方がどの程度理解されている 

かについて、小テストなどにより評価する。 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

 

組織を学ぶことに 

より、何が理解で 

き、何が可能にな 

るかを実践的な理 

解 

組織社会にとってどのような役割を果たしている 

か、日々かかわっている組織についての具体的な 

理解と応用について、小テストなどにより評価す 

る。 

総合評価の内、

配分は1／5とす

る。 

 

 

評価の方法 定期テストとレポートにより評価する。 

      出席については、出席をすることが前提であるので出席点については考慮 

しない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 組織の概念 「組織とは何か」について考察する 

２ 組織の意義 「組織がわれわれにとってどのような関係にあるか」につ

いて講義する 

３ 社会科学としての組織

のパラダイム 

社会科学としての組織理論の位置づけを考える 

４ 組織のメソドロジー 社会科学としての組織の理論を学ぶ方法について考察する 

５ 経営組織論の系譜Ⅰ 科学的管理法を中心として基本的な組織理論を講義する 

６ 経営組織論の系譜Ⅱ 人間関係論を中心として講義する 

７ 経営組織論の系譜Ⅲ 近代的組織論の展開とその基本的な考え方について考える 

８ 経営組織論の系譜Ⅳ 組織のコンティンジェンシー理論について講義する 

９ 組織の理論モデルⅠ 組織の機能主義的組織モデルについて考える 

10 組織の理論モデルⅡ 文化および社会システムとしての組織を講義する 

11 組織の形態と構造 組織の基本的形態と構造について講義する 

12 組織デザイン 組織をどのように設計すれば良いかについて考える 

13 組織と環境 単なる組織の環境適応ではなくエコロジーの観点から組織

を考察する 

14 組織と人間 組織を構成する人間について考察する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 大月博司・高橋正泰『経営組織』学文社,2003年. 

高橋正泰監修『マクロ組織論』学文社、2019年. 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありませんが、真摯に勉学に励む方 

出来れば、経営管理論、心理学、社会学などを学んでいることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されている講義について、あらかじめテキストを読んで準備して下さい。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 学際的な視点から組織の問題を考え、学びことが必要です。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営組織論Ⅰ 
 

ヤマグチ ヨシアキ 

山口 善昭 

Organization Theory I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

経営学は、一般に企業を研究対象としますが、企業にもさまざまなものがあります。そ

こで組織という抽象概念を用いてどのような企業にでも適用できるようにしています。し

かし、この組織というものがどのようなものかはまだはっきりとはわかっていません。こ

の授業では、さまざまな角度からこの組織について考えていきます。 

「経営組織論Ⅰ」では、社会学から見た組織論の位置づけ、組織論の歴史、組織とは何

か、システムとしての組織、組織の具体的な形態について学びます。 

授業は一方的に講義してもあまり効果がないと考えています。したがって、授業は講義

と質問を織り交ぜて行います。質問には積極的に答えるようにしてください。その方が理

解が早いと思います。 

また授業は出席するのが基本です。怠けて授業を休みすぎたり教室を抜け出したりして

単位をもらえることは絶対にありませんから、怠けたい人は受講しない方がよいでしょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

組織の概念を理解 

していること 

設問に対する回答によって評価。組織に関するさ 

まざまな概念に説明できること。 

 

25％ 

組織に関する理論 

を理解しているこ

と 

設問に対する回答によって評価。組織に関するさ

まざまな学説を説明できること。 

 
25％ 

さまざまな組織モ

デルの違いを理解 

していること 

設問に対する回答によって評価。パラダイムの違

いを説明できること。 

 
25％ 

組織理論を応用し 

て、具体的な方法

を提案できること 

設問に対する回答によって評価。理論を理解し具

他的な方法を提案できること。 

 
25％ 

評価の方法 70％以上の出席を必要条件として試験95％、授業参加度５％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 経営組織論とは マクロ、ミクロの違い、社会学における位置づけ 

２ 学説(１) 科学的管理法 

３ 学説(２) 官僚制 

４ 学説(１)､(２)の問題

点 

ビデオによる解説 

５ 学説(３) 人間関係論 

６ 学説(４) バーナードの組織論 

７ 学説(５) サイモンの意思決定論 

８ 学説(６) コンティンジェンシー理論とネオコンティンジェンシー理論 

９ 学説(７) 情報処理モデルと資源依存モデル 

10 メタファー メタファーとしての組織モデル 

11 学説(８) Ｊ.Ｄ.トンプソンの組織理論 

12 組織構造 ライン、ファンクショナル、ライン・アンド・スタッフ 

13 組織形態 職能別組織、事業部制組織、その他 

14 

15 

総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：高橋、山口、磯山、文著『経営組織論の基礎』中央経済社、1998年 

 

 
【履修条件等】 

◇ 積極的に授業に参加できること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に教科書を読んでおくこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 欠席が多いと試験を受けられません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営組織論Ⅱ 
 

タカハシ  マサヤス 

高橋 正泰 

Organization Theory Ⅱ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現在の経営学にはさまざまな研究が展開されており、その中でも、組織社会である現代 

社会を考えると、経営学の対象となる組織は、重要な研究分野として位置づけられる。 

本講義では、組織のミクロレベルに焦点を当てて、組織内の人間行動を学際的な成果を取 

り入れながら、企業組織内の人間問題を中心として考察し、組織行動についての理解を深 

めることを目的としている。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

組織の人間とは何 

かについての理解 

 

講義を通して理解し習得した知識について、小テ 

ストなどにより評価する。 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

組織における人間 

行動についての理 

解 

講義を通して理解し習得した知識について、小テ 

ストなどにより評価する。 

 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

組織をなぜ人は参

加するのかについ

ての理解 

講義を通して理解し習得した組織の理論の観が方 

や基本的なものの見方がどの程度理解されている 

かについて、小テストなどにより評価する。 

総合評価の内、 

配分は1／5とす 

る。 

 

組織行動を学ぶこ 

とにより、何が理 

解でき、何が可能 

になるかを実践的 

な理解 

組織社会にとってどのような役割を果たしている 

か、日々かかわっている組織についての具体的な 

理解と応用について、小テストなどにより評価す 

る。 

総合評価の内、

配分は1／5とす

る。 

 

 

評価の方法 定期テストとレポートにより評価する。 

      出席については、出席をすることが前提であるので出席点については考慮 

しない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 組織行動の概念 「組織内の人間行動とは何か」について考察する 

２ 組織行動の理解 「組織がわれわれにとってどのような関係にあるか」につ

いて講義する 

３ ミクロ組織論としての

組織行動 

組織内部における人間行動や集団行動についての組織理論

の位置づけを考える 

４ 人的資源アプローチと

組織行動 

人的資源としての観点と組織行動論が同の世に関係してい

るかについて考察する 

５ 組織行動の理論Ⅰ 動機づけ理論の内容理論について講義する 

６ 組織行動の理論Ⅱ 動機づけ理論のプロセス理論について講義する 

７ 組織行動の理論Ⅲ リーダーシップの特性研究とスタイル研究について講義す

る 

８ 組織行動の理論Ⅳ リーダーシップのコンティンジェンシー理論ついて講義す

る 

９ 組織行動の理論Ⅴ リーダーの役割とコンフリクトについて考える 

10 組織の職務デザイン 組織のミクロレベルにおける職務デザインを講義する 

11 組織行動と集団 組織の集団と人間行動について講義する 

12 組織行動と文化 組織文化と人間行動の関係について考察する 

13 組織行動と制度 組織行動を制度的観点から考察する 

14 組織とジェンダー 組織におけるジェンダー問題を中心にSDGsを考える 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 大月博司・高橋正泰『経営組織』学文社,2003年. 

高橋正泰監修『マクロ組織論』学文社、2019年. 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありませんが、真摯に勉学に励む方 

出来れば、経営管理論、心理学、社会学などを学んでいることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されている講義について、あらかじめテキストを読んで準備して下さい。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 学際的な視点から組織の問題を考え、学びことが必要です。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営組織論Ⅱ 
 

ヤマグチ ヨシアキ 

山口 善昭 

Organization Theory II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

経営学は、一般に企業を研究対象としますが、企業にもさまざまなものがあります。そ

こで組織という抽象概念を用いてどのような企業にでも適用できるようにしています。し

かし、この組織というものがどのようなものかはまだはっきりとはわかっていません。こ

の授業では、人間を中心に組織をとらえていきます。 

「経営組織論Ⅱ」では、個人行動、モティベーション（動機づけ）、リーダーシップ、

非合理的意思決定、暗黙知などについて学びます。 

授業は一方的に講義してもあまり効果がないと考えています。したがって、授業は講義と

質問を織り交ぜて行います。質問には積極的に答えるようにしてください。その方が、理

解が早いと思います。 

また授業は出席するのが基本です。怠けて授業を休みすぎたり教室を抜け出したりして

単位をもらえることは絶対にありませんから、怠けたい人は受講しない方がよいでしょう。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

個人行動の傾向を 

理解していること 

設問に対する回答によって評価。組織に関するさ 

まざまな概念に説明できること。 

 

25％ 

動機づけに関する 

理論を理解してい

ること 

設問に対する回答によって評価。組織に関するさ

まざまな学説を説明できること。 

 
25％ 

リーダーシップに

関する理論を理解 

していること 

設問に対する回答によって評価。パラダイムの違

いを説明できること。 

 
25％ 

各理論を応用した、 

具体的な施策を提

案できること 

設問に対する回答によって評価。理論を理解し具

他的な方法を提案できること。 

 
25％ 

評価の方法 70％以上の出席を必要条件として試験95％、授業参加度５％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 経営組織論とは ミクロの組織論とは 

２ 個人行動(１) 個人行動とは、知覚 

３ 個人行動(２) 態度、パーソナリティー、 

４ 個人行動(３) 学習 

５ モティベーション(１) マレーの欲求リスト 

６ モティベーション(２) マクレランドらの達成欲求他 

７ モティベーション(３) マズローの欲求５段解説 

８ モティベーション(４) アージリスの不適合理論 

９ モティベーション(５) ハーズバーグの二要因理論 

10 モティベーション(６) ハルの動因理論と期待理論 

11 モティベーション(７) ポーター＝ローラーの期待理論とアダムスの公平理論 

12 リーダーシップ(１) 特性理論と行動理論 

13 リーダーシップ(２) 状況理論 

14 認知的不協和 センスメーキング他 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：高橋、山口、磯山、文著『経営組織論の基礎』中央経済社、1998年 

 

 
【履修条件等】 

◇ 積極的に授業に参加できること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に教科書を読んでおくこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 欠席が多いと試験を受けられません。 



-328- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

広告論Ⅰ 
 

ア ラ イ マ コ ト 

荒井 誠 

Principle of Advertising I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ブランディングの基礎から、広告による意識変容のメカニズム、広告メディアの変遷

／進化、SNS時代の新しい広告手法などを、実際の広告事例を通し学びます。 

秋学期の「広告論Ⅱ」はこの科目の応用編となります。 

皆さんは実際に広告を2回創作し、キャッチコピーやデザインなど広告創りの楽しさや

難しさを体験します。 

この科目で培われるコミュニケーション力は、将来、皆さんが広告業界と関らなくと

も、社会人になり必ず役に立ちます。 

長年広告ビジネスに携わっている広告マンならではの話も飛び出す授業です。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

広告によって、

人々の購買への意

識がいかに変容す

るかを理解する 

これまで長年唱えられている意識変容のメカニズ

ムに加え、SNS時代の新しいメカニズムを学習

し、受講生自らの購買体験に照らしあわせながら

確認していく。 

 

 

20％ 

広告によるブラン 

ディングの基礎を 

理解する。 

ブランドの定義と企業にとってのブランディング

（＝ブランド構築）の重要性を理解するところか

ら始める。 

広告によりどのようにブランディングがなされる

か、実際の広告事例を分析しながら確認していく 

 
 

20％ 

広告づくりを通し 

コミュニケーショ 

ン力を培う。 

広告創作に実際に取り組むことにより、自らが考

え自分の手を動かす体験を通し、伝えたい内容を

きちんと表現するための知見や工夫を理解／習得

していく。 

 

 

30％ 

広告づくりで重要

な世の中の流行に

日頃から着目する

意識を培う。 

毎回、授業で取り上げる広告・プロモーション事 

例や、タイムリーな世の中の動きについて、各自 

がどのように受け止めたか、提出するコメントレ 

ポートにより確認していく。 

 

 

30％ 

評価の方法 毎回授業後に提出するコメントレポートと、２回の広告創作への取組姿 

勢、最終回の学習達成度の確認テストから総合的に評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ アウトライン 広告論Ⅰのイントロダクション 

２ 広告とは 広告の定義とマーケティング戦略における広告の役割 

３ 広告表現 広告表現における３つの力（言語／視覚／聴覚） 

４ 広告による意識変容 広告によるターゲットの意識変容のメカニズム 

５ インサイト調査 ターゲットインサイトの把握のための調査（定量と定

性） 

６ 広告効果測定 広告到達指標（リーチとフリークエンシー） 

７ 広告業務の基礎 広告主からのオリエンからプレゼンまでの流れ 

８ ブランディング基礎① ブランドの定義 ブランディング（＝ブランド構築）

とは 

９ ブランディング基礎② ブランドプロミス／ブランドアイデンティティ 

10 ブランディング基礎③ ブランドコミュニケーションの7要素 

11 企業コミュニケーション 企業と生活者のコンタクトポイント 

12 広告メディア 変化する生活者のメディア環境 

13 SNS時代の広告 インターネット広告とSNSの活用 

14 広告表現の留意点 広告に関する法律と自主規制 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ とくにありません。 
 

【履修条件等】 

◇ 皆さんに身近な話題やイベントを取り上げながら進めますので、特に広告に関心がな

くても楽しめる授業内容となります。 

自分の考えをどのように表現したらいいか、日ごろの生活におけるコミュニケーショ 

ン力をどのようにつけたらいいか、などに関心のある学生を歓迎します。 

秋学期の「広告論Ⅱ」はこの科目の応用編ですので、この科目から履修してくださ 

い。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 皆さんの周りには多種多様な広告が溢れています。普段意識することは少ないと思い

ますが、自分の好きな広告、嫌いな広告に対し、何故好きなのか、どこが気に入らな

いのか、を考えるようにしてください。様々な企業や自治体のウェブサイトやSNS 
展開を閲覧し、誰に向かってどのような狙いで発信しているか、関心をもつよう心 

掛けてください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

広告論Ⅰ 
 

ヒロセ モリカズ 

広瀬 盛一 

Principle of Advertising I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

広告の基礎知識から広告管理の考え方までを理解する。現代社会において、広告はなく

てはならない存在となっている。広告を行う広告主の立場だけでなく、広告ビジネスに関

わる媒体社や広告会社の存在、広告の受け手である消費者の立場など、幅広い視点から広

告を学ぶ。テキストだけでなく、実際の広告物やケースも用いて理解を深める。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

広告関連の専門用

語を正しく理解し、

説明できるように 

する 

設問に対する回答によって評価。広告の定義、広

告の種類、広告に関わる組織に関する用語を答え

られること。 

 
 

25％ 

広告と社会がどの

ように結びついて

いるかを理解し、

説明できるように 

する 

設問に対する回答によって評価。広告主、広告会

社、メディア、消費者が、どのように広告に関わ

っているかを答えられること。 

 

 
 

25％ 

マーケティング活

動と広告活動の関

係を広告主の立場

から理解し、説明 

できるようにする 

設問に対する回答によって評価。マーケティング

における広告の位置づけ、広告主の展開する広告

活動がどのようなプロセスを経ているのかを答え

られること。 

 

 
 

25％ 

広告効果測定の考

え方と方法を理解

し、説明できるよ 

うにする 

設問に対する回答によって評価。広告効果の捉え

方と測定方法について答えられること。 

 
 

25％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、授業参加度10％、試験90％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業目的、授業の進め方、評価基準についての説明 

を行う 

２ 最近の広告事情 広告に関連する最新のトピックを取り上げ説明する。 

３ 広告の定義と種類(１) 広告の定義と種類について説明する 

４ 広告の定義と種類(２) 同上 

５ マーケティング活動と活動広 

告 

マーケティングにおける広告の位置づけについて説 

明する 

６   

７ 広告に関わる組織(１) 広告会社の機能と存在意義、種類について説明する 

８ 広告に関わる組織(２) 媒体社の機能と存在意義、種類について説明する 

９ 事例研究(２) 優れた広告活動の事例を取り上げて説明する 

10 広告計画(１) 広告計画における概要と基礎を説明する 

11 広告計画(２) ターゲティング、予算計画、目標設定について説明 

する 

12 広告計画(３) 媒体計画と表現計画について説明する 

13 広告効果測定(１) 広告効果測定の枠組みを説明する 

14 広告効果測定(２) 広告効果測定の具体的な方法について説明する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：『新しい広告』電通 

※購入の必要はありません。 

◇ 参考書：田中洋，岸志津江，嶋村和恵編『現代広告全書 -- デジタル時代への理論と 

    実践』（有斐閣） 
 

【履修条件等】 

◇ 講義内容には、マーケティングの知識が含まれているので、マーケティングや消費者

行動に関連した講義を受講していることが望ましい。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の担当箇所に目を通しておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

広告論Ⅱ 
 

ア ラ イ マ コ ト 

荒井 誠 

Principle of Advertising Ⅱ 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

様々なブランディング戦略から、ＳＮＳ時代のメディア戦略、さらに広告づくりに必

要なネーミング／音楽／タレント／キャラクターなどを、実際の事例研究を通し学びま

す。春学期の広告論Ⅰを基礎編としての応用編となります。 

春学期と同様に、実際に2回広告創作することを通し、広告創りの楽しさや難しさを体

験します。 

この科目で培われるコミュニケーション力は、将来、皆さんが広告業界と関らなくと

も、社会人になり必ず役に立ちます。 

長年広告ビジネスに携わっている広告マンならではの話も飛び出す授業です。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

広告の訴求力を高

める様々な工夫や

クリエイティブ力

を理解する 

 

インパクトある広告づくりに必要な「ネーミング」

「サウンド／音楽」「タレント／キャラクター」な

どの効用や工夫を、多くの成功事例をみながら学

習することで確認していく。 

 

 

20％ 

広告による企業の

様々なブランディ

ング戦略を理解す

る 

企業による様々なブランディング戦略を、商品や

事業のブランド展開から、ブランドの再生まで幅

広く実例を取り上げながら学習することで確認し

ていく。 

 
20％ 

 

広告づくりを通し

コミュニケーショ

ン力を培う 

広告創作に実際に取り組むことにより、自らが考

え自分の手を動かす体験を通し、伝えたい内容を

きちんと表現するための知見や工夫を理解／習得

していく。 

 

 

30％ 

広告づくりで重要

な世の中の流行に

日頃から着目する

意識を培う 

 

毎回、授業で取り上げる広告・プロモーション事

例や、タイムリーな世の中の動きについて、各自

がどのように受け止めたか、提出するコメントレ

ポートにより確認していく。 

 

 

30％ 

評価の方法 毎回授業後に提出するコメントレポートと、２回の広告創作への取組姿 

勢、最終回の学習達成度の確認テストから総合的に評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ アウトライン 広告論Ⅱのイントロダクション 

２ トリプルメディア 企業が活用するトリプル（３つの）メディア 

３ 広告会社のビジネス 広告主に対する広告会社の役割と広告ビジネスの流れ 

４ ブランディング戦略① 商品／事業のブランド展開（サブブランド／PB） 

５ ブランディング戦略② ブランドの再生 企業の社会的責任（CSR） 

６ ブランディング戦略③ ブランド価値の測り方 

７ ブランディング戦略④ 企業の様々なブランディング戦略の研究 

８ ブランディング戦略⑤ スポーツを利用したブランディング 

９ ネーミング 広告における商品やサービスの「ネーミング」の力 

10 タレント／キャラクター 広告で起用する「タレント／キャラクター」の力 

11 トレンド把握 今年の①ヒット商品②流行語大賞③漢字 の予想と分析 

12 サウンド／音楽 広告に欠かせない「サウンド／音楽」の力 

13 広報／PR 企業や自治体にとっての広報／PR戦略の研究 

14 広告事例研究 様々な広告・プロモーション展開の事例分析 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ とくにありません。 
 

【履修条件等】 

◇ 皆さんに身近な話題やイベントを取り上げながら進めますので、特に広告に関心がな

くても楽しめる授業内容となります。 

授業を通し、自分の考えをどのように表現したらいいか、日ごろの生活におけるコミ 

ュニケーション力をどのようにつけたらいいか、などに関心のある学生を歓迎します。 

春学期の「広告論Ⅰ」で学んだ基礎をベースとして授業を進めますので、「広告論Ⅰ」 

からの受講を勧めます。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 皆さんの周りには多種多様な広告が溢れています。普段意識することは少ないと思い

ますが、自分の好きな広告、嫌いな広告に対し、何故好きなのか、どこが気に入らな

いのか、を考えるようにしてください。様々な企業や自治体のウェブサイトやSNS 
展開を閲覧し、誰に向かってどのような狙いで発信しているか、関心をもつよう心 

掛けてください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

広告論Ⅱ 
 

ヒロセ モリカズ 

広瀬 盛一 

Principle of Advertising II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

広告活動の具体的な側面に焦点を当てて学ぶ。具体的には、メディアプランニング、ア

カウントプランニング、グローバルコミュニティにおける広告活動、広告と規制などを取

り上げる。テキストだけでなく、実際の広告物やケースも用いて理解を深める。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

メディアプランニ 設問に対する回答によって評価。メディアプラン  

ングの専門用語を ニングのプロセスとメディアごとの用語を答えら  

正しく理解し、説 れること。 25％ 

明できるようにす   

る   

アカウントプラン 設問に対する回答によって評価。アカウントプラ  

ニングの背景と用 ンニングの背景と意義、専門用語を答えられるこ  

25％ 
語を理解し、説明 と。  

できるようにする   

グローバル広告の 設問に対する回答によって評価。グローバルなマ  

背景を理解し、説 ーケティングや広告活動の発達過程や専門用語を  

25％ 
明できるようにす 答えられること。  

る   

広告の法規や規制 設問に対する回答によって評価。広告規制の背景  

の背景と専門用語 と専門用語について答えられること。  

25％ 
を理解し、説明で   

きるようにする   

評価の方法 70％以上の出席を前提として、授業参加度10％、試験90％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 授業目的、授業の進め方、評価基準についての説明 

を行う 

２ メディアプランニング(１) マスメディアを中心としたメディアプランニングに 

ついて説明する 

３ メディアプランニング(２) OOHやスポンサーシップについて説明する 

４ 事例研究(１) インターネットと広告との関係について学習する 

５ アカウントプランニング アカウントプランニングの背景とプロセスを説明す 

る 

６ 日本の広告表現 日本における広告表現について説明する 

７ グローバルコミュニティと広 

告 

グローバルな広告主の広告活動について説明する 

８ 海外の広告表現 海外における広告表現について説明する 

９ 広告規制(１) 広告規制の概要と意義について説明する 

10 広告規制(２) 広告に関する法規制について説明する 

11 広告規制(３) 広告に関する自主規制と景品表示について説明する 

12 比較広告 比較広告について説明する 

13 プロフェッショナルサとービ 

スと広告 

プロフェッショナルサービスにおける広告について 

説明する 

14 医薬品と広告 医薬品における広告について説明する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：『新しい広告』電通 

※購入の必要はありません。 

◇ 参考書：田中洋，岸志津江，嶋村和恵編『現代広告全書 -- デジタル時代への理論と 

    実践』（有斐閣） 
 

【履修条件等】 

◇ 講義内容には、マーケティングの知識が含まれているので、マーケティングや消費者

行動に関連した講義を受講していることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の担当箇所に目を通しておくこと。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会社法Ⅰ 
 

ス ミ ダ コ ウ ジ 

隅田 浩司 

Companies Act I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

皆さんが就職をするにせよ、起業をするにせよ、会社法の知識は不可欠です。この講義

では、会社法に関するさまざまな事件を取り上げて、会社法とは何か、そして会社法を使

いこなしてビジネスをするにはどうしたらよいか、について学びます。 

会社法をきちんと理解しておくと、ビジネスのあらゆる場面で役に立ちます。株式会社

の『株式』とは何か、株主になるとどんなメリットとリスクがあるのか、もし会社の取締

役になるとどんな責任を問われるのかといった経営において大切な知識が身につきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)経済や経営と法 

の関係の基礎を

理解できる 

講義中に登場する法概念の意義および要件･効果の 

理解度を講義中の質疑および期末試験によって、

客観的に評価する。 

 
評価の30％ 

2)法的論点を理解

し、議論するこ 

とができる 

法的論点を理解し、判例･学説の議論状況を把握し

ているか、講義中の質疑および期末試験によって、 

客観的に評価する。 

 
評価の30％ 

3)仮想事例につい 学習・到達目標(１)、(２)を前提として、会社法  

て適切な法的処 

理ができる 

の仮想事例に対して適切な法的処理ができるか、 

講義中の質疑および期末試験によって、客観的に 

 

評価の25％ 

 評価する。  

4)会社法と現実の 学習･到達目標(１)、(２)および(３)を前提とし  

ビジネスとの関 て、会社法と現実のビジネスとの関連性を理解  

連性を理解し、 し、多角的視野から分析できるか、講義中の質疑 評価の15％ 

多角的視野から および期末試験によって、客観的に評価する。  

分析できる   

評価の方法 評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％として評価

します。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 会社法入門 会社の基本概念、商号について解説 

２ 株式会社 会社と株式について解説 

３ 株式と会社 株主と会社との関係について解説 

４ 株式の種類 種類株など株式の種類、及び株式の論点について解説 

５ 株式の譲渡制限 譲渡制限株式に関する論点について解説 

６ 株式の論点 株式の担保化など株式に関する最新論点について解説 

７ 機関設計 株式会社の機関設計について解説 

８ 株主総会 株主総会について解説 

９ 株主総会の招集 株主総会招集手続などについて解説 

10 議事・決議 株主総会の議事、決議について解説 

11 取締役 取締役について解説 

12 代表取締役・役員 代表取締役、役員の意義・役割について解説 

13 取締役の責任１ 役員の会社に対する責任について解説 

14 取締役の責任２ 役員の第三者に対する責任について解説 

15 総括・達成度の確認 講義の総括および学習達成度の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：中東 正文 (著), 白井 正和 (著), 北川 徹 (著), 福島 洋尚 (著)『会社法

〔第２版〕 (有斐閣ストゥディア)』有斐閣; 第２版 (2021/4/1)  978-4641150843 

◇ 参考書：田中亘『会社法 第２版』東京大学出版会 2021 978-4130323895 

神作 裕之 (編集), 藤田 友敬 (編集), 加藤 貴仁 (編集)『会社法判例百選〔第4版〕 

(別冊ジュリスト)』有斐閣; 第4版 (2021/9/15) 978-4641115545 

商事法務  (編集)『織込版 会社法関係法令全条文[全訂第２版]』商事法務; 全訂第２

版 (2021/3/25) 978-4785728588  （ただし2022年3月に最新版が出版される可能性が

ある） 
 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義中、指示します。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁です、違反者は履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

会社法Ⅱ 
 

ス ミ ダ コ ウ ジ 

隅田 浩司 

Companies Act II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

皆さんが就職をするにせよ、起業をするにせよ、会社法の知識は不可欠です。この講義

では、会社法に関するさまざまな事件を取り上げて、会社法とは何か、そして会社法を使

いこなしてビジネスをするにはどうしたらよいか、について学びます。 

会社法をきちんと理解しておくと、ビジネスのあらゆる場面で役に立ちます。役員の責

任、会社の資金調達、合併買収、そして解釈の設立について実践的な知識が身につきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)経済や経営と法 

の関係の基礎を

理解できる 

講義中に登場する法概念の意義および要件･効果の 

理解度を講義中の質疑および期末試験によって、

客観的に評価する。 

 
評価の30％ 

2)法的論点を理解

し、議論するこ 

とができる 

法的論点を理解し、判例･学説の議論状況を把握し

ているか、講義中の質疑および期末試験によって、 

客観的に評価する。 

 
評価の30％ 

3)仮想事例につい 学習･到達目標(１)、(２)を前提として、会社法の

仮 

 

て適切な法的処 

理ができる 

想事例に対して適切な法的処理ができるか、講義 

中の質疑および期末試験によって、客観的に評価 

 

評価の25％ 

 する。  

4)会社法と現実の 学習･到達目標(１)、(２)および(３)を前提として  

ビジネスとの関 会社法と現実のビジネスとの関連性を理解し、多  

連性を理解し、 角的視野から分析できるか、講義中の質疑および 評価の15％ 

多角的視野から 期末試験によって、客観的に評価する。  

分析できる   

評価の方法 評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％として評価

します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 取締役と会社の利害 競業避止義務、利益相反取引について解説 

２ 取締役の責任 取締役の責任について解説 

３ 会計参与・監査役 会計参与と監査役について解説 

４ 監査役会・会計監査人 監査役会・会計監査人について解説 

５ 監査等委員会設置会社 監査等委員会設置会社について解説 

６ 指名委員会設置会社 指名委員会設置会社について解説 

７ 役員などの責任 任務懈怠責任などについて解説 

８ 計算 会計帳簿、決算について解説 

９ 配当 株主への配当について解説 

10 資金調達 募集株式について解説 

11 新株予約権 新株予約権について解説 

12 社債 社債について解説 

13 設立・定款変更 設立・定款変更について解説 

14 買収・結合・再編 買収・結合再編について解説 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：田中亘（著）『会社法（第３版）』東京大学出版会、2021年刊行予定 

◇ 参考書：講義中に指示します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「会社法Ⅰ」を履修していることが望ましい。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業中、予習範囲を指示します。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁です、違反者は履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

民法Ⅰ 
 

ナ ガ キ イ ク ヤ 

長岐 郁也 

Civil Law I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

民法典は、私人間の権利関係や身分関係について規定する法律である。また、私人間で 

生じたトラブルを解決するための規範でもある。この科目では、民法における財産法（総 

則・物権・債権）について具体的事例を挙げて説明し、権利の調整がどのように行われて 

いるかを理解することを目的とする。 

 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

専門用語の理解 

民法に定められるさまざまな専門用語について、 

毎回の小テスト及び定期試験を介して理解できて 

いるかを確認する。 

30％ 

規範の理解 

民法に定められるさまざまな規範がどのように紛 

争解決の手法として用いられるのかを理解する。 

その確認として小テスト及び定期試験を実施する

。 

40％ 

日常生活とのかか

わり 

民法は日常のさまざまなトラブル（紛争）を解決 

するための手段として存在します。これをしっか 

りと理解し、実際のトラブルでどのように機能す 

るのかを考えることができるかを定期試験で確認 

する。 

30％ 

評価の方法 毎回の講義での小テストの受験（70％）と定期試験（30％）で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 民法の成立と日常生活に期待される役割 

２ 能力制度 権利能力、意思能力、行為能力 

３ 意思表示  

４ 所有権移転型契約 売買契約、贈与契約、交換契約 

５ 貸借型契約 使用貸借契約、消費貸借契約、賃貸借契約 

６ 役務提供型契約 雇用契約、委任契約、請負契約、寄託契約 

７ その他の契約 和解契約、組合契約、終身定期金契約 

８ 契約の履行と不履行  

９ 不良債権の回収 人的担保 

10 物権変動 物権の取得と譲渡 

11 所有権と占有権  

12 担保物権 物的担保 

13 不法行為 一般の不法行為と特別の不法行為 

14 事務管理・不当利得  

15 総括  
 
 

【使用教材】 

◇ 道垣内弘人・リーガルベイシス民法入門〔第３版〕 

（日本経済新聞出版、2019年） 
 

【履修条件等】 

◇ 法学ⅠおよびⅡの履修を終えていることが望ましい。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の事前に読んでおくこと。 
 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語等は厳禁とします。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

民法Ⅱ 
 

ナ ガ キ イ ク ヤ 

長岐 郁也 

Civil Law II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

 

民法典は、私人間の権利関係や身分関係について規定する法律である。また、私人間で 

生じたトラブルを解決するための規範でもある。この科目では、民法における家族法（親 

族、相続）について具体的事例を挙げて説明し、権利の調整がどのように行われているか 

を理解することを目的とする。 

 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

専門用語の理解 

民法に定められるさまざまな専門用語について、 

毎回の小テスト及び定期試験を介して理解できて 

いるかを確認する。 

30％ 

規範の理解 

民法に定められるさまざまな規範がどのように紛 

争解決の手法として用いられるのかを理解する。 

その確認として小テスト及び定期試験を実施 

する。 

40％ 

日常生活とのかか

わり 

民法は日常のさまざまなトラブル（紛争）を解決 

するための手段として存在します。これをしっか 

りと理解し、実際のトラブルでどのように機能す 

るのかを考えることができるかを定期試験で確認 

する。 

30％ 

評価の方法 毎回の講義での小テストの受験（70％）と定期試験（30％）で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 家族法の日常生活に期待される役割 

２ 婚姻 婚姻の成立と効果 

３ 婚姻の解消 離婚の成立と効果 

４ 実親子関係 嫡出子と非嫡出子 

５ 親権  

６ 養親子関係 普通養子と特別養子 

７ 扶養・後見 成年後見制度 

８ 相続制度  

９ 相続人・相続財産 相続人と相続財産の範囲 

10 相続分 相続分と相続財産の承継 

11 遺産分割  

12 遺言 遺言の方法 

13 遺贈・遺留分  

14 配偶者居住権 新しい相続の制度 

15 総括 今後の家族法に対する課題 
 

 

【使用教材】 

◇ 道垣内弘人・リーガルベイシス民法入門〔第３版〕 

（日本経済新聞出版、2019年） 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の事前に読んでおくこと。 
 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語等は厳禁とします。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経済法 
 

ス ミ ダ コ ウ ジ 

隅田 浩司 

Economic Law 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、市場経済を支える経済法（競争法）の法理論と政策を取り扱います。授業

では、談合やカルテルを規制する不当な取引制限、独占規制、そして合併や買収が競争に

与える影響を分析する企業結合規制、そして不公正な取引方法を取り上げます。この講義

を受講することによって、経営に必要な法的知識や法的思考力を習得することができます。ま

たこの講義では、さまざまな業界を取り扱いますので、業界研究に役立つだけでなく、企

業の経営戦略やマーケティング戦略についても理解を深めることができます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)経済や経営と法

の関係の基礎を 

理解できる 

講義中に登場する法概念の意義を理解しているか

どうか、講義中の質疑および期末試験によって、 

客観的に評価する。 

 

評価の30％ 

2)法的論点を理解

し、議論するこ 

とができる 

判例･学説の議論状況を把握しているかどうか、講

義中の質疑および期末試験によって、客観的に評 

価する。 

 

評価の30％ 

3)経済法の仮想事 学習･到達目標(１)、(２)を前提として、当該知識  

例について適切 を利用し、事例式問題に対して法的処理ができる  

評価の30％ 
な法定処理を導 かどうか、講義中の質疑および期末試験によって  

出できる 客観的に評価する。  

4)現実の経済問題 学習･到達目標(１)、(２)および(３)を前提として  

について経済法 現実の経済問題について経済法のの思考枠組みに  

評価の10％ 
の思考枠組みを 基づき分析できるかどうか、講義中の質疑および  

応用できる 期末試験によって、客観的に評価する。  

評価の方法 評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 共同行為(1) 不当な取引制限における意思の連絡について解説 

２ 共同行為(2) 不当な取引制限の諸要件について解説 

３ 共同行為(3) 不当な取引制限の事例研究 

４ 公正取引委員会 公取委の行政手続、刑事罰などについて解説 

５ 事業者団体 事業者団体規制について解説 

６ 企業結合規制の概要 企業結合規制の概要について解説 

７ 単独行動規制 単独行動規制について解説 

８ 協調行動規制 協調行動規制について解説 

９ 私的独占(１) 独占規制の概要について解説 

10 私的独占(２)排除 排除に関する最新事例について解説 

11 私的独占(３)支配 排除と支配行為について解説 

12 不公正な取引(１) 不公正な取引方法の概要の説明 

13 不公正な取引(２) ボイコット、差別対価、不当廉売など 

14 不公正な取引(３) 再販売価格維持行為、優越的地位の濫用など 

15 総括・達成度の確認 授業の総括および学習達成度の確認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：教科書は使用せず、CoursePowerを通じて資料を配布します。 

◇ 参考書：講義中に指示します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義のなかで予習課題を指示します。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁です、違反者は､履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

消費者法 
 

ス ミ ダ コ ウ ジ 

隅田 浩司 

Consumers Law 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、消費者法を学びます。世の中には悪徳商法や、いかがわしいビジネスに

だまされて大金を巻き上げられてしまう人が沢山います。皆さんがそうならないためには、

消費者法を学び、どんな悪徳商法があるのかをよく知る必要があるのです。特に景品表示

法は、ビジネスをする上でも大切な法律です。なぜなら、景品表示法に違反した企業は、

消費者の信頼を失うだけでなく、消費者庁又は関係省庁から行政命令や、課徴金という制

裁を受け、さらに消費者団体から訴えられるからです。景品表示法違反等消費者法違反は、マ

スコミで報道されることもあります。ビジネスにおいて重要な消費者法を学ぶことによっ

て、１)自分自身が、悪徳商法にだまされなくなり、２)消費者に配慮したビジネスを行う

ことができるようになります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)経済や経営と法

の関係の基礎を 

理解できる 

講義中に登場する法概念の意義および要件･効果の

理解度を講義中の質疑および期末試験によって、 

客観的に評価する。 

 
評価の30％ 

2)法的論点を正確

に理解し、議論

することができ 

る 

法的論点を理解し、判例･学説の議論状況を把握し

ているか、講義中の質疑および期末試験によって、

客観的に評価する。 

 
 

評価の30％ 

3)法的論点を含む

実例に対して、

法知識を応用し、

問題解決を導く 

ことができる 

学習･到達目標(1)、(2)を前提として、当該知識を

利用し、法的問題を含む事例式問題に対して解決

策を導くことができるか、講義中の小テストおよ

び期末試験によって、客観的に評価する。 

 

 
評価の25％ 

4)実践的な応用事

例に対して、講

義内容を活用し

解決策を導出す 

ることができる 

学習･到達目標(1)、(2)および(3)を前提として、

当該知識を利用し、法的問題を含む難易度の高い

事例式問題に対して解決策を導くことができるか、

講義中の小テストおよび期末試験によって、客観 

的に評価する。 

 

 
評価の15％ 

評価の方法  評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％として評 

価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 消費者法総論 消費者問題と消費者法の全体構造を解説 

２ 消費者契約法総論 消費者契約法における基礎概念の解説 

３ 消費者契約とは 消費者契約の意義と論点について解説 

４ 不当勧誘規制１ 不当勧誘規制の概要及び不実告知などについて解説 

５ 不当勧誘規制２ 不利益事実不告知などについて解説 

６ 不当勧誘規制３ 困惑など不当勧誘規制について解説 

７ 不当勧誘規制４ 恋愛感情の利用など不当勧誘規制について解説 

８ 不当勧誘規制の課題 不当勧誘規制に関する今日的課題について解説 

９ 不当条項規制 不当条項に関する解説 

10 景品表示法総論 景品表示法の全体構造について解説 

11 優良誤認表示 優良誤認表示を中心に解説 

12 有利誤認表示 有利誤認表示を中心に解説 

13 景品規制、その他 景品規制など景表法、及びその他消費者法について解説 

14 消費者法の最新論点 消費者法の最新トピックについて解説 

15 総括・達成度の確認 授業の総括および学習達成度の確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：教科書は指定しません、資料はすべてCoursePower で配布します。 

◇ 参考書：講義中に指示します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義中に指示します。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁、違反者は履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営倫理（春学期） 
 

ヤマグチ  ヨシアキ 

山口 善昭 

Management & Ethics 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

企業は、ゴーイング・コンサーンとよく言われますが、永遠に存続し続けるには社会か

ら存在意義を認めてもらわなければなりません。それにもかかわらず、近年、企業不祥事

が後を絶ちません。この授業では、さまざまな視点から企業の倫理的側面・反倫理的側面

を議論し、誠実な企業行動を確保するためにはどうしたらよいのかを考えていきます。 

具体的には、企業倫理とはなにか、その歴史的変遷は、なぜ企業は反倫理的行動をとっ

てしまうのか、反倫理的行動を予防するにはどうしたらよいのかを議論します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

道徳と倫理の違い 

を理解しているこ 

と 

設問に対する回答により評価。道徳と倫理の違い 

を明確に答えられること。 

 

25％ 

企業の倫理的行 

動・反倫理的行動 

を認識することが 

できる 

設問に対する回答により評価。レポートに対する 

回答により評価。企業行動のどの部分が反倫理的 

かを明確に指摘することができること。 

 

25％ 

組織の倫理水準確 

保のための制度を 

理解していること 

設問に対する回答により評価。授業中の質問に対 

する回答により評価。倫理制度の名称およびその 

内容、注意点を明確に指摘できること。 

 

25％ 

正義とは何かを多 

面的に考えること 

ができること 

設問に対する回答により評価。正義をさまざまな 

角度から考える能力がついていること。 

 
 

25％ 

評価の方法   70％以上の出席を必要条件として試験95％、授業参加度５％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 企業倫理とは何か？ イントロダクション 

２ 道徳と倫理 道徳と倫理、社会の倫理水準 

３ 歴史的変遷 独占、公害、スキャンダル 

４ 事例 ビデオによる説明 

５ 対処法 企業理念の重要性 

６ 倫理的リーダーシップ 倫理的リーダーシップの必要条件 

７ 経営倫理の必要性 なぜ今、経営倫理の授業が必要なのか 

８ 企業理念 さまざまな企業の理念比較 

９ 理念の伝達 コミュニケーション、暗黙知 

10 事例 理念の伝達方法、評価 

11 センスメーキング 反倫理的行動の原因 

12 動機づけ理論 動機づけ理論から見た反倫理的行動 

13 倫理的制度 反倫理的行動を予防する制度 

14 倫理的判断 倫理的判断基準：功利性、権利、正義 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：指定なし。必要な資料は都度配布いたします。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「企業論」、「経営組織論Ⅰ」、「経営組織論Ⅱ」などを履修していることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 企業事例を扱うので、新聞やネットニュースなどで企業情報に関心をもち、目を向け

ること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ ケーススタディや毎回の講義のふりかえりにおいては、講義内容をふまえ、積極的に

発言することを求める。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

経営倫理（秋学期） 
 

ヤマグチ  ヨシアキ 

山口 善昭 

Management & Ethics 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

企業は、ゴーイング・コンサーンとよく言われますが、永遠に存続し続けるには社会か

ら存在意義を認めてもらわなければなりません。それにもかかわらず、近年、企業不祥事

が後を絶ちません。この授業では、さまざまな視点から企業の倫理的側面・反倫理的側面

を議論し、誠実な企業行動を確保するためにはどうしたらよいのかを考えていきます。 

具体的には、企業倫理とはなにか、その歴史的変遷は、なぜ企業は反倫理的行動をとっ

てしまうのか、反倫理的行動を予防するにはどうしたらよいのかを議論します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

道徳と倫理の違い 

を理解しているこ 

と 

設問に対する回答により評価。道徳と倫理の違い 

を明確に答えられること。 

 

25％ 

企業の倫理的行 

動・反倫理的行動 

を認識することが 

できる 

設問に対する回答により評価。レポートに対する 

回答により評価。企業行動のどの部分が反倫理的 

かを明確に指摘することができること。 

 

25％ 

組織の倫理水準確 

保のための制度を 

理解していること 

設問に対する回答により評価。授業中の質問に対 

する回答により評価。倫理制度の名称およびその 

内容、注意点を明確に指摘できること。 

 

25％ 

正義とは何かを多 

面的に考えること 

ができること 

設問に対する回答により評価。正義をさまざまな 

角度から考える能力がついていること。 

 
 

25％ 

評価の方法   70％以上の出席を必要条件として試験95％、授業参加度５％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 企業倫理とは何か？ イントロダクション 

２ 道徳と倫理 道徳と倫理、社会の倫理水準 

３ 歴史的変遷 独占、公害、スキャンダル 

４ 事例 ビデオによる説明 

５ 対処法 企業理念の重要性 

６ 倫理的リーダーシップ 倫理的リーダーシップの必要条件 

７ 経営倫理の必要性 なぜ今、経営倫理の授業が必要なのか 

８ 企業理念 さまざまな企業の理念比較 

９ 理念の伝達 コミュニケーション、暗黙知 

10 事例 理念の伝達方法、評価 

11 センスメーキング 反倫理的行動の原因 

12 動機づけ理論 動機づけ理論から見た反倫理的行動 

13 倫理的制度 反倫理的行動を予防する制度 

14 倫理的判断 倫理的判断基準：功利性、権利、正義 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：指定なし。必要な資料は都度配布いたします。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「企業論」、「経営組織論Ⅰ」、「経営組織論Ⅱ」などを履修していることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 企業事例を扱うので、新聞やネットニュースなどで企業情報に関心をもち、目を向け

ること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ ケーススタディや毎回の講義のふりかえりにおいては、講義内容をふまえ、積極的に

発言することを求める。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

社会心理学Ⅰ 
 

ア ザ ミ リ ツ コ 

薊 理津子 

Social Psychology I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

他者と自己を比較する、困っている他者を助ける、自分を傷つけた他者に対して怒る、

正直な他者に肯定的な印象を持つなど、我々は様々な人間関係の中で生活をしている。社

会心理学では、これらの社会的行動を対象とし、社会的行動の背景にある心理的メカニズ

ムを明らかにする。本授業では、社会心理学の様々な研究を紹介し、社会心理学の歴史や

研究手法、自己、社会的認知、対人行動を扱う。この授業を受講することで、普段の行動

の背景に、どのような心理的メカニズムがあるのかを考える契機としてほしい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

歴史と研究手法の

理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内

容によって評価する。 

社会心理学の歴史と研究手法を理解できる。 

 
10％ 

自己の仕組みと 

理論の理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。 

人間の内面である自己について、その仕組みや 

 

30％ 

行動、理論を理解できる。  

社会的認知の仕 

組みと理論の理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。 

我々は他者をどのように知覚・判断しているか、 

 

30％ 

その仕組みや理論を理解できる。  

対人行動に関す 

るモデル・理論 

の理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。  

説得や攻撃行動、援助行動、対人魅力および恋 30％ 

愛行動といった対人行動のモデルや理論を理解  

できる。  

評価の方法 期末試験60％、リアクションペーパーによる平常点40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方、学習への取り組み方、評価方法に関する説明 

２ 歴史と研究手法 社会心理学の歴史と研究手法 

３ 自己(１) 自己とは何か、自己認知、自己評価、 

４ 自己(２) 自己にかかわる動機 

５ 自己(３) 自己意識と社会的行動 

６ 自己(４) 自己開示と自己呈示 

７ 社会的認知(１) スキーマ、ヒューリスティック、原因帰属 

８ 社会的認知(２) 態度 

９ 社会的認知(３) ステレオタイプと偏見 

10 社会的認知(４) 感情が認知と行動に及ぼす影響 

11 対人行動(１) 説得的コミュニケーション 

12 対人行動(２) 攻撃行動 

13 対人行動(３) 援助行動 

14 対人行動(４) 対人魅力と恋愛 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 参考図書：池上知子・遠藤由美（著）『グラフィック社会心理学 第２版』サイエンス

社 

山田一成・結城雅樹・北村英哉（編著）『よくわかる社会心理学』ミネル

ヴァ書房 

 
【履修条件等】 

◇ 「社会心理学Ⅱ」も受講することが望ましい。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 各回の内容に記載されているワードを調べる。その上で、自分自身の経験や他者の行

動を振り返る。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業中の私語・携帯電話の使用・遅刻については厳禁である。 



-354- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

社会心理学Ⅰ 
 

サ ト ウ エ ミ 

佐藤 惠美 

Social Psychology I 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

社会心理学は人間がその場の状況や他の人々社会とのかかわりの中で、どのような影響

を受けて行動するのかという視点から、実証的な研究を通して人間を研究する学問である。 

本講義では、社会的な人間の行動を“社会の中の個人”と“個人と集団・組織との関わ

り”の観点から理解することを目的とする。「社会心理学Ⅰ」では社会の中での個人と対人

関係に焦点を当て、社会の中で生活する個人のパーソナリティの認知、他者理解のための

対人認知、他者のパーソナリティの認知の観点を解説し、自己や他者のパーソナリティ理

解を深めることを目的とする。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

自己とパーソナリ

ティ 

自己概念、自己評価、自尊心など自己に関するさ

まざまな側面から「自分とは何か？」を考える。

そこから、社会の中で生活するパーソナリティの

側面に目を向け、他者と関わる自己について理解 

する。 

 

 

30％ 

対人認知と社会的

認知 

他者を認知し、性格を推測する対人認知の分野を

概観する。個人の認知スタイルはその人の原因帰 

属によって環境の捉え方が異なることを理解する。 

 
30％ 

態度と態度変容 社会行動を予測・説明するための態度の感情的成

分、認知的成分、行動的成分を概観する。さらに、

態度が変化するための説得的コミュニケーション 

の情報処理過程について理解する。 

 
 

20％ 

対人関係とコミュ

ニケーション 

言語的・非言語的コミュニケーションを概観し、

情報伝達の影響とその認知過程を理解する。さら

にコミュニケーションとしての対人行動から生じ

る対人葛藤の認知、感情、動機的な側面を理解す 

る。 

 

 

20％ 

評価の方法 本試験50％、中間試験20％、レポート20％、平常点（授業態度など）10％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 授業の進め方、学習の取り組み方、評価方法 

２ 社会心理学とは 社会心理学とは 

３ 自己 自己の概念と形成、自己評価と自尊心 

４ パーソナリティ 状況による人間行動と社会におけるパーソナリティ 

５ 対人認知 対人認知の特徴と暗黙の人格理論 

６ 帰属理論 帰属理論、対人認知と感情 

７ 社会的認知 ステレオタイプ、偏見と差別の認知的メカニズム 

８ 態度 態度とその諸属性、認知的均衡と態度変化 

９ 態度変化と説得 説得の受容と拒否、説得的コミュニケーション 

10 攻撃と社会勢力 人間の攻撃性と社会的勢力 

11 援助行動 援助行動とその規定要因 

12 魅力と対人関係 対人魅力の規定因、対人関係の問題と認知の歪み 

13 非言語情報 コミュニケーション手段としての非言語 

14 対人葛藤と交渉 対人葛藤と認知、感情、動機 

15 総括、達成度の確認 総括および学習達成度の確認のためのテスト 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：潮村公弘・福島治（編著）『社会心理学概説』北大路書房 

（「社会心理学Ⅱ」と同様）。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 「社会心理学Ⅱ」も合わせて履修するのが望ましい。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業ごとに指定する章を毎回、熟読してくること。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ レポート等、提出物は必ず提出すること。 



-356- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

社会心理学Ⅱ 
 

ア ザ ミ リ ツ コ 

薊 理津子 

Social Psychology II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

自分が所属している集団の意見に同調する、マスメディアの情報によって態度を決定す

るなど、我々は集団や社会から影響を受けて生きている。社会心理学では、これらの社会

的行動を対象とし、社会的行動の背景にある心理的メカニズムを明らかにする。本授業で

は社会心理学の様々な研究を紹介し、集団、集合、情報と社会、健康と幸福、文化を扱う。こ

の授業を受講することで、普段の行動の背景に、どのような心理的メカニズムがあるのか、

また、我々は社会からどのような影響を受けているのかを考える契機としてほしい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

集団における個 

人の心理と行動の

理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。 

集団の中で個人の心理・行動がどのような影響 

 

30％ 

を受けるのか、また理論を理解できる。  

集合としての心理 

・行動、マスメデ 

ィアによって受け 

る影響についての 

理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。  

集合心理・行動に関する知見を理解できる。マ 30％ 

スメディアによる影響についての知見と理論を  

理解できる。  

健康と幸福につ 

いての理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。 

ストレスとその対処、サポート、幸福感と健康 

 

20％ 

に関する知見および理論を理解できる。  

文化によって影響 

を受ける心の仕組 

みの理解 

設問への回答およびリアクションペーパーの内  

容によって評価する。  

文化によって影響を受ける心の仕組みを理解で 20％ 

きる。  

評価の方法 期末試験60％、リアクションペーパーによる平常点40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 授業の進め方、学習への取り組み方、評価方法に関する説明 

２ 個人と集団(１) 他者の存在が個人に及ぼす影響 

３ 個人と集団(２) リーダーシップ 

４ 個人と集団(３) 同調と服従 

５ 個人と集団(４) 内集団と外集団 

６ 個人と集団(５) 協同と競争 

７ 集合(１) 集合過程、群衆 

８ 集合(２) パニック、災害 

９ 集合(３) ファン心理 

10 情報と社会 マス・コミュニケーションによる影響 

11 健康と幸福(１) ストレスとコーピング、ソーシャルサポート 

12 健康と幸福(２) 幸福感と健康 

13 文化(１) 文化的自己観 

14 文化(２) 個人主義と集団主義、一般的信頼 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト 

を実施する 

 

【使用教材】 

◇ 参考図書：池上知子・遠藤由美（著）『グラフィック社会心理学 第２版』サイエンス

社 

山田一成・結城雅樹・北村英哉（編著）『よくわかる社会心理学』ミネル

ヴァ書房 

 
【履修条件等】 

◇ 「社会心理学Ⅰ」も受講することが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 各回の内容に記載されているワードを調べる。その上で、自分自身の経験や他者の行

動を振り返る。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業中の私語・携帯電話の使用・遅刻については厳禁である。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

社会心理学Ⅱ 
 

サ ト ウ エ ミ 

佐藤 惠美 

Social Psychology II 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

社会心理学は、人間がその場の状況や他の人々社会とのかかわりの中で影響を受けてど

のように行動するのかという視点から、実証的な研究を通して人間を研究する学問である。 

「社会心理学Ⅱ」では、“個人と集団・組織との関わり”の観点から集団行動の理解と組織で

の人間行動の理解を目的とする。集団の中にいる時の個人の行動として援助行動、集団意

思決定と生産性、社会的勢力などを理解し、さらに組織で生じる集団構造やリーダーシッ

プの観点から人間の行動の理解を深めることを解説する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

集団と集団過程 集団の構造、成員性、集団間の関係を通して集団

が認知と行動に及ぼす影響力について概観する。

さらに、同調、集団とパフォーマンス、集団意思

決定など集団内での相互作用とその影響を理解す 

る。 

 

 

30％ 

組織と個人 組織に所属する個人の心理や行動傾向に焦点を当

て、さらに組織の構造や環境への適応に関する焦

点を概観する。そこから、組織と個人の相互作用 

のプロセスに着目した経営組織について理解する。 

 
 

30％ 

情報と社会 社会的ネットワークとメディアコミュニケーショ

ンについて概観する。身近な社会的ネットワーク

からマスメディアが構成する情報環境、さらにソ

ーシャルネットワークとの関連性について理解す 

る。 

 

 

20％ 

健康と幸福 社会での適応と不適応状態の心理・行動について

概観する。不適応状態におけるストレスと行動、

さらに犯罪行動と集団非行を概観し、社会的な適 

応とストレス対処から幸福とは何かを理解する。 

 
 

20％ 

評価の方法 本試験50％、中間試験20％、レポート20％、平常点（授業態度など）10％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 授業の進め方、学習の取り組み方、評価方法 

２ 集団とは 集団とアイデンティティ 

３ 集団間関係 集団成員性と集団同一視 

４ 集団過程 同調と服従、集団とパフォーマンス 

５ 集団意志決定 集団意志決定と集団の生産性 

６ 組織と個人(1) 仕事への動機づけ 

７ 組織と個人(2) 人事アセスメントと組織コミットメント 

８ リーダーシップ リーダーシップの歴史的変遷と現在の潮流 

９ 社会的公正 価値の相対性と手続き的公正、衡平理論 

10 社会的ジレンマ 社会的ジレンマと協力行動 

11 群集心理 群集心理、緊急時の集合行動、流言 

12 情報と社会 情報と社会的ネットワーク、マスメディアと世論 

13 非行と更正 犯罪原因論の発想、集団非行の発生過程と更正 

14 健康と幸福 適応、ストレスとコーピング、ソーシャルサポート 

15 総括、達成度の確認 総括および学習達成度の確認のためのテスト 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：潮村公弘・福島治（編著）『社会心理学概説』北大路書房 

（「社会心理学Ⅰ」と同様）。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 「社会心理学Ⅰ」も合わせて履修するのが望ましい。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業ごとに指定する章を毎回、熟読してくること。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ レポート等、提出物は必ず提出すること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生

リスク・マネジメント論 三好 陽介
ミヨシ ヨウスケ

Risk Management Theory 発展科目／半期／２単位

【授業概要】

ビジネスにおいてさまざまな意思決定を行うためには、メリットとデメリットを適切に

比較することが必要になります。その際、意思決定に必要な情報が揃っていることはほと

んどなく、多くの場合は不十分な情報をもとに判断することになります。

この授業では「リスク」について、1)不確実な将来を、現時点で評価するための方法と、

2)起きてしまっては困る事態に対して、どのように備えるか、の２つの観点から考えます。

各回の授業では講義のほか演習を行い「リスク」について学ぶことができます。

【学修の到達目標と評価基準】

学修・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分

1)リスクの種類と 講義内容を理解し、リスクの種類と重要度につい

重要度について ての基本的知識を習得したかどうか、講義中の質
25％

の理解 疑レポートおよび期末試験によって、客観的に評

価する。

2)リスクの予防や 講義内容を理解し、リスクの予防や対策について

対策についての の基本的知識を習得したかどうか、講義中の質疑
25％

理解 レポートおよび期末試験によって、客観的に評価

する。

3)メリットとデメ 講義内容を理解し、合理的な意思決定についての

リットの比較に 基本的知識を習得したかどうか、講義中の質疑レ

よる合理的意思 ポートおよび期末試験によって、客観的に評価す 25％

決定についての る。

理解

4)リスクマネジメ 上記、学習・教育目標の1)2)および3)をふまえ基

ントを踏まえた 本的な意思決定手法について、自らの状況と関連
25％

意思決定につい 付けて考えることができたか、講義中の質疑レポ

ての理解と実践 ートおよび期末試験によって、客観的に評価する。

評価の方法 ・授業への出席：最低でも70％（11回）以上出席すること。

・評価配分は、期末試験およびレポートを50％、受講態度および授業への

貢献を50％とします。
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【授業計画】

回 テーマ 内 容

１ オリエンテーション

２ リスクの予測 どんなリスクがあるかを「感じる」

３ リスクの選別 対策すべきリスクを選ぶ

４ リスクの見きわめ ダメージ、発生確率により対応するべきリスクを選ぶ

５ リスクの対策(1) さまざまなリスク対策法について学ぶ

６ リスクの対策(2) いまやれる対策と長期的な対策

７ 演習 これまでの学習内容についての演習を行い、理解を深める

８ 合理的意思決定(1) メリットとデメリットをリスクの観点でとらえる

９ 合理的意思決定(2) 理想と現実の差：「問題」と、現実的対策としての「課題」

10 リスクを低減して未来 リスクに適切に対策し、デメリットを低減して成功確率を

を切り拓く 上げるための考え方

11 演習 これまでの学習内容についての演習を行い、理解を深める

12 模擬交渉(1)準備 役割シートをもとに受講生間で模擬交渉を行い、自らが交

渉中にどのように判断したかを振り返る

13 模擬交渉(2)交渉 役割シートをもとに受講生間で模擬交渉を行い、自らが交

渉中にどのように判断したかを振り返る

14 まとめ これまでの授業で学んだ内容を各自総括し、学習目標の達

成度について自己評価し、理解を深める

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学修達成度の確認テス

トを実施する

【使用教材】

◇とくに教科書は指定せず、随時参考資料を紹介します。また、オリエンテーションに

て参考図書を紹介します。

【履修条件等】

◇とくになし。

【予習をすべき事前学習の内容】

◇授業において、資料やウェブサイト等を指定し、予習課題を提示する場合があります。

詳細は授業中の指示に従ってください。

【その他の注意事項】

◇最低出席率(70％)を満たすこと。不正出席者は履修停止とします。

◇授業中の私語は厳禁。これを守れない者には退席を命じ、履修停止とします。

◇30分以上の遅刻は50％欠席とします。
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベントマネジメント 
 

イソノ ミチトシ 

磯野 通敏 

Event Management 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

今や日本が世界に誇るマンガ・アニメ・ゲームといったＪ－ポップカルチャーは「コミ

ケ」のように大きなイベントに成長し、「鬼滅の刃」などのアニメ映画が観客動員数、興行

売上の上位にあることでポテンシャルの高い日本の文化資産として認められ、世界各国で

アニメコンベンションが継続して開催されている。 

このように身近な日本のコンテンツが国境を越えて展開されているイベントの成功例を

研究することで、マネージメントの施策を学び、自分オリジナルのアニメイベントが提案

できるようにします。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントマネジメ 

ントの基本を理解

する 

課題によって評価。 

イベント、プロジェクトの違いと、マネージメン

トの基本を理解する。 

 
 

10％ 

イベントマネジメ 

ントの構造を理解

する 

課題によって評価。 

イベントの構造及び、その役割について理解す

る。 

 
 

20％ 

イベントマネジメ 

ントの施策を理解

する 

課題によって評価。 

イベントに対応した施策を立てられる。 

 
 

20％ 

自分オリジナルの

アニメイベントを

企画する 

最終課題（企画書）によって評価。 

自分のコンセプトを反映したイベントが予算の範

囲で行われるように企画立案することができる。 

 
 

50％ 

評価の方法 課題：45％  最終課題：55％ 

※受講人数とCorona‐19のパンデミックの状況に即した授業スタイル 

とします。 

※特別講義を予定しています。（昨年はハワイ大学のジェーソン教 

授、AXの創業者であるマイク・タツガワ氏のリモート講義を実施） 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション TA、講師の紹介 講義のテーマとアジェンダの確認 

２ 事例研究‐１ 失敗できないイベント 

３ 事例研究‐２ イベント成功の理由 

４ 事例研究‐３ アニメエキスポとは？  

５ 事例研究‐４ 世界のアニメイベントとは？ 

６ 事例研究‐５ 失敗するアニメイベントとは？ 

７ 特別講義 業界の有識者による講義と質疑応答 

（リモートによる特別講義予定） 

８ 事例研究‐６ リアルイベントを補完する実写型VRについて学ぶ 

９ 事例研究‐７ リアルイベントを補完する施策 

10 最終課題発表 最終課題の説明 

11 企画書制作‐１ テーマとタイトルの決定 

12 企画書制作‐２ イベント概要（６W２H＋H）、展開案の作成 

13 企画書制作‐３ 広報、運営、収支の作成 

14 プレゼンテーション 企画書のプレゼンテーション 

15 総括・達成度の確認 最終課題をもってテストの代わりといたします。 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時にスライドを使用する。 

 

 
【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ J-pop Culture特にマンガ、アニメ、ゲームに関心があること。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業に使用する一部スライドの撮影はできません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント企画・演出 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Designing & Producing Events 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

前半はイベント企画。イベントの企画には創造性が最も重要です。人々へサプライズを

与えるアイデア、マンネリを打破する発想が求められます。イベント企画の基本である「６ W
２H」と企画の発想法について学習します。 

後半はイベント演出。コンサートやファッションショー等のエンターテイメントイベン

ト、企業や団体におけるPRおよびキャンペーンイベントや展示会、式典などさまざまな

イベントには全て「演出」が必要です。 

舞台美術、音響、照明、映像、キャスト、特殊効果、環境演出にいたるまでイベントに

関わるすべてのパートを理解し、具体的な演出プランの組み立て方についてそれぞれのイ

ベント形態ごとに検証していきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントの種類と

それぞれにおける

基本的な考え方を 

理解すること 

設問に対する回答によって評価。イベントの形態

ごとにその表現方法の違いを理解し、それぞれの

形態ごとに適切な演出方法について答えられるこ 

と。 

 

 

20％ 

イベント企画の構 

成要素について理

解できる 

設問に対する回答によって評価。イベントの基本 

的な企画要素とその構造について理解し、イベン

ト企画を立てられる 

 
20％ 

イベント演出に関 

わるパートの役割

を理解すること 

設問に対する回答によって評価。イベントによっ 

て演出の構成要素が変わることを理解し、それぞ

れのパートの役割と効果について答えられること 

 
30％ 

演出プランの作成

および台本による

指示方法を理解す 

ること 

設問に対する回答によって評価。具体的な演出プ

ランの構築およびその演出要素を台本として表現

できること。 

 

 

30％ 

評価の方法 授業態度30％、成果物（台本制作など）30％、試験40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション イベントの企画と演出とは 

２ イベント企画①発想力 イベントアイデア発想法 

３ イベント企画②骨格力 イベントの構造６W２H 

４ イベント企画③分析力 イベント企画のマーケティング 

５ イベント企画④目的力 イベント企画のゴール 

６ イベント企画⑤構成力 イベント企画書作成 

７ 演出の構成要素① 美術プランと舞台美術、ブース施工 

８ 演出の構成要素② 音響・照明の効果と機材 

９ 演出の構成要素③ 映像機材と映像ソフト 

10 演出の構成要素④ 特殊効果と各種のギミック 

11 演出の構成要素⑤ 環境演出、空間演出 

12 演出の構成要素⑥ 演出・進行スタッフとその役割 

13 演出プラン ステージイベントにおける演出プラン作成 

14 台本制作 台本制作の実作業 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。

VTRなど。 

 
【履修条件等】 

◇ 「イベント学Ⅰ」、「イベント学Ⅱ」、「イベントプロデュース論Ⅰ」、「イベントプロデュー

ス論Ⅱ」を履修することが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント企画・演出 
 

キヨミヤ  ヒロカズ 

清宮 浩一 

Designing & Producing Events 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントは、人々の日常の中に起きる（あるいは訪れる）非日常の瞬間です。 

そのイベントを仕掛ける・仕込む側に立った時にどのような視点からプランニングして、 

大切な人や多くの参加者に喜びや感動を与えることが出来るのか、「企画」「演出」「運 

営」という３大要素の重要性を具体的な事例を通じて学び、事業が成立するまでの世界観 

を理解してもらいます。 

また、企画・演出・運営で必要とされる実践的なプランニング手法や、地域の経済活性 

や地方創生に役立つイベント事業の価値創造の手法も学んでもらいます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントの種類・ 

形態やイベントの 

事業の世界観を理 

解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベントとは何か、その基本的な概念や、イベン 

ト事業がどのような経緯・過程で成立しているの 

かを説明できる。 

20％ 

イベントに必要不 

可欠な三大要素に 

ついて、基本的な 

役割を理解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベント事業を成立させる上で重要な三大要素 

（企画・演出・運営）の基本的な役割や内容につ 

いて簡素に説明できる。 

35％ 

イベント企画を作 

成する上で、必要 

となる対応につい 

て理解する。 

設問に対する回答によって評価。 

企画書を構成する各種要素（現状把握、課題整理 

、コンセプト作成、提案内容、価格等）について 

、基本的な流れを説明できる。 

25％ 

イベント事業の価 

値を高めるための 

発想力の転換につ 

いて理解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベント事業の価値を育むためのポイントや、観 

光活性や地方創生に役立つイベント事業の役割・ 

可能性について簡素に説明できる。 

20％ 

評価の方法  授業態度30％、成果物(レポート等)40%、期末試験30% 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ プロローグ 概説（非日常へと誘うイベントの力と価値、種類） 

２ イベントの魅力とは 各種事例からイベントの魅力・インパクトを考える 

３ イベントの3大要素 企画力・演出力・運営力で決まるイベントの価値 

４ 企画のイロハ① 人を惹きつける企画書の作成手法、基本的要素を知 

る 

５ 企画のイロハ② 事業を成功させるための最適なチームづくり 

６ 演出の世界 人に感動を与える環境づくり、演出手法、導入技術 

等 

７ 運営に必要な要素① 多くの人に認知させる広報計画・動員計画の考え方 

８ 運営に必要な要素② イベント事業おける収支計画・リスク管理の考え方 

９ プランニング力の養成① マーケティング調査やSWAT分析手法の仕組みを知る 

10 プランニング力の養成② 事例から具体的な提案書の書き方を学ぶ 

11 プレゼンテーション 効果的なプレゼンを行うための準備と対策 

12 イベントの価値創造① 二つの価値を理解する（事業的価値と社会的価値） 

13 イベントの価値創造② イベントは地域や暮らしをデザインする大切な手法 

14 これまでの復習 イベント企画・演出のポイントを再整理する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せずに、必要な資料を適宜、プロジェクターで掲示もしくは配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ イベントについて興味・関心を持ち、将来、事業に携わりたいと思っていること。 

◇ イベントに関するプランニング能力を幅広く習得したいと考えていること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 自身の生活や社会で取り上げられるイベントに常に関心を持つこと。 

◇ イベントを仕掛ける側に立って、成立させるまでの流れをイメージすること。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実施運営 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Practical Event Operation 発展科目／半期／２単位 
 

【授業概要】 

イベント学は現実的な学問です。イベントの基本的な構成要素は６W２Hで表すことができ

ますが、その６W２Hに沿っていざ実現しようとすると理想と現実のギャップに直面し、さま

ざまな課題が生まれなかなか難しいものです。企画通りにすべてがスムーズにいくことの方が

少ないと言っても過言ではありません。しかし、“驚きと感動”を創るには、不可能を可能に

する知恵と行動力、細部に気付く力、想像力が求められます。イベント実施運営を学んで実社

会で直面する課題に対応する力をつけ、プロジェクトを実現できる人材を目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント関連の専 

門用語を正しく理

解し解説できる 

設問に対する回答によって評価。 

イベント実施運営に関する専門用語を答えられる。 

 
 

15％ 

イベントと社会の 

関係性、役割を理

解し説明できる 

設問に対する回答によって評価。 

主催者、制作者、参加者の３者の視点からイベン

トの実施運営について答えられる。 

 
 

30％ 

イベント実施運営 

の構成要素につい

て答えられる 

設問に対する回答によって評価。 

イベント実施運営の基本的な構成要素と、その構

造について答えられる。 

 
 

25％ 

イベント実施運営 

の目標と目的につ

いて理解している 

設問に対する回答によって評価。 

運営マニュアルについて理解し、イベント実施運

営が成功するためのポイントが答えられる。 

 
 

30％ 

評価の方法  授業態度35％、成果物（レポート等）25％、期末試験40％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス イベントにおける実施運営の大切さ 

２ ６W２Hの考え方① イベントの基本構造 

３ ６W２Hの考え方② イベントの基本構造 

４ 企画を実現するために① 不可能を可能にするために 

５ 企画を実現するために② 不可能を可能にするために 

６ イベント会場の選定 イベント会場の種類と考え方 

７ 受付の考え方 スムーズに受付業務とは 

８ 客席の考え方 スクール、シアター、着席、ブッフェの違いと目的 

９ イベントスタッフ イベントに関わるスタッフの種類と違い 

10 キャスティング イベントゲストの選定と交渉 

11 運営計画① 運営計画の考え方 

12 運営計画② 運営計画の考え方 

13 運営マニュアル① 運営マニュアル制作 

14 運営マニュアル② 運営マニュアル制作 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。必要に応じて資料配布する。 

 

 
【履修条件等】 

◇ 「イベント学Ⅰ」、「イベント学Ⅱ」を履修していることが望ましい。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースについて、常に興味と関心を持つこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベントキャリア 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Events & Career Advancement 発展科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントキャリア教育の基本は、学生がイベントの世界に進むための基礎固めです。イ

ベント業界にはどのような仕事があるかを知り、自分が今後何をやりたいのか、何に携わ

っていきたいのかを考えてもらいます。また、イベントには多種多様な業種の人達が、さ

まざまなアプローチで関わります。その基本にあるのは人間関係であり、信頼関係です。

イベントの世界でキャリアを築いていくために必要なルールや常識の基本を理解するプロ

グラムです。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントを仕事に 

することを理解す

る 

設問に対する回答によって評価。 

イベントの仕事の内容と流れを知り、そこに関わ

る多くの人達の存在を知り、説明できる。 

 
 

20％ 

イベントに携わる

業種の種類につい

て理解する 

設問に対する回答によって評価。 

イベント業界のカテゴリー別の職種について知り、 

基本的な機能と役割を答えられる。自分が持つイ

メージとのギャップを把握する。 

 

 
30％ 

イベントに携わる 

人の役割・種類を

理解する 

設問に対する回答によって評価。 

イベントに携わる「人」の役割を答えられる。 

 
 

20％ 

自分が目指すキャ 

リアのビジョンを

表現できる 

設問に対する回答によって評価。 

目指す目標について自分の言葉で表現する。 

 
 

30％ 

評価の方法 授業態度35％、成果物（レポート等）25％、期末試験40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ イントロダクション イベントの種類とそれに関わる業種 

２ イベントの基礎 イベント制作の基本的な流れ（事案の発生～役割分担） 

３ イベントに関わる会社(１) 施工会社の仕事・役割 

４ イベントに関わる会社(２) 音響会社の仕事・役割 

５ イベントに関わる会社(３) 照明会社の仕事・役割 

６ イベントに関わる会社(４) モデル・コンパニオン手配会社の仕事・役割 

７ イベントに関わる会社(５) WEB 関連会社の仕事・役割 

８ イベントに関わる会社(６) 運営会社の仕事・役割 

９ イベントに関わる会社(７) 広告代理店の仕事・役割 

10 イベントに関わる会社(８) 施設の仕事・役割 

11 イベントに関わる会社(９) その他のイベントに関わる仕事（ケータリング、芸能 

事務所、レンタル会社など） 

12 イベントに関わる会社(10) その他のイベントに関わる仕事（SP 制作、印刷会社、 

デザイナーなど） 

13 イベント業界の成功・失敗 業界でよくあるやり取り、成功・失敗例、社会人とし 

てのマナー 

14 ネットワーク形成 人間関係を作る大切さ、今後のキャリア形成 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。必要に応じて資料配布する。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「イベント学Ⅰ」、「イベント学Ⅱ」、「イベント実施運営」を履修していることが望ましい。 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースについて、常に興味と関心を持つこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅰ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必須条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  実習態度（授業参加度・積極性など)、実習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」 

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて（「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習／イベントのアテンドマインドの学習 

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をして 

ステップアップにつなげる。 

（５）「 イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ なし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅰ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必要条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」 

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて（「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習／イベントのアテンドマインドの学習 

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をして 

ステップアップにつなげる。 

（５）「 イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ なし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 
 

カミジョウ  ノリオ 

上條 典夫 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅰ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必要条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ なし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅰ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必要条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を4区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ なし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 
 

サ  ト  ウ  ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅰ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必要条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど） 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅰ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Event Practice I 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの実

施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良好

であることが求められます。「イベント実習Ⅰ」は、イベントスタッフの基本的な態度、行動

のあり方等を学び、「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅰ」は、「イベント実習Ⅱ」へ進む必須条件です。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  実習態度（出席・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで総合 

的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱについて評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・無断欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人として

の自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によってはビジネススーツの着用、交通費、食費など諸雑費がかかることが

あります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅱ」は､イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法  実習態度（授業参加度・積極性など)、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」そ

れぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習ス

テップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 

 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ なし。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

「イベント実習Ⅰ」を履修済みであること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅱ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 
 

カミジョウ  ノリオ 

上條 典夫 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅱ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅱ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 



-391- 
 

座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 
 

サ  ト  ウ  ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは､開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅱ」は､イベントスタッフの基本的な態度、行動のあり方等を学び、「就

業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性など)、演習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 



-394- 
 

専門科目                        イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅱ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Event Practice II 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」、「決められた場所」に情報

を共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経

験を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの

実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良

好であることが求められます。「イベント実習Ⅱ」は、イベントスタッフのリーダー的な態

度、行動のあり方等を学び、「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅱ」は、「イベント実習Ⅰ」を履修済みの学生を対象とします。 
 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 実習態度（出席・積極性など)、実習への貢献度、レポートなどで総合的 

に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則２年次に４ステップの実習を行う。(｢イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」

それぞれ２ステップ) 

（２）期間全体を４区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて(「イベント実習Ⅰ」ではステップⅠ、Ⅱ) 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をと

る。各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価を 

してステップアップにつなげる。 

（５）「イベント実習Ⅱ」ではステップⅢ、Ⅳについて評価する。 
 

【授業計画】 

 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・無断欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人として

の自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。イベント実習には主催者や関係者

も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止です。快活に積

極的に実習に取り組んでください。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨ん

でください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」を履修済みであること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅲ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Event Practice III 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの実

施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良好

であることが求められます。「イベント実習Ⅲ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、

行動のあり方等を学び、「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅲ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みの学生を対象と

します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

（１）原則３年次に、前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う（下記参照) 

（２）原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。 

（３）ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習／イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：イベント現場の体験実習 

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

（４）各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をして 

ステップアップにつなげる。 

（５）ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅲ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Event Practice III 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅲ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅲ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みの学生を対象と

します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。各

ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステッ

プアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅲ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Event Practice III 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅲ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅲ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みの学生を対象と

します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みであること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅲ 
 
 

サ  ト  ウ  ユ  キ  コ 

佐藤 友紀子 

Event Practice III 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅲ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅲ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みの学生を対象と

します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅲ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Event Practice III 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの実

施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良好

であることが求められます。 

｢イベント実習Ⅲ｣は、｢イベント実習Ⅰ｣、｢イベント実習Ⅱ｣を履修済みの学生を対象と

します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 

20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 

20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 

30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 

30％ 

評価の方法 実習態度（出席・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで総合的 

に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・無断欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人として

の自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によってはビジネススーツの着用、交通費、食費など諸雑費がかかることが

あります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅳ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Event Practice IV 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を

共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験

を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの実

施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良好

であることが求められます。「イベント実習Ⅳ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、

行動のあり方等を学び、「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅳ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修

済みの学生を対象とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅳ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Event Practice IV 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅳ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅳ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修

済みの学生を対象とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅳ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Event Practice IV 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅳ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅳ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修

済みの学生を対象とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅳ 
 
 

サ  ト  ウ  ユ  キ コ 

佐藤 友紀子 

Event Practice IV 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」「決められた場所」に情報を共

有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経験を

持った専門職業者のチームによって実施されています。 

イベント実習は、イベントの実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッ

フは「人と人との関係性」が良好であることが求められます。 

「イベント実習Ⅳ」は、イベントスタッフのリーダー的な態度、行動のあり方等を学び、 

「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅳ」は、「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修

済みの学生を対象とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度によって評価。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度によって評価。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やりきる力 実習態度によって評価。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度によって評価。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（授業参加度・積極性など）、実習への貢献度、レポートなどで 

総合的に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・欠席などは厳禁です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人としての自

覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

◇ 「イベント実習Ⅰ」、「イベント実習Ⅱ」、「イベント実習Ⅲ」を履修済みであること。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベント実習Ⅳ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Event Practice IV 発展科目／集中／１単位 

【授業概要】 

イベントは、開催規模の大小にかかわらず、「決められた時」、「決められた場所」に情報

を共有する人々が集まるプロジェクトです。この事業を運営するには、専門的な技術と経

験を持った専門職業者のチームによって実施されています。イベント実習は、イベントの

実施現場を体験することを目的とします。また運営スタッフは「人と人との関係性」が良

好であることが求められます。「イベント実習Ⅱ」は、イベントスタッフのリーダー的な態

度、行動のあり方等を学び、「指導力」と「就業力」を身につけます。 

「イベント実習Ⅳ」は、｢イベント実習Ⅰ｣、｢イベント実習Ⅱ｣、「イベント実習Ⅲ」を

履修済みの学生を対象とします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

規則を守る力 実習態度により評価する。 

集合時間や、担当部署など、決められていること

を守る。 

 
20％ 

コミュニケーショ

ン力 

実習態度により評価する。 

初めて出会う関係者や、来場者へフレンドリーに

積極的に交流できる。 

 
20％ 

やり切る力 実習態度により評価する。 

準備での悪天候や、本番でのトラブルなどが起き

ても、現場を投げ出さず、最後までやり切る。 

 
30％ 

改善する力 実習態度により評価する。 

現場での反省や失敗を前向きにとらえ、次の現場

に向けて改善・改良できる。 

 
30％ 

評価の方法 実習態度（出席・積極性など)、実習への貢献度、レポートなどで総合的 

に判断します。 
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座学で学んだ「イベント学」を実地で体験し、「就業力」を身につけることを目的と 

する。 

(1)原則３年次に前期ステップⅢ、後期ステップⅣの現場実習を行う。(下記参照) 

(2)原則３年次の期間全体を２区分に分けて、ステップを踏んで実習を進める。

(3)ステップについて 

ステップⅠ：トータル運営システムの学習/イベントのアテンドマインドの学習

ステップⅡ：イベントの多面的な現場の見学 

ステップⅢ：多様なイベント現場の体験実習

ステップⅣ：イベント現場実習の総括 

(4)各ステップは、それぞれガイダンス、実習者の記録、指導教員の記録と認印をとる。 

各ステップとも、指導者評価を実施、それに基づき、実習者の自己評価をしてステ 

ップアップにつなげる。 

(5)４ステップの全体について、最終的に総合評価する。 

【授業計画】 

 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習には主催者や関係者も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻 

・無断欠席などは禁止です。快活に積極的に実習に取り組んでください。大人として

の自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。イベント実習には主催者や関係者

も多く、チームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止です。快活に積

極的に実習に取り組んでください。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨ん

でください。 

◇ 「イベント実習Ⅲ」を履修済みであること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予定されるイベントについての予習と実習準備。 
 

【その他の注意事項】 

◇ イベント実習は土日・休祝日・休暇など、平常の授業時間以外に行われます。各自、

アルバイトや各種行事と調整して参加してください。 

◇ 実習案件によっては、交通費、食費、諸雑費がかかることがあります。 

◇ 学外での実習に備えて、全員学生用のインターンシップ保険に加入します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅰ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Specialized Seminar I 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

専門演習での主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PR 
イベントを中心としたイベントプロデュースです。 

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント

学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。 

専門演習で育成する人材像は､“自ら動き周りを動かす”です。“自ら動き周りを動かす” 

ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとって、とて

も大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけてゆくこと

の喜びや充実感を得てください。 

企画プレゼンテーションや運営マニュアル制作もあります。イベント企画や制作の醍醐

味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導く

実現力を身につけましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 



-417- 
 

【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 大学祭テーマディスカッション 

２ 研究テーマガイダンス 17 大学祭テーマディスカッション 

３ 研究テーマ発表 18 大学祭テーマ制作 

４ イベント課題ディスカッション 19 大学祭テーマ制作 

５ イベント課題ディスカッション 20 大学祭テーマ制作 

６ イベント課題解決ワークショップ 21 ゼミ発表大会の準備 

７ イベント課題解決ワークショップ 22 ゼミ発表大会の準備 

８ イベント課題解決ワークショップ 23 ゼミ発表大会の準備 

９ イベント課題解決ワークショップ 24 ゼミ発表大会のリハーサル 

10 イベント課題解決ワークショップ 25 ゼミ発表大会のふりかえり 

11 イベント企画リハーサル 26 研究成果発表準備 

12 イベント企画プレゼンテーション 27 研究成果発表 

13 春学期イベント実習レポート 28 秋学期イベント実習レポート 

14 春学期イベント実習レポート 29 秋学期イベント実習レポート 

15 まとめ(気づいたことと反省・決意) 30 まとめ（気づいたことと反省・決意） 

 

【使用教材】 

◇ 適宜用意します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習を履修していること。 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的に演習に取り組んでください。大人としての自覚と、リ

ーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅰ 
 

カサハラ コウイチ 

笠原    幸一 

Specialized Seminar I 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

テーマ：「イベントで世界を活き活きと輝かせよう！」 

心躍るイベントを体験した時のあの「感動」は平凡な毎日を輝かせ生きる糧にもなります。専門

演習では、イベント軸でコンテンツビジネスや地域活性化など様々な事例を研究します。一見華

やかに見えるイベントもその背景には多数の課題が山積しており、産学の場も活用し社会課題の

解決に向けて研究を進めます。 

アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）をイベント制作に

応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベン

ト現場にいかす知恵を創造していくことを目指します。 

専門演習で育成する人財像は、“自ら動き周りを動かす”です。これはイベントのみならず、こ

れから社会に出ていく一人ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら

動くリーダーシップを身につけていくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

発想力・判断力 演習・成果物によって評価。 

独創的・斬新なイベント発想を様々な訓練を通し

鍛え習得する。 

 

 

20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

企画・プレゼンテ

ーション力 

成果物・プレゼンテーションにより評価する。 

課題解決のために有効なイベント企画を立て、論 

理的に分かりやすく共感をもって伝えられる力を 

身につける。 

 

 

30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー 

トなどで総合的に判断します。 
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専門演習では、いくつかの研究テーマを設定して課題を抽出し、ワークショップを通

じて課題の解決を図ります。その後、実際にクライアントを想定し企画立案～プレゼン

テーションします。 

 
主な内容は以下の通り 

● 研究テーマガイダンス 

● 研究テーマ発表 

● 研究課題分析ディスカッション 

● 研究課題解決ワークショップ 

● イベント企画ワークショップ  

● イベント企画発表リハーサル  

● イベント企画プレゼンテーション 

  

【授業計画】 
 

 

【使用教材】 

◇ 適宜用意します。 

◇ PC（パワーポント、ワード、エクセル等） 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的に取り組んでください。大人としての自覚と、リー

ダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

◇ できるだけ多くのイベントを見に行く・参加すること。 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅰ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Specialized Seminar I 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。 

１：イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。 

どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。そしてイベントそ

のものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべ

きだと考えます。 

エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。

２：ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要で 

す。その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あ

ります。そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催してい

るのが現状です。 

イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま

とめができる。 

 
30％ 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ プレゼンテーションによって評価。  

ン 発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、 

簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を 

 

30％ 

 備えたプレゼンテーションができる。  

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポートなど

で総合的に判断します。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 大学祭テーマディスカッション 

２ 研究テーマガイダンス 17 大学祭テーマディスカッション 

３ 研究テーマ発表 18 大学祭制作 

４ 研究課題ディスカッション 19 大学祭制作 

５ 研究課題ディスカッション 20 大学祭制作 

６ 課題解決ワークショップ 21 ゼミ発表大会の準備 

７ 課題解決ワークショップ 22 ゼミ発表大会の準備 

８ 課題解決ワークショップ 23 ゼミ発表大会の準備 

９ 課題解決ワークショップ 24 ゼミ発表大会リハーサル 

10 研究課題まとめ 25 ゼミ発表大会のふりかえり 

11 研究テーマプレゼンテーション 26 研究成果発表準備 

12 研究テーマプレゼンテーション 27 研究成果発表 

13 春学季イベント実習レポート 28 秋学季イベント実習レポート 

14 春学季イベント実習レポート 29 秋学季イベント実習レポート 

15 まとめ（気づいた事・反省・決意） 30 秋学季イベント実習レポート 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 

◇ 過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅰ 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Specialized Seminar I 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

テーマ：「実践」 

 

概要： 

「イベント」は制作推進において様々な視点や実行力が求められます。また、即戦力とな 

りうる人材が求められる業界です。このゼミでは、そういったイベントを取り巻く環境を 

理解し、イベント制作について実践的な資料作成・企画・発表をしながら、周囲との関係 

構築を図るとともに、社会に出てから使える様々な力を身につけます。“自ら動き周りを 

動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとっ 

て、とても大切なことです。演習を通じて、全員がリーダーシップをとり、様々な視点か 

らアイディア発想をし、発言し、チームワークも発揮しながら、イベントを大成功に導く 

実現力を身につけましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

発想力・判断力 演習・成果物によって評価。 

独創的・斬新なイベント発想や、現場で起こる事

象に対して下すべき判断を、さまざまな訓練を通

し鍛え習得する。 

 

 

25％ 

チームワーク 演習・成果物によって評価。 

具体的な課題への期限ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
25％ 

リーダーシップ 演習・成果物によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

の意見をまとめ、引っ張る力を身につける。 

 
25％ 

企画・プレゼンテ

ーション力 

演習・成果物によって評価。 

社会潮流を踏まえながら課題解決のために有効な

イベントプランを立て、簡素でわかりやすい、エ

ンターテインメント性を備えたプレゼンテーショ 

ンができる。 

 

 

25％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー 

トなどで総合的に判断します。 
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専門演習では、いくつかの研究テーマを設定して課題を抽出し、ワークショップを通

じて課題の解決を図ります。その後、実際にクライアントを想定し企画立案～プレゼン

テーションします。 

 
主な内容は以下の通り 

● 研究テーマガイダンス 

● 研究テーマ発表 

● イベント課題ディスカッション 

● イベント課題解決ワークショップ 

● イベント企画発表リハーサル 

● イベント企画プレゼンテーション 

● ゼミ発表大会に向けた研究・準備・実施・振り返り 

【授業計画】 
 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。 

◇ PC（PowerPoint、Word、Excel） 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。 

◇ 創造性を発揮して、積極的に取り組んでください。 

◇ 大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

◇ できるだけ多くのイベントを見に行く・参加すること。 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅰ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Specialized Seminar I 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

研究テーマ：地域活性やまちづくりをテーマに、地域の新しいブランドや価値創造をイベ

ントを通じて考察、検討していく。 

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント

学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指す。 

専門演習で育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。“自ら動き周りを動かす” と

いうことは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとって、とても

大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけてゆくことの

喜びや充実感を得てほしい。 

企画プレゼンテーションや運営マニュアル制作も行っていく。イベント企画や制作の醍

醐味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導

く実現力を身につけてほしい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 後期ゼミテーマ発表 

２ 研究テーマガイダンス 17 イベント企画ディスカッション① 

３ 前期ゼミテーマ発表 18 イベント企画ディスカッション② 

４ 研究テーマディスカッション① 19 イベント企画ディスカッション③ 

５ 研究テーマディスカッション② 20 イベント企画ディスカッション④ 

６ 研究テーマディスカッション③ 21 ゼミ発表大会の準備① 

７ イベント制作ワークショップ① 22 ゼミ発表大会の準備② 

８ イベント制作ワークショップ② 23 ゼミ発表大会の準備③ 

９ イベント制作ワークショップ③ 24 ゼミ発表大会のリハーサル 

10 イベント制作ワークショップ④ 25 ゼミ発表大会のふりかえり 

11 イベント実践リハーサル① 26 研究成果発表準備① 

12 イベント実践リハーサル② 27 研究成果発表準備② 

13 イベント実践リハーサル③ 28 研究成果発表 

14 春学期イベント実習レポート 29 秋学期イベント実習レポート 

15 まとめ（気づいたことと反省・決意） 30 秋学期イベント実習レポート 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用しない。 

 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的に演習に取り組んでください。大人としての自覚と、リ

ーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：４年生 
 

専門演習Ⅱ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Specialized Seminar II 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

専門演習での主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、ＰＲ 

イベントを中心としたイベントプロデュースです。 

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント

学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。 

専門演習で育成する人材像は､“自ら動き周りを動かす”です。“自ら動き周りを動かす” 

ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとって、とて

も大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけてゆくこと

の喜びや充実感を得てください。 

企画プレゼンテーションや運営マニュアル制作もあります。イベント企画や制作の醍醐

味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導く

実現力を身につけましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 大学祭テーマディスカッション 

２ 研究テーマガイダンス 17 大学祭テーマディスカッション 

３ 研究テーマ発表 18 大学祭テーマ制作 

４ イベント課題ディスカッション 19 大学祭テーマ制作 

５ イベント課題ディスカッション 20 大学祭テーマ制作 

６ イベント課題解決ワークショップ 21 ゼミ発表大会の準備 

７ イベント課題解決ワークショップ 22 ゼミ発表大会の準備 

８ イベント課題解決ワークショップ 23 ゼミ発表大会の準備 

９ イベント課題解決ワークショップ 24 ゼミ発表大会のリハーサル 

10 イベント課題解決ワークショップ 25 ゼミ発表大会のふりかえり 

11 イベント企画リハーサル 26 研究成果発表準備 

12 イベント企画プレゼンテーション 27 研究成果発表 

13 春学期イベント実習レポート 28 秋学期イベント実習レポート 

14 春学期イベント実習レポート 29 秋学期イベント実習レポート 

15 まとめ(気づいたことと反省・決意) 30 まとめ(気づいたことと反省・決意) 

 

【使用教材】 

◇ 適宜用意します。 

 
 

【履修条件等】 

◇ イベント実習を履修していること。 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的に演習に取り組んでください。大人としての自覚と、リ

ーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：４年生 
 

専門演習Ⅱ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Specialized Seminar II 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。 

１：イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。 

どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。そしてイベントそ

のものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべ

きだと考えます。 

エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。

２：ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要で 

す。その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あ

ります。そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催してい

るのが現状です。 

イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま

とめができる。 

 
30％ 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ プレゼンテーションによって評価。  

ン 発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、 

簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を 

 

30％ 

 備えたプレゼンテーションができる。  

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポートなど

で総合的に判断します。 
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【授業計画】 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 大学祭テーマディスカッション 

２ 研究テーマガイダンス 17 大学祭テーマディスカッション 

３ 研究テーマ発表 18 大学祭制作 

４ 研究課題ディスカッション 19 大学祭制作 

５ 研究課題ディスカッション 20 大学祭制作 

６ 課題解決ワークショップ 21 ゼミ発表大会の準備 

７ 課題解決ワークショップ 22 ゼミ発表大会の準備 

８ 課題解決ワークショップ 23 ゼミ発表大会の準備 

９ 課題解決ワークショップ 24 ゼミ発表大会リハーサル 

10 研究課題まとめ 25 ゼミ発表大会のふりかえり 

11 研究テーマプレゼンテーション 26 研究成果発表準備 

12 研究テーマプレゼンテーション 27 研究成果発表 

13 春学季イベント実習レポート 28 秋学季イベント実習レポート 

14 春学季イベント実習レポート 29 秋学季イベント実習レポート 

15 まとめ（気づいた事・反省・決意） 30 まとめ（気づいた事・反省・決意） 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 

◇ 過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 



-430- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

専門演習Ⅱ 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Specialized Seminar Ⅱ 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

テーマ：「実践」 

 

概要： 

「イベント」は制作推進において様々な視点や実行力が求められます。また、即戦力とな 

りうる人材が求められる業界です。このゼミでは、そういったイベントを取り巻く環境を理 

解し、イベント制作について実践的な資料作成・企画・発表をしながら、周囲との関係構築 

を図るとともに、社会に出てから使える様々な力を身につけます。“自ら動き周りを動かす” 

ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとって、とても 

大切なことです。演習を通じて、リーダーシップ、アイディア発想力、発言力、自主性、巻 

き込み力、プレゼンテーション力を育みましょう。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

発想力・判断力 演習・成果物によって評価。 

独創的・斬新なイベント発想や、現場で起こる事

象に対して下すべき判断を、さまざまな訓練を通

し鍛え習得する。 

 

 

25％ 

チームワーク 演習・成果物によって評価。 

具体的な課題への期限ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
25％ 

リーダーシップ 演習・成果物によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

の意見をまとめ、引っ張る力を身につける。 

 
25％ 

企画・プレゼンテ

ーション力 

演習・成果物によって評価。 

社会潮流を踏まえながら課題解決のために有効な

イベントプランを立て、簡素でわかりやすい、エ

ンターテインメント性を備えたプレゼンテーショ 

ンができる。 

 

 

25％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー 

トなどで総合的に判断します。 
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専門演習Ⅱでは、いくつかの研究テーマを設定して課題を抽出し、ワークショップを

通じて課題の解決を図ります。その後、実際にクライアントを想定し企画立案～プレゼ

ンテーションします。 

 
主な内容は以下の通り 

● 研究テーマガイダンス 

● 研究テーマ発表 

● イベント課題ディスカッション 

● イベント課題解決ワークショップ 

● イベント企画発表リハーサル 

● イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。 

◇ PC（PowerPoint、Word、Excel） 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。 

◇ 創造性を発揮して、積極的に取り組んでください。 

◇ 大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

◇ できるだけ多くのイベントを見に行く・参加すること。 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：４年生 
 

専門演習Ⅱ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Specialized Seminar II 演習科目／通年／４単位 

【授業概要】 

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント

学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。 

専門演習で育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。“自ら動き周りを動かす” と

いうことは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとって、とても

大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけてゆくことの

喜びや充実感を得てください。 

「専門演習Ⅱ」ではこれまでの取り組みをまとめ、論文や発表といった形に集約してい

くことを目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気つく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ・内容 回 テーマ・内容 

１ ゼミ運営ガイダンス 16 研究・論文の進め方ガイダンス 

２ 研究・論文テーマガイダンス 17 論文のまとめ方レクチャー① 

３ 研究・論文テーマ検討① 18 論文のまとめ方レクチャー① 

４ 研究・論文テーマ検討② 19 論文のまとめ方レクチャー① 

５ 研究・論文テーマ発表 20 研究・論文指導① 

６ 研究・調査方法レクチャー① 21 研究・論文指導② 

７ 研究・調査方法レクチャー② 22 研究・論文指導③ 

８ 研究・調査方法レクチャー③ 23 研究・論文指導④ 

９ 研究・調査準備① 24 研究・論文指導⑤ 

10 研究・調査準備② 25 研究・論文指導⑥ 

11 研究・調査準備③ 26 研究・論文指導⑦ 

12 研究・調査進捗報告① 27 研究・論文指導⑧ 

13 研究・調査進捗報告② 28 研究・論文発表① 

14 研究・調査進捗報告③ 29 研究・論文発表② 

15 まとめ 30 まとめ 

 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポイント、エクセル、ワードなど）。 
 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的に演習に取り組んでください。大人としての自覚と、リ

ーダー精神を持って臨んでください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中

心としたイベントプロデュースです。 

２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場と

して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。 

プロフェッショナルセミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェクト 

・ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基

づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくこ

とを目指します。 

プロフェッショナル・セミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。

“自ら動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く

一人ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシ

ップを身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気付く。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー 

トなどで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅠ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

ワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼン

テーションまでを行います。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●イベント課題ディスカッション 

●イベント課題解決ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。 

 

 
【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナルセミナーに取り組んでくださ

い。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントで地域を活き活きと輝かせよう！ 

日本全国には約1,700もの市町村があります。東京一極集中や人口減少による地方の過疎 

化など、それぞれの地域には課題が山積しています。一方で対策を取り効果を上げている地 

方・地域も数多く存在しており、ゼミでは地方創生の様々な事例を研究します。 

特定の地域を選び、課題の現状把握から魅力の再発見、本質的な解決策までを研究し、具体 

的な地域活性化イベントを企画します。 

また、地域活性化に積極的に取り組む組織と連携し、産学の場で実際の地域のイベントを可 

能な限り体験します。社会課題の解決に向けてフレッシュな視点で企画を考えてみましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

地域課題研究・地 

域活性化イベント 

企画  

地域課題研究、地域活性化イベント企画によって

評価。 

研究テーマを立てそれに沿った地域課題の調査分 

析、研究ができる。地域活性化イベント企画の独 

創性等、優れた企画がまとめられる。 

 
 

30％ 

チームワーク チーム活動により評価。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分 

担やサポートの大切さを理解する。 

 
20％ 

リーダーシップ 授業での行動により評価する。 

プロジェクトマネジメントを理解しチームを引っ 

張る積極性を身につける。 

 
20％ 

地域課題研究・地 

域活性化イベント 

企画プレゼンテー 

ション 

研究・イベント企画のプレゼンテーションによっ 

て評価。 

論理的に分かりやすく共感をもってプレゼンテー 

ションができる。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅠ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

ワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼン

テーションまでを行います。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ 

●イベント企画ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。 

参考書等は、授業中に随時紹介します。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントや地域活性に興味を持ち、積極的に社会課題に取り組む姿勢があるこ 

と。 

◇ イベントプロデューサーにはリーダーシップ、チームワーク、発想力、コミュニケー 

ション、ステークホルダーから信頼されることが特に重要です。それらを身につける 

トレーニングの場ですので、遅刻欠席は厳禁です。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習・復習。次回演習の準備等は必ず実施してください。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 
 

カミジョウ  ノ リ オ 

上條 典夫 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中心 

としたイベントプロデュースです。 ２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだこと 

が実体験として大切な学びの場と して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。  

プロフェッショナルセミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェクト・ 

ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づ 

き、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくこと 

を目指します。 プロフェッショナル・セミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動 

かす”です。“自ら動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会 

に出て行く一人ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリ 

ーダーシップを身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま 

とめができる。 

 
30％ 

 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担 

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 

 

 

課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム 

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ 

ン 

 

プレゼンテーションによって評価。 

発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び 

、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性 

を備えたプレゼンテーションができる。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅠ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

数回のワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させま

す。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ３回 

●研究発表へ向けて 

 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

各自PCは持ってくる。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントや地域活性に興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。 

１：イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。 

どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。そしてイベントそ

のものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべ

きだと考えます。 

エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。

２：ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要で 

す。その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あ

ります。そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催してい

るのが現状です。 

イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま

とめができる。 

 
30％ 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ プレゼンテーションによって評価。  

ン 発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、 

簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を 

 

30％ 

 備えたプレゼンテーションができる。  

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅠ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

ワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼン

テーションまでを行います。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ 

●研究発表まとめ 

●プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 

 

 
【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

テーマ：「イベントのいろは」 

イベントと一言で言っても、その内容は様々です。音楽イベントやスポーツイベントだ

けでなく、実際には発表会や展示会、企業の会議・コンベンションやパーティなど様々な

イベントが行われています。当プロフェッショナルセミナーでは、講師自身が女性として

業界に携わってきた経験に基づいてイベントを紐解きながら、それぞれのイベントに必要

なモノ・コトについての知識や、基本的な社会人のマナーも身につけます。プロフェッシ

ョナル・セミナーで育成する人材像は “自ら動き周りを動かす”です。“自ら動き周りを

動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひとりにとっ

て、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけて

ゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

チームワーク 演習・成果物によって評価。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

想像力・発想力 演習・成果物によって評価。 

イベントの種類が違えば企画のポイントも違って

くる。それぞれに応じたプランニングのための情 

報収集とアイディア出しができる。 

 

 

30％ 

PC 作業力 演習・成果物によって評価。 

イベントを制作していく上で必要な資料を、エク

セル・PPT を使用して作成できるようになる。 

 
20％ 

企画力・プレゼン

テーション力 

演習・成果物によって評価。これまでに学んだ企 

画・演出・運営のポイントを理解しながらプラン

ニング～プレゼンテーションができる。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー

トなどで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅠ 」では、基本的な PC 操作、イベント構造など

の基礎について学んだのち、実際のイベント制作推進時に必要な資料作成を行います。 

 

 

 
主な内容は以下の通り 

● 研究テーマガイダンス・オリエンテーション 

● PC 操作～ワークショップ 

● 研究課題ディスカッション 

● 課題制作 

● まとめ 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。 

◇ PC（PowerPoint、Word、Excel） 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。 

◇ 創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナルセミナーに取り組んでください。 

◇ 大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

◇ できるだけ多くのイベントを見に行く・参加すること。 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅠ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Professional Seminar I 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

地域活性やまちづくりをテーマに、地域の新しいブランドや価値創造をイベントを通じ

て考察、検討していきます。 

２年時より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場と

して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。 

プロフェッショナルセミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェクト 

・ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基

づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくこ

とを目指します。 

プロフェッショナルセミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。“自

ら動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人

ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップ

を身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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「プロフェッショナルセミナーⅠ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

ワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼン

テーションまでを行います。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●イベント課題ディスカッション 

●イベント課題解決ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。 

 

 
【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナルセミナーに取り組んでくださ

い。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 

オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Professional Seminar II 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中

心としたイベントプロデュースです。 

２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場と

して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。 

プロフェッショナル・セミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェク 

ト・ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に

基づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していく

ことを目指します。 

プロフェッショナル・セミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。

“自ら動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く

一人ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシ

ップを身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気付く。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポー 

トなどで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅡ」では、具体的な研究テーマを設定し、プロフェ

ッショナルセミナーⅠで学んだ課題解決力を生かし、実際にクライアントを想定し企画

立案します。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●イベント課題ディスカッション 

●イベント課題解決ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。 

 

 
【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナル・セミナーに取り組んでくだ

さい。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 



-448- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Professional Seminar Ⅱ 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントで地域を活き活きと輝かせよう！ 

日本全国には約1,700もの市町村があります。東京一極集中や人口減少による地方の過疎 

化など、それぞれの地域には課題が山積しています。一方で対策を取り効果を上げている地 

方・地域も数多く存在しており、ゼミでは地方創生の様々な事例を研究します。 

特定の地域を選び、課題の現状把握から魅力の再発見、本質的な解決策までを研究し、具体 

的な地域活性化イベントを企画します。 

また、地域活性化に積極的に取り組む組織と連携し、産学の場で実際の地域のイベントを可 

能な限り体験します。社会課題の解決に向けてフレッシュな視点で企画を考えてみましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

地域課題研究・地 

域活性化イベント 

企画  

地域課題研究、地域活性化イベント企画によって

評価。 

研究テーマを立てそれに沿った地域課題の調査分 

析、研究ができる。地域活性化イベント企画の独 

創性等、優れた企画がまとめられる。 

 
 

30％ 

チームワーク チーム活動により評価。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分 

担やサポートの大切さを理解する。 

 
20％ 

リーダーシップ 授業での行動により評価する。 

プロジェクトマネジメントを理解しチームを引っ 

張る積極性を身につける。 

 
20％ 

地域課題研究・地 

域活性化イベント 

企画プレゼンテー 

ション 

研究・イベント企画のプレゼンテーションによっ 

て評価。 

論理的に分かりやすく共感をもってプレゼンテー 

ションができる。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅡ」では、研究テーマを設定した後、課題を抽出し、

ワークショップを通じて課題の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼン

テーションまでを行います。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ 

●イベント企画ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。 

参考書等は、授業中に随時紹介します。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントや地域活性に興味を持ち、積極的に社会課題に取り組む姿勢があるこ 

と。 

◇ イベントプロデューサーにはリーダーシップ、チームワーク、発想力、コミュニケー 

ション、ステークホルダーから信頼されることが特に重要です。それらを身につける 

トレーニングの場ですので、遅刻欠席は厳禁です。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習・復習。次回演習の準備等は必ず実施してください。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 
 

カミジョウ  ノ リ オ 

上條 典夫 

Professional Seminar Ⅱ 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中心 

としたイベントプロデュースです。 ２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだこと 

が実体験として大切な学びの場と して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。  

プロフェッショナルセミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェクト・ 

ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づ 

き、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくこと 

を目指します。 プロフェッショナル・セミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動 

かす”です。“自ら動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会 

に出て行く一人ひとりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリ 

ーダーシップを身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま 

とめができる。 

 
30％ 

 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担 

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 

 

 

課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム 

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ 

ン 

 

プレゼンテーションによって評価。 

発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び 

、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性 

を備えたプレゼンテーションができる。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅡ」では、研究テーマをワークショップを通じて課題

の解決を図り、イベント企画書として成立させ、プレゼンテーションまでを行ないます。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ① 

●研究課題分析ワークショップ② 

●研究発表まとめ 

●プレゼンテーション 

●成果の評価会 

 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

各自PCは持ってくる。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントや地域活性に興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Professional Seminar II 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。 

１：イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。 

どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。そしてイベントそ

のものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべ

きだと考えます。 

エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。

２：ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要で 

す。その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あ

ります。そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催してい

るのが現状です。 

イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント研究 研究結果によって評価。 

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、ま

とめができる。 

 
30％ 

チームワーク チーム活動によって評価。 

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担

やサポートの大切さを知る。 

 
20％ 

リーダーシップ 課題解決によって評価。 

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チーム

をまとめるための積極性を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ プレゼンテーションによって評価。  

ン 発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、 

簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を 

 

30％ 

 備えたプレゼンテーションができる。  

評価の方法 演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さ)、演習への貢献度、レポートな

どで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナルセミナーⅡ」では具体的な研究テーマを設定し、プロフェッシ

ョナルセミナーⅠで学んだ課題解決力を生かし、イベント企画書として成立させ、プレ

ゼンテーションまでを行ないます。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●研究課題ディスカッション 

●研究課題分析ワークショップ 

●研究発表まとめ 

●プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 

 

 
【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。 

◇ 過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 

 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

◇ チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 

サ ト ウ ユ キ コ 

佐藤 友紀子 

Professional Seminar II 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

テーマ：「イベントのいろは」 

２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場と

して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。イベント制作に関連する企業に就

職したのち、まず発生するのは「プロフェッショナルセミナーⅠ」で学んだ様々な資料作

成であり、プロジェクトごとの様々な打ち合わせです。そのためには事前にアイディアを

出し、その打ち合わせで発言し、必要な情報を正確にまとめるのも重要な仕事です。この

ゼミでは社会に出て即戦力となれるよう、イベント業界で活かせる発想力・技術・プレゼ

ン力・推進力を高めていくことを目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

想像力・発想力 演習・成果物によって評価。 

イベントの種類が違えば企画のポイントも違って

くる。それぞれに応じたプランニングのための情

報収集とアイディア出しができる。 

 

 
20％ 

承認力 演習・成果物によって評価。 

１つの事象に対してそれぞれの人が感じることは

様々。それを否定せず認め合いながら自分の発想

の糧にできる。 

 

 
30％ 

リーダーシップ 演習・成果物によって評価。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越え、チームを引っ張る力を身につける。 

 
20％ 

プレゼンテーショ

ン力 

演習・成果物によって評価。 

自分のアイディア・企画を、論理的にわかりやす

く、共感をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法  演習態度（授業参加度・積極性・勤勉さなど)、演習への貢献度、レポ 

ートなどで総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅡ」 では、研究テーマを設定し 「プロフェッショ

ナルセミナーⅠ」で学んだ PC 操作・想像力・発想力を生かし、実際にイベント現場で

必要となる資料作り・グループワークを実践します。 

 

 

 
主な内容は以下の通り 

● 研究テーマガイダンス・オリエンテーション 

● 研究課題ディスカッション 

● 研究課題分析ワークショップ 

● まとめ 

【授業計画】 
 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。 

◇ PC（PowerPoint、Word、Excel） 
 

 

【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。 

◇ 創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナルセミナーに取り組んでください。 

◇ 大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報やニュースなど、常に興味と関心を持つこと。 

◇ できるだけ多くのイベントを見に行く・参加すること。 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ 演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅡ 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Professional Seminar II 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

地域活性やまちづくりをテーマに、地域の新しいブランドや価値創造をイベントを通じ

て考察、検討していきます。 

２年時より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場と

して機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。 

プロフェッショナルセミナーでは、アクティブ・ラーニングおよび PBL（プロジェクト 

・ベースド・ラーニング）をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基

づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくこ

とを目指します。 

プ ロフェッショナルセミナーで育成する人材像は、“自ら動き周りを動かす”です。“自ら

動き周りを動かす”ということは、イベントのみならず、これから社会に出て行く一人ひ

とりにとって、とても大切なことです。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを

身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベント発想 企画アイデア提出により評価する。 

独創的・斬新なイベント発想を、さまざまな訓練

を通し鍛え習得する。 

 
20％ 

チームワーク イベント企画・運営制作により評価する。 

具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分

担やサポートの大切さに気づく。 

 
20％ 

リーダーシップ イベント企画・運営制作により評価する。 

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り

越えチームを引っ張る力を身につける。 

 
30％ 

プレゼンテーショ

ン 

イベント企画発表により評価する。 

考えてきたことを、論理的にわかりやすく、共感

をもって伝えられる力を身につける。 

 
30％ 

評価の方法 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演習への貢献度、レポートなど 

で総合的に判断します。 
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「プロフェッショナル・セミナーⅡ」では、具体的な研究テーマを設定し、「プロフ

ェッショナル・セミナーⅠ」で学んだ課題解決力を生かし、実際にクライアントを想定

し企画立案します。 

 

主な流れは以下の通り 

●研究テーマガイダンス 

●研究テーマ発表 

●イベント課題ディスカッション 

●イベント課題解決ワークショップ 

●イベント企画発表リハーサル 

●イベント企画プレゼンテーション 

【授業計画】 
 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。 

 

 
【履修条件等】 

◇ イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止

です。創造性を発揮して、積極的にプロフェッショナルセミナーに取り組んでくださ

い。大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨んでください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次の演習への下調べ、作業の準備等。 

 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ  

地域マネージメント 

 
イシワタ マサト 

石渡 正人 

Professional Seminar III  Local management 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

インターネットの普及やコロナ禍における在宅ワークの浸透など、私たちの生活様式は 

大きく変化しています。都市と地方の関係も大きく見直され、これから地域マネージメン 

トが重要視されます。地域マネージメントは行政だけが行うものではありません。企業に 

とっても地域ブランド商品やサービスの開発、観光やイベントなど沢山のビジネスチャン 

スに溢れています。またCSRが重要視される今日、企業市民として地域にどうかかわる 

かは大事な課題であり、地域ブランドの創出では企業のもつノウハウも含め大いに期待さ 

れています。 

本講義では、事例検証を交え、地域ブランドビジネスの特性やビジネスモデルなどを学び 

ます。更に、後半の講義は実務IQの観点から、高田馬場を題材に地域デザイン（ここでい 

うデザインは目的をもって具体的に立案・設計することの意）についてフィールドワーク 

を交え学びます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

地域社会の問題点 講義中に解説する地域社会の問題点や必要とされ  

や解決のための施 

策について理解で 

る施策について理解しようと努め、積極的に興味 

を持てるか。講義中の質疑や討論で客観的に評価。 

 

20％ 

きる   

地域社会での問題 地域ブランドビジネスの特性や、商品（サービス）  

点からビジネスを 

構築するための手 

の開発方法、問題点などを理解しているかを、授 

業中の質疑応答やテストで評価。 

 

40％ 

法を理解する   

地域社会での問題 地域を対象にしたビジネスプランを指定フォーマ  

点を解決するため ットの企画書にまとめる。地域の問題点への考察  

に自分なりのビジ と課題解決に向けたプランを戦略的に組み立てら 40％ 

ネスプランをまと れているかを評価ポイントとする。  

める 実現性は問わない。  

評価の方法 70％以上の出席を条件に、出席評価（受講態度も含む）20％、

中間テスト40％、本試験（指定フォーマット企画書）40％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 地方を取り巻く状況 人口減少社会、高齢化、産業空洞化、地域コミュニティの 

分断など現状の問題点を解説 

２ 地域活性化について 

社会学的アプローチ 

地域コミュニティとソーシャルキャピタル、地域の個性、 

差別化など 

３ 地域活性化について 

経済学的アプローチ 

地域ブランドの考え方、手法などの解説 

地域商業（商店街）活性化など 

４ 地域ブランド開発① 地域ブランド商品、食文化、Ｂ級グランプリなど 

５ 地域ブランド開発② 文化・環境ブランド＝テーマ型集客施設、道の駅など 

６ 地域ブランド開発③ 観光ブランド＝コンテンツツーリズム、インバウンド 

７ 地域ブランド開発④ キャラクター住民、ゆるきゃら、ご当地ヒーローなど 

８ 中間試験 １～７回までの学習達成度確認のための試験 

９ 高田馬場の地域デザイ 

ンを考える① 

地域デザイン（目的をもって具体的に立案・設計すること） 

のためのフィールドワークの手法を学ぶ 

10 高田馬場の地域デザイ 

ンを考える② 

地域の問題点の洗い出しと文献調査 

11 高田馬場の地域デザイ 

ンを考える③ 

フィールドワーク～調査対象：高田馬場周辺の商店街や企 

業施設、自治体など 

12 高田馬場の地域デザイ 

ンを考える④事例紹介 

手塚キャラクター発想支援カードを使い、フィールドワー

クで学んだことを活かしたブレーンストーミング 

13 高田馬場の地域デザイ 

ンを考える⑤事例紹介 

高田馬場発祥、日本で一番発行額の多い地域通貨「アトム 

通貨」に見るソーシャルキャピタルの醸成 

14 高田馬場の地域デザイ

ンを考える⑥事例紹介 

江戸伝統野菜「内藤とうがらし」再興プロジェクトとまち

バルイベント「バル辛フェスタ」に見る地域ネットワーク 

15 学習達成度の確認 学習達成度確認のための地域デザインをテーマにした、指 

定フォーマットによる企画書の作成 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、パワーポイント資料を使用。 
 

【履修条件等】 

◇ みなさんの身の回りにあることが題材になります。 

そのため講義中に質問や議論を行うことがあり、能動的な出席態度で望んでください。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業終了時に次回の授業内容を予告します。その観点から自分の住んでいる街や、大

学のある高田馬場の街を眺めておくと授業の理解度が増すでしょう。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ 
展示会・会議イベント 

 
キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Professional Seminar III 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

展示会という分野のイベントはシステムがかなり確立されています。 

そのシステムを知り、展示会場の仕組みを知り、出展要綱を読み込み、展示会独特のル

ールを知ることで展示会というイベントを理解します。 

さらに、その出展目的と出展位置に合わせた効果的なブース作りを提案し、最適な運営

を行なえる知識とスキルを身につけます。 

また、外に向けたものとしての会議やセミナー、講習会。企業が内に向けて行なうコン

ベンションや表彰イベントなどの特徴を知り、効果的に計画できる技術を身につけます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

展示会・会議イベ 

ントに関する基礎

知識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

技術や手法・道具を基礎から知り、理解し説明す

ることが出来る。 

 

15％ 

さまざまな展示会 

・会議イベントの

特徴を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

さまざまな展示会・会議イベントのケーススタデ

ィにふれ、その特徴を理解し、説明できる。 

 

15％ 

展示会・会議イベ 設問に対する回答によって評価。  

ントの構成要素を 出展要項を読むことができ、理解し、クライアン  

40％ 
知り理解する トに対し必要な条件を説明し、提出書類を選ぶこ  
 とができる。  

自らの展示会・会 課題とレポートよって評価。  

議イベントを組み オリジナル企画のイベントをデザインし表現して  

30％ 
立てる力を身につ 相手に提案し、実現することができる。  

ける   

評価の方法 日々の課題70％、期末試験30％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 様々な展示会、様々な会議 

２ 展示会の基礎 会議の基礎 展示会とは 会議とは 

３ 展示会場の仕組み 展示会に特化した会場作りの秘密 

４ 出展要綱について-１ 展示会ならではのルール 

５ 出展要綱について-２ 提出書類の意味 電気と備品 

６ ビジネスDAY と一般DAY 来場者の目的の違いと展示手法 

７ 施工時撤収時の注意 搬入搬出 車両 施工電源 

８ リースとシステム 目的別システムの選び方 

９ 効果的なブース作り 導線計画 サイン計画 展示計画 ポストとシフト 

10 名刺交換と管理 何のために出展しているのか 展示会後の対応 

11 外部向け会議イベント 講習会 セミナー 発表会 

12 内部向け会議イベント キックオフミーティング アワード 

13 システムと演出のトレンド 同通と中継 プレゼンスタイル 

14 主要出演者がプロじゃない 式典 コンベンション 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ １年以内に展示会を最低１つは見ていること。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 
 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 
 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目            イベントプロデュース学科  履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ 
（グローバル経済と競争法） 

 
スミダ   コウジ 

隅田 浩司 

Professional Seminar III （Global Competition Law and Policy）演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義は、グローバル経済で進む市場の寡占化の問題、巨大IT企業（GAFA）によ 

る独占問題に対して、果たして有効な歯止め、規制は可能かどうか、について学ぶこ 

とを目的としています。本講義では、企業同士のカルテル、独占の問題、そして合併 

の３つの視点から、日米欧の競争法・競争政策を比較参照し、市場経済や新自由主義 

が完全に行き詰まっている現状について解説します。この講義を受講することによっ 

て、グローバル経済についての理解が深まり、現代の経済、社会問題について新しい 

視点を得ることができます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

１)競争政策につい

て理解する 

日米欧の競争法、競争政策について理解している

かどうか、講義中の質疑および期末試験によって

、客観的に評価する。 

 

評価の30％ 

 

２)独占・寡占市場

について理解する 

独占・寡占市場について、理解しているかどうか

、講義中の質疑および期末試験によって、客観的

に評価する。 

 

評価の30％
 

３)グローバル経済

の論点を理解する 

学習･到達目標(１)、(２)を前提としてグローバル

経済の最新論点の理解度を講義中の質疑および期

末試験によって、客観的に評価する。 

 

評価の30％ 

 

４)競争政策の視点

からの分析ができ

る 

学習･到達目標(１)、(２)および(３)を前提として

グローバル経済と競争政策全般の理解について、

講義中の質疑および期末試験によって、客観的に

評価する。 

 

 

評価の10％ 

 

評価の方法 評価配分は、期末試験を70％、授業参加姿勢、授業態度を30％とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ グローバル経済の現実 グローバル経済で何が起きているのかについて解説 

２ 分析枠組み 市場分析のフレームワークについて解説 

３ 市場 市場とはなにか、について解説 

４ カルテル１ カルテル・談合の論点について解説） 

５ カルテル２ 国際カルテル・談合の事例分析 

６ 事業提携 事業提携と反競争的行為について解説 

７ 独占はなぜ問題か 独占はなぜ、問題なのかについて解説 

８ ライバル排除 競争社の排除による独占の問題について解説 

９ 濫用行為 搾取的濫用、支配行為と独占について解説 

10 再販売価格維持 再販売価格維持行為について解説 

11 IT企業と競争 グローバルエコノミーにおけるIT企業と競争につい
て解説 

12 企業結合総論 企業結合規制について解説 

13 水平合併 競争者間の合併の諸問題について解説 

14 垂直・混合合併 垂直合併、混合合併の諸問題について解説 

15 総括・達成度の確認 授業の総括および学習達成度の確認テストを実施す
る 

 

 

【使用教材】 

◇ 各教科書：教科書は使用せず、CoursePowerを通じて資料を配布します。 

◇ 参考書：講義中に適宜、紹介します。 

 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義の中で予習課題を指示します。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ 私語は厳禁です、違反者は､履修停止とします。 

◇ 受講生の講義理解度に応じて、授業計画の順序を変更する場合があります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ（春学期） 
文化芸術イベント 

 
セ ー ン ジ ヤ ー 

賽音 吉雅 

Professional Seminar III 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

プロフェッショナル・セミナーとは何か。 

首都圏に集まる若年層（大学・短大・専門学校生、社会人）がどのような考えで、どの

ようなプロへの志向性を持っているかについて解析する。そして、若者にとって魅力ある

学習環境や共感を呼ぶフィールドスタディーのあり方を提案する。フィールドスタディー

で実践の根底にあるパラダイム（概念的枠組）や、関連する学習環境の課題についても多

角的に考察する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

キャリアデザイン 

を楽しむ 

①芸術、エンタメ、ミュージックなど企画・実施 

（キャリアデザイン）し、その内容を評価する。 

 

15％ 

自由かつ闊達な思

考を醸成する 

②プロとは何か、について基本的な知見と方法を

学び、さらに個性（オリジナリティー）を評価 

する。 

 
 

15％ 

文芸（概論）と実 

習を連携する 

③芸術・文化の基礎を学習し、音楽やプロの演奏 

との連携を評価する。 

 

40％ 

イベントを企画・ 

実施する 

④芸術性（アーティスティック）を課題としたイ 

ベントを企画し、実施する能力を評価する。 

 

30％ 

評価の方法 授業への参加率･レポートの出来映えなどから授業への積極性を評価する｡ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 授業概要 オリエンテーション（自己紹介を含む） 

２ デザイン論 美術・芸術とキャリアデザインとは何か 

３ 文化交流論① 東西文化交流の方法 

４ 文化交流論② アジア文化交流の特色 

５ 文化交流論③ 日本モンゴル文化交流の意義 

６ エンタメについて分析 エンタメイベントプロデュースの課題 

７ エンタメ論① 映画テレビ企画、制作の課題 

８ エンタメ論② テレビ・ラジオ制作の課題 

９ エンタメ論③ インターネット動画制作の方法 

10 エンタメ論④ フェスティバル・プロデュースの課題 

11 音楽のジャンルについて クラシック～民族音楽の楽しみ方 

12 伝統音楽① 馬頭琴の多文化性A（和楽器との共演） 

13 伝統音楽② 馬頭琴の多文化性B（日本舞踊との共演） 

14 伝統音楽③ 馬頭琴の多文化性C（朗読との共演） 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教材は文献資料、DVD、 写真、パワーポイントなどを利用する。参考文献等は、そ

の都度、授業中に紹介する。 

 
【履修条件等】 

◇ 芸術・音楽・演奏を楽しみ、好きな課題を見つけられる人。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 様々なツールを用いてプロの演奏と社会的な役割を考える。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ この授業（スタディー）をプロフェッショナルへの入口にするという意欲を高めるこ

と。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ（秋学期） 
文化芸術イベント 

 
セ ー ン ジ ヤ ー 

賽音 吉雅 

Professional Seminar III 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

プロフェッショナル・セミナーとは何か。 

首都圏に集まる若年層（大学・短大・専門学校生、社会人）がどのような考えで、どの

ようなプロへの志向性を持っているかについて解析する。そして、若者にとって魅力ある

学習環境や共感を呼ぶフィールドスタディーのあり方を提案する。フィールドスタディー

で実践の根底にあるパラダイム（概念的枠組）や、関連する学習環境の課題についても多

角的に考察する。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

キャリアデザイン 

を楽しむ 

①芸術、エンタメ、ミュージックなど企画・実施 

（キャリアデザイン）し、その内容を評価する。 

 

15％ 

自由かつ闊達な思

考を醸成する 

②プロとは何か、について基本的な知見と方法を

学び、さらに個性（オリジナリティー）を評価 

する。 

 
 

15％ 

文芸（概論）と実 

習を連携する 

③芸術・文化の基礎を学習し、音楽やプロの演奏 

との連携を評価する。 

 

40％ 

イベントを企画・ 

実施する 

④芸術性（アーティスティック）を課題としたイ 

ベントを企画し、実施する能力を評価する。 

 

30％ 

評価の方法 授業への参加率･レポートの出来映えなどから授業への積極性を評価する｡ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 授業概要 オリエンテーション（自己紹介を含む） 

２ デザイン論 美術・芸術とキャリアデザインとは何か 

３ 文化交流論① 東西文化交流の方法 

４ 文化交流論② アジア文化交流の特色 

５ 文化交流論③ 日本モンゴル文化交流の意義 

６ エンタメについて分析 エンタメイベントプロデュースの課題 

７ エンタメ論① 映画企画、制作の課題 

８ エンタメ論② テレビ・ラジオ制作の課題 

９ エンタメ論③ インターネット動画制作の方法 

10 エンタメ論④ フェスティバル・プロデュースの課題 

11 音楽のジャンルについて クラシック～民族音楽の楽しみ方 

12 伝統音楽① 馬頭琴の多文化性A（和楽器との共演） 

13 伝統音楽② 馬頭琴の多文化性B（日本舞踊との共演） 

14 伝統音楽③ 馬頭琴の多文化性C（朗読との共演） 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教材は文献資料、DVD、 写真、パワーポイントなどを利用する。参考文献等は、そ

の都度、授業中に紹介する。 

 
【履修条件等】 

◇ 芸術・音楽・演奏を楽しみ、好きな課題を見つけられる人。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 様々なツールを用いてプロの演奏と社会的な役割を考える。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ この授業（スタディー）をプロフェッショナルへの入口にするという意欲を高めるこ

と。 



-468- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ 
コミュニケーション囲碁 

 
ハ ラ ア キ コ 

原 晶子 

Professional Seminar III 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

《自己実現のためのコミュニケーション能力向上と人間力アップ講座》 
この授業では、囲碁の簡単なルールを用いて、コミュニケーション能力を高めていくス

キルを学びます。 

囲碁は、世界中の人々が楽しんでいるゲームです。 

囲碁を通してさまざまな人と関わり、互いに学び合い、視野を広げ、自己実現に向けて

ディスカッションをしていきます。 

グループワークを中心とした、体験型授業です。 

さまざまな立場のゲスト、プロの囲碁棋士を招き、受講生と共に授業に参加していただ

きます。 

囲碁で楽しく、コミュニケーション能力向上、人間力アップを目指します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

「囲碁」を通した

対人関係の構築 

・受講生全員との対戦 

・受講生以外の人に、囲碁でコミュニケーション

を取る実践 

 
30％ 

ディスカッション 

・発表のスキルア

ップ 

・テーマに即した発言や発表 

・内容 

・聞き手に伝わる話し方 

 
30％ 

話を聞く姿勢 ・講義・ディスカッションでの人の話を聞き理解 

する力 

 

20％ 

レポート ・自身の感じたこと意見を記述する 20％ 

評価の方法 正解、不正解はありません。 

一人一人の考えや意見を尊重しながら進めていきます。 

グループワーク、ディスカッション、発表、レポート全てにおいて、積極 

的な参加度を重視します。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ 囲碁とコミュニケーション 受講生同士で囲碁対局 

日本、海外での囲碁事情 

２ なぜコミュニケーション囲碁 

なのか 

講義 

ディスカッション 

３ 囲碁を楽しむ① 囲碁の基本ルールを学ぶ 

４ 囲碁を楽しむ② 囲碁の基本ルールを学ぶ 

５ 自分史 自分の過去を振り返る 

６ 違いを認め合う 体験型グループワーク 

７ ふるさと自慢 自分のふるさと自慢を発表 

８ ゲスト自分史① ゲストの人生体験を聞く 

９ 夢大会 夢を語り合う 

10 囲碁大会① 囲碁大会① 

11 囲碁大会② 囲碁大会② 

12 ゲスト自分史② ゲストの人生体験を聞く 

13 未来予想図 自分の未来を考える 

14 発表 テーマ発表 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：囲碁セットとテキスト ２冊 1,500円 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 必要な場合、その都度伝える。 
 

【その他の注意事項】 

◇ グループワークが基本で段階を追って構成しているプログラムです。 

グループメンバーに迷惑をかけないためにも、遅刻や欠席は極力しないようにお願い

します。止むを得ず欠席の場合は事前連絡をしてください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅢ 
 

ミヨシ ヨウスケ 

三好 陽介 

Professional Seminar III 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ビジネスを進める際には、さまざまな場面で適切な意思決定が求められます。この授業

は、企業経営の現場において適切な意思決定を行うための基礎知識の習得と理解を目的と

しています。 

具体的には、意思決定の根幹である「判断」について、論理の側面から１)情報の収集

と選別 ２)リスクと現在価値 ３)推定を、また心理の側面から１)合理的決定と感情 ２)

期待とバイアス ３)信頼、等のテーマを取り上げます。講義のほか実際のビジネスシー

ンをもとにしたゲーム形式の簡単な演習を行い、意思決定の実践方法を学ぶことができま

す。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

1)合理的判断のた 講義内容を理解し、合理的判断のための手法につ  

めの情報処理と 

推定についての 

いての基本的知識を習得したかどうか、講義中の 

質疑レポートおよび期末試験によって、客観的に 
25％ 

理解 評価する  

2)判断に対する感 講義内容を理解し、合理的判断のための手法につ  

情の影響につい 

ての理解 

いての基本的知識を習得したかどうか、講義中の 

質疑レポートおよび期末試験によって、客観的に 
25％ 

 評価する  

3)評価についての 上記、学習・教育目標の１)および２)をふまえ、  

実践的な理解 市場や社会の評価について、自らの状況と関連付 

けて考えることができたか、講義中の質疑レポー 

 

25％ 

 トおよび期末試験によって、客観的に評価する  

4)基本的な意思決 上記、学習・教育目標の１)２)および３)をふまえ  

定手法の取得 基本的な意思決定手法について、自らの状況と関 

連付けて考えることができたか、講義中の質疑レ 

 

25％ 

 ポートおよび期末試験によって、客観的に評価する  

評価の方法 ・授業への出席：最低でも70％（10回）以上出席すること。 

・評価配分は、期末試験およびレポートを50％、受講態度および授業への

貢献を50％とします。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション  

２ 意思決定とは 論理的に決めるとはどういうことか 

３ 情報の収集と選択(１) 情報の収集とその方法 

４ 模擬交渉(１)：準備 役割シートをもとに受講生間で模擬交渉を行い、自らが 

交渉中にどのように判断したかを振り返る 

５ 模擬交渉(２)：交渉  

６ 情報の収集と選択(２) 不確実な状況での情報収集 

７ リスクのもとでの判断 メリットとデメリット、リスクとダメージの違い 

８ 合理的決定と感情(１) 先入観による認知のバイアス 

９ 合理的決定と感情(２) アンカリングとフレーミング 

10 価値共有と信頼(１) 価値共有とそれによる信頼の醸成 

11 価値共有と信頼(２) 信頼醸成のためのコミュニケーション 

12 模擬交渉(３) 役割シートをもとに受講生間で模擬交渉を行い、自らが 

交渉中にどのように判断したかを振り返る 

13 模擬交渉(４)  

14 まとめ これまでの授業で学んだ内容を各自総括し、学習目標の 

達成度について自己評価し、理解を深める 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ とくに教科書は指定せず、随時参考資料を紹介します。また、オリエンテーションに

て参考図書を紹介します。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業において、資料やウェブサイト等を指定し、予習課題を提示する場合があります。詳

細は授業中の指示に従ってください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 最低出席率（70％）を満たすこと。不正出席者は履修停止とします。 

◇ 授業中の私語は厳禁。これを守れない者には退席を命じ、履修停止とします。 

◇ 30分以上の遅刻は50％欠席とします。 



-472- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ 
キャラクターイベントにおける意思決定 

 
イズハラ タカシ 

出原 隆史 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

アニメ作品等のキャラクターを利用したイベントは多種多様な形態で企画・開催され、

今後発展・拡大するエンタテインメントコンテンツとして期待されています。そのキャラ

クターイベントを企画・開催する上で必要な権利処理を学ぶとともに、キャラクターイベ

ントの企画書・収支計画の作成方法や主催者が決定するイベント要件について疑似体験を

通じて学んでいきます。 

本講義は、前半では事例を題材とした講義形式で進めます。後半はケーススタディとし、プ

ロデューサーの立場に立ち、キャラクターイベントの基本事項（料金・会場・開催期間等）

に関して発表・討議形式で授業を進めます。実務においては、合理的な意思決定だけでな

く“勘と経験”が必要なことも伝えていきたいと思います。 

最終的には、自分が好きなキャラクターイベント（形態問わず）の企画書を作成し、発

表会を開催いたします。本講義を通じて、キャラクターイベントの企画の楽しさ、面白さ

を伝えていくことを目指します。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントプロデュ

ーサーの基礎スキ 

ルの習得 

講義に出席し、宿題を行えば身に付くことを前提

に、出席率及び宿題の提出率をベースに採点し、 

基礎点とします。 

 
30％ 

イベントプロデュ ケーススタディにおける発表・討議に積極的に参  

ーサーとして、深 

く考える習慣の会 

加し、その発言回数・内容により加点します。  

35％ 

得   

キャラクターイベ ワークショップにおける発表・討議に積極的に参  

ントプロデューサ 

ーの総合的なプロ 

加し、その発言回数・内容により加点します。  

35％ 

デュース力   

評価の方法  イベントやヒットビジネスに正解はないので、筆記試験は行いません

が、ワークショップでの発表（必須）が試験の代わりとなります。 

実務ではチームメンバーと協力し、より良いディスカッションを行うこと 

がイベントの成否を決定するので、なるべく実態に沿った評価を行います。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ キャラクターの著作権 アニメキャラクターの著作権とは。著作権保有の仕組 

み（原作モノ・製作委員会）の理解 

２ キャラクターの利用と権利処 

理 

版権ビジネスの仕組みとキャラクターイベントにおけ 

る権利処理の方法（行使・許諾）／商慣習 

３ キャラクターイベントの事例 

① 

キャラクターイベントの事例紹介。 

上映会／ヒーローショー／原画展／コンサート 

４ キャラクターイベントの事例 

② 

キャラクターイベントの事例紹介。 

2.5次元／舞台／キャラクター混載イベント 

５ キャラクターイベントにおけ 

る物販 

物販イベント／キャンペーンコラボ／スタンプラリ 

ー。イベント限定グッズ企画の留意点 

６ ワークショップ① キャラクターイベントのスキーム分析発表 

７ イベントの損益分析 ケーススタディ：原画展 

損益分岐点の計算方法、開催期間の決定 

８ プロデューサーの意思決定① ケーススタディ：脱出ゲーム① 

ターゲットの設定、動員目標と入場料の決定 

９ プロデューサーの意思決定② ケーススタディ：脱出ゲーム② 

ターゲットの設定、動員目標と入場料の決定 

10 プロデューサーの意思決定③ ケーススタディ：周年イベント 

開催場所の決定／スポンサー営業 

11 キャラクターイベントの企画 

書作成 

イベント企画書の作成方法 

12 プロデューサーの意思決定④ ケーススタディ：Go!Go!5!FES 
予算計画の作成／収益改善事例 

13 プロデューサーの意思決定⑤ ケーススタディ：C3香港 

予算計画の作成／海外イベント事例 

14 ワークショップ② キャラクターイベントの企画発表 

15 ワークショップ③ キャラクターイベントの企画発表 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて用意します。 

 
【履修条件等】 

◇ キャラクターイベントに興味がある方。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 次回に取り上げるケースを分析し、自分なりの意思決定を行った上で出席願います。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ 
人間学 

 
カミワタリ リヨウヘイ 

神 渡 良 平 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 
ふ かん 

私たちは事業を取り巻く外的環境を俯瞰し、的確に判断して、状況を切り拓いていかな 

ければなりません。開拓者は環境を開拓することができる主体性を持っていてこそ、開拓

者たり得ます。 

その意味で、自分の主体性を培う学問である「人間学」は、これから人生に立ち向かう

者にとって不可欠の学問といえます。この授業では先人がつかみ取った人生の知恵を学び、

自分の人生に活用できるようにしていくつもりです。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

意見をまとめる 平常点により評価します。 

授業に取り組む姿勢や、質問の内容で判断します。 

 

20％ 

論点を整理する 毎週提出してもらうレポートで評価します。

書くことで自分の思考は深められていきます。 

従ってレポートは重大視します。 

 
 

60％ 

ディスカッション 

能力 

小試験によって評価します。  

20％ 

評価の方法 授業中の態度、質問内容、レポートなどから行います。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 人間とは何か 自分とは何か？人生最大のテーマを古来どの人も真摯に追求してきた。そ

れを人生の達人たちが自分の人生で表現した。それを俯瞰して再度自己実

現の方策を探る。 

２ 内観―いのちのルーツにつながる 自分の“いのち”のルーツである父母とのつながりの中で再発見し、自分

を再構築する。 

３ 四国遍路が教えてくれた宇宙の本質 闘病生活の後、四国遍路1200キロを行脚し、88か所の札所で祈った日々を

通して、それまで見えなかった世界が見えるようになった。その宇宙の本

質とは。 

４ 安岡正篤が鼓舞した「志」（その

１） 

昭和20年8月15日、昭和天皇が終戦を宣言した詔勅を刪修し、なおかつ

「平成」の年号を推薦した碩学安岡正篤の思想を問う。 

５ 安岡正篤が鼓舞した「志」（その

２） 

吉田松陰が「志を立て万事の源となす」と鼓舞して弟子たちを奮い立たせ

たように、志がその人の人生を決める！安岡はそれをどう語ったのか。 

６ 中村天風が説く「幸せを呼び込める

思考」（その１） 

安岡正篤に並んで今もっとも人気のある中村天風の実践哲学を概観し、自

己実現するための方策を学ぶ。 

７ 中村天風が説く「幸せを呼び込める

思考」（その２） 

言葉が持っている不思議な自己暗示力を活用して、自分の能力を引き上げ

る。 

８ 森信三が説く「宇宙の大法」 「心理は現実のただ中にあるんです」と謙虚に説いて人々に勇気を与え続

け、多くの教職者を育てた森信三がつかんだ「宇宙の大法」は私たちの目

を開いてくれる 

９ 祈りの詩人坂村真民の風光 仏教詩人と呼ばれた坂村真民は「言葉をもてあそんだただの詩人ではな

く、やむにやまれぬ求道を詩に表現した求道者だった。宮沢賢治と類され

る詩人の本質を探る。 

10 アッシジのフランチェスコとマザ

ー・テレサに学ぶ人間の生き方 

イエス以後、もっともイエスを髣髴させる人だったといわれる12世紀のア

ッシジのフランチェスコと20世紀のマザー・テレサの生き方からヒントを

学ぶ。 

11 『夜と霧』のV・ルランクルがつか

んだ生きる力 

アウシュビッツやダッハウなどナチの強制収容所で生き延びたV・フラン

クルに「それでも人生にイエスと言う」と言わしめた強靭さはどこから来

たのか・その秘訣を学ぶ。 

12 一燈園の創始者・西田天香 

が目覚めたもの 

この名曲の歌詞を書き、「私はかつて奴隷船の船長をやっていて、人の道

を踏み外した男だったけれども、再起する道を与えられた」というニュウ

ートン市債の波乱万丈な人生から、人生を貫いている心理を学ぶ。 

13 「教え子はみな吾か師」と言った徳

永康起の生き方 

小学校卒業後15年たってもなお教え子たちが文集を出して徳永先生を慕っ

た理由は何か？そこに人と人とのきずなが育つ理由が見てとれる。 

14 西田天香と下坐に降りた生活 苦海に沈んでいた京都の飲み屋街の女性たちが慕った一燈園の西田天香さ

ん。誰よりも下に降りて生活した天香さんの人生が語っているものは何か 

15 試験  
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにありません 

【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ 
メディアミックスイベント 

 
サ ノ タ カ ユ キ 

佐野 孝行 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主にゲームを中心に展開するメデイアミックスを例に挙げながら、エンターテインメン

トビジネスの基礎知識＋その応用を学びます。 

現代において、一つの作品世界を軸に様々な形でその世界観を共有する表現がイベント

として組まれていくのが当たり前になっています。テレビドラマ化や映画化のみに留まら 

ず、舞台化や脱出ゲームなどのアトラクション化、さらには

登場に合わせてその展開も広がりを見せています。 

VR 化など新しいメディアの 

その歴史や成り立ち、展開の仕組み、世界観の構築やその意味、仕事の構成を基本から

知ることで、作品世界に合わせて的確な企画提案ができるスキルを身につけます。 

またなるべく多くのケーススタディに触れることでその範囲の広がりを知り、未知なる

ものにそれを応用する力を養います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ゲームビジネスに

関する基礎知識を

理解する 

設問に対する回答によって評価。 

意味や手法を基礎から知り、理解し説明すること

ができる。 

 

 

25％ 

様々なメディアミ

ックスイベントの 

特徴を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

様々なメディアミックスイベントのケーススタデ

ィにふれ、その特徴を理解し説明できる。 

 
25％ 

メディアミックス

イベントの構成要 

素を知り理解する 

設問に対する回答によって評価。 

作品内容に合わせたメディア選びができ、必要な

機材及びスタッフを理解し構成することができる。 

 
20％ 

メディアミックス

メイベントを企画

する力を身につけ 

る 

課題とレポートよって評価。 

オリジナル企画のメディアミックスイベントを計

画して相手に提案し、実現することができる。 

 

 

30％ 

評価の方法 日々の課題70％、期末試験30％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション メディアミックスの基礎 

２ 世界観の共有-01 世界観とは、らしい＆らしくないはどこできまるか 

３ 世界観の共有-02 その作品のファンを増やす＆リピーター 

４ 世界観の共有-02 作品の隙間を埋めるイベント作り 

５ ケーススタディー 映像化の例 

６ ケーススタディー グッズ化の例 

７ ケーススタディー 書籍化の例 

８ ケーススタディー ファッション化の例、本物のコスチューム 

９ ケーススタディー コラボカフェ化の例 

10 ケーススタディー アトラクション化の例 

11 ケーススタディー 舞台化の例 

12 ケーススタディー ミリタリー展開の例 

13 ケーススタディー 隠された仕掛け＆広告 

14 今後のメディアミックス 新技術の登場とイベント化、VR など 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 参考商品サンプルなどは授業時に参考展示する。 
 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ ゲームを中心としたアニメやコミックなど、エンターテインメントビジネスに興味が

あること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ(春学期)  
プロジェクトマネジメント 

 
ナ ン バ ト シ キ 

難波 俊樹 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントはもちろんのこと、社会に出て行われる「仕事」は「プロジェクト」と呼ばれ

る活動の連続です。この「プロジェクトを進める力」＝「プロジェクトマネジメント」は、

エンターテインメント産業、流通業、製造業、不動産業など、すべての業種で重要です。

この講義では、イベントの立案、実行力を身につけるだけでなく、社会人として必要な、

様々な問題解決力、分析力、発想力、コミュニケーション能力を身につけることを狙いと

しています。特に難しい概念的な事項については、コンサートや映画、ゲームなど身近な

事例を通じて実践的知識を獲得できるように配慮しています。 

また、時間中は講義だけでなく、実際にプロジェクトの実施を行うためのグループワー

クを実施します。（イベントの実施時期によって、各項目の実施時期がシラバスと異なる

ことがあります） 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基本的な問題解決

の枠組みの習得 

・実践的に活用できる様々な問題解決力、分析力、

発想力が身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

30％ 

プロジェクトをマ 

ネジメントする能

力の習得 

・プロジェクトをマネジメントするための様々な

技法や考え方が身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

50％ 

プランの発想・立

案力の習得 

・プランを発想し、それを他人に分かりやすく説

明する能力は身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

20％ 

評価の方法 講義中の参加状況20％、課題提出50％、最終確認テスト30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入講義 本講義の目的と概要の説明 

 プロジェクトとは何か  社会の中のプロジェクト 

イベントのプランニング 

２ プロジェクト基礎 ① 目的と目標 アウトプットとアウトカム 

３ 問題解決思考 ① 具体と抽象、一般と特殊 

分析・問題解決のフレームワーク 

４ 問題解決思考 ② 課題分析 

ワークショップ 

５ プロジェクト基礎 ② スコープ リソース 

６ プランニング演習 イベント企画を立案する。 

７ プロジェクト基礎 ③ プロジェクトの「ヒト」 

リーダーシップ、責任と権限、ステークホルダー 

８ プロジェクト基礎 ④ PDCA 
作業分担、スケジュールと進捗管理、クリティカルパス 

９ プロジェクト基礎 ⑤ リスクの分析と対策 

10 プロジェクト実践 ① 様々なプロジェクトのケーススタディ 

 コンサート、ゲーム開発、イベント、メディア制作などか

ら実例をあげて行う。 

11 プロジェクト実践 ② コミュニケーション 

 コミュニケーション計画、会議、SNS 議論 

12 プロジェクト実践 ③ 戦略的意思決定 

13 失敗の科学 ① 失敗を自分のエネルギーに変える 失敗の原因分析 

14 失敗の科学 ② 失敗のリカバリー法、立ち直り方 

15 総括・達成度の確認 

リフレクション 

・これまでの振り返りと気づきの確認 

・今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：オリジナルテキスト 

その他の資料は随時配布する。 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにありません。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ(秋学期)  
プロジェクトマネジメント 

 
ナ ン バ ト シ キ 

難波 俊樹 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントはもちろんのこと、社会に出て行われる「仕事」は「プロジェクト」と呼ばれ

る活動の連続です。この「プロジェクトを進める力」＝「プロジェクトマネジメント」は、

エンターテインメント産業、流通業、製造業、不動産業など、すべての業種で重要です。

この講義では、イベントの立案、実行力を身につけるだけでなく、社会人として必要な、

様々な問題解決力、分析力、発想力、コミュニケーション能力を身につけることを狙いと

しています。特に難しい概念的な事項については、コンサートや映画、ゲームなど身近な

事例を通じて実践的知識を獲得できるように配慮しています。 

また、時間中は講義だけでなく、実際にプロジェクトの実施を行うためのグループワー

クを実施します。（イベントの実施時期によって、各項目の実施時期がシラバスと異なる

ことがあります） 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基本的な問題解決

の枠組みの習得 

・実践的に活用できる様々な問題解決力、分析力、

発想力が身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

30％ 

プロジェクトをマ 

ネジメントする能

力の習得 

・プロジェクトをマネジメントするための様々な

技法や考え方が身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

50％ 

プランの発想・立

案力の習得 

・プランを発想し、それを他人に分かりやすく説

明する能力は身についたか。 

・<記憶><理解><活用>のレベルでの評価 

 
 

20％ 

評価の方法 講義中の参加状況20％、課題提出50％、最終確認テスト30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入講義 本講義の目的と概要の説明 

 プロジェクトとは何か  社会の中のプロジェクト 

イベントのプランニング 

２ プロジェクト基礎 ① 目的と目標 アウトプットとアウトカム 

３ 問題解決思考 ① 具体と抽象、一般と特殊 

分析・問題解決のフレームワーク 

４ 問題解決思考 ② 課題分析 

ワークショップ 

５ プロジェクト基礎 ② スコープ リソース 

６ プランニング演習 イベント企画を立案する。 

７ プロジェクト基礎 ③ プロジェクトの「ヒト」 

リーダーシップ、責任と権限、ステークホルダー 

８ プロジェクト基礎 ④ PDCA 
作業分担、スケジュールと進捗管理、クリティカルパス 

９ プロジェクト基礎 ⑤ リスクの分析と対策 

10 プロジェクト実践 ① 様々なプロジェクトのケーススタディ 

 コンサート、ゲーム開発、イベント、メディア制作などか

ら実例をあげて行う。 

11 プロジェクト実践 ② コミュニケーション 

 コミュニケーション計画、会議、SNS 議論 

12 プロジェクト実践 ③ 戦略的意思決定 

13 失敗の科学 ① 失敗を自分のエネルギーに変える 失敗の原因分析 

14 失敗の科学 ② 失敗のリカバリー法、立ち直り方 

15 総括・達成度の確認 

リフレクション 

・これまでの振り返りと気づきの確認 

・今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：オリジナルテキスト 

その他の資料は随時配布する。 

 

【履修条件等】 

◇ とくにありません。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくにありません。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくにありません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ 
将棋 

 
ホリグチ コウジ 

堀口 弘治 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

将棋のゲームとしての面白さ・奥深さはもちろん、伝統文化としての位置付けとして、

世界における日本、日本文化自体を興味深く紹介していきます。 

また将棋は次の一手を誰にも頼らず盤面の情報処理をして、自分なりに結論を出してい

くプロセスの連続です。対局の実技のみならず、授業全般にわたっても「自分の頭で考え

る」をテーマに展開していきます。 

 

 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

実技（主に対局） 

に集中することに

よりじっくり考え 

る楽しみを知る 

受講者同士の対戦を基に評価 

受講当初より、どれくらい将棋に対する

理解度が高まったか。 

 

 
40％ 

課題やレポートに

取り組み、自分が

納得するまで考え 

る力を養う 

将棋関連のテーマに対する受講者のレポート 

の内容や詰将棋・将棋パズル等の課題への理解が

どれだけ深まったか。 

 

 
30％ 

評価の方法 出席100％を前提として授業参加度30％、上記の学習内容70％で評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 駒遊び 五角形の駒で様々な遊び方を創造できることを知る 

２ 入門用将棋 駒を少なくして、ルールや駒の運用の理解を深める 

３ 将棋とは? 将棋界の基礎知識を習得する 

４ 駒・盤作りDVD鑑賞 職人技を鑑賞し、実際の駒に触れ、伝統文化の理解を深める 

５ 将棋の歴史(１)日本 平安～江戸時代にかけての将棋歴史を知る 

６ 将棋の歴史(２)世界 世界のキングハンティングゲームの歴史を知る 

７ 青空将棋 歩のない激しい将棋でルール習得の促進を図る 

８ スミワケ将棋 彼我の駒の利きを即時認識する能力を養成する 

９ 寄せ将棋 ゲームの最終目的である、王様を追い詰める技を習得する 

10 プロ棋士の礼儀作法 プロ棋士の礼儀作法を学び、正しい駒の扱い方を習得する 

11 プロ棋士の考え方 羽生善治のDVDを鑑賞し、プロ棋士の勝負哲学を学ぶ 

12 棋譜を取る 将棋を指しながら、自分で棋譜を書く 

13 同時指導対局 プロ棋士が同時に数人の生徒に解説しながら直接指導する 

14 対局の大盤解説 生徒代表同士の対局を講師が大盤解説する 

15 将棋トーナメント 真剣勝負の雰囲気を味わい、集中力を高める 

 

【使用教材】 

◇ 将棋の教科書ならびに各種プリント。 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくにありませんが、敢えて言えば、初心者程本講座に適しています。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 受講期間中、対面やネット、対局ソフトで対戦をしたり、情報を取得したりするよう

に心がけるようにしてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 遅刻や欠席には気をつけてください。止むを得ず欠席の場合は事前連絡を必ずしてく

ださい。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅣ 
エリアマネジメント 

 
ミヨウチン リヨウコ 

明珍 令子 

Professional Seminar IV 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

魅力的な地域づくりの手法として、エリアマネジメント（官民連携によるまちづくり） 

が注目されています。まちの課題を解決するエリアマネジメントの活動は多岐に渡ります

が、地域のにぎわい創出として、イベントの開催は大切な取組みの一つです。 

エリアマネジメント活動におけるイベントは、収益等を目的とした商業型イベントとは

異なる企画と運営が求められます。 

エリアマネジメントの特徴を知り、まちづくりとしてのイベントの企画から実施までの

プロジェクトマネジメント力を養います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

エリアマネジメン 

トに関する基礎知

識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

エリアマネジメントの定義を知り、理解し説明す

ることが出来る。 

 
15％ 

エリアマネジメン

トの特徴を理解す 

る 

設問に対する回答によって評価。 

国内外のエリアマネジメントの事例にふれ、その

特徴を理解し説明することが出来る。 

 
15％ 

エリアマネジメン 設問に対する回答によって評価。  

トにおけるイベン 

トの特徴を理解す 

個々の状況（課題、目的等）に応じたイベントの 

主旨を理解し、テーマ別に整理し説明することが 

 

30％ 

る 出来る。  

エリアマネジメン ワークショップへの取組みと成果、試験によって  

トにおけるイベン 

ト企画力を身につ 

評価。 

演習想定地域における課題を理解し、解決のため 

 

40％ 

ける のイベントを企画し提案することが出来る。  

評価の方法 講義中の実施する演習への参加、発言などに対する評価が70％、 

最終試験が30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 本講義の目的と概要 

２ エリアマネジメント概要 エリアマネジメントとは（背景・特徴・内容等） 

３ エリアマネジメント Step ① エリアマネジメントの制度・ルール 

４ エリアマネジメント Step ② エリアマネジメントの進め方 

５ エリアマネジメント Step ③ エリアマネジメントの3つのフェーズ 

６ エリアマネジメント事例Ⅰ 国内・海外の事例 

７ エリアマネジメント事例Ⅱ 国内・海外の事例 

８ エリアマネジメントとイベント 開発型・地方活性化型のイベント 

９ エリアマネジメント事例Ⅲ 国内・海外の事例 

10 エリアマネジメントとイベントⅠ 事例に学ぶ＜都市編＞ 

11 ワークショップ（グループワー

ク）Ⅰ＜討議＞ 

地域賑わい創出のためのイベント企画・討議 

12 ワークショップ（グループワー

ク）Ⅰ＜発表＞ 

地域賑わい創出のためのイベント企画・発表 

13 エリアマネジメントとイベントⅡ 事例に学ぶ＜地方編＞ 

14 ワークショップ（グループワー

ク）Ⅱ＜討議＞ 

地域賑わい創出のためのイベント企画・討議 

15 ワークショップ（グループワー

ク）Ⅱ＜発表＞ 

地域賑わい創出のためのイベント企画・発表 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布。 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に題材となる地域（まち）に関して紹介するので、事前に調べておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅤ 
戦略営業論 

 
オ ガ タ ヨ シ ト 

緒方 義人 

Professional Seminar V 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

テーマ：戦略営業論 

大卒（文系）の７割以上が営業職に就くと言われています。本講座を通じ企業活動にとって

最も重要で本質的な営業の仕事とはどういったものなのか、どのようなスキルが求められてい

るかを理解し、その上で「企業の現状」を把握する上で有効なフレームワークやクライアント

が抱える「問題解決」のプロセス・方法を学びます。また、営業に求められる重要なコミュニ

ケーションスキルのひとつに交渉力が挙げられます。「交渉術」といった場当たり的なもので

はなく体系的に「交渉学」の理論を学び、演習（模擬交渉）を通じそのスキル学びます。受講

生はペアワーク・グループワークに積極的に参加することで、傾聴することの大切さ、自分の

意見をわかりやすく伝えながらメンバーを巻き込み協働するプロセスを学びます。 

2019年度に開講した本講座では、東京信用金庫様と連携で授業を行ってまいりました。授業後

半では、「信金の営業の立場から顧客の経営課題を解決する」というテーマで、受講生たちは

信金の方からご指導を受けながら議論や調査を重ね、同金庫のお客様の抱える課題解決に取り

組みます。プレゼンテーションではお客様にも同席いただき、本番さながらの環境で実践的能

力を磨きます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

基礎知識を習得す

る 

営業に関する基本的な概念や用語、問題解決のプ

ロセス、企業研究を行うためのフレーム、交渉学 

の論理を理解しているか 

 
30％ 

他者と協力しなが 

ら、主体的に取り

組む 

グーループで決めた役割を意識しながら、目標達

成に向け主体的に課題に取り組んでいるか 

 
40％ 

問題解決のプロセ 

スを理解し、実践

する 

問題解決のプロセスを理解し、その知識を活用し

てロールプレイや演習を通じ実践しているか 

交渉学の理論・知識を活用して演習を実践してい

るか 

 
30％ 

評価の方法  この授業は演習が主となるので、知識の習得のみならずセミナーへの積極

的な参加を求めます。そして他の受講生と協働で課題に取り組む姿勢を

重視します。評価の配分はテスト30％、授業中の取り組み姿勢40％、ア

ウトプット物（ワークシート、アンケート）40％です。 

http://www.tokyo-shinkin.co.jp/


-487- 
 

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 概要（授業内容、評価方法）説明、アンケート 

２ 営業の仕事を知る① 映像や記事を元に、営業の仕事を理解する 

３ 営業の仕事を知る② 

４ 問題解決について学ぶ 問題解決のプロセスを学び、演習を通じ理解する 

５ 営業視点で企業を研究する① 企業の現状を把握する上で有効な３つのフレームワ 

ークを学び、演習を通じて理解する ６ 営業視点で企業を研究する② 

７ 営業に必要なコミュニケーシ

ョンスキルを学ぶ①②③ 

交渉学における理論を学ぶ 

８ 交渉について演習を通じて理解する① 

９ 交渉について演習を通じて理解する② 

10 営業の仕事を体験する① 企業研究を行うためのフレームを学び、 

企業の現状と課題を整理し、解決策を考え、プレゼ

ンテーションする 
11 営業の仕事を体験する② 

12 営業の仕事を体験する③ 

13 営業の仕事を体験する④ 

14 振り返り 授業の振り返りとアンケート 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 教科書：使用せず。 

◇ 講義資料は、授業で毎回配布します。 
 

【履修条件等】 

必須とする条件はありませんが、以下のいずれかに関心のある学生を歓迎いたします。 

◇ 営業の仕事に興味・関心があるが、実態がよくわからないので、授業を通じ「営業」 

について学びたい学生。 

◇ グループワーク、ペアワーク、プレゼンテーションなどを通じコミュニケーション能

力を磨き、就職活動に備えたいと考えている学生。 

◇ 新たな「気づき」や「学び」を得ようと、授業に積極的に参加できること。 

◇ 金融業界に関心がある学生 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業の際、予習範囲を指示します。 
 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅤ 
社会貢献イベント論 

 
ハママツ トシヒロ 

濱松 敏廣 

Professional Seminar V 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ボランティアの経験を就職面接で学生に問う企業が増えています。なぜでしょうか？ 

大きな責任を伴う企業では、責任感がなく根性がない人の採用は、よほどのコネでもな 

い限りしません。 

そこで彼らは対価性が低いボランティア活動のなかで、与えられた仕事を継続し責任の

伴う役割を果たすことができたのか、書類や面接で引き出そうとするのです。 

当論では社会貢献団体におけるイベント運営や歴史、企画書の書き方、スポンサー獲得

への営業体験などを提供し、社会の即戦力として期待される学生を育成します。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

社会課題の種類を 

知り、なぜその問 

題に興味を持つの 

か、自分の気持ち 

を確認すること 

授業態度で評価。イさまざまな社会課題を学びな 

がら、企画書作成に向けたマーケティング手法を 

学ぶ。課題アンケートを実施。 

 

 

 

30％ 

 

企画書の作成を通 

じて、他者からの 

評価を体験するこ 

と 

成果物によって評価。チーム単位でイベントの企 

画書を作成し、プレゼンテーションでお互いを評 

価し合う。 

 

30％ 

 

既存イベントを通 

じて自分のやりた 

いイベントとは何 

かを見定め、形に 

すること 

ボランティア証明書の発行を行う外部協力団体の 

オンラインゴミ拾いイベント参加に伴うアンケー 

トよって評価。 

他大学の学生や社会人とのコミュニケーション 

を通じてどのような意識変化を感じることができ 

たかを問う。 

 

 

30％ 

思考の整理 試験によって評価。SWOT を理解し、自分の思考 

を企画書に落とし込むことができるか諮る。 

 

10％ 

評価の方法 授業態度30％、成果物30％、外部協力団体・企業等のアンケート30％、 

試験10％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション＆イント 

ロダクション 

主宰イベントの意義とブランディングの必要性につ 

いて 

２ 主宰イベントを行うために、 

運営者が考えること 

企画の立案・分析・予算・広報(内部/外部)・スタッ 

フ・スケジュールについて 

３ スポンサー獲得の準備と協賛

の種類 

NPO法人維新隊ユネスコクラブでの事例紹介 

 

４ 要素分析とデザイン スポンサーを獲得できる企画書とは？ 

５ 思考の整理術 6W2HとPDCAについて。自分を商品に例えてみよう 

６ 企画書を書く前に 

〜SWOT分析①〜 

マーケティング手法「SWOT」の具体的な分析方法

を学ぶ。学ぶ。Ex）自分SWOT 
７ 企画書を書く前に 

〜SWOT分析②〜 

自分SWOTを使った相互プレゼンテーションの体験 

８ 清掃イベントへの参加・体験 既存イベントへの参加を通じたSWOT分析、企画書

への落とし込み方を学ぶ 

９ チーム別・企画書の作成 テーマ決定およびチーム分けを行い、スポンサー企 

業をイメージ 

10 企画書の相互チェック・俯瞰 プレゼンテーションへの準備。企業アポイントメン 

トを行う場合、何が必要か想像してみよう 

11 相互プレゼンテーション① チーム対抗プレゼンテーションの実施。優秀チーム 

の選定および講評 

12 企画書のブラッシュアップ 優秀チームの企画書を、より良くするためにできる 

こと 

13 相互プレゼンテーション② 優秀チームの企画書を用いた相互営業体験 

14 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認 

15 テスト テストの実施 

 

【使用教材】 

◇ 使用せず。 

各テーマごと、必要に応じて用意します。 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくになし。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 他校の学生や社会人と連絡をとることがあるため、対外的に使えるメールアドレスを 

ご用意ください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅥ 
エンターテインメントイベント 

 
キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Professional Seminar VI 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

主にステージ（舞台）を使ったイベントの基礎知識＋その応用を学びます。 

同じ空間を使用するイベントでも、ライブと演劇ではその手法も意味も違ってきます。

使う道具も、場合によっては専門用語も違います。 

その歴史や成り立ち、会場の仕組み、演出技術やその意味、仕事の構成を基本から知る

ことで、好みで偏らない的確で安全な企画提案ができるスキルを身につけます。 

またなるべく多くのケーススタディに触れることでその範囲の広がり＆その違いを知 

り、未知なるものにそれを応用する力を養います。 

その上で、様々なイベントへの応用と展開を知ります。 

 
 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

エンタメイベント

に関する基礎知識 

を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

技術や手法・道具を基礎から知り、理解し説明す

ることができる。 

 

15％ 

さまざまなエンタ

メイベントの特徴 

を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

さまざまなエンタメイベントのケーススタディに

ふれ、その特徴を理解し、説明できる。 

 

15％ 

エンタメイベント

の構成要素を知り

理解する 

設問に対する回答によって評価。 

イベント内容に合わせた会場選びができ、必要な

機材及びスタッフを理解し構成すいることができ 

る。 

 

 
40％ 

自らのエンタメイ 

ベントを組み立て

る力を身につける 

課題とレポートよって評価。 

オリジナル企画のイベントをデザインし表現して

相手に提案し、実現することができる。 

 

30％ 

評価の方法  日々の課題70％、期末試験30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ イントロダクション 様々な舞台、様々なステージ 

２ エンターテインメントの基 

礎 

企画から撤収まで 予算配分 

３ 舞台とステージ 舞台空間とライブ空間の違い 

４ 色と光について なぜそう見えるのか 色の出し方 照明効果 

５ ライブとデッド 音について 音響効果 

６ 演出＆効果 映像 電飾 特効 

７ 舞台機構 舞台の構成 奈落 すのこ せり 

８ 電気ついて 電気の種類 容量 

９ セット＆美術 大道具 小道具 映像装置 

10 リハーサル スタジオリハ・テクリハ・ブロックリハ・ゲネプロ 

11 搬入計画と搬入口問題 どの順番で、どう入れるか 

12 導線計画 バックエリア・ゲストエリア・アクトエリア 

13 ファンクラブ運営 その重要性 会報 特典 

14 グッズ制作について 世界観の共有 会場販売 ネット販売 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺および三角スケール。 

 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ １年以内にライブ＆演劇を最低１本ずつは見ていること。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅥ 
“好き”を見つける教室” 

 
ハリヤ カズヨシ 

針谷 和昌 

Professional Seminar VI 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベント企画を通じて／自分自身を知りイベントプロデュースを学ぶ 

人生で起こる出来事、それ自体ほとんどすべてがイベントである。イベントには、自分

がワクワクしたり、興奮したり、愛おしいと思ったりするものが隠れている。それらの感

情を浮き彫りにすることで、本当に好きなこと、本当にやりたいことが見えてくる。この

授業では、イベントを企画する過程において、なぜそれがいいのか、なぜこれはしっくり

こないのか、対話と議論の中で自分自身を深掘りしていきながら、自分の奥深いところを

発見する。そして、実際に、イベントを企画し、イベントプロデュースの実践を体験的に

学習する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

自分が好きなこと

が「言語化」でき

るか？ 

講義内容であるポジティブ心理学、幸福学、コー

チングについて理解し、自分の方向性を言語化で

きるかについて、レポートおよび授業中の発言で 

評価する。 

 
 

15％ 

イベント実施の意

義（自分がやりた

いこと）を理解し、

企 画 立案 でき る 

か？ 

講義内容であるインタビュー、フロー研究、キャ

プテンシップについて理解し、企画立案を文書化

できるかについて、レポートで評価する。 

 

 
15％ 

イベント企画に関

する手順、方法論

を理解し、応用で 

きるか？ 

講義の中で実施するイベントプロデュースに関す

るアクティブラーニング、演習に参加し上で、グ

ループワークおよびグループ発表内容で評価する。 

 
 

15％ 

イベント企画案を

立案し、適切な運

用について文書化 

できるか？ 

自分自身が企画したイベントプロデュース企画案

に関する最終レポートの提出が必要であり、その

レポート内容、および授業における積極的な参加 

姿勢を加味して総合的に評価する。 

 
 

55％ 

評価の方法  授業中に実施する演習への参加、発言などに対する評価が40％、授業中 

および最終的に提出するレポートの評価が60％とする。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション ・授業の全体像と自己紹介 ・グループ討議（各自長 

所等） 

２ セッション 

1) 好きなことを探す （・好きなこと概論 ・対話と議論 ・web 心理テスト） 

2) アクティブラーニング （・ゲームの紹介 ・ゲームの実施 ・タイプ診断） 

3) コーチング （・コーチング概論 ・コーチング実践） 

4) インタビュー （・インタビュー概論 ・インタビュー実践） 

5) フロー （・フロー概要 ・フローエクササイズ実践） 

6) キャプテンシップ （・キャプテンシップ概論 ・キャプテンシップ実践） 

7) イベントの基礎知識 （・イベント全体概論 ・イベント企画概論） 

8) イベントのつくり方 （・イベント企画実践 ・イベント） 

9) レポートに向けた準備 （・対話と議論 ・質疑） 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ ドラマチックロールプレーイングゲーム。 

◇ 教科書は指定しません。 

 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 適宜予習課題を指示します適宜予習課題を指示します。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 事業開発として企画中のものを使用するため、そのような資料については、内容を外

部に口外しないこと（機密保持）を守ってください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅦ 
就職 

 
ノ ザ ワ マ キ コ 

野沢 牧子 

Professional Seminar VII 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

長期化する厳選採用と働き方の多様化に伴い、就職に当たっては早い段階での主体的行

動が求められようになってきました。本講義では、自立を目的として「話す・聴く・書く」と

いうコミュニケーション力と対人関係構築力を、グループワークやディスカッションを通

じ体感的に学びます。自信を持って就職活動に臨めるよう、進路決定にあたってしておく

べき自己分析や業界理解、企業理解を進めていきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本企業における

雇用慣行、就職活

動の仕組み、基本

的なワークルール 

について理解する 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 

 
20％ 

「働くこと」への

理解を深め、社会

人としてのふるま

い、言動、マナー 

を身につける 

出席態度、講義中の質疑応答、ワークショップ時

の対応、提出物等により評価。 

 

 
40％ 

自己理解・自己分

析を深めるととも

に、数多くある選

択肢の中から、自

らの職業適性を知 

る 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 

 

 

20％ 

さまざまな就職試

験に対応する力を 

身につける 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 
20％ 

評価の方法  職業意識の形成と卒業後の社会人基礎力の向上を目的とすることから、

出席評価（取り組み姿勢・参加態度含む）70％、レポートおよび提出物

評価30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション ・就職活動の現状理解、全体スケジュールと準備事項 

・大学３年生の過ごし方 ～この環境でできること 

２ 

３ 

４ 

５ 

社会人基礎力の理解 

 

・社会で求められるコンピテンシーを理解する 

～社会人基礎力に基づくグループワーク 

６ 

７ 

８ 

自己理解 

 ～入門編 

・社会人基礎力から強みを考える 

・自己PRの書き方理解 

・自己PRの作成 

９ 

10 

仕事理解 

 ～入門編 

・産業構造理解 

・業界、職種理解 

11 

12 

13 

14 

グループワーク及びプレゼ

ンテーション 

・テーマに基づきチームでプレゼンテーションを企画 

し発表する 

15 活動計画策定・発表 ・夏のインターンシップ、秋学期の活動計画策定 

 
【使用教材】 

◇ とくになし。講義資料およびワークシートは随時配布する。 

 

【履修条件等】 

◇ ３年生で民間企業等への就職を考えている学生。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 業界研究においては、事前に

ある。 

 
web、新聞、書籍等を通じた情報収集を要請することが 

◇ 事前にワークシートを配布し、次回講義までに記入してくる課題を提示することがあ

る。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 本講義は連続性があるため、一度の欠席が大きなハンデとなることもある。 

また社会人となるための準備講座のため、講義のルールおよびマナーを守って受講す

るようお願いしたい。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅦ 
就職 

 
ミ ヤ ジ ユ カ 

宮地 由夏 

Professional Seminar VII 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

長期化する厳選採用と働き方の多様化に伴い、就職に当たっては早い段階での主体的行

動が求められようになってきました。本講義では、自立を目的として「話す・聴く・書く」と

いうコミュニケーション力と対人関係構築力を、グループワークやディスカッションを通

じ体感的に学びます。自信を持って就職活動に臨めるよう、進路決定にあたってしておく

べき自己分析や業界理解、企業理解を進めていきます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

日本企業における

雇用慣行、就職活

動の仕組み、基本

的なワークルール 

について理解する 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 

 
20％ 

「働くこと」への

理解を深め、社会

人としてのふるま

い、言動、マナー 

を身につける 

出席態度、講義中の質疑応答、ワークショップ時

の対応、提出物等により評価。 

 

 
40％ 

自己理解・自己分

析を深めるととも

に、数多くある選

択肢の中から、自

らの職業適性を知 

る 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 

 

 

20％ 

さまざまな就職試

験に対応する力を 

身につける 

講義中の質疑応答、ワークショップ時の対応、提

出物等により評価。 

 
20％ 

評価の方法  職業意識の形成と卒業後の社会人基礎力の向上を目的とすることから、

出席評価（取り組み姿勢・参加態度含む）70％、レポートおよび提出物 

評価30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション ・就職活動の現状理解、全体スケジュールと準備事項 

・大学３年生の過ごし方 ～この環境でできること 

２ 

３ 

４ 

５ 

社会人基礎力の理解 

 

・社会で求められるコンピテンシーを理解する 

～社会人基礎力に基づくグループワーク 

６ 

７ 

８ 

自己理解 

 ～入門編 

・社会人基礎力から強みを考える 

・自己PRの書き方理解 

・自己PRの作成 

９ 

10 

仕事理解 

 ～入門編 

・産業構造理解 

・業界、職種理解 

11 

12 

13 

14 

グループワーク及びプレゼ

ンテーション 

・テーマに基づきチームでプレゼンテーションを企画 

し発表する 

15 活動計画策定・発表 ・夏のインターンシップ、秋学期の活動計画策定 

 

【使用教材】 

◇ とくになし。講義資料およびワークシートは随時配布する。 
 

【履修条件等】 

◇ ３年生で民間企業等への就職を考えている学生。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 業界研究においては、事前に

ある。 

 
web、新聞、書籍等を通じた情報収集を要請することが 

◇ 事前にワークシートを配布し、次回講義までに記入してくる課題を提示することがあ

る。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 本講義は連続性があるため、一度の欠席が大きなハンデとなることもある。 

また社会人となるための準備講座のため、講義のルールおよびマナーを守って受講す

るようお願いしたい。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅦ 
就職（留学生対象） 

 
シ オ タ ニ ユ ミ コ 

塩谷 由美子 

Professional Seminar VII 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

日本では外国人就労者の活躍が期待されるようになり、大学卒業後、日本で働きたい外

国人留学生も増えています。企業が留学生に求めるのは、高い日本語力です。就活までに

日本語力を高めておくことは重要です。また就職活動には、業界企業を研究した上で、留

学生が自分自身について自己分析し、日本語でより効果的に自己アピールできるというこ

とも重要です。この授業は、このような日本の就職活動に必要な日本語能力を高めること

を目的とした授業です。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

就職活動に必要な

文章力を身につけ 

る 

日本での就職活動に必要な、業界企業研究、自己

分析などに基づいて、日本語で適切に文章を書く 

ことができるか、文章力を評価する。 

 
 

40％ 

就職活動に必要な

口頭表現力を身に 

つける 

日本での就職活動に必要な、面接対策や電話連絡

など、日本語の口頭表現が適切にできるか、その 

能力を評価する。 

 
 

40％ 

就職活動に必要な

情報を得る 

日本での就職活動に必要なことがらを理解し、行

動計画をもとに就職活動を進める準備ができてい 

るかどうかを評価する。 

 
 

20％ 

評価の方法  提出された課題の内容によって成績を評価する。 

授業回数の３分の１を超えて欠席した場合は、単位を認めない。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 授業の進め方、卒業後の進路調査、メールの書き方 

２ 日本の就職事情 留学生の就職の実態を知る 必要な日本語能力 

３ 自分を知る１ 自己分析について 

４ 自分を知る２ 自分史を作る 

５ 自分を知る３ 自己 PR を書く エントリーシートについて 

６ 自分を知る４ ガクチカを書く 

７ 自分を知る５ 面接練習をする 敬語を使う 

８ 自分を知る 面接練習をする ビジネスマナー 

９ 就職試験 SPI 対策 

10 企業業界を知る１ 業界分析 

11 企業業界を知る２ 企業分析 

12 企業業界を知る３ 職種について 

13 インターンシップ アルバイトとインターンシップについて 

14 就職活動計画 活動計画を立てる  

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は特に指定しない。 

◇ 参考図書：久保田学（2018）『留学生のための就職内定ワークブック』

日本能率協会マネジメントセンター 

田村一也ほか（2020）『留学生のための就職筆記試験教科書』

日本能率協会マネジメントセンター 

 
【履修条件等】 

◇ 日本での就職、日本企業での就職を希望する外国人留学生のための授業です。それ以

外の進路を予定している留学生は履修ができません。 

◇ 秋学期には「就職特講（留学生対象）」を受講することが望ましいです。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 各学習項目を学ぶに際し、情報収集をしたり、活動計画を立ててまとめたりする課題

が課されます。事前学習をしなければ、授業内容を十分に理解できないので、必ず授

業で指定される準備をしてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 上記の授業計画は、受講人数や大学内行事日程などを勘案して、変更することがあり

ます。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅧ 
 

ウ ダ ガ ワ モ ト コ 

宇田川 素子 

Professional Seminar VIII 演習科目／半期／２単位 

【授業概要】 

テーマ：キャリアインタビュー 

この授業では、社会人がどのような意識で仕事に取り組んでいるかを映像、記事、イン

タビューを通して理解し、その姿を参考にしながら自己理解を深め、今後のキャリアにつ

いて考えます。また、社会人へのキャリアインタビューを実践することで、マナーの理解、コ

ミュニケーションに必要な傾聴力の向上を目指します。授業では毎回グループワークを行

いますので、自分の意見をわかりやすく伝えながらメンバーを巻き込み、協働するプロセ

スも学べます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

他者と協力しなが

ら、主体的に取り 

組む 

グループで決めた役割を意識しながら、主体的に

課題に取り組んでいるか。 

 
 

30％ 

自己理解を深め、

将来の見通しを持 

つ 

自分に向き合い、自分を理解し、将来の見通しを

考えているか。 

 
 

30％ 

傾聴を心掛けキャ 

リアインタビュー

を実践する 

傾聴を心掛け、キャリアインタビューを実践して

いるか 

 
 

40％ 

評価の方法 課題、ワークシート、試験、授業への参加姿勢を総合的に評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 概要（授業内容、評価方法）説明、アンケート 

２ キャリアの理解① 映像・記事を通して社会人のキャリアを考え、理解

する ３ キャリアの理解② 

４ キャリアの理解③ 

５ インタビュー体験① インタビューの体験を通して傾聴手法を理解する 

６ インタビュー体験② 

７ キャリアインタビュー準備① 質問項目を検討し、計画を立てる 

８ 自己理解① ワークを通して自分の価値観を知る 

９ 共有と振り返り① 各自が実践してきたキャリアインタビュー内容を共 

有し、振り返る 

10 キャリアインタビュー準備② 対象者の勤務先・仕事内容など必要な情報を調べる、 

インタビューの練習をする 

11 キャリアインタビュー実践 OBOGにキャリアインタビューを実践する 

12 共有と振り返り② 前回のキャリアインタビュー内容を共有し、振り返 

る 

13 自己理解② ワークを通して仕事のやりがいについて考える 

14 キャリアプランニング 目標を設定し、達成に向けた計画を考える 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず。 

◇ 講義資料は授業で毎回配布。 

 

【履修条件等】 

◇ 自己理解を深め、今後のキャリアを考えたいと思っていること。 

◇ 就職活動を控えた学生におすすめしたい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業の際、予習範囲を指示。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：３～４年生 
 

プロフェッショナル・セミナーⅧ 
株式会社レイ寄付講座 イベント映像 

 
オオヤマ トシエイ 

大山 利栄 

Professional Seminar VIII 演習科目／半期／２単位 

 

【授業概要】 

イベントにおいて、イメージや演出効果を高めるために映像の活用が大変有効な手段で

あると言っても過言では無い。近年では、プロジェクションマッピングやデジタルアート

イベントなど、映像を主に置いたイベントも増えつつある。印象的な映像はイベント来場

客の興味や関心を集め、新規来場客の獲得につながるだけではなく、イベントそのものの

価値を高める効果もある。 

本講義では、イベント映像分野の最大手、株式会社レイの協力の下、イベントにおける

映像の重要性を理解するとともに、ワークショップを通じて実際に映像コンテンツや映像

づくりなども行っていく。そのため、積極的なグループワークへの参加態度が求められる 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントにおける

映像の役割や可能 

性を深める 

レスポンスシートや期末レポートなどにおいて理

解度を評価する。 

 

30％ 

映像機材や映像に 

よるプロモーショ

ン効果を理解する。 

レスポンスシートや期末レポートなどにおいて理

解度を評価する。 

 

30％ 

映像の企画や制作

のノウハウを把握 

する。 

グループワークへの参加態度や、プレゼンテーシ

ョン、成果物の内容によって評価する 

 

40％ 

評価の方法 授業毎で実施するレスポンスシート20％、課題プレゼンテーション30％、 

期末レポート20％。その他、講義やグループワークへの積極的な参加態度

30％ 

※グループでのワークが中心となるため、遅刻・欠席については厳しく評

価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション＆ 
イントロダクション 

イベントにおける映像の役割と現状・会社紹介 

２ イベント映像の内訳 映像機材・上映素材・オペレーションの内容 
イベントにおける映像領域の内訳 

３ イベント機材の詳細① 
コンサート・展示会・
発表会等 

大型イベントや展示会、発表会等での映像機材の詳細 
LED・プロジェクター・その他大型モニター等 

４ イベント機材の詳細② 
プロモーション現場等
での映像機材 

街頭プロモーションやデジタルサイネージ記事の詳細 
インタラクション映像、デジタルサイネージモニター等 

５ ワークショップ① 開催イベントを選び、映像機材の面白い使い方を考えるコ 
ンサート、発表会、展示会、屋外・街頭プロモーション等 

６ 上映素材の種類 それぞれのシーンでの映像コンテンツの種類 
コンサート・屋外プロジェクションマッピングから街頭イ
ベントまで 

７ 上映素材の作り方① 映像の作り方詳細 
構成・絵コンテ・撮影・CG   制作・レンダリング・編集・ 
MA 等/PPT 等 

８ 上映素材の作り方② ムービーの作り方詳細（特別編） 
CM 制作について 

９ ワークショップ② 自分の設定したイベントで映像コンテンツを考える 
自由に絵コンテを書いてみよう！ 

10 デジタルサイネージと 
は 

デジタルサイネージの現状 
アート作品から商品プロモーションまで 

11 デジタルサイネージの 
詳細① 

インタラクション映像とは 
インタラクション映像の様々な仕組み① 

12 デジタルサイネージの 
詳細② 

インタラクション映像とは 
インタラクション映像の様々な仕組み① 

13 ワークショップ③ 自由にインタラクション映像を考えてみる 
自由な発想でアートからプロモーションまで面白い仕掛け
の立案 

14 ワークショップ作品の 
発表 

３回のワークショップ作品からユニークなものを発表して 
もらう自由な意見交換と講評 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括及び学習達成度の確認 

 

【使用教材】 
◇ 適宜配付する。 

 

【履修条件等】 
◇ 授業内でおこなわれるグループワーク等に積極的に参加できること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 
◇ とくに予習すべき教材はないが、イベントにおける映像について注意を払い、それら
の現状や将来に対して想像力を働かせること。 

 

【その他の注意事項】 
◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

流通論Ⅰ 
 

フカザワ タクヤ 

深澤 琢也 

Channel Management I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代の小売・流通企業は、国際的運輸・交通手段の発展、情報通信技術の飛躍的発展、

消費者ライフスタイルの多様化といった時代的な環境変化、そして市場変化の加速化、競

争の多次元化（コスト、品質、スピード）といった競争環境の変化への戦略的対応が要請

されている。本講義では、流通に関する基礎的な知識の習得を目指すとともに、上記環境

下における小売・流通企業の戦略について最新のケースを用いながら理論的に検討する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

社会における流通 設問に対する回答によって評価。流通と商業の社  

と商業に関する基 会における役割に関する設問に答えられること。  

本用語を正しく理  25％ 

解し、説明できる   

こと   

日本において発展 設問に対する回答によって評価。百貨店、スーパ  

してきたさまざま ーマーケット、コンビニエンス・ストア、ディス 25％ 
な小売業態につい カウント・ストアなどの業態の特徴に関する設問  
て説明できること に答えられること。  

日本において発展 設問に対する回答によって評価。百貨店、スーパ  

してきたさまざま ーマーケット、コンビニエンス・ストア、ディス  

な小売業態が起こ 

したイノベーショ 

カウント・ストアなどの業態がこれまで起こして 

きたイノベーションに関する設問に答えられるこ 
25％ 

ンについて説明で と。  

きること   

流通理論に関して 設問に対する回答によって評価。流通や商業者の  

正しく理解し説明 

できること 

行動原理としての流通理論（売買集中の原理、延 

期と投機の理論など）に関する設問に答えられる 
25％ 

 こと。  

評価の方法 全15回の授業のうち３分の２にあたる10回以上の出席を前提として、学期

末試験の得点に基づき評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 講義内容説明、成績評価説明 

２ 流通とは 現代社会における流通の様相 

３ 各種小売業態の特徴（１） 食品スーパーとCVSについて 

４ 各種小売業態の特徴（２） ディスカウント・ストアとSPAについて 

５ 各種小売業態の特徴（３） 商店街とショッピングセンターについて 

６ 変化する流通構造 流通構造の分析 

７ 小売業態とは何か 業態理論について 

８ 日本型取引慣行 日本型取引の特徴（流通系列化，建値，リベート） 

９ ロジスティクス 現代流通を支える３PL 

10 売買集中の原理と品揃え形成 商業の存在意義について 

11 商業の外部性と商業集積 商業集積における競争と協調メカニズム 

12 投機的流通から延期的流通へ 延期投機理論について 

13 生産と流通の分業関係の変化 流通系列化から製販連携へ 

14 総括 春学期の学習ポイントについての理解を深める 

15 達成度の確認と解説 学習達成度の確認テストを実施する。 

 
 

【使用教材】 

◇ 講義ノートと参考資料を教員が作成しそれをもとに学習するスタイルです。以下参考 

書に依拠してシラバスが展開しますので、購入の必要性はありませんが、さらに学習 

したい場合や理解が不足している場合には参照すると有効的です。 

◇ ＜参考書＞：石原武政・竹村正明編『１からの流通論』碩学舎、2008年 

 

【履修条件等】 

◇ 小売・流通企業に興味・関心を持っていること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日本経済新聞や日経ビジネスなどに日頃から目を通し、小売流通企業の動向について

問題意識を持つ。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 遅刻および講義中における授業内容とは関係のない私語は厳禁。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

流通論Ⅱ 
 

フカザワ タクヤ 

深澤 琢也 

Channel Management II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

現代の小売・流通企業は、国際的運輸・交通手段の発展、情報通信技術の飛躍的発展、

消費者ライフスタイルの多様化といった時代的な環境変化、そして市場変化の加速化、競

争の多次元化（コスト、品質、スピード）といった競争環境の変化への戦略的対応が要請

されている。本講義では、「流通論Ⅰ」で学習した内容をベースに、より専門度の高い流通

理論のみならず、制度・実態・政策について最新のケースを用いながら理論的に検討する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

流通と商業の社会 設問に対する回答によって評価。流通機能の分類  
的役割および流通 と機能に関する設問に答えられること。  
機能の分類と機能 

について正しく理 

 
25％ 

解し、説明できる   
こと   
現代流通業の実態 設問に対する回答によって評価。オペレーション  
について正しく理 

解し、理論的に説 

コスト、取引コスト、パワー関係、延期と投機 

SCMなどの理論に関する設問に答えられること。 
25％ 

明できること   
ICT化、国際化 設問に対する回答によって評価。流通における  
などの流通業を取 ICT機能の役割、インターネット販売、流通業が  
り巻く今日的課題 

について正しく理 

国境を越える際に生じる課題に関する設問に答え 

られること。 
25％ 

解し、理論的に説   
明できること   
流通と公共政策と 設問に対する回答によって評価。今日までになさ  
の関連性について れてきた具体的な公共政策内容、およびそれが流  
正しく理解し、理 通にいかなる影響を及ぼしてきたのかについての 25％ 

論的に説明できる 設問に答えられること。  
こと   
評価の方法 全15回の授業のうち３分の２にあたる10回以上の出席を前提として、学期

末試験の得点に基づき評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義内容説明、成績評価説明 

２ 流通を読み解く視点(１) 流通と商業 

３ 流通を読み解く視点(２) 流通機能の分類と機能 

４ 流通における機能分担(１) 垂直的分化と統合 

５ 流通における機能分担(２) オペレーションコスト、取引コスト 

６ 流通における組織間関係(１) チャネルの組織化とパワー関係 

７ 流通における組織間関係(２) 製販提携と延期型流通、SCMの進展 

８ 小売業の行動とダイナミクス(１) 小売業態の開発と競争 

９ 小売業の行動とダイナミクス(２) 小売業の製品開発とブランド・マネジメント 

10 卸売業の現状と課題 卸売業界の再編成と“機能強化”競争 

11 流通におけるICT活用の展開 ICTの導入、流通ICT化の進展と意義 

12 インターネット販売の可能性 インターネット販売の特徴 

13 流通と公共政策 まちづくり・公正競争 

14 学習ポイントと質疑応答 秋学期の学習ポイントについての理解を深める 

15 達成度の確認と解説 学習達成度の確認テストを実施する。 

 

【使用教材】 

◇ 参考書：渡辺達朗・原頼利・遠藤明子・田村晃二著『流通論をつかむ』有斐閣、

2008年 

 
【履修条件等】 

◇ 小売・流通企業に興味・関心を持っていること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日本経済新聞や日経MJ、また日経ビジネスなどに日頃から目を通し，企業の流通活

動について問題意識を持つ。ガイアの夜明けやカンブリア宮殿などのビジネス番組も

たくさん観ることもおすすめします。 

【その他の注意事項】 

◇ 遅刻および講義中における授業内容とは関係のない私語は厳禁。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

消費者行動論Ⅰ 
 

ハ ナ オ ユ カ リ 

花尾 由香里 

Consumer Behavior I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、消費者行動の基本的な考え方について学んだあと、購買行動に影響を及

ぼす心理的要因ついて解説を行う。具体的には、商品を購入する際の意思決定プロセスや

欲求との関わり、商品への関与度や態度形成が購買行動に与える影響などについて説明を

する。自身の購買行動について理論的に理解できるようになるとともに、消費者行動と企

業のマーケティング戦略との関わりについても理解できるようになることが目標である。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

消費者行動の考え 設問に対する回答によって評価する。消費者行動  

方と専門用語を正 

しく理解し説明で 

の基本的な考え方とアプローチ方法を理解し、専 

門用語を答えられること。 

 

20％ 

きるようになる   

消費者の認知を理 設問に対する回答によって評価する。消費者の知  

解し、購買行動に 覚が商品選択や情報理解に与える影響、商品知識  

与える影響につい の構造と購買行動へ与える影響などについての理 25％ 

て説明できるよう 論を理解し、答えられること。  

になる   

消費者の心理的要 設問に対する回答によって評価する。消費者の欲  

因について理解し、 求と動機づけが購買行動に与える影響、商品に対  

購買行動との関わ する関与や態度の概念を正確に理解し、情報探索 25％ 

りについて説明で 行動や購買行動に与える影響について答えられる  

きる こと。  

消費者行動と企業 設問に対する回答によって評価する。自身の消費  

のマーケティング 者行動を科学的に理解し、企業のマーケティング  

活動との関わりに 活動との関わりについて答えられること。 15％ 

ついて理解し、説   

明できる   

評価の方法 70％以上の出席を前提として授業中の課題提出15％、試験85％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ イントロダクション 消費者行動の定義と基本的な考え方について 

２ 問題解決としての購買行動 購買行動の考え方と消費者行動のアプローチ方法 

３ 購買意思決定プロセス 消費者の購買意思決定プロセスについての解説 

４ 消費者の欲求と動機づけ 欲求が購買行動に与える影響と動機づけの形成 

５ 知覚のプロセスと特徴 知覚のメカニズムと知覚が消費者行動に与える影響 

６ 記憶の種類と役割 消費者の記憶の種類と記憶が消費者行動に与える影響 

７ 知識の種類と役割 消費者の知識の種類と知識が消費者行動に与える影響 

８ 知識の高低による違い 消費者の商品知識の高低が購買行動に与える影響 

９ 製品関与と購買への影響 製品関与が商品購入に与える影響 

10 購買関与と広告関与 購買関与と広告関与が消費者に与える影響 

11 消費者の態度形成 態度概念と購買行動との関わり 

12 態度変容と説得 多属性態度モデル、態度変容とコミュニケーション 

13 価格の心理 心理的財布、価格判断の状況依存性 

14 購買後の心理 満足・不満足の生じ方、購買後評価の影響 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ なし。 

※必要に応じて、資料等を配布する。 

 
 

【履修条件等】 

◇ 「マーケティングⅠ」、「マーケティングⅡ」を履修していることが望ましい。 
 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日常生活における自身や他者の購買行動を理論的、科学的に考察すること。 

◇ 普段から、企業や商品に関するニュース等に注意を払っておくこと。 

◇ 毎回の授業においては、事前に指示をした重要事項の内容を調べておくこと。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語や遅刻については厳重に注意する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

消費者行動論Ⅱ 
 

ハ ナ オ ユ カ リ 

花尾 由香里 

Consumer Behavior II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この授業では、購買行動に影響を及ぼす心理的な要因を学ぶとともに、消費者を取り囲

む環境要因や状況要因など、消費者行動に影響を与える要因について多面的な視点から解

説を行う。また、消費者行動と企業のマーケティング活動との関わりについて考察できる

ようになるとともに、自身の購買行動について理論的に理解できるようになることが目標

である。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

消費者行動の考え 設問に対する回答によって評価する。消費者行動  

方と専門用語を正 の基本的な考え方とアプローチ方法を理解し、消  

しく理解し説明で 費者行動に関する用語を答えられること。 20％ 

きるようになるこ   

と   

消費者行動に影響 設問に対する回答によって評価する。消費者を取  

を与える環境要因 り囲む環境要因である他者や社会が購買行動に与  

について理解し、 える影響、店舗内環境要因などの影響について理 25％ 

説明できるように 解し、答えられること。  

なること   

消費者行動のネッ 設問に対する回答によって評価する。インターネ  

トによる変化や消 ットの普及による消費者行動の変化、消費者問題  

費者問題について の現状等を消費者心理とともに理解し、答えられ 25％ 

説明できるように ること。  

なること   

消費者行動と企業 設問に対する回答によって評価する。自身の消費  

のマーケティング 者行動を科学的に理解し、企業のマーケティング  

活動との関わりに 活動との関わりについて答えられること。 15％ 

ついて理解し、説   

明できる   

評価の方法 70％以上の出席を前提として授業中の課題提出15％、試験85％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ イントロダクション 授業の進め方と授業内容について 

２ 消費者の個人特性 個人特性による類型論と購買行動への影響 

３ 消費者のライフスタイル 新製品の普及過程理論とライフスタイルの変化 

４ 環境要因の影響 環境要因の考え方と環境が消費者行動に与える影響 

５ 店舗内消費者行動 計画購買と非計画購買、店舗内要因の影響 

６ 対人的影響(１) 口コミによる購買行動への影響 

７ 対人的影響(２) オピニオンリーダー、口コミを利用した企業戦略 

８ 集団と社会の影響 社会的規範と準拠集団の影響 

９ ネット上の購買行動(１) インターネットの普及による購買行動の変化 

10 ネット上の購買行動(２) インターネットを利用したアプローチと広告戦略 

11 カラーの心理と影響(１) 色やデザインが消費者行動に与える影響 

12 カラーの心理と影響(２) 色やデザインの戦略的応用について 

13 消費者問題(１) 近年の傾向と消費者が巻き込まれやすいトラブル 

14 消費者問題(２) 近年の消費者問題対策とトラブル対応 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ なし。 

※必要に応じて資料等を配布する。 

 

【履修条件等】 

◇ 「消費者行動論Ⅰ」および「マーケティングⅠ」、「マーケティングⅡ」を履修してい

ることが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 日常生活における自身や他者の購買行動を理論的、科学的に考察すること。 

◇ 普段から、企業や商品に関するニュース等に注意を払っておくこと。 

◇ 毎回の授業においては、事前に指示をした重要事項の内容を調べておくこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 私語や遅刻については厳重に注意する。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅰ 
 

サカモト タカシ 

坂本 高士 

Theory of Small Business I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

普段の生活の中で何気なく利用している飲食店、美容院などの多くが中小企業である。

本講座では、我が国経済において多様な役割を果たす中小企業について、産業や社会にお

ける位置づけや役割を様々な切り口から学ぶとともに、その特性等を理解した上で、そこ

から立案・実行されている中小企業政策の考え方や効果等について理解を深めていく。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

わが国における中

小企業の社会・経

済的な役割や課題

を理解しているこ

と 

設問に対する解答によって評価する。評価基準は

以下のとおり（以下同じ）。 

・中小企業が産業や地域社会において果たす役

割や位置づけについての基礎的知識・意見 

・中小企業の人材育成や資金調達に関する知識・ 

意見 

 

 

 
 

40％ 

中小企業の特性や 

課題を理解してい

ること 

・中小企業の存立条件等についての知識・意見 

・中小企業の存立を可能とする形態等についての

知識・意見 

 
 

40％ 

中小企業政策の考

え方や政策の特徴 

・課題を理解して 

いること 

・日本の中小企業政策の理念、政策体系の概要

についての知識・意見 

・政策の立案、推進過程および政策効果の達成 

状況についての知識・意見 

 

 
20％ 

評価の方法 試験（定期試験）100％（規定された出席率を満たすことが前提）。 

ただし、COVID-19の感染防止策として講義の実施に影響があった場合、

試験を実施せず、毎回のレポート提出及び最終回の講義で全体のレポート

により評価を行うこともありうる。 
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～
 

【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション ・本講座の目的・ねらい、授業の進め方、成績評価につ

いての説明 

・日本における中小企業の歴史的変遷(１) 

２ 

３ 

中小企業の歴史的変遷と 

中小企業政策 

・日本における中小企業の歴史的変遷(２) 

・中小企業政策の意義・役割と体系 

４ 

５ 

中小企業の存立条件と役割 ・産業構造・組織に見る中小企業の存立条件 

・存立条件のまとめ 

６ 

 
７ 

中小企業の存立形態 ・存立形態の定義と区分・種類 

・下請制の定義・動向 

・中小企業の様々な形態の動向と課題 

８ 中小企業の人材育成 ・経営資源としてのヒトの重要性 

・最近の動向 

９ 中小企業の資金調達 ・政策金融の累型と対応機関 

・最近の動向 

10 地域産業集積 ・産業集積の動向と課題 

11 地域商業集積 ・商業集積の動向と課題 

12 中小企業のグローバル化 ・中小企業のグローバル化の動向と課題 

13 中小企業白書 ・これまでの中小企業政策と今後の中小企業政策 

14 総括 授業の振り返り 

15 達成度の確認 ・学習達成度の確認テストを実施 

※ COVID-19の感染防止策として講義の実施に影響があ

った場合、試験を実施せず、全体の講義を通じたレポ 

ート提出に変えることもありうる。 

 
【使用教材】 

◇ 参考書：青山和正著『精解中小企業論』同友館

中小企業白書、その他 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回の授業において、事前に指示した資料等の内容を調べておくことが望ましい。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅰ 
 

ヤマオカ ジユンイチロウ 

山岡 淳一郎 

Theory of Small Business I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、私がノンフィクション作家として取材、執筆、動画インタビュー等の対象 

とした企業と経営者、社員の方々とのやりとりや、調査資料をもとに社会の変化、ニーズ 

の移り変わり、今後の方向性などを解説。メディアから眺めた中小企業論、リーダー論を 

展開し、現象の奥の構造を把握する力を養います。社会問題にも光を当て、日本語の文章 

の書き方や、コミュニケーションの力も磨きます。全国382万社のうち99.7％が中小企業 

(2016年)。身近な会社の活動や、経営者の「生き方」を手がかりに思考を深めましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

社会の変化を、論 講義中に解説する中小企業の問題や人物のエピソ  

理的に把握して理 

解できる 

ードなどを通して、社会の変化を論理的に整理し、 

理解できているか。講義中の質疑や討論、期末試 

 

20％ 

 験で客観的に評価。  

日本語で読み、書 講義に使うテキスト、レジュメなどにそって、読  

き、話すための基 

礎的な力を身につ 

み、書き、話すことに積極的にチャレンジし、自 

らの能力を高めようとしているか。ワークシート、 

 

35％ 

ける 試験等で客観的に評価。  

情報の読解力を高 社会に氾濫する情報をうのみにせず、自分の頭で  

め、ものごとを複 

眼的にとらえられ 

正確に理解しようと努め、さまざまな視点からの 

分析ができているか。講義中の質疑や期末試験で 

 

25％ 

る力をつける 客観的に評価。  

経営に欠かせない 講義で触れる経営者たちの判断、選択について、  

先見性やリーダー 

シップが理解でき 

その根底にある先見性やリーダーシップの基本概 

念が理解できるか。講義中の質疑や期末試験で客 

 

20％ 

ているか 観的に評価。  

評価の方法 評価配分は授業参加の姿勢、態度を55％、期末試験を45％として評価しま

す。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入講義 講義の狙い、テーマなどの概要説明 

２ 震災を乗り越えて団結 気仙沼で被災した造船４社が一つに。「みらい造船」の躍進 

３ 働きがいが自慢の会社 ヤッホーブルーイング(ビール醸造会社)のブランドづくり 

４ クラウド・ファンディ

ング(CF)の可能性 

コロナ禍で打撃を受けた事業者をCFで支えるレディフォー

のビジネスモデル 

５ チームワークと育成 製造派遣業のUTグループ、起業から５千億企業への成長秘

話 

６ 個の尊重と大家族主義 就活30連敗から焼肉やラーメンの外食企業・物語コーポレ

ーションを起業、急成長させた創業者の突破力 

７ 航空機産業とドローン 町工場を率いる多摩川精機。ドローンがひらく未来とは? 

８ かまぼこ会社のエネル

ギー革命 

「老舗にあって、老舗にあらず」をモットーに社屋のゼロ

エネルギー化、地域の再エネ促進に取り組む、鈴廣かまぼ

こ 

９ 中小企業の落とし穴 金融機関の不正融資を読み解く 

10 百年企業の底力 木下サーカスが浮沈の激しいエンタメ界で生き残った秘訣 

11 元受刑者の就労支援 北海道の北洋建設。再チャレンジを応援する社長の信念 

12 経営者との対話 中小企業経営者を招き、討論(変更の可能性あり) 

13 宅急便が生まれた背景 ヤマト運輸で宅急便を考案し、物流革命を行なった小倉昌

男 

14 沖縄の観光業 コロナ禍をどう乗りこえるか。かりゆしグループ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス

トを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 授業ごとにレジュメ、課題ワークシート、テキストなど準備し、教材とします。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業中に次回の内容を予告し、予習を兼ねた課題レポート提出。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語、無断で教室の外に出たり、Zoom講義から退出したりすることは謹ん

でください。Zoom講義の場合、授業の最後にコースパワーから出席登録。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅰ 
 

ヤマカワ サトル 

山川 悟 

Theory of Small Business I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本中小企業における大きな課題のひとつである「ブランド」の問題を考察します。ブラ

ンドとはネーミング・ロゴマーク等の表示体系に限らず、企業理念やビジョン、社内コミ

ュニケーションとも深く関わるため、経営者自らが主導して構築すべきものです。 

前半はブランド戦略のフレームワークと諸要素（ブランドマネジメント）について、後

半は具体的な事例からブランド構築（ブランディング）の方法論について検討していきま

す。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

中小企業における 毎回の課題および本試験（レポート）にて評価。  

ブランドの役割や 「講義で採り上げた理論やケースを理解したうえ  

30％ 
機能について理解 で、自分なりの言葉で記述できるか」を評価ポイ  

する ントとする。  

ブランド管理の考 毎回の課題および本試験（レポート）にて評価。  

え方や手法につい 「講義で採り上げたブランド管理の方法論・事例  

30％ 
て理解する に基づいて、独自のケースを分析・記述できるか」  
 を評価ポイントとする。  

ブランディング戦 毎回の課題および本試験（レポート）にて評価。  

略の考え方や手法 「講義で採り上げたブランディングの方法論・事  

40％ 
について理解する 例に基づいて、独自のケースを分析・記述できる  
 か」を評価ポイントとする。  

評価の方法 約70％以上の出席を前提に評価。 

毎回の課題のウエイト70%、本試験（レポート）のウエイト30%。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ブランドの定義と機能 ブランド管理の基本的な考え方とその手法 

２ ブランド戦略の考え方 ブランド戦略13の手法について解説 

３ ブランディングについて ブランド力を強化する８つの方法論 

４ ネーミングと商標 ネーミングによる差別化戦略の実例研究 

５ ロゴタイプとシンボルマーク シンボルマークによる差別化戦略の実例研究 

６ ブランドステートメント スローガンによる差別化戦略の実例研究 

７ ブランドとデザイン CI、商品やパッケージデザインとブランド 

８ 中間試験 １～７回までの学習達成度確認のための試験 

９ インターナルブランディング 社内活性化に向けたブランディング活動 

10 地域ブランディングと中小企業 地域のブランディングと地域企業の役割 

11 物語ブランディング 物語を活用したブランディングの方法論 

12 技術ブランディング 技術ブランドの事例、技術の聖地化など 

13 五感ブランディング 聴覚、嗅覚、味覚、触覚で伝えるブランド戦略 

14 文化創造とブランディング コンテンツやスポーツとブランドとの関わり 

15 総括と達成度の確認 授業の総括と学習達成度確認のための試験 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、パワーポイント資料を使用。 

 

【履修条件等】 

◇ 「マーケティング」の受講、あるいはそれと同等の知識ベースを持っていること。 

◇ 新製品や広告、メディア、店舗、デザイン、アイデア開発などに興味があること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞を読むことや、テレビCMなどを見ることも、ひとつの事前学習と考えてほしい。 

◇ PC（最低でもタブレット）で、ある程度オフィス系ソフトの操作ができること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 講義資料の内容だけでなく、自分なりに事例を調べるなど、能動的な受講態度が望ま

れる。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅱ 
 

アオヤマ カズマサ 

青山 和正 

Theory of Small Business II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

中小企業は大企業に比べヒト・モノ・カネの経営資源が乏しく、大企業（強者）とは異

なる戦略や知恵と工夫により、新たな市場開拓を見出し、経済社会に貢献している。本講

座では、大企業経営とは異なる中小企業の経営的な側面を経営戦略から財務までの基礎か

ら応用まで学ぶ。講義を聴くだけではなく、事前に配布した演習を、自分ならどう解決し

ていくかを考えることで中小企業経営をより深く解明する。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

企業経営に関する 小テストを行い、企業経営に関する基礎的な用語  

基礎的な知識と考 

え方を理解してい 

や知識を習得しているかを評価する。  

15％ 

ること   

中小企業経営に関 中小企業経営に関する基礎的な知識を習得してい  

するテーマごとの るかを評価する。中小企業経営の戦略ツールや思  

基礎的な知識と課 考体系の理解がされているかを小演習により評価 15％ 

題を理解している する。  

こと   

中小企業経営に関 中小企業経営に関して、テーマごとにその内容と  

する分野ごとの問 課題を把握しているかどうかを演習により評価を  

題を深く理解し、 行う。論旨の体系化、内容、課題などが理解して 30％ 

自分で課題を理解 いるかを回答しているかを評価する。  

していること   

中小企業問題の全 中小企業経営に関して、基礎から応用までの内容  

体像と各分野の関 と課題を把握しているかどうかを論述試験により  

連を理解し、中小 

企業問題の基礎か 

評価を行う。中小企業経営をテーマごとに、どの 

程度深く理解できたかを評価する。 

 

40％ 

ら応用まで理解し   

ていること   

評価の方法 70％以上の出席を前提として試験70％、演習20％、出席10％ 

試験は論述により、演習は小テストにより基礎的な学習成果を評価する。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 

中小企業経営とは 

本講座の目的と授業の進め方、評価基準等を説明。 

中小企業経営の特性と独自性 

２ 中小企業経営者の条件 中小企業は経営者の条件とは何か 

３ 中小企業の経営戦略(Ⅰ) 中小企業の経営戦略の基本 

４ 中小企業の経営戦略(Ⅱ) 中小企業の差別化戦略の進め方 

５ 中小企業の経営戦略(Ⅲ) 中小企業のNO １戦略とは何か 

６ 中小企業のマーケティング(Ⅰ) 中小企業のマーケティングの進め方 

７ 中小企業のマーケティング(Ⅱ) 中小企業のブランドづくり 

８ 中小企業の組織づくり(Ⅰ) 組織づくりの基本と中小企業の組織形態 

９ 中小企業の組織・人材(Ⅱ) 中小企業に最適な組織づくり 

10 中小企業の財務(Ⅰ) 中小企業の財務データの基本 

11 中小企業の財務(Ⅱ) 中小企業の財務データの活用 

12 ファミリービジネス(Ⅰ) ファミリービジネスの特性と本質的ジレンマ 

13 ファミリービジネス(Ⅱ) フォミリービジネスの事業承継 

14 中小企業経営のまとめ 中小企業経営のポイント 

15 総括・達成度の確認 授業の総括・学習達成度の確認 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：とくになし。 

◇ 参考書：授業の中で参考図書を指示します。 

 

 

【履修条件等】 

◇ モノづくり、小売業、サービス業などの経営に関心をもつこと。 

◇ 毎回、小演習を実施、当日の復習をします。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前にレジメと演習を配布しますので、予め読んで授業に臨むこと。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅱ 
 

ヤマオカ ジユンイチロウ 

山岡 淳一郎 

Theory of Small Business II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義は、私がノンフィクション作家として取材、執筆、動画インタビュー等の対象 

とした企業と経営者、社員の方々とのやりとりや、調査資料をもとに社会の変化、ニーズ 

の移り変わり、今後の方向性などを解説。メディアから眺めた中小企業論、リーダー論を 

展開し、現象の奥の構造を把握する力を養います。社会問題にも光を当て、日本語の文章 

の書き方や、コミュニケーションの力も磨きます。全国382万社のうち99.7％が中小企業 

(2016年)。身近な会社の活動や、経営者の「生き方」を手がかりに思考を深めましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

社会の変化を、論 講義中に解説する中小企業の問題や人物のエピソ  

理的に把握して理 

解できる 

ードなどを通して、社会の変化を論理的に整理し、 

理解できているか。講義中の質疑や討論、期末試 

 

20％ 

 験で客観的に評価。  

日本語で読み、書 講義に使うテキスト、レジュメなどにそって、読  

き、話すための基 

礎的な力を身につ 

み、書き、話すことに積極的にチャレンジし、自 

らの能力を高めようとしているか。ワークシート、 

 

35％ 

ける 試験等で客観的に評価。  

情報の読解力を高 社会に氾濫する情報をうのみにせず、自分の頭で  

め、ものごとを複 

眼的にとらえられ 

正確に理解しようと努め、さまざまな視点からの 

分析ができているか。講義中の質疑や期末試験で 

 

25％ 

る力をつける 客観的に評価。  

経営に欠かせない 講義で触れる経営者たちの判断、選択について、  

先見性やリーダー 

シップが理解でき 

その根底にある先見性やリーダーシップの基本概 

念が理解できるか。講義中の質疑や期末試験で客 

 

20％ 

ているか 観的に評価。  

評価の方法 評価配分は授業参加の姿勢、態度を55％、期末試験を45％として評価しま

す。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 導入講義 講義の狙い、テーマなどの概要説明 

２ 稲盛和夫の経営観 アジアで圧倒的な支持を集める経営者、稲盛氏の経営原則 

３ 「2025年問題」と医療・

介護業界 

超高齢化が進む日本。期待される医療・介護業界だが、一

般企業とは成り立ちが違う。国民皆保険と事業のしくみを 

解説 

４ 清山会グループの成長 地域密着で医療と介護の垣根をとりはらった事業展開 

５ 健康機器の「タニタ」 「はかる」を通して世界の人びとの健康をつくる事例 

６ 塾から学校を創設 人を排除しない、人を認める、仲間をつくる―星槎グルー 

プ 

７ 「生命だけは平等だ」 ゼロから巨大病院グループを築いた徳田虎雄の生き方 

８ 災害に負けない農業 仙台市の農業法人「舞台ファーム」の農業改革 

９ 良い建物を長く使う 「再生建築」のリーダー、青木茂建築工房の挑戦 

10 経営者との対話 中小企業経営者を招き、討論(変更の可能性あり) 

11 ニーズ高まる医療通訳 ランゲージワン(株)の多言語コールセンターを立ち上げた

日系ペルー人ビジネスマンの人生 

12 NPOの若き起業家 アフリカの元テロリストの社会復帰を支える日本人青年 

13 中小企業経営者から総理

へ 

戦後の歴代首相で、もっとも人気の高い田中角栄。その波

乱に富んだ人生からリーダー像を探る 

14 出版企画コンペ 各自がつくりたい本の企画案を持ち寄り、優秀案を決定 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テス 

トを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：授業ごとにレジュメ、課題ワークシート、テキストなど準備します。 

 
【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業中に次回の内容を予告。予習を兼ねた課題レポート提出。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 講義中の私語、無断で教室の外に出たり、Zoom講義から退出したりすることは謹ん

でください。Zoom講義の場合、授業の最後にコースパワーから出席登録。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

中小企業論Ⅱ 
 

ヤマカワ サトル 

山川 悟 

Theory of Small Business II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義ではまず、現代の日本の中小企業の経営課題について理解を進めます。さらに、

バルミューダ、マザーハウス、ベンチャーウイスキー、ヤッホーブルーイング、スノーピ

ークなど、最近活躍が著しい企業の事例を通じて、これからの中小企業に必要と考えられ

る９つの経営戦略について学んでいきます。また、東京中小企業家同友会より３人の経営

者を招聘し、講演会及び受講生との対話を通じて、リアルな経営の現場を知ってもらう機

会を設けます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

現代の日本の中小 授業時の課題および企業研究レポートにて評価。  

企業の経営課題に 「講義で採り上げた理論やケースを理解したうえ  

15％ 

ついて理解する で、自分なりの言葉で記述できるか」を評価ポイ  
 ントとする。  

中小企業ならでは 授業時の課題、企業研究レポート、本試験にて評  

の経営戦略につい 価。  

て理解する 「講義で採り上げた中小企業の経営戦略の事例に 70％ 

 基づいて、自分なりにケースを分析・記述できる  

 か」を評価ポイントとする。  

顧客や社会に支持 授業時の課題、本試験にて評価。  

される中小企業の 「講義で採り上げた中小企業の方法論・事例に基  

15％ 

あり方について追 づいて、ポイントを捉えたうえで分析・記述でき  

究する るか」を評価ポイントとする。  

評価の方法 約70％以上の出席を前提に評価。 

毎回の課題のウエイト70％、本試験（レポート）のウエイト30％。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 中小企業概論 中小企業の現状と課題 

２ 戦略１ 企業と顧客とが同じ目標を持つ CSV経営の事例 

３ 戦略２ ローリスク経営システム ファブレス経営の事例 

４ 戦略３ オンリーワン、ニッチトップ 価値競争の事例 

５ 企業研究レポート① ２～４で採り上げた企業を調査・分析 

６ 戦略４ 弱みを強みとみなす リフレーミングの事例 

７ 戦略５ 業界の常識を覆す アサンプションスマッシングの事例 

８ 戦略６ ユニークな社内制度を持つ インターナルマーケティングの事例 

９ 企業研究レポート② ６～８で採り上げた企業を調査・分析 

10 戦略７ 地域社会と命運を共にする ソーシャルビジネスの事例 

11 戦略８ 顧客と共に遊ぶ・創る ブランドコミュニティの事例 

12 戦略９ 人を活かし、育てる フォレット管理の事例 

13 企業研究レポート④ 10～13で採り上げた企業を調査・分析 

14 応援される中小企業の条件 顧客コンピテンシーの事例 

15 総括と達成度の確認 総括と学習達成度確認のための試験 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：教科書は使用せず、パワーポイント資料を使用。 

◇ 参考文献として、山川悟著（2018）『応援される会社』など。 
 
 

【履修条件等】 

◇ 「マーケティング」の受講、あるいはそれと同等の知識ベースを持っていること。 

◇ 新製品や広告、メディア、店舗、デザイン、アイデア開発などに興味があること。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞を読むことや、テレビCMなどを見ることも、ひとつの事前学習と考えてほしい。 

◇ PC（最低でもタブレット）で、ある程度オフィス系ソフトの操作ができること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義資料の内容だけでなく、自分なりに事例を調べるなど、能動的な受講態度が望ま

れる。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ベンチャービジネス論 
 

アオヤマ カズマサ 

青山 和正 

Venture Business 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

ベンチャー企業の概念、歴史的変遷を理解した上で、起業家の特性と行動、アイデア発

想や事業機会の認識、ビジネスモデルのパターンと工夫、マーケティング、組織づくり、

ベンチャーファインス、新興株式市場への上場、ベンチャー失敗などを学ぶ。 

講義に加えて、ベンチャー企業に関わる事例研究や演習を行う。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ベンチャー企業、 ベンチャー企業の社会経済における重要性、特性、  
起業家の基礎的な 起業家の条件・行動などの基礎的な知識を理解し  
知識や進め方の考 ているかを評価する。 10％ 

えを理解している   
こと   
ベンチャー企業の ベンチャー企業の事業展開をする上でのビジネス  
ビジネスモデル形 モデルの形成とその要件やフレームワークが理解  
成のための基本的 

な要件やフレーム 

されているかどうかを演習による評価する。 
10％ 

ワークを理解して   
いること   
ベンチャー企業の ベンチャー企業の成長段階（アーリー、ミドル、  
成長段階での経営 

のあり方を理解し 

レーター）での、経営戦略、マーケティング、組 

織、ファイナンスの専門的知識を習得しているか 
20％ 

ていること を評価する。  
ベンチャー企業の 起業家精神の涵養とベンチャービジネスの仕組み  
基礎から応用まで を十分に習得しているかを試験により評価する。  
の成長ステップと   
各成長段階のベン  70％ 

チャー経営の専門   
知識を理解してい   
ること   
評価の方法 70％以上の出席を前提として試験70％、演習20％、出席10％ 

試験は論述により、演習は小テストにより基礎的な学習成果を評価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 講義の進め方 

２ 起業家の特性と行動 起業家の資質、条件、起業行動 

３ ビジネスモデルの基本(１) アイデア発想からビジネスモデルの構築 

４ ビジネスモデルの基本(２) 優れたビジネスモデルのパターン 

５ ビジネスモデルの基本(３) ブルーオーシャン戦略とベンチャー企業 

６ マーケティング① ベンチャー企業のマーケティング活動 

７ マーケティング② サービスマーケティング活動 

８ 組織マネジメント① ベンチャー企業の組織行動とマネジメント 

９ 組織マネジメント② ベンチャー企業の人事労務 

10 ファイナンス（１） ベンチャー企業の多様な資金調達 

11 ファイナンス（２） ベンチャーキャピタルの仕組みと投資決定 

12 ファイナンス（３） 企業価値と株価の決め方 

13 ファイナンス（４） 株式公開と資本構成 

14 新興市場への株式公開 株式公開までのステップ、新興市場の特徴 

15 まとめ、試験 ベンチャービジネス論の総括 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：事前にレジメを配布する。 

◇ 参考書：忽那憲治・長谷川博和他著「アントレプレナーシップ入門」有斐閣 

 

 

【履修条件等】 

◇ 「新事業創造論」を履修することが望ましい。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 事前に演習問題を配布するので学習しておくこと。 

◇ 毎回、当日の講義の復習として小演習を行います。 

 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ベンチャービジネス論 
 

カタヤマ ゲンジロウ 

片山 源治郎 
児玉陽平・松本薫 

Venture Business 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

テーマ：「事業を授業に！」アイスクリーム事業からベンチャービジネスについて学ぶ 

この講義では、本学五号館に設置されたアイスクリームラボ（株式会社ジャスビコ）を

中心とするアイスクリーム事業の創業からその事業発展の進行に合わせて、起業するとは

どのような意味を有するのか、ベンチャービジネスとは何か、そして事業展開を目指す上

で経営学はどのように活用されているのかを実践的に学びます。したがって、この授業で

は、講義と演習が組み合わされる形の授業です。この講義を受講することによって、ベン

チャービジネスに自分が参加する形で実践的に経営学のあらゆる要素について学ぶことが

できます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

経営学に関する基 

礎知識を応用でき

る 

経営学で学んだそして学んでいる知識を実践の中 

でどのように応用できているか否かを講義および

演習そして期末試験によって評価します。 

 
評価の20％ 

ベンチャービジネ ベンチャービジネスとは何か、そしてそのビジネ  
スの特徴を理解す ス上の特権、課題そして困難な問題について、経  
る 営戦略、マーケティング、ファイナンスなどが有 

機的に提携していることを理解しているか否かを 
評価の30％ 

 講義および演習そして期末試験によって評価しま  
 す。  
創業のための創造 ベンチャービジネスはゼロからの創業を含みます、  
性を身につける 最初のアイデアをどう実践し、事業創造につなげ  
 るための方法論を理解しているか否かについて、 評価の20％ 
 講義および演習そして期末試験によって評価しま  
 す。  
協調性を身につけ この講義は演習型の講義であり、他の受業生との  
る グループ学習を行います。他の受業生および講師  
 と一体となってプロジェクトに取り組むという協 評価の30％ 
 働性を身につけているかどうかを、講義および演  
 習そして期末試験によって評価します。  
評価の方法 毎回の講義での受講態度、プレゼンテーション・レポート評価および期末

試験の成績によって評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ベンチャービジネス論 概要 授業計画の解説とベンチャービジネスにおけるの重 

要事項についての講義 

２ アイスクリームのマーケティ 

ング 

食育、アイスの市場調査についての解説講義 

３ 販売研修準備① ダシーズアイスの特徴と販売手法のディスカッショ 

ン 

４ 販売研修準備② 販売スタッフ研修 ロールプレイング 

５ 販売研修 販売体験 

６ 販売研修のフィードバックと 

製造準備 

収支報告と改善点の考察及び発表 

７ 製造準備「衛生管理、原材料、 

製造工程」 

飲食店営業許可、食品衛生責任者の資格取得、ダシ 

ーズアイスの原材料、製造工程について 

８ 製造実習①「原材料準備」 ダシーズでの原材料準備と衛生管理についての解説 

講義 

９ 製造実習②「アイスクリーム 

の製造」 

アイス製造と提供、片付けまでの店舗実習 

10 新フレーバー、店舗内外装の 

考案 

新フレーバーと提供方法、店舗外装のディスカッシ 

ョン 

11 営業実習準備① ビジネスマナー基礎、営業の心得についての解説講 

義 

12 営業実習準備② ビジネスマナー、営業 ロールプレイング 

13 営業実習準備③ 営業先調査と提案資料の作成 

14 営業実習 営業実習と営業日報の作成 

15 最終講義 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教材はとくに使用しません、講義中に参考文献の指示、資料配布を行います。 

 

【履修条件等】 

◇ 原則として春学期の「新事業創造論（片山源治郎）」の履修が条件です。 

◇ この授業は単なる講義ではありません、遅刻、欠席はもとより授業途中で居眠りや講

義と関係ない作業を行った学生は即時受講停止になります。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義中に課題が提出されますので、期日までに課題を実施してください。 

◇ 課外学習を行う場合があります、詳細は講義で説明します。 

 

【その他の注意事項】 

◇ この講義を履修すれば、ビジネスそのものに触れることができます。皆さんにとって

大きなチャンスです。しかし単位取得だけを目的に履修する学生はこの講義は適して

いません。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

人的資源管理論Ⅰ 
 

タカハシ テツヤ 

高橋 哲也 

Human Resource Management I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

働く人間というのは生産のための手段であると同時に感情を持つ存在でもあります。人

間を「資源」として捉えると、モノ扱いしてしまうように聞こえてしまいます。やはり感

情を持つ存在という点を無視してはいけません。感情を持つ資源という認識のもとでいか

に管理するのか、この点について講義していきます。講義はレジュメに沿って進めていき

ます。また、DVDなどの映像資料を活用し、視聴覚的に理解を図ります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

人的資源管理の「目

的・歴史・制度」

について理解し、

説明ができるよう 

にする 

空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。 

「人的資源管理の目的・歴史・制度」に関連する

用語とその意味を答えられること 

 

 
25％ 

「終身雇用・年功

序列・企業別労使」

について理解し、

説明ができるよう 

にする 

空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。 

「終身雇用・年功序列・企業別労使」に関連する

用語とその意味を答えられること 

 

 
25％ 

「多様な働き方・

ワークライフバラ

ンス」について理

解し、説明ができ 

るようにする 

空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。 

「多様な働き方・ワークライフバランス」に関連

する用語とその意味を答えられること 

 

 
25％ 

「バブル経済後の

人的資源管理の状

況」について理解

し、説明ができる 

ようにする 

空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。 

「バブル経済後の人的資源管理の状況」に関連す

る用語とその意味答えられること 

 

 
25％ 

評価の方法 期末試験65点、レポート・小テストなど20点、リアクションペーパー15点 

※レポート課題を１回行う予定 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の概要と評価方法など 

２ 人的資源管理の目的 人的資源管理の役割と目的とは何か 

３ 人的資源管理の歴史① 人的資源管理はどのように生まれてきたか 

４ 人的資源管理の歴史② 人的資源管理はどのように発達してきたか 

５ 人的資源管理の制度 人的資源管理の制度 

６ 日本の人的資源管理① 日本の人的資源管理はどのように発展してきたか 

７ 日本の人的資源管理② 終身雇用慣行とは何か 

８ 日本の人的資源管理③ 年功序列慣行とは何か 

９ 日本の人的資源管理④ 企業別労使関係とは何か 

10 多様な働き方 パート・アルバイト・限定正社員 

11 現代日本の人的資源管理 【レポート課題】 

12 多様な職業人生 ワークライフバランス 

13 現代の人的資源管理① バブル経済後の人的資源管理 

14 現代の人的資源管理② 経営戦略と人的資源管理 

15 まとめ 試験および解説 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：岩出博編著『従業員満足のための人的資源管理』中央経済社 

◇ 資料等：レジュメを配布（教科書にない情報など）。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 必ず「人的資源管理論Ⅱ」と併せて履修するように。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の該当箇所を事前に目を通してくること。 

◇ 配布資料に記載したキーワードを調べること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 基本的にレジュメの再配布はしませんので注意してください。 

◇ 授業内にてレポートの提出を求めます。詳細は初回授業時に連絡します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

人的資源管理論Ⅰ 
 

ホン  ソンヒョブ 

洪 聖協 

Human Resource Management I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

働く人間というのは生産のための手段であると同時に感情を持つ存在でもあります。人

間を「資源」として捉えると、モノ扱いしてしまうように聞こえてしまいます。やはり感

情を持つ存在という点を無視してはいけません。感情を持つ資源という認識のもとでいか

に管理するのか、この点について講義していきます。講義はレジュメに沿って進めていき

ます。また、DVDなどの映像資料を活用し、視聴覚的に理解を図ります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

人的資源管理の  

「目的・歴史・制 

度」について理解 

し、説明ができる 

よう にする。 

確認テストを行う。「人的資源管理の目的・歴史 

・制度」に関連する について理解し、用語とその 

意味を答えられること。 

 

 

 

 
20％ 

「終身雇用・年功 

 序列・企業別労使 

関係」に について 

理解し、説明がで 

きるようにする。 

確認テストを行う。「終身雇用・年功序列・企業 

別労使」に関連する 」について理解し、用語とそ 

の意味を答えられること。 

 

 

 
20％ 

「ダイバーシティ 

マネジメント」、 

「ワークライフバ 

ランス」、「ハラス 

メント」ついて理 

解し、説明ができ 

るよう にする。 

確認テストを行う。「ダイバーシティマネジメン 

ト」、「ワークライフバランス」、「ハラスメント 

」ついて理解し、用語とその意味を答えられるこ 

と。 

 

 

 

 

 
 

30％ 

労働CSRと人材リ 

スクマネジメント 

ついて理解し、説 

明ができるように 

する。 

確認テストを行う。労働CSRと人材リスクマネジ 

メントついて理解し、用語とその意味を答えられ 

ること。 

 

 

 

 
30％ 

評価の方法 ①平常点15％（授業内課題提出）②中間テスト25％ ③期末テスト60％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス  人的資源管理論とは。講義の概要と評価方法など。 

２ 人的資源管理の目的 人的資源管理の役割と目的とは何か 

３ 人的資源管理の歴史① 人的資源管理の歴史的な背景は。労働者とは何か。 

４ 人的資源管理の歴史② 人的資源管理の歴史的発展段階とは。 

５ 人的資源管理の制度 日本の人的資源管理の制度は。 

６ 日本の人的資源管理① 終身雇用慣行とは何か。 

７ 日本の人的資源管理② 年功賃金とは何か。 

８ 日本の人的資源管理③ 企業別労使関係とは何か。 

９ 日本の人的資源管理④ バブル経済後の日本の人的資源管理の変化とは。 

10 ダイバーシティマネジメント ダイバーシティマネジメントとは何か。 

11 ワークライフバランス ワークライフバランスとは何か。 

12 ハラスメント ハラスメントとは何か。 

13 労働CSR 労働における企業の社会的責任とは何か。 

14 人材リスクマネジメント 人的資源管理におけるリスクマネジメントとは。 

15 総括・テスト 全体の総まとめ及び確認テスト 

 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：岩出博編著『従業員満足のための人的資源管理』中央経済社 

◇ 資料等：毎回レジュメを配布。 
 

 

【履修条件等】 

◇ 必ず「人的資源管理論Ⅱ」と併せて履修するように。 

 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 毎回、事前にレジュメを配布するので事前学習をすること。 

◇ テキストの該当箇所を事前に目を通してくること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 私語禁止。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

人的資源管理論Ⅱ 
 

タカハシ テツヤ 

高橋 哲也 

Human Resource Management II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

働く人間というのは生産のための手段であると同時に感情を持つ存在でもあります。人

間を「資源」として捉えると、モノ扱いしてしまうように聞こえてしまいます。やはり感

情を持つ存在という点を無視してはいけません。感情を持つ資源という認識のもとでいか

に管理するのか、この点について講義していきます。講義はレジュメに沿って進めていき

ます。また、DVDなどの映像資料を活用し、視聴覚的に理解を図ります。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

「従業員の採用・ 空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。  

雇用調整」につい 「従業員の採用・雇用調整」に関連する用語とそ 25％ 

て理解し、説明が の意味を答えられること  

できるようにする   

「従業員の配置と 空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。  

育成」について理 「従業員の配置と育成」に関連する用語とその意 25％ 

解し、説明ができ 味を答えられること  

るようにする   

「従業員能力の発 空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。  

揮と活用」につい 「従業員能力の発揮と活用」に関連する用語とそ 25％ 

て理解し、説明が の意味を答えられること  

できるようにする   

「従業員の評価と 空欄補充形式の設問に対しての回答により評価。  

処遇」について理 「従業員の評価と処遇」に関連する用語とその意 25％ 

解し、説明ができ 味答えられること  

るようにする   

評価の方法 期末試験65点、レポート・小テストなど20点、リアクションペーパー15点 

※レポート課題を１回行う予定 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の概要と評価方法など 

２ 人的資源管理の機能 経営における人的資源管理の機能 

３ 従業員の採用① 新卒採用の手続き 

４ 従業員の採用② 新卒者の早期離職と雇用のミスマッチ 

５ 雇用調整 従業員の離職・退職と雇用調整 

６ 従業員の配置と育成① 人事異動制度の内容 

７ 従業員の配置と育成② 教育訓練・能力開発 

８ 従業員能力の発揮と活用① 従業員業績の向上の公式とメカニズム 

９ 従業員能力の発揮と活用② 職場管理者のリーダーシップ 

10 従業員能力の発揮と活用③ 労働環境の快適化と新たな勤務形態 

11 現代日本の人的資源管理 【レポート課題】 

12 従業員の働きぶりの評価と処遇① 人事評価制度の手続き 

13 従業員の働きぶりの評価と処遇② 処遇評価の成果主義化 

14 従業員の働きぶりの評価と処遇③ 今日の福利厚生 

15 まとめ 試験および解説 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：岩出博編著『従業員満足のための人的資源管理』中央経済社 

◇ 資料等：レジュメを配布（教科書にない情報など）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ 必ず「人的資源管理論Ⅰ」と併せて履修するように。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の該当箇所を事前に目を通してくること。 

◇ 配布資料に記載したキーワードを調べること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 基本的にはレジュメの再配布はしませんので注意してください。 

◇ 授業内にてレポートの提出を求めます。詳細は初回授業時に連絡します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

人的資源管理論Ⅱ 
 

ホン  ソンヒョブ 

洪 聖協 

Human Resource Management II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本科目は、企業において労働力を有効利用するための基礎理論および制度を理解し、その 

社会的影響について考え、多様な雇用・労働問題の実態やその背景と取りうるべき解決策に 

ついて理解することを目的としています。また、人的資源管理の基礎となる諸制度を紹介 

し、組織的の成果を追究する上で、人をどうすればよりよく活かすことができるか、また人 

と人との関わりから生じる諸問題にどうすれば対処できるかについて、全般的知識を獲得す 

ることを目的とする。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

「従業員の採用・ 確認テストを行う。「従業員の採用・雇用調整」  

雇用調整」につい に関連する用語とその意味を答えられること。 20％ 

て理解し、説明が   

できるようにする   

「従業員の配置と 確認テストを行う。  

育成」について理 「従業員の配置と育成」に関連する用語とその意 20％ 

解し、説明ができ 味を答えられること  

るようにする   

「従業員能力の発 確認テストを行う。「従業員能力の発揮と活用」  

揮と活用」につい に関連する用語とその意味を答えられること。 30％ 

て理解し、説明が   

できるようにする   

「従業員の評価と 確認テストを行う。  

処遇」について理 「従業員の評価と処遇」に関連する用語とその意 30％ 

解し、説明ができ 味答えられること  

るようにする   

評価の方法 ① 平常点15％（授業内課題提出）②中間テスト25％ ③期末テスト60％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス  講義の概要と評価方法など。 

２ 現代の雇用問題 日本企業の雇用問題と何か。  

３ 従業員の採用① 新規学卒採用の実際。  

４ 従業員の採用② 新卒者の早期離職と雇用のミスマッチ。 

５ 雇用調整 従業員の離職・退職と雇用調整。 

６ 従業員の配置と育成① 従業員の配置と人事異動。 

７ 従業員の配置と育成② 教育訓練と能力開発。 

８ 従業員能力の発揮と活用① 従業員業績の向上とモチベーション。 

９ 従業員能力の発揮と活用② 職場管理者のリーダーシップ。 

10 従業員能力の発揮と活用③ 職場環境と能力発揮。 

11 評価と処遇① 人事評価とは何か。 

12 評価と処遇② 年俸制の実際。 

13 評価と処遇③ 成果主義の実際と今後の方向性。 

14 評価と処遇④ 企業内福利厚生とは何か。 

15 総括・テスト 全体の総まとめ及び確認テスト 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：岩出博編著『従業員満足のための人的資源管理』中央経済社 

◇ 資料等：レジュメを配布（教科書にない情報など）。 
 
 

【履修条件等】 

◇ 必ず「人的資源管理論Ⅰ」と併せて履修するように。 

 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書の該当箇所を事前に目を通してくること。 

◇ 配布資料に記載したキーワードを調べること。 

 
 

【その他の注意事項】 

◇ 基本的にはレジュメの再配布はしませんので注意してください。 

◇ 授業内にてレポートの提出を求めます。詳細は初回授業時に連絡します。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

知的財産法 
 

タカマル リヨウタ 

髙丸 涼太 

Intellectual Property Law 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

本講義は、知的財産法の概要と個別法の基礎的知識を理解・習得するとともに、それら

を応用し、現実に生起する問題を発見・解決する能力を涵養することを目的とします。本

講義では、知的財産法と総称される法律群のうち、特許法、著作権法、商標法、不正競争

防止法を主な対象としますが、本学のカリキュラムの特性等に鑑み、それらのなかでも特

に著作権法に重点を置くこととします。もっとも、「知的財産法」の講義である以上、個別

法単独の知識等の解説にとどまらず、各個別法相互の関連性をも重視して講義を行います。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

①知的財産法の概

要と各個別法の

基本的知識の理 

解・習得 

知的財産法の概要を理解するとともに、各個別法

の基本的知識を習得できているかについて、学期

末試験によって評価します。 

 

 

40％ 

②各個別法の特徴

と相互関係の理 

解 

各個別法の保護領域等の特徴と相互関係を理解で

きているかについて、学期末試験によって評価し 

ます。 

 
30％ 

③上記①、②の各

理解等に基づく、

具体的な事例に 

おける問題発見 

本講義で習得した知識等を元に、具体的な事例の

下で知的財産法上の問題を正しく捉えることがで

きるかについて、学期末試験によって評価します。 

 

 

15％ 

④上記①、②の各

理解等に基づく、

上記③の問題の 

検討と解決 

本講義で習得した知識等を元に、具体的な事例に

おける知的財産法上の問題に対して適切な解決策

を示すことができるかについて、学期末試験によ 

って評価します。 

 

 

15％ 

評価の方法 原則として学期末試験によって評価しますが、積極的な講義への参加等が 

あった場合には、相応の加点をする場合があります。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義の内容、評価方法等の説明 

２ 知的財産法総論 知的財産法の全体像 

３ コンテンツビジネス・エンター 
テインメントと知的財産法(１) 

著作権法、パブリシティ権等の基礎 

４ コンテンツビジネス・エンター 
テインメントと知的財産法(２) 

著作権法、パブリシティ権等の基礎 

５ コンテンツビジネス・エンター 
テインメントと知的財産法(３) 

著作権法、パブリシティ権等の基礎 

６ コンテンツビジネス・エンター 
テインメントと知的財産法(４) 

著作権法、パブリシティ権等の基礎 

７ コンテンツビジネス・エンター 
テインメントと知的財産法(５) 

著作権法、パブリシティ権等の基礎 

８ 技術開発と知的財産法(１) 特許法、不正競争防止法等の基礎 

９ 技術開発と知的財産法(２) 特許法、不正競争防止法等の基礎 

10 ブランド・デザインと知的財産 
法(１) 

商標法、不正競争防止法、意匠法等の基礎 

11 ブランド・デザインと知的財産 
法(２) 

商標法、不正競争防止法、意匠法等の基礎 

12 知的財産法の現代的課題(１) 実務的な事例等に見る知的財産法の現代的課題 

13 知的財産法の現代的課題(２) 実務的な事例等に見る知的財産法の現代的課題 

14 知的財産法の現代的課題(３) 実務的な事例等に見る知的財産法の現代的課題 

15 総括・達成度の確認 今までの講義内容の総括と学習達成度の確認テスト 
の実施 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は指定しませんが、特許法、著作権法、商標法、不正競争防止法の４法につい

ては、手元で条文を参照できるようにしておいてください。 

本講義の内容について理解を深めるための参考文献として、内田朋子ほか著＝桑野雄

一郎監修『すごいぞ！はたらく知財 14歳からの知的財産入門』(晶文社、2019）を

挙げておきます。 
 

【履修条件等】 

◇ 法学系科目の知識（特に民法の知識）があることが望ましいです。また、知的財産法

は独占禁止法・競争法とも密接に関連しているので、「経済法」の履修も本講義の内

容の理解に資すると思います。 

◇ 講義は受講者を指名して発言を求める形で進めていきます。知的財産法に関心がない

人の履修はおすすめしません。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 予習の必要がある場合は、その都度指示をします。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 受講者の関心や要望等に応じて、授業計画を変更することがあります。 

◇ 私語や正当な理由のない入退室等、講義に支障を来す行為があった場合は、受講をお

断りすることがあります。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

労働法（春学期） 
 

クロイワ ヨウコ 

黒岩 容子 

Labor Law 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義では、労働法の基本的枠組みや考え方、基礎知識を学びます。現代社会では、

人々の多くが雇用されて働き賃金を得て生活し、また、企業は人を雇うことによって営業

活動をしています。人を雇うとき、雇われるときの基本的なワーキングルールやその考え

方を知っておくことは、自らが尊厳をもって生きていくためにも、公正な社会を築くうえ

でも必要不可欠なことです。この授業で、是非、生きた労働法の知識を身につけてくださ

い。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

労働法の理念・基 

本的枠組み・考え

方を理解する 

基本的な理解ができているかを、テストおよび授

業中の質疑の中で判定します。 

 
 

40％ 

労働法の基礎的知 

識を習得する 

基礎的知識を取得できているかを、テストおよび 

授業中の質疑の中で判定します。 

 

40％ 

事実に基づいて論

理的に思考する姿 

勢の習得 

テストおよび授業中の質疑のなかで判定します。  
 

20％ 

評価の方法 期末テスト50％の他、授業中に中間小テスト40％を行います 

また授業中の質疑等への貢献度10％も評価します。 



-539- 
 

【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 労働法の特徴。労働法の学び方。 

２ 労働法の歴史と機能 雇用システムと労働法 

３ 労働法上の当事者。 

労働条件の決定 

労働者、使用者、労働組合。 

労働法・労働契約・就業規則・労働協約 

４ 労働契約の成立 就職・採用に関する法的ルール 

５ 賃金 賃金に関する法的ルール 

６ 労働時間・休日・休暇 労働時間・休日・休暇に関する法的ルール 

７ 人事異動 配転、出向、移籍に関する法的ルール 

８ 労働契約の終了 退職、解雇、雇止めに関する法的ルール 

９ 差別・ハラスメント 職場の差別やハラスメントの撤廃と法 

10 ワーク・ライフ・バランス ワーク・ライフ・バランスに関する法的ルール 

11 非正規雇用問題 パート・アルバイト・契約社員・派遣社員と法的ル 

ール 

12 集団的労使関係 労働組合、団体交渉と労働協約 

13 職場の安全衛生 労働災害、過労死問題 

14 労働をめぐる紛争 職場のトラブルとその解決方法 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。授業の際にレジュメおよび資料を配付します。 

◇ 参考書として、浜村彰・唐津博・青野覚・奥田香子『ベーシック労働法 第８版』有

斐閣アルマ、2020年。 

また、授業のなかで参考文献を紹介します。 

 

【履修条件等】 

◇ とくに条件はありませんが、「法学Ⅰ」、「法学Ⅱ」等の法律科目をすでに履修ずみ、ない

し同時に履修していることが望ましいです。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 現実の社会で、労働に関してどのよう問題が生じているのか、新聞報道などに注意を

払い、問題関心を持って授業に臨んでください。また、しっかり復習して、基本的知

識を確実に習得してください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 進行状況および受講生の問題関心等によって、スケジュールを変更することがありま

す。 

◇ また、授業中は私語厳禁です。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

労働法（秋学期） 
 

クロイワ ヨウコ 

黒岩 容子 

Labor Law 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

この講義では、労働法の基本的枠組みや考え方、基礎知識を学びます。現代社会では、

人々の多くが雇用されて働き賃金を得て生活し、また、企業は人を雇うことによって営業

活動をしています。人を雇うとき、雇われるときの基本的なワーキングルールやその考え

方を知っておくことは、自らが尊厳をもって生きていくためにも、公正な社会を築くうえ

でも必要不可欠なことです。この授業で、是非、生きた労働法の知識を身につけてくださ

い。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

労働法の理念・基 

本的枠組み・考え

方を理解する 

基本的な理解ができているかを、テストおよび授

業中の質疑の中で判定します。 

 
 

40％ 

労働法の基礎的知 

識を習得する 

基礎的知識を取得できているかを、テストおよび 

授業中の質疑の中で判定します。 

 

40％ 

事実に基づいて論

理的に思考する姿 

勢の習得 

テストおよび授業中の質疑のなかで判定します。  
 

20％ 

評価の方法 期末テスト50％の他、授業中に中間小テスト40％を行います。 

また授業中の質疑等への貢献度10％も評価します。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 労働法の特徴。労働法の学び方。 

２ 労働法の歴史と機能 雇用システムと労働法 

３ 労働法上の当事者。 

労働条件の決定 

労働者、使用者、労働組合。 

労働法・労働契約・就業規則・労働協約 

４ 労働契約の成立 就職・採用に関する法的ルール 

５ 賃金 賃金に関する法的ルール 

６ 労働時間・休日・休暇 労働時間・休日・休暇に関する法的ルール 

７ 人事異動 配転、出向、移籍に関する法的ルール 

８ 労働契約の終了 退職、解雇、雇止めに関する法的ルール 

９ 差別・ハラスメント 職場の差別やハラスメントの撤廃と法 

10 ワーク・ライフ・バランス ワーク・ライフ・バランスに関する法的ルール 

11 非正規雇用問題 パート・アルバイト・契約社員・派遣社員と法的ル 

ール 

12 集団的労使関係 労働組合、団体交渉と労働協約 

13 職場の安全衛生 労働災害、過労死問題 

14 労働をめぐる紛争 職場のトラブルとその解決手段 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。授業の際にレジュメおよび資料を配付します。 

◇ 参考書として、浜村彰・唐津博・青野覚・奥田香子『ベーシック労働法 第８版』有

斐閣アルマ、2020年。 

また、授業のなかで参考文献を紹介します。 

 
【履修条件等】 

◇ とくに条件はありませんが、「法学Ⅰ」、「法学Ⅱ」等の法律科目をすでに履修ずみ、ない

し同時に履修していることが望ましいです。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 現実の社会で、労働に関してどのよう問題が生じているのか、新聞報道などに注意を

払い、問題関心を持って授業に臨んでください。また、しっかり復習して、基本的知

識を確実に習得してください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 進行状況および受講生の問題関心等によって、スケジュールを変更することがありま

す。 

◇ また、授業中は私語厳禁です。 



-542- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

キャリア発達心理学（春学期） 
 

イ ナ ミ カ ズ エ 

伊波 和恵 

Career Development 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

一生涯を通じて、私たち人間はつねに発達し続ける存在です。この講義では、生涯発達

心理学の観点から、胎生期から死に至るまでを範囲とし、とくに成人期に焦点をあて、人

の心理社会的な変化のプロセスに関する知識と考え方を学びます。学習を通じて、人間理

解の幅を世代的におし広げ、考察を深められるようにします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

生涯発達心理学の

理論 

試験の設問に対する解答によって評価。生涯にわ 

たる心理社会的発達に関する概念の定義や用語に

ついて適切に答えることができ、また説明できる。 

 

10％ 

各年代の固有の特

徴 

設問に対する解答によって評価。胎生期～成人期 

～老年期、死にいたる人生の各段階における心理

的危機と社会的適応について理解が十分であるこ 

と。 

 

 
25％ 

成人期の課題と社

会性の発達 

レポート課題・設問に対する解答によって評価。 

働き盛りである成人期中期の心理社会的特徴を理

解し、社会性に注目して考察を適切に行えること。 

 

35％ 

キャリア発達 レポート課題ならびに設問に対する解答によって

評価。とくに成人期の能力(キャリア)発達に関す

る基本的な枠組みや、それらの意義について理論 

や実践を通じて理解し、的確に答えられること。 

 

 
30％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、平常点(ミニレポート・授業参加度等)20％ 

・試験（持込一切不可）60％・レポート（中間試験に代わる課題）20％を

勘案して、総合的に評価する。なお、対面以外の形式で講義を行う場合

には、評価の配分は若干見直す。（修正版を受講者に通知する） 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 生涯発達とは？ 生涯発達心理学の考え方、発達段階説 

２ 胎生期 胎生期の発達 

３ 乳幼児期(１) 心身の発達、愛着関係、社会性／相互作用性の発達 

４ 乳幼児期(２) 認知的発達 

５ 乳幼児期(３) 情緒的発達 

６ 児童期(１) 認知的発達 

７ 児童期(２) 社会性の発達 

８ 中間試験  

９ 青年期(１) 思春期と青年期、マージナルマンとしての青年 

10 青年期(２) アイデンティティと職業選択、モラトリアム、社会的 

ひきこもり 

11 成人期(１) 職業的キャリア 

12 成人期(２) ワークライフバランス／ワークライフコンフリクト 

13 成人期(３) 働き盛りとメンタルヘルス 

14 老年期(１) 老年期の特徴、健康な老い、QOLとADL、認知症 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：藤村宣之 編著『発達心理学―周りの世界とかかわりながら人はいかに育つ

か (いちばんはじめに読む心理学の本)』ミネルヴァ書房 

◇ 参考書：菅野幸恵・他『エピソードで学ぶ赤ちゃんの発達と子育て―いのちのリレー

の心理学』新曜社 

岡本依子・他『エピソードで学ぶ乳幼児の発達心理学―関係のなかでそだつ

子どもたち』新曜社 

岡村一成 監修『ゼロから学ぶ経営心理学』学文社、その他、講義中に紹介。 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ テキストの関連箇所を熟読しておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業中のスマートフォン、携帯電話等の電子機器類の使用は原則として認めない。 

◇ 課題は期日どおりに提出すること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 

キャリア発達心理学（秋学期） 
 

イ ナ ミ カ ズ エ 

伊波 和恵 

Career Development 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

一生涯を通じて、私たち人間はつねに発達し続ける存在です。この講義では、生涯発達

心理学の観点から、胎生期から死に至るまでを範囲とし、とくに成人期に焦点をあて、人

の心理社会的な変化のプロセスに関する知識と考え方を学びます。学習を通じて、人間理

解の幅を世代的におし広げ、考察を深められるようにします。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

生涯発達心理学の

理論 

試験の設問に対する解答によって評価。生涯にわ 

たる心理社会的発達に関する概念の定義や用語に

ついて適切に答えることができ、また説明できる。 

 

10％ 

各年代の固有の特

徴 

設問に対する解答によって評価。胎生期～成人期 

～老年期、死にいたる人生の各段階における心理

的危機と社会的適応について理解が十分であるこ 

と。 

 

 
25％ 

成人期の課題と社

会性の発達 

レポート課題・設問に対する解答によって評価。 

働き盛りである成人期中期の心理社会的特徴を理

解し、社会性に注目して考察を適切に行えること。 

 

35％ 

キャリア発達 レポート課題ならびに設問に対する解答によって

評価。とくに成人期の能力(キャリア)発達に関す

る基本的な枠組みや、それらの意義について理論 

や実践を通じて理解し、的確に答えられること。 

 

 
30％ 

評価の方法 70％以上の出席を前提として、平常点(ミニレポート・授業参加度等)20％ 

・試験（持込一切不可）60％・レポート（中間試験に代わる課題）20％を

勘案して、総合的に評価する。なお、対面以外の形式で講義を行う場合

には、評価の配分は若干見直す。（修正版を受講者に通知する） 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ 生涯発達とは？ 生涯発達心理学の考え方、発達段階説 

２ 胎生期 胎生期の発達 

３ 乳幼児期(１) 心身の発達、愛着関係、社会性／相互作用性の発達 

４ 乳幼児期(２) 認知的発達 

５ 乳幼児期(３) 情緒的発達 

６ 児童期(１) 認知的発達 

７ 児童期(２) 社会性の発達 

８ 中間試験  

９ 青年期(１) 思春期と青年期、マージナルマンとしての青年 

10 青年期(２) アイデンティティと職業選択、モラトリアム、社会的 

ひきこもり 

11 成人期(１) 職業的キャリア 

12 成人期(２) ワークライフバランス／ワークライフコンフリクト 

13 成人期(３) 働き盛りとメンタルヘルス 

14 老年期(１) 老年期の特徴、健康な老い、QOLとADL、認知症 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：藤村宣之 編著『発達心理学―周りの世界とかかわりながら人はいかに育つ

か (いちばんはじめに読む心理学の本)』ミネルヴァ書房 

◇ 参考書：菅野幸恵・他『エピソードで学ぶ赤ちゃんの発達と子育て―いのちのリレー

の心理学』新曜社 

岡本依子・他『エピソードで学ぶ乳幼児の発達心理学―関係のなかでそだつ

子どもたち』新曜社 

岡村一成 監修『ゼロから学ぶ経営心理学』学文社、その他、講義中に紹介。 

 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ テキストの関連箇所を熟読しておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 授業中のスマートフォン、携帯電話等の電子機器類の使用は原則として認めない。 

課題は期日どおりに提出すること。 
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専門科目          イベントプロデュース学科  履修対象：２～４年生 
 

商品論（春学期） 
 

タ グ チ フ ユ キ 

田口 冬樹 

Product Management 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

市場には多くの新しい商品が提供されているが、ヒット商品として支持され、ロングセ

ラーにまで発展できる商品は限られている。この講義では、新商品の開発と提供のプロセ

スを中心に理解を深めることをねらいとしている。さらに最近の商品動向として所有から

利用へ、モノからコトへ、ダウンロードからストリーミングやサブスクリプションといっ

たサービス化のトレンドについてもその変化の意味を考察し、またSDGsを含め商品の安

全性確保・資源保全・環境保護の視点からも広く検討を加え、現代に求められる商品論を

提案したい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

商品とサービスの 設問に対する解答によって評価。商品とサービス  

役割を正しく理解 

し、説明できるよ 

の関係、商品の構成要件と分類、商品化の仕組み、 

サービスの商品特性について答えられること。 

 

20％ 

うにする   

新製品開発と製品 設問に対する解答によって評価。消費者サイドの  

ライフサイクルの ニーズと企業サイドのシーズの役割、新製品の市  

両プロセスを関連 場導入による普及のプロセス（キャズムの意味）、 20％ 

づけて説明できる コモディティ化について理解し、説明ができるこ  

こと と。  

現代の商品に求め 設問に対する解答によって評価。現代の商品に求  

られる社会的条件 められる品質、エコや安全性、表示、食品ロス、  

として、環境・資 

源・安全性につい 

下取りといった問題について、SDGsやEGSといった 

その背景になっている課題を整理し、製品開発や提 

 

30％ 

て課題を考察し、 供の問題点を指摘できること。  

理解を深める   

商品に対する調査 設問に対する解答によって評価。身近な商品を取  

と課題発見および 

改善提案を行う 

り上げて、企業サイドからはSWOT分析、消費者 

サイドからは購入・利用・処分の問題点の発見を 

 

30％ 

 通してその商品の改善提案書が作成できること。  

評価の方法 定期試験60％、授業時の小テストやレポート30％、授業への貢献10％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義のねらいと進め方：なぜ商品論を学ぶのか 

２ 商品とは何か 商品の意味と商品化の仕組み、SDGsとESGの関係 

３ 現代の商品概念 商品とイノベーション：顧客が片づけたい仕事とは 

４ 消費財とビジネス財 使用目的・顧客対象の違いとは：ミシュランガイドの起源 

５ サービス商品 サービス・ドミナント・ロジック：所有から利用の変化につ

いて 

６ 製品開発と開発主体 ニーズとシーズ、マーチャンダイジングとSPA 

７ 新製品開発の戦略 ケーススタディ：先発優位と後発優位、環境にやさしい商品

とは 

８ 製品ライフサイクル 新製品の普及とコモディティ化、PPMとの接点 

９ 市場細分化 市場細分化と製品差別化、パーソナライゼーション 

10 フリーのねらい 商品と価格の関係 

11 ブランドと商品 ブランドの役割と戦略のタイプ、ブランドロイヤルティの意

味 

12 ブランド戦略 ケーススタディ：NBとPB、OEM、地域ブランドの展開 

13 日本市場とブランド 日本のブランド、新興国のケース、インフルエンサーの役割 

14 商品企画＆改善提案 各自が考える商品企画および改善の提案 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト

を実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：田口冬樹（著）『マーケティング・マインドとイノベーション』白桃書房 

◇ 参考書：田口冬樹（著）『流通イノベーションへの挑戦』白桃書房 

授業開始時ならびに必要に応じて紹介、とくに「リテールマーケティング（販

売士）」受験の準備・参考資料なども授業時に紹介。 

 

【履修条件等】 

◇ マーケティング関連科目（「マーケティング概論Ⅰ」、「マーケティング概論Ⅱ」、「ブランド 

マーケティング論」、「広告論Ⅰ」、「広告論Ⅱ」、「流通論Ⅰ」、「流通論Ⅱ」、「販売管理論 

Ⅰ」、「販売管理論Ⅱ」、「消費者行動論Ⅰ」、「消費者行動論Ⅱ」、「コンテンツビジネス論 

Ⅰ」、「コンテンツビジネス論Ⅱ」、など）を履修していることが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書をよく読んで、次回テーマに関連する事例を調べ関心を高めておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 身近な問題を取り上げるとはいっても、自分で課題を発見し、よく調べて授業に出席

すること。 



-548- 
 

専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

商品論（秋学期） 
 

タ グ チ フ ユ キ 

田口 冬樹 

Product Management 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

市場には多くの新しい商品が提供されているが、ヒット商品として支持され、ロングセ

ラーにまで発展できる商品は限られている。この講義では、新商品の開発と提供のプロセ

スを中心に理解を深めることをねらいとしている。さらに最近の商品動向として所有から

利用へ、モノからコトへ、ダウンロードからストリーミングやサブスクリプションといっ

たサービス化のトレンドについてもその変化の意味を考察し、またSDGsを含め商品の安

全性確保・資源保全・環境保護の視点からも広く検討を加え、現代に求められる商品論を

提案したい。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

商品とサービスの 設問に対する解答によって評価。商品とサービス  

役割を正しく理解 

し、説明できるよ 

の関係、商品の構成要件と分類、商品化の仕組み、 

サービスの商品特性について答えられること。 

 

20％ 

うにする   

新製品開発と製品 設問に対する解答によって評価。消費者サイドの  

ライフサイクルの ニーズと企業サイドのシーズの役割、新製品の市  

両プロセスを関連 場導入による普及のプロセス（キャズムの意味）、 20％ 

づけて説明できる コモディティ化について理解し、説明ができるこ  

こと と。  

現代の商品に求め 設問に対する解答によって評価。現代の商品に求  

られる社会的条件 められる品質、エコや安全性、表示、食品ロス、  

として、環境・資 

源・安全性につい 

下取りといった問題について、SDGsやEGSといった 

その背景になっている課題を整理し、製品開発や提 

 

30％ 

て課題を考察し、 供の問題点を指摘できること。  

理解を深める   

商品に対する調査 設問に対する解答によって評価。身近な商品を取  

と課題発見および 

改善提案を行う 

り上げて、企業サイドからはSWOT分析、消費者 

サイドからは購入・利用・処分の問題点の発見を 

 

30％ 

 通してその商品の改善提案書が作成できること。  

評価の方法 定期試験60％、授業時の小テストやレポート30％、授業への貢献10％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ ガイダンス 講義のねらいと進め方：なぜ商品論を学ぶのか 

２ 商品とは何か 商品の意味と商品化の仕組み、SDGsとESGの関係 

３ 現代の商品概念 商品とイノベーション：顧客が片づけたい仕事とは 

４ 消費財とビジネス財 使用目的・顧客対象の違いとは：ミシュランガイドの起源 

５ サービス商品 サービス・ドミナント・ロジック：所有から利用の変化につ

いて 

６ 製品開発と開発主体 ニーズとシーズ、マーチャンダイジングとSPA 

７ 新製品開発の戦略 ケーススタディ：先発優位と後発優位、環境にやさしい商品

とは 

８ 製品ライフサイクル 新製品の普及とコモディティ化、PPMとの接点 

９ 市場細分化 市場細分化と製品差別化、パーソナライゼーション 

10 フリーのねらい 商品と価格の関係 

11 ブランドと商品 ブランドの役割と戦略のタイプ、ブランドロイヤルティの意

味 

12 ブランド戦略 ケーススタディ：NBとPB、OEM、地域ブランドの展開 

13 日本市場とブランド 日本のブランド、新興国のケース、インフルエンサーの役割 

14 商品企画＆改善提案 各自が考える商品企画および改善の提案 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テスト

を実施する 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：田口冬樹（著）『マーケティング・マインドとイノベーション』白桃書房 

◇ 参考書：田口冬樹（著）『流通イノベーションへの挑戦』白桃書房 

授業開始時ならびに必要に応じて紹介、とくに「リテールマーケティング（販

売士）」受験の準備・参考資料なども授業時に紹介。 

 

【履修条件等】 

◇ マーケティング関連科目（「マーケティング概論Ⅰ」、「マーケティング概論Ⅱ」、「ブランド 

マーケティング論」、「広告論Ⅰ」、「広告論Ⅱ」、「流通論Ⅰ」、「流通論Ⅱ」、「販売管理論 

Ⅰ」、「販売管理論Ⅱ」、「消費者行動論Ⅰ」、「消費者行動論Ⅱ」、「コンテンツビジネス論 

Ⅰ」、「コンテンツビジネス論Ⅱ」、など）を履修していることが望ましい。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 教科書をよく読んで、次回テーマに関連する事例を調べ関心を高めておくこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 身近な問題を取り上げるとはいっても、自分で課題を発見し、よく調べて授業に出席

すること。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

環境経営学 
 

フジモリ ダイスケ 

藤森 大祐 

Environmental Management 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

環境問題は現代の企業において積極的に対応すべき必須の課題となっている。近年話題

となっている環境問題としては、地球温暖化やエネルギー問題が挙げられるが、本講義で

はそれらの現代的な環境問題よりも以前から起きていた問題にも焦点を当てて講義を展開

していく。 具体的には、初期の公害問題として知られている足尾銅山問題や四大公害問

題などから考察していくことで、環境問題と企業の関係の本質的問題を捉えていく。それ

らをベースにして、地球環境問題の代表的な問題を考察しながら、現代の企業の課題を考

えていきたい。また、後半では廃棄物問題への対応、リサイクルの推進、エネルギー問題

などに関する企業の取り組みを見ていく。最後に、環境マネジメントシステムなど、環境

経営の代表的なツールについて論じる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

さまざまな環境問

題の基礎知識を習 

得する 

試験やレポートよって知識を問う。  

30％ 

環境問題と企業と 

の関係を理解する 

試験やレポートによって企業と環境問題がどのよ 

うな関係にあるかを問う。 

 

30％ 

環境問題への企業 試験やレポートによって、企業が環境問題に対し  

のあり方を理解す てどのような取り組みをしているか、またどのよ  

40％ 
る うな取り組みをしていく必要があるかについての  
 理解を問う  

評価の方法 70％以上の出席を前提とし、試験60％、レポート30％、平常点10％で評価

する。 

試験は定期試験によって評価し、平常点は講義内での態度やコメントなど

で評価する。 



-551- 
 

【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 講義ガイダンス 講義の概要、進め方、評価方法など 

２ 足尾銅山問題 銅山による鉱毒と煙害、問題の構造 

３ 水俣病問題 水銀汚染と企業の対応、問題の構造 

４ 四大公害 四大公害の概略と企業の対応 

５ 公害対策の進展と後退 四大公害の反省としての対策とその後退 

６ 公害輸出問題 公害輸出の事例とその概要 

７ 地球環境問題の概要 地球環境問題の特質、現状の把握、企業の役割 

８ オゾンホール問題 オゾンホールの原因と防止策 

９ 地球温暖化問題 温暖化のメカニズム、温暖化対策 

10 エネルギー問題 自然エネルギーと化石燃料、原発 

11 廃棄物問題 廃棄物の現状と問題点、適正処理の取り組み 

12 リサイクル リサイクル社会に向けてのさまざまな取り組み 

13 環境マネジメントシステ 

ム、環境コミュニケーショ 

ン 

環境マネジメントシステムの概要、現状と課題 

環境コミュニケーションの概要、現状と課題 

14 企業活動とSDGs 企業によるSDGsへの貢献の事例と検討 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：とくに指定しない。随時必要な資料を配布する。 
 

【履修条件等】 

◇ 少なくとも「経営学」を取得していること。できれば他の経営学の主要科目を取得し

ていることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ シラバスに従い、次回の内容について簡単に調べ、予備知識を得ておいてもらいたい。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 講義内容を参考にさまざまな問題に関心を持って自発的に学んでもらいたい。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

環境経営学 
環境問題とSDGs ～持続可能な未来のために～ 

 
ヤマグチ ユタカ 

山口  豊  

Environmental Management 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

気候変動や脱炭素社会、SDGs（国連の持続可能な開発目標）に注目が集まるなど、環境 

問題は現代社会における最大の課題の一つです。今、世界では気候変動など環境問題に積 

極的に対応し、持続可能な未来を作る「環境と経済の好循環」への挑戦が始まっていま 

す。 

本講座では、テレビ報道の取材現場で見た気候変動の実態、地域と共生する再生可能エネ 

ルギー、脱炭素・SDGs経営などを研究。アナウンサーの視点によるプレゼンテーションの 

テクニックも合わせて実践的に指導します。 

 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

気候変動に関する 

基本的な知識を深 

める。 

気候変動に関して、授業での積極的な発言や試験 

での理解度によって評価する。 

 

 

30％ 

再生可能エネルギ 

ーと地域の再生へ 

の理解を深める。 

再生可能エネルギーと地域の再生などについて、

授業での積極的な発言や試験での理解度によって

評価する。 

 

 

30％ 

豪雨災害からの避 

難への理解を深め 

る。 

豪雨災害からの避難などについて、授業での積極

的な発言や試験での理解度によって評価する。 

 

 

20％ 

 

脱炭素経営やSDGs 
経営への理解を深 

める。 

脱炭素・SDGs経営について、授業での積極的な発 

言や試験での理解度によって評価する。 

 

 

20％ 

 

評価の方法 授業での発言内容や出席状況を50％、試験を50％とする。 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内 容 

１ 環境問題とSDGs。 テレビ報道から見た気候変動、世界と日本の現状。 

２ 気候変動と災害。 温暖化と豪雨災害の関係は？現場取材とデータから考

察。 

３ 気候変動と脱炭素。 世界で進む脱炭素の潮流を研究。 

４ 再エネと地域再生１ 地域と共生する太陽光発電。次世代太陽電池。 

５ 再エネと地域再生２ 地域と共生する風力発電。浮体式洋上風力の可能性。 

６ 再エネと地域再生３ 温泉と共存する地熱発電の可能性。バイナリー発電と

は。 

７ 再エネと地域再生４ 荒廃する日本の森林とバイオマス発電の可能性。 

８ 再エネと地域再生５ 地域の豊かな水を活かした水力、小水力発電。 

９ 気候変動への適応。 豪雨災害にどう備える？防災の最前線。 

10 SDGs・脱炭素経営。 脱炭素を目指す持続可能な経営事例の研究。 

11 身近なSDGsの研究。 SDGsの身近な事例の研究。世界を動かす若者たちの行

動。 

12 プレゼン力の研究１ 実践的プレゼンテーション能力養成１ 

13 プレゼン力の研究２ 実践的プレゼンテーション能力養成２ 

14 まとめ 気候変動と再生可能エネルギーなどについてのまと 

め。 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書：指定なし。必要に応じて資料等を配布。 

◇ 参考書（任意）：「再エネ大国 日本」への挑戦 山口豊 山と溪谷社 
 

【履修条件等】 

◇ 気候変動やSDGs、脱炭素に関する情報に積極的に触れてください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ その週のテーマについて、自身で積極的に調べてみてください。 
 

【その他の注意事項】 

◇ 環境問題に関心を持ち、積極的な姿勢で授業に参加してください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

管理会計論Ⅰ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Management Accounting I 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

管理会計とは、組織管理・経営企画等に不可欠な経営情報を提供する理論と技術である

と言えます。したがって、管理会計の学習にあたっては、単に数値情報を算出するだけで

なく、組織実践との関係で、経営管理とは何であるか、数値情報をどのように経営管理に

用いるかについて理解する必要があります。その中で春学期は、企業がどのような数的根

拠を用いて、利益最大化を常に達成し続けるための業績評価を行っているかといった、業

績評価に関するテーマを学習します。 

講義は、解説→演習の流れで行い、講義毎のテーマが講義中に理解できるよう進めてい

きます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

標準原価計算を理 設問に対する回答により評価します。  
解する とくに、同じ計算手続きに用いるデータの違い・

データの違いにより生じる差が、経営管理上でど 
30％ 

 のように活用されるか理解してください。  
直接原価計算と全 

部原価計算を理解

する 

設問に対する回答により評価します。 

直接原価計算と全部原価計算の計算手続き上のと

く徴を理解することが重要です。 

 

30％ 

CVP 分析と 

その利活用に関し

て 

設問に対する回答により評価します。 

CVP 分析が必要になる場面、得られた情報をどう

解釈するかを理解することと、計算手続きの一連 

 

30％ 

 の流れを理解することが必要になります。  
経営シミュレーシ 講師が作成した経営シミュレーションゲームを受  
ョンゲームを通し 講者全員でプレイしてもらいます。そのゲームを  
て管理会計上で使 

われる経営情報の 

通して生じるデータから管理会計上で生じる経営 

情報を作成し、その活用を実体験することで、管 10％ 

有用性を確認する 理会計が経営管理を行う上で必要であることを理  
 解ください。  
評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、課題および小テスト点30％、

期末試験60％で評価します。※期末試験に関しては授業中に詳しく説明

します。 

・課題および小テストは、中間テストの形式で実施を予定しております。 

・貢献点は、経営シミュレーションゲームを行った講義後および、講義の 

いずれかの段階で講師から依頼されるアンケートにまじめに取り組むこ 

とで付与されます。 



-555- 
 

【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ ガイダンス 本講義に関連する日商簿記検定試験に関しての説明、本 
講義の進め方、評価方法などに関しての説明 

２ 管理会計概論 管理会計に関する基礎知識を学ぶ 

３ 管理会計の発達史 管理会計が歴史的にどのように発達してきたか学ぶ 

４ 組織と管理会計 経営を管理するうえで、企業がどのような組織形態を持 
っているのかなど、経営組織について学ぶ 

５ 組織と経営計画 経営組織を利益最大化目的に沿って行動させるための経 
営計画について学ぶ 

６ 管理会計と経営戦略 管理会計の中で用いられる経営戦略の手法などを学ぶ 

７ 利益計画と直接原価計算 原価計算の手続きを用いてどのように具体的な利益計画 
が作られるか学ぶ 

８ プロダクトミックス より複雑な利益計画を線形計画法を用いて学ぶ 

９ 中間テスト テスト 

10 責任会計と業績評価 経営組織の評価を行う手法を学ぶ 

11 業績評価と標準原価計算 計画値と実際値を用いた業績評価の技法を学ぶ 

12 業績評価と活動基準原価計 
算 

比較的新しく出てきた活動基準原価計算を用いた業績評 
価を学ぶ 

13 業績評価会計まとめ 業績評価会計で学んだことをまとめる 

14 前期講義内容まとめ まとめ 

15 期末試験  

 

【使用教材】 

◇ 毎回の講義でレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、教科書・問題演習

用の教材は、必要な場合開講時に指示をします。 

◇ 本講義では電卓を使用するので、毎回ご持参ください。 

◇ 本講義では資料は電子媒体での配布を前提としております。紙媒体の資料が必要な場

合は講師にご相談ください。 

 

【履修条件等】 

◇ 「工業簿記Ⅰ」・「工業簿記Ⅱ」若しくは、日商簿記２級同等の知識を有することを前提

とします。難易度の高い計算演習を行うため、その事を念頭に講義を受講してくださ

い。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 講義中だけでは問題演習をこなすことは出来ないため、必要に応じて講義終了後に課

題を出します。必ず課題を行うようにしてください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 電卓は、PCや携帯電話などの電子機器に内蔵されているもの以外の使用をお願いし

ます。※とくに、試験時には遵守願います。 

◇ 講義内容は講義の進捗や受講生の理解度に応じて変更がある場合があります。 

◇ 講義の妨げになる行為を行った場合、講師から指導が入ります。指導の回数次第で履

修停止となる旨、ご了承ください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

管理会計論Ⅱ 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Management Accounting II 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

管理会計とは、組織管理・経営企画等に不可欠な経営情報を提供する理論と技術である

と言えます。したがって、管理会計の学習にあたっては、単に数値情報を算出するだけで

なく、組織実践との関係で、経営管理とは何であるか、数値情報をどう経営管理に用いる

かについて理解する必要があります。秋学期は、企業が意思決定を行う際に、どのような

数的根拠を用いて合理的に意思決定を行うのか、といった意思決定に関するテーマを学習

します。その後に興味のあるテーマを元にグループワークを行ってもらいます。このグル

ープワークという作業を通して管理会計上のマネジメント手法の理解を深めるとともに、

グループワークの難しさを理解し習得してくだされば幸いですし、きっと就職活動などに

も役に立つことがあるかと思います。一緒に頑張っていきましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

管理会計がなぜ必

要なのかを理解す 

る 

管理会計情報でなぜ経営管理を行うことや業績管

理を行うことなどが可能になるのかを理解しまし 

ょう。 

 
30％ 

会計情報と業績管

理の関連性を理解 

する 

業績管理をするときに、どのような会計情報が求

められるのか、会計情報をどの様に使うのかを理 

解しましょう。 

 
20％ 

管理会計を行う上 企業の組織構成というものは様々な形があること  
での組織の在り方 

との関係を理解す 

は言うまでもないでしょう。様々な組織がある中 

で、管理会計手法に違いはあるのか、それとも共 
20％ 

る 通性があるのか設例を通して学びましょう。  
グループワークを 管理会計の理論を講義で学んだあとに、興味のあ  
通して、管理会計 

の事例を研究しよ 

る管理会計手法に関してグループワークを行うこ 

とで理解を深めましょう。その中で、プレゼンの 
30％ 

う 仕方・資料の作り方など指導します。  
評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、期末試験30％、グループワ

ーク60％で評価します。※期末試験・グループワークに関しては講義中

に補足説明します。 

・グループワークのグループ決めは講義第二回目に行います。必ず出席す

るようにしてください。 

・貢献点は、講義のいずれかの段階で講師から依頼されるアンケートにま

じめに取り組むことで付与されます。 
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【授業計画】 
回 テーマ 内 容 
１ ガイダンス 本講義の進め方、評価方法などに関して 
２ 前期の復習 前期学習した業績評価会計に関する復習 

３ 業務的意思決定会計 
―基礎編― 

様々なケースで企業がいくら損をしたとみなすか考 
察していきます 

４ 業務的意思決定会計 
―受注か自製か― 

企業が二者択一意思決定案件に際して、管理会計技 
法を用いてどのような合理的な判断を下すか学習し
ます 

５ 業務的意思決定会計 
―まとめ― 

今までの内容をまとめ、短期の意思決定に関する理 
解を深めます 

６ 設備投資の意思決定 
―基礎編― 

多くの会計の場合、利益が意思決定の根拠とされる 
ことが多いが、長期的意思決定の場合、キャッシュ 
に着目する。そのことに関して学習する 

７ 設備投資の意思決定 
― お金の時間的価値につい
て― 

今の100万円と１年後の100万円の価値を考えることを 
起点に、お金の時間的価値について学ぶ 

８ 設備投資の意思決定 
― タックスシールドについ
て― 

会計は貨幣的な支出を伴わない支出などがある。そ 
ういった場合、税金にどのように影響を及ぼすか学
習する 

９ 設備投資の意思決定 
―実践編１― 

実際のケースを使って設備投資の意思決定を行う 

10 設備投資の意思決定 
―実践編１― 

実際のケースを使って設備投資の意思決定を行う 

11 グループワーク準備 グループワークの進め方など 
12 グループワーク準備 グループワーク進捗管理 
13 グループワーク発表(１) グループで調べた内容のプレゼンおよび評価 
14 グループワーク発表(２) グループで調べた内容のプレゼンおよび評価 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 
テストを実施する 

 

【使用教材】 
◇ 毎回の講義でレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、教科書・問題演習
用の教材は、必要な場合開講時に指示をします。 

◇ 本講義では資料は電子媒体での配布を前提としております。紙媒体の資料が必要な場
合は講師にご相談ください。 

 

【履修条件等】 
◇ 「工業簿記Ⅰ」・「工業簿記Ⅱ」若しくは、日商簿記２級同等の知識を有することを前提
とします。また、グループワークを行いますので途中で履修を取りやめる方はご遠慮
ください。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 
◇ グループワークの内容が決まり次第、各グループで報告に向けてリサーチをすること 

 

【その他の注意事項】 
◇ 電卓は、PCや携帯電話などの電子機器に内蔵されているもの以外の使用をお願いし
ます。※とくに、試験時には遵守願います。 

◇ 講義内容は講義の進捗や受講生の理解度に応じて変更がある場合があります。 
◇ 講義の妨げになる行為を行った場合、講師から指導が入ります。指導の回数次第で履
修停止となる旨、ご了承ください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベントデザイン 
 

キタハラ ユタカ 

北原 隆 

Designing Events 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントデザインの世界に進むための基礎知識＋その応用を学びます。 

イベントには多種多様な形があり、会場もさまざまです。その空間ボリュームを掴み正

しい比率でイメージを共有することは大切です。 

会場図などを理解し、現調をして図面化することを学び、空間認知能力を高め、簡単な

図面やスケッチを描いてイベントの現場での正しい意思疎通を助ける表現技術を身につけ

ます。 

そのうえでイベントをデザインするということ及びイベントを行なう空間に何が必要か

についても学びます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントデザイン

に関する基礎知識 

を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

イベントの現場での意思疎通を助ける表現技術に

ついての手法を知り、説明できる。 

 

15％ 

イベントデザイン

に必要な表現力を 

身につける 

日々の課題に対する表現によって評価。 

会場図などを理解し、簡単な図面やスケッチを描

く最低限のスキルを身につけ、表現できる。 

 

15％ 

イベントプレゼン 日々の課題に対する表現によって評価。  

テーションに必要 プレゼンテーションの手法を知り、効果的で伝わ  

40％ 
な表現力を身につ り易い手法を身につけ、表現できる。  

ける   

自らのイベントデ 課題とレポートよって評価。  

ザインを組み立て オリジナル企画のイベントをデザインし表現して  

30％ 
る力を身につける 相手に提案し、そのイメージを伝えることができ  
 る。  

評価の方法 日々の課題70％、期末試験30％  
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 様々な手法、様々な表現 

２ イベントデザインの基礎 ラフスケッチ 「てきとう」と「ラフ」は違う  

３ スケッチ まず描いてみる 

４ 人間のサイズ 自分の体を物差しにする 視点の高さを知る 

５ 図面の書き方 現調  図面のルール 測って書く 

６ 同じ箱を別角度から描く 正しい比率で描くための手法 

７ 図面を立体的に見せる方法 アクソメ＆アイソメを学ぶ 

８ 人と空間 人が入るための空間を描く 

９ 企画書の作り方 どうすればわかりやすく表現できるか 

10 プレゼンテーション技術 効果的なプレゼンテーションのやり方 

11 着彩の技術 画材別色の付け方、影の入れ方 

12 展示学とは 展示手法について 

13 空間ディスプレイについて 空間演出について 

14 イベント施設を作る イベントを行うためのインフラについて 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

◇ 巻尺 三角スケール（もしくは定規）。 

◇ Ａ４サイズのスケッチブック、９ mm シャープペン、消しゴム、ミリペン。 

（講義内で説明しますのでそれからの購入で構いません） 
 
 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ 「イベントキャリア」を受講済みであることが望ましい。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと。 

◇ なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

イベントデザイン 
 

キヨミヤ ヒロカズ 

清宮 浩一 

Designing Events 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントは、人々の日常の中に起きる（あるいは訪れる）非日常の瞬間です。 

イベントを事業としてデザイニングする上では、大小様々なイベントがどのような仕組み 

や構造で成り立ち、どんなゴール（＝成果目標）を達成することが重要であるのかを理解 

することが必要です。 

ここではイベントをプロデュースする視点に立ってイベントデザインの世界を概観し、 

様々な事例を通じてイベント事業の役割や全体構造を理解してもらい、イベントプランナ 

ーとして求められるセンスやスキルの習得ポイントを学んでもらいます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

イベントに関する 

事業の仕組みを理 

解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベントが事業として成立するまでの過程や基本

的な流れ、構成等を簡素に説明できる。 

 

30％ 

イベント事業の需 

要について理解す 

る。 

設問に対する回答によって評価。 

イベント事業はどのような社会ニーズ、市場ニー 

ズにより成立しているのか、一般的な概念を簡素 

に説明できる。 

30％ 

 

イベント事業のプ 

ロジェクトスキー 

ムを理解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベントを推進する上で、プロジェクトに必要な 

人材やチームづくりの基本、その役割を簡素に説 

明できる。 

20％ 

イベントがもたら 

す社会的効用につ 

いて理解する。 

設問に対する回答によって評価。 

イベント事業が社会やまちづくり、暮らしにどう 

役立つのかを自分の言葉で説明できる。 

 

20％ 

評価の方法 授業態度30%、成果物(レポート等)40%、期末試験30% 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ イントロダクション 様々な手法、様々な表現 

２ イベントデザインの基礎 ラフスケッチ 「てきとう」と「ラフ」は違う  

３ スケッチ まず描いてみる 

４ 人間のサイズ 自分の体を物差しにする 視点の高さを知る 

５ 図面の書き方 現調  図面のルール 測って書く 

６ 同じ箱を別角度から描く 正しい比率で描くための手法 

７ 図面を立体的に見せる方法 アクソメ＆アイソメを学ぶ 

８ 人と空間 人が入るための空間を描く 

９ 企画書の作り方 どうすればわかりやすく表現できるか 

10 プレゼンテーション技術 効果的なプレゼンテーションのやり方 

11 着彩の技術 画材別色の付け方、影の入れ方 

12 展示学とは 展示手法について 

13 空間ディスプレイについて 空間演出について 

14 イベント施設を作る イベントを行うためのインフラについて 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の

確認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せずに、必要な資料を適宜、プロジェクターで掲示もしくは配布する。 
 

【履修条件等】 

◇ イベントについて興味・関心を持ち、将来、事業に携わりたいと思っていること。 

◇ イベントに関するプランニング能力を幅広く習得したいと考えていること。 

◇ イベントが社会を元気にし、また社会課題の解決に役立つと考えていること。 

 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 自身の生活や社会で取り上げられるイベントに常に関心を持つこと。 

◇ イベントを仕掛ける側に立って、成立させるまでの流れをイメージすること。 

◇ 日常的に社会課題や経済動向に少しでも意識を向け、関連情報に触れること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

観光イベント（春学期） 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Events in Tourism 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

観光イベントとは、観光事業を促進するための催し物等の活動の総称であり、政府や地

方自治体、観光関連のサービスを提供する民間企業、地域住民など多様な主体によって実

施されます。観光の全体像および観光イベントに関する基礎的な知識について、事例を交

えながら講義と演習を行います。また、適宜実務に携わるゲストスピーカーを招いて観光

イベントの取り組みについて説明していただきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

観光の全体像を理 

解する 

設問に対する回答による評価。 

観光の全体像について説明できる。 

 

25％ 

観光資源の基本を 

理解する 

設問に対する回答による評価。 

観光資源について説明できる。 

 

25％ 

観光イベントのプ

ロデューサーの役 

割を理解する 

実際の観光イベントのプロデュース事例を通して

プロデューサーの役割を理解する。 

 
 

25％ 

観光イベントの企

画を立案する 

ユニークで話題になる企画が作成できる。 

イベントアイディア、企画レポート等によって総

合的に評価する。 

 
 

25％ 

評価の方法  授業時の小テスト、レポート等70％、期末試験30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 観光イベントを学ぶ意義、講義の進め方、課題レポート、 

評価について 

２ 観光の全体像１ 日本の観光の歴史、概況統計、観光の経済規模等 

３ 観光の全体像２ 観光政策、インバウンド、日本版 DMO 等観光地マネジ 

メント 

４ 観光の全体像３ 地方創生・振興と観光事業、観光イベントが地域に与え 

る効果 

５ 観光資源を知る１ 観光資源とは何か。様々な自然・歴史・文化等観光資源 

６ 観光資源を知る２ 温泉観光地、宿泊施設と泊まる楽しみ、都市観光、田舎 

で過ごす 

７ 観光資源を知る３ リゾート、スキー場とスノーリゾート、海洋リゾート、 

テーマパーク、アミューズメントパーク 

８ 観光資源を知る４ お祭り、芸能・興行、アニメ・ドラマの聖地巡礼 

９ 観光資源を知る５ コンベンション、エコツーリズム等様々なタイプの旅行、 

海外の観光地 

10 ケーススタディ１ 事例１.地域振興の観光イベント 

11 ケーススタディ１ 事例２.地域振興の観光イベント 

12 観光イベントの企画１ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

13 観光イベントの企画２ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

14 観光イベントの企画３ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ PC（パワーポント、ワード、エクセル、Zoom 等）。 

◇ DVD 
◇ 参考書：『観光概論』JTB 総合研究所編著 

『旅行産業論』立教大学観光学部旅行産業研究会編著 

◇ その他、授業中に随時紹介します。 
 

【履修条件等】 

◇ 授業での取り組み・貢献度，小テスト、レポートの達成度などにより評価します。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業内にレポート、読んで欲しい参考文献等を紹介します。観光全般に興味を持って

自らが積極的に学び体験することが一番重要だと考えます。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

観光イベント（秋学期） 
 

カサハラ コウイチ 

笠原 幸一 

Events in Tourism 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

観光イベントとは、観光事業を促進するための催し物等の活動の総称であり、政府や地

方自治体、観光関連のサービスを提供する民間企業、地域住民など多様な主体によって実

施されます。観光の全体像および観光イベントに関する基礎的な知識について、事例を交

えながら講義と演習を行います。また、適宜実務に携わるゲストスピーカーを招いて観光

イベントの取り組みについて説明していただきます。 

 

【学習の到達目標と評価基準】 
 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

観光の全体像を理 

解する 

設問に対する回答による評価。 

観光の全体像について説明できる。 

 

25％ 

観光資源の基本を 

理解する 

設問に対する回答による評価。 

観光資源について説明できる。 

 

25％ 

観光イベントのプ

ロデューサーの役 

割を理解する 

実際の観光イベントのプロデュース事例を通して

プロデューサーの役割を理解する。 

 
 

25％ 

観光イベントの企

画を立案する 

ユニークで話題になる企画が作成できる。 

イベントアイディア、企画レポート等によって総

合的に評価する。 

 
 

25％ 

評価の方法  授業時の小テスト、レポート70％、期末試験30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ オリエンテーション 観光イベントを学ぶ意義、講義の進め方、課題レポート、 

評価について 

２ 観光の全体像１ 日本の観光の歴史、概況統計、観光の経済規模等 

３ 観光の全体像２ 観光政策、インバウンド、日本版 DMO 等観光地マネジ 

メント 

４ 観光の全体像３ 地方創生・振興と観光事業、観光イベントが地域に与え 

る効果 

５ 観光資源を知る１ 観光資源とは何か。様々な自然・歴史・文化等観光資源 

６ 観光資源を知る２ 温泉観光地、宿泊施設と泊まる楽しみ、都市観光、田舎 

で過ごす 

７ 観光資源を知る３ リゾート、スキー場とスノーリゾート、海洋リゾート、 

テーマパーク、アミューズメントパーク 

８ 観光資源を知る４ お祭り、芸能・興行、アニメ・ドラマの聖地巡礼 

９ 観光資源を知る５ コンベンション、エコツーリズム等様々なタイプの旅行、 

海外の観光地 

10 ケーススタディ１ 事例１.地域振興の観光イベント 

11 ケーススタディ１ 事例２.地域振興の観光イベント 

12 観光イベントの企画１ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

13 観光イベントの企画２ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

14 観光イベントの企画３ イベントプロデューサーとして観光イベントを企画する 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認テ 

ストを実施する 

 
【使用教材】 

◇ PC（パワーポント、ワード、エクセル、Zoom 等）。 

◇ DVD 
◇ 参考書：『観光概論』JTB 総合研究所編著 

『旅行産業論』立教大学観光学部旅行産業研究会編著 

◇ その他、授業中に随時紹介します。 

 
【履修条件等】 

◇ 授業での取り組み・貢献度，小テスト、レポートの達成度などにより評価します。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 授業内にレポート、読んで欲しい参考文献等を紹介します。観光全般に興味を持って

自らが積極的に学び体験することが一番重要だと考えます。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

スポーツイベント 
 

サ ト ウ ジ ユ ン 

佐藤 潤 

Sporting Events 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

・スポーツの歴史、ビジネス化の歴史を学び、現在のスポーツイベントビジネスの構造

を理解する。 

・スポーツイベントを企画・実施するに際し、必要な知識を身につける。 

・具体的事例として３大スポーツイベントであるオリンピック、サッカーワールドカッ

プ、成功裏に終了したラグビーワールドカップについてマーケティング、イベントの

視点より学ぶ 

・近年のスポーツイベントの価値の拡がりをネット、ツーリズム・地域活性化などを事

例に学ぶ 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

スポーツイベント

の現状とその構造

を理解する 

毎回の授業レポートと課題レポートにより評価す

る。スポーツ全般に加えてとくにオリンピック、

サッカーワールドカップ、ラグビーワールドカッ 

プの３大イベントについて学ぶ 

 

 
30％ 

スポーツイベント

のマーケティング 

を理解する 

毎回の授業レポートと課題レポートにより評価す

る。スポーツイベントのマネタイズの仕組みにつ 

いて事例を通して学ぶ 

 
 

40％ 

スポーツを取り巻

く新しい動きにつ

いて理解する 

毎回の授業レポートと課題レポートにより評価す

る。 

スポーツ行政、スポーツツーリズム、ネットでの 

動画配信などの動向についても学ぶ 

 

 
30％ 

評価の方法 

評価の方針 毎回のレポート（授業終了後に提出）45％、中間テスト25％、 

期末期末30％ 
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【授業計画】 

回 テーマ 内 容 

１ イントロダクション これから学ぶスポーツイベントの概略を知る 

２ スポーツの歴史 スポーツの歴史を知る 

３ スポーツビジネスの歴史 スポーツビジネスの歴史を知る 

４ スポーツビジネスの今 スポーツの現状を様々な数字から読み解く 

５ スポーツイベントⅠ スポーツイベントの構造について学ぶ 

６ スポーツイベントⅡ スポーツイベントの企画・運営とリスクについて学ぶ 

７ スポーツイベントⅢ スポーツイベントのスポンサーシップについて学ぶ 

８ 前半の振り返り 中間試験の実施と古代オリンピックについて映像で学 

ぶ 

９ オリンピックビジネス オリンピックイベントについて学ぶ 

10 サッカーイベントビジネス ワールドカップ他サッカーイベントについて学ぶ 

11 ラグビーWC2019 2019年大会を例にメガイベントについて学ぶ 

12 スポーツイベントとメディア メディアとスポーツの関係について学ぶ 

13 スポーツイベントと観光 スポーツツーリズムについて学ぶ 

14 スポーツイベントと地域 スポーツコミッションと地域活性化について学ぶ 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確認 

テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用しません。 

◇ 参考図書：広瀬一郎著『スポーツビジネス論』講義

小林至著『スポーツの経済学』 

イベント産業振興協会編集 

スポーツイベント検定公式テキスト 

『スポーツイベントの企画・運営に携わる人のための教科書』 

※その他テーマに応じて適宜紹介します。 
 

【履修条件等】 

◇ とくになし。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 新聞や雑誌、テレビ、ネットニュースなどで日本と世界の経済や社会情勢に関心をも

ってチェックしてください。 

とくにコロナ感染問題でスポーツ界がどんな影響を受けてきたか、オリンピックをは

じめとしたスポーツイベント関連のニュースは興味を持ってみてください。 

 

【その他の注意事項】 

◇ 毎回授業後に小レポートを提出してもらいます。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

ユニバーサルイベント 
 

イノウエ アヤネ 

井上 彩音 

Universal Event 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

イベントは本来、参加を希望するすべての人が困難なく快適に参加でき、充実したコミ

ュニケーションが実現できる空間であることが望ましく、これまでの施設の設備や導線な

どへの配慮がされてきました。これからはさらに進めて、内容の企画や計画、会場設計か

ら運営すべてにわたり、誰もが自由に気軽に参加でき、そして楽しめることを前提とした 

「ユニバーサルイベント」の発想が求められてます。 

この講義では「今まで心が動いたもの」をテーマに対話をし、ユニバーサルイベントを

プロデュースする際につながる工夫を考えていきます。また、ダイアログ・ミュージアム 

「対話の森」のアテンド（視覚障碍者スタッフ、聴覚障碍者スタッフ）とともに運営のな

かで出会ったエピソードを通して、一期一会で起きた「心の動いた瞬間」を学びます。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

ユニバーサルイベ

ントに関する基礎 

知識を理解する 

設問に対する回答によって評価。 

ユニバーサルイベントとは何か、ユニバーサルイ

ベントに必要な要素について答えられる。 

 
30％ 

イベント運営する

際のおもてなしを 

理解している 

課題とレポートよって評価。 

多くの人が安心、安全に参加できるイベントを運

営をするための裏側を理解することができる。 

 
20％ 

多くの人の楽しみ

を知ろうとするこ

とができる 

課題とレポートよって評価。 

自分の楽しみ、相手の楽しみを否定せず尊重し合

うことができ、幅広いターゲットを知るために、

様々な人の楽しみを調べ発表できる。 

 

 
20％ 

１つのことを様々 

な角度から観察す

ることができる 

課題とレポートよって評価。 

自分自身のレポートを発表後、他の人の発表を取

り入れレポートを書き換えることができる。 

 
30％ 

評価の方法 授業への取り組み30％、課題提出20％、課題発表20％、試験30％ 
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【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容 

１ イントロダクション ユニバーサルイベントとは 

２ 楽しむとは？ 人が楽しんでいるものを多方向からみてみる  

３ 楽しみの発見 受講メンバー同士の楽しみを調べる 

４ ターゲットを知る 何かを届けるときに受け取る人の事を先に調べる 

５ ケーススタディ-1 誰もが楽しめる場所ができるまで 

６ ケーススタディ-2 オープンするまでの準備、研修などについて 

７ エンターテイナーの話① 視覚障碍者キャストが出会ったエピソード 

８ エンターテイナーの話② 聴覚障碍者キャストが出会ったエピソード 

９ 誰もが一緒に働ける楽屋とは？ スタッフが一緒に働くとは？ 

10 安心、安全な運営 お客様が安心して楽しむために必要なこととは 

11 安全運営のためのチームワーク キャスト、スタッフの連携 

12 企画をしてみよう ターゲットを決め企画を考える 

13 プレゼンテーション 受講者同士で発表、ブラッシュアップを考える 

14 ブラッシュアッププレゼン ブラッシュアップ後のプレゼン 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確

認テストを実施する 

 
 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時に資料を配布する。 

 
【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 人の楽しみ、自分の楽しみを観察する。 

◇ 日々の生活の中で、心が動いた瞬間をメモする習慣をつける。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

セールスプロモーションイベント 
 

サ ノ  タカユキ 

佐野 孝行 

Sales Promotion Event 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

入場料を徴収する音楽コンサートのような興行を除けば、イベントの多くは販売促進(セ

ールスプロモーション)を目的に実施されています。流通店舗で行われる商品催事から始

まり、昨今ではWEBやアプリを使用したセールスプロモーション事例も多くなってきてお

り、その展開形態は多様性に富んでいます。販売促進の目的も、集客動員や使用体験の創

出から、イメージ訴求・意識喚起まで幅広く、経済活動の一環として行われているために、

社会全般に対する影響力も大きいものです。セールスプロモーション全体の流れを、ゲー

ムビジネスを中心としたエンターテインメント業界の仕組みとともに解説していきます。 

【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

セールスプロモー

ションの基本を 

理解する 

設問に対する回答によって評価。 

セールスプロモーション、販売促進の重要性にに

ついて答えられる。 

 
20％ 

セールスプロモー 設問に対する回答によって評価。  

ションイベントの セールスプロモーションイベントを実施するため 20％ 

実施段階での理解 に必要な項目を説明できる。  
を深める   

セールスプロモー 設問に対する回答によって評価。  

ションイベントの セールスプロモーションイベントにおける時間管 30％ 

管理項目について 理、品質管理、予算・経費管理、リスク管理の４  
説明ができる つの重要管理項目について理解できる。  

セールスプロモー レポートおよびテストによって評価。  

ションイベントの 上位目的に沿った戦略を立案し、その戦略に沿っ 30％ 

戦略を説明できる た手法・手段を選定・開拓し、それを明文化でき  
 る。  

評価の方法 授業への意欲40％・日々の課題30%・期末レポート30%  



-571- 
 

【授業計画】 
 

回 テーマ 内  容  

１ ゲームビジネスの基礎① ゲームを中心としたエンタメビジネスの基礎知識① 

２ ゲームビジネスの基礎② ゲームを中心としたエンタメビジネスの基礎知識② 

３ ゲームビジネスの基礎③ ゲームを中心としたエンタメビジネスの基礎知識③ 

４ SPの基本① マーケティングとセールスプロモーション 

５ SPの基本② 会社組織におけるSPの位置付けや役割、予算策定等 

６ SPの基本③ 会社組織におけるSPと他部署との関係性 

７ SPの分類と特性 SP及びSPイベントの種類や手法・特性 

８ SPイベントの企画 SPイベントの企画・実施手法 

９ SPイベントの企画② SPイベントの企画・実施手法② 

10 SPイベントの具体例1 店頭イベント 

11 SPイベントの具体例2 中・大規模型イベント 

12 SPイベントの具体例3 WEB配信型イベントなど① 

13 SPイベントの具体例4 WEB配信型イベントなど② 

14 今後のSPイベント 今後のSPイベントの展望など 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の確 

認テストを実施する 

 

【使用教材】 

◇ 教科書は使用せず、授業時にテキスト・資料を配布する。 
 

【履修条件等】 

◇ 幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること。 

◇ ゲームを中心としたアニメやコミックなど、エンターテインメントビジネスに興味が 

あること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 情報収集の一環として、エンタメ系ニュースやイベント情報に関して常にアンテナを

張り興味と関心を持つこと。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

コミュニティイベント 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Events in Community 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

地方の時代と言われだして久しい。だが、実情はまだ中央依存であり、地方は過疎化に

悩んでいるところも少なくない。コミュニティも（地域社会）もまた、商店街のシャッタ

ー街化が深刻な問題となっているように、衰えつつある例が多々みられる。こうした現状

を背景に、各地で地域再生への足がかりとして多様なイベントが開催されており、地域と

人をつなぐ大きな役割を果たしている。コミュニティが真に自立し、他と連帯しながら活

性化すること、それがコミュニティにおけるイベントの意義である。 

本授業は、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。その為、グループワ

ークへの積極的な参加態度が求められる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

コミュニティの概

念やイベント事例 

を知る 

レスポンスシートや試験などにおいて理解度を評

価する。 

 

20％ 

コミュニティにお 

ける課題を把握す

ることができる 

上記に同じ。  

20％ 

課題の分析とその 

解決への提案 

試験やプレゼンテーション等で評価する。  

60％ 

評価の方法  授業毎で実施するレスポンスシート20％・課題プレゼンテーション

20％、期末試験20％。その他、講義やグループワークへの積極的な参加態

度40％ 

※グループでのワークが中心となるため、遅刻・欠席については厳しく評

価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ オリエンテーション 授業内容、進め方の説明 

２ コミュニティとは① 

〜コミュニティの定義 

・コミュニティの語源、概念、定義 

・コミュニティの崩壊と再生 

３ コミュニティとは② 

〜コミュニティと市民参加 

・公共の担い手としての市民 

・市民参加と協働 

４ コミュニティとは③ 

〜コミュニティとビジネス 

・コミュニティ課題を解決するビジネス手法 

・コミュニティビジネスの効果と課題 

５ ゲストスピーカー①  

６ コミュニティを調査する① 自身の属する、あるいは関心をもつコミュニティ 

の課題を調査する 

７ コミュニティを調査する② 自身の属する、あるいは関心をもつコミュニティ 

における課題について、調査内容の発表 

８ コミュニティイベント事例① 

〜コミュニティとイベント 

・コミュニティ再生のためのイベントづくり 

・コミュニティレガシーとしてのイベントの価値 

９ コミュニティイベント事例③ 

〜コミュニティとボランティア 

・コミュニティイベントにおけるボランティアの 

意義と意味 

10 ゲストスピーカー②  

11 コミュニティを調査する③ グループで、コミュニティ課題の解決にむけたイ 

ベントづくりに向けて調査を実施。 

12 コミュニティを調査する④ グループで、コミュニティ課題の解決にむけたイ 

ベントづくりの企画を検討する。 

13 成果発表① イベント提案プレゼンテーション 

14 成果発表② イベント提案プレゼンテーション 

15 まとめ  

 
【使用教材】 

◇ 適宜配付する。 

 
【履修条件等】 

◇ 毎回のグループワークに積極的に参加できること。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 自分が属するコミュニティ、あるいは興味を抱くコミュニティに関する情報収集、視

察などをおこなうこと。 

 
【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：２～４年生 
 

アミューズメント 
 

シヅカ マサノリ 

志塚 昌紀 

Amusement 応用科目／半期／２単位 

【授業概要】 

アミューズメントの訳語は「娯楽」である。21世紀は、娯楽を含めた｢余暇の時代｣と言

われることもあるように、生活のなかにゆとりや癒しを求める機運が高まっており、その

傾向はますます強まると考える。本講義では、余暇という概念と理論を学び、さらに代表

的なアミューズメントである遊園地・テーマパークなどの娯楽の世界を探求するなかで、

アミューズメントの価値や意義を理解していく。 

本授業は講義での学びを生かして、①グループでアミューズメント空間をプロトタイピ

ング（原型）を作る、②研究テーマを設定しフィールドワークを行い、その成果をプレゼ

ンテーションする。などの実践的な学びも行っていく。その為、グループワークへの積極

的な参加態度が求められる。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

余暇や娯楽の定義

や概念、歴史を学 

ぶ 

レスポンスシートや試験などにおいて理解度を評

価する。 

 
20％ 

遊園地・テーマパ

ーク、アミューズ

メント施設の現状 

を把握する 

上記と同様に、小レポート、あるいは発表等で評

価する。確認はプレゼンテーションで行う。 

 

 
20％ 

レジャー、アミュ

ーズメントの近未 

来を予想する 

試験やプレゼンテーション等で評価する。  
60％ 

評価の方法 授業毎で実施するレスポンスシート20％・課題プレゼンテーション20％、

期末試験20％。その他、講義やグループワークへの積極的な参加態度40％ 

※グループでのワークが中心となるため、遅刻・欠席については厳しく評

価する。 
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【授業計画】 

回 テーマ 内  容  

１ 余暇と余暇学 余暇の概念と余暇学の立場 

２ 余暇活動の歴史 

 

レジャー・アミューズメントの歴史とレジャー産

業の現状、統合型リゾートについて 

３ 遊園地とテーマパーク 遊園地とテーマパークの定義と現状分析 

４ プロトタイピング① アプリケーションを活用した遊びの創作① 

５ プロトタイピング② アプリケーションを活用した遊びの創作② 

６ アミューズメント事例① 事例：東京ディズニーリゾート 

〜ディズニーの思想とテーマパークビジネス 

７ 

 

アミューズメント事例② 事例：ユニバーサルスタジオジャパン 

〜アミューズメントの考え方とテーマパーク経営 

８ アミューズメント事例③ 事例：ハウステンボス 

〜アミューズメントパークから観光実験都市へ 

９ プロトタイピング③ アプリケーションを活用した物語の創作① 

10 プロトタイピング④ アプリケーションを活用した物語の創作② 

11 ゲストスピーカー  

12 プロトタイピング⑤ レゴブロックを活用したアミューズメント空間の

創作① 

13 プロトタイピング⑥ レゴブロックを活用したアミューズメント空間の

創作② 

14 プレゼンテーション 研究テーマのプレゼンテーション実施 

15 総括・達成度の確認 今までの授業についての総括および学習達成度の

確認テストを実施する 
 

【使用教材】 

◇ 適宜配付する。 
 

【履修条件等】 

◇ 毎回のグループワークに積極的に参加できること。 
 

【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ とくに予習すべき教材はないが、周囲のレジャー施設、アミューズメント機器類に注

意を払い、それらの現状や将来に対して想像力を働かせること。 

 

【その他の注意事項】 

◇ とくになし。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：４年生 
 

論文指導（卒業論文） 
 

Senior Thesis 応用科目／通年／２単位 

【授業概要】 

連続演習の研究の総まとめとしての卒業論文作成の指導を行う。 

演習の学習過程で得られたテーマを卒業論文として完成させるため、資料・文献の検索

から仮説構築や論理構成、論文形式での執筆などを個別に指導する。 

１、２週間に１回程度、オフィス・アワーの時間帯に指導する。 

 

 
【使用教材】 

◇ 教科書：必要に応じて指示する。 

◇ 参考書：必要に応じて指示する。 

 

 
【評価方法】 

◇ 論文執筆過程の努力および完成した卒業論文により評価する。

論文は20,000字（400字詰原稿用紙50枚）以上。 

 

【履修条件・提出締切日】 

◇ 連続演習の担当者が履修を認め、２・３年次（３年次編入生は３年次のみ） 

に「専門演習Ⅰ」の単位を修得したもの。 

提出締切日：2023年１月13日（金） 15:00まで

提 出 先：学務部 
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１．卒業論文の作成概要指導 

２．各自のテーマ決定の確認・助言

３．論文の形式、構成の指導 

４．テーマに関する資料・情報の収集法指導

５．論文作成（中間）の指導 

６．中間発表 

１．夏期休暇中の研究成果の確認

２．論文完成に向けての指導

３．最新のデータとの照合 

４．論文要旨に対するディスカッション

５．論文の完成・最終稿のチェック 

６．卒業論文発表会 

【授業計画】 

＜春学期＞ 
 

 

 

 
 

＜秋学期＞ 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

簿記技能Ⅰ（日商３級） 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Bookkeeping I 応用科目／集中／２単位 

【授業概要】 

本講義は、2022・2023年度日商簿記３級、６月試験合格を目指す方のための講義です。

そのため、｢入門簿記Ⅰ」･「入門簿記Ⅱ｣の履修が終わっている、もしくはご自身で日商

簿記３級の自学を行っている方を対象とします。 

本講義では、検定試験特有の問題の解き方、及び素早く回答を行うためのテクニック、受講

者の苦手とする設問に対する個別指導などを行いますが、次の点にご注意ください。それ

は、本講義を受けるだけで検定試験合格ができるわけではないという点です。試験に合格

するためには、自分で問題演習をこなす自学の時間が必須です。あくまで、本講義は検定

試験全般の補助的な役割として活用してください。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

検定試験の各問の 

傾向を理解する 

検定試験の問１から問５までの傾向を理解し、自 

分の得意分野・不得意分野を明確にする。 

 

10％ 

仕訳問題に関して 設問に対する回答により評価します。  

理解すること。 検定試験を解く上で、範囲内の仕訳が解けないこ 

とにはどうにもなりません。しっかりと理解しま 

 

30％ 

 しょう。  

試算表に関して理 設問に対する回答により評価します。  

解すること。 検定試験上で配点が高い項目となります。また、 

検定試験特有の問の出し方があるため、その特徴 

 

30％ 

 も理解しましょう。  

精算表に関して理 設問に対する回答により評価します。  

解すること。 検定試験上で配点が高い項目となります。また、 

検定試験特有の問の出し方があるため、その特徴 

 

30％ 

 も理解しましょう。  

評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、期末試験90％で評価します。 

※期末試験に関しては授業中に詳しく説明します。 

・貢献点は、講師が開発した講義を受講し、講義のいずれかの段階でに講

師から依頼されるアンケートにまじめに取り組むことで付与されます。 
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【授業計画】 

回 日程 テーマ 内 容 

１  問１対策講座 仕訳問題全般で、とくに注意が必要な仕訳に関して 

２  問２対策講座 補助簿全般の解き方、T 字勘定を使った解答法 

３  問３対策講座 試算表全般の解き方 

４  問４対策講座 伝票などの解き方 

５  問５対策講座 精算表および財務諸表問題の解き方 

６  問１問題演習 問１問題の演習徹底的にやります 

７  問２問題演習 問２問題の演習徹底的にやります 

８  問３問題演習 問３問題の演習徹底的にやります 

９  問４問題演習 問４問題の演習徹底的にやります 

10  問５問題演習 問5問題の演習徹底的にやります 

11  過去問演習(１) 過去問は最低３年分はする必要があるので内１回を 

12  過去問演習(２) 過去問は最低３年分はする必要があるので内１回を 

13  予想問題演習 今回の６月試験に出そうな予想問題を演習 

14  検定試験前講座 試験前に各受講者の苦手項目を個別に対応 

15  予備 スラック 

＊授業時間等については、資料配布時にお知らせします。 

 
【使用教材】 

◇ 授業ごとにレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、問題演習用の教材は、開

講時に指示をします。 

◇ 本講義では電卓を使用するので、毎回ご持参ください。 

 
【履修条件等】 

◇ ｢入門簿記Ⅰ」・「入門簿記Ⅱ｣の講義、または日商簿記３級レベルの商業簿記の知識を

事前に勉強していることを前提とします。 

◇ 2022年度６月期に日商簿記検定三級を受験する方の履修をお待ちしております。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 会計の講義全般に言えることですが、復習に重点を置いてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 電卓は、PCや携帯電話などの電子機器に内蔵されているもの以外の使用をお願いしま

す。※とくに、試験時には遵守願います。また、日商簿記３級６月検定試験に合格さ

れた方に関しては、成績評価に反映させます。詳しくは、開講時にお知らせします。また、

講義はオフィスアワー時間帯（16：30～）に行います。時間帯にご注意ください。 
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専門科目 イベントプロデュース学科 履修対象：１～４年生 
 

簿記技能Ⅱ（日商２級） 
 

フクヤマ トモキ 

福山 倫基 

Bookkeeping II 応用科目／集中／２単位 

【授業概要】 

本講義は、2022・2023年度日商簿記２級、11月・２月試験合格を目指す方のための講義

です。そのため、｢商業簿記Ⅰ」･「商業簿記Ⅱ」および「工業簿記Ⅰ」･「工業簿記Ⅱ」

の履修が終わっている、もしくはご自身で日商簿記２級の自学を行っている方を対象とし

ます。 

本講義では、検定試験特有の問題の解き方、及び素早く回答を行うためのテクニック、受講

者の苦手とする設問に対する個別指導などを行いますが、次の点にご注意ください。それ

は、本講義を受けるだけで検定試験合格ができるわけではないという点です。試験に合格

するためには、自分で問題演習をこなす自学の時間が必須です。あくまで、本講義は検定

試験全般の補助的な役割として活用してください。 

2016年度から日商簿記２級の出題範囲が変更され、例年より難化する可能性が考えられ

ます。出題変異の変更点等含めしっかり学習していきましょう。 

 
【学習の到達目標と評価基準】 

学習・教育目標 評価方法および評価基準 評価の配分 

検定試験の各問の 

傾向を理解する 

検定試験の問１から問５までの傾向を理解し、自 

分の得意分野・不得意分野を明確にする。 
10％ 

仕訳問題に関して

理解すること 

設問に対する回答により評価します。 

検定試験を解く上で、範囲内の仕訳が解けないこ

とにはどうにもなりません。しっかりと理解しま

しょう。 

 
 

30％ 

原価計算に関して

理解すること 

設問に対する回答により評価します。 

日商簿記２級は原価計算が分かればほぼ合格は間

違いないと言えます。しっかりと勉強しましょう。 

 
30％ 

精算表等に関して

理解すること 

設問に対する回答により評価します。 

とくに本支店会計は慣れが必要です。よく理解し

ましょう。 

 
30％ 

評価の方法 ・３分の２以上の出席を前提に、貢献点10％、期末試験90％で評価します。 

※期末試験に関しては授業中に詳しく説明します。 

・貢献点は、講師が開発した講義を受講し、講義のいずれかの段階でに講

師から依頼されるアンケートにまじめに取り組むことで付与されます。 
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【授業計画】 

回 日程 テーマ 内 容 

１  問１対策講座 仕訳問題全般で、とくに注意が必要な仕訳に関して 

２  問２対策講座 特殊仕訳帳や伝票会計に関する解法 

３  問３対策講座 精算表・本支店会計に関する解法 

４  問４対策講座 費目別・部門別計算を中心とした解法 

５  問５対策講座 総合原価計算・標準原価計算の解法 

６  問１問題演習 問１問題の演習徹底的にやります 

７  問２問題演習 問２問題の演習徹底的にやります 

８  問３問題演習 問３問題の演習徹底的にやります 

９  問４問題演習 問４問題の演習徹底的にやります 

10  問５問題演習 問５問題の演習徹底的にやります 

11  過去問演習(１) 過去問は最低３年分はする必要があるので内１回を 

12  過去問演習(２) 過去問は最低３年分はする必要があるので内１回を 

13  予想問題演習 今回の11月試験に出そうな予想問題を演習 

14  検定試験前講座 試験前に各受講者の苦手項目を個別に対応 

15  検定試験後解説 今回の検定試験の解説 

＊授業時間等については、資料配布時にお知らせします。 

 
【使用教材】 

◇ 授業ごとにレジュメを配布し、レジュメを教材とします。また、問題演習用の教材は、開

講時に指示をします。 

◇ 本講義では電卓を使用するので、毎回ご持参ください。 

 
【履修条件等】 

◇ 「商業簿記Ⅰ」・「商業簿記Ⅱ｣、｢工業簿記Ⅰ」・「工業簿記Ⅱ｣の講義、または日商簿記

２級レベルの商業簿記の知識を事前に勉強していることを前提とします。全く知識の

ないままの受講は控えてください。 

 
【予習をすべき事前学習の内容】 

◇ 会計の講義全般に言えることですが、復習に重点を置いてください。 

 
【その他の注意事項】 

◇ 電卓は、PCや携帯電話などの電子機器に内蔵されているもの以外の使用をお願いし

ます。※とくに、試験時には遵守願います。また、日商簿記２級11月・２月検定試験

に合格された方に関しては、成績評価に反映させます。詳しくは、開講時にお知らせ

します。 

また、講義はオフィスアワー時間帯（16：30～）に行います。時間帯にご注意くださ

い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

東京富士大学 
 
 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場３－８－１ 
 

入  試    広    報    部

キ  ャ  リ  ア  支  援  部

学 生 支 援 部 

TEL ０３－３３６８－０３５１ 

TEL ０３－３３６２－８４７９ 

 学生支援担当 

留学生担当 

TEL ０３－３３６２－２２５２ 

TEL ０３－３３６８－１７６１ 

学 務 部  

  学務課 

図書館 

TEL ０３－３３６８－２１５４ 

TEL ０３－３３６８－８８２６ 
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